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巻頭図版1

桑原石ケ元古墳群と周辺の遺跡群
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序

福岡市は、大陸に近いという地理的条件から、外来文化流入の窓口、大陸との

貿易拠点として古くからの歴史を有しています。現在も歴史的・地理的に関係の

深いアジアとのつながりを重視し、「アジアの交流拠点都市」を目指し、アジアの

様々な国や地域との交流や、学術・文化などの交流を行っています。

現在・九州大学統合移転事業の円滑な促進のため協力支援を行うとともに、本

市の多角連携型都市構造の形成に向けて、箱崎・六本松地区の移転跡地や、西部

地区におけるまちづくりなど、長期的・広域的な祖原から対応を行っております。

本書は九州大学統合移転に伴い、1996年度から1998年度にかけて行なった桑

原石ケ元古墳群の確認調査及び発掘調査の成果を報告するものです。桑原石ケ元

古墳群は九州大学によって当初の計画が変更され、19基を現地保存することが検

討されています。調査によって単鳳環頭太刀や鉄製鍛冶工具一式をはじめ、古墳

時代中期から後期にかけての貴重な遺物が多く出土し、地域の歴史を知る上で欠

かせない資料を得ることができました。本書が、埋蔵文化財へのご理解と認識を

深める一助となるとともに、あわせて研究資料として活用して頂ければ幸いです。

最後に・調査を委託された福岡市土地開発公社、調査にご協力頂いた九州大学

及び都市整備局大学移転対策部、並びに元岡・桑原地区の地元の方々をはじめと

する関係各位に厚く御礼申し上げます。

平成15年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　生　田　征　生



例

1本書は福岡市土地開発公社が九州大学統合移転用地を造成するのに伴い・西区桑原地内において

発掘調査を行った元岡．桑原遺跡群の調査報告書の第2集である。

2　本書の内容は元岡・桑原遺跡群中の桑原石ケ元古墳群の内・4号境から37号境にかけての報告書

である。

3　本書に掲載した遺構実測図の作成は小林義彦・久住猛雄・松浦一之介の他・犬歯あずさ・鐘ケ江

賢二、櫛山則一、ゴチョウ．メネス、中園聡・八丁由香・本田浩二郎・藤木聡・吉岡和哉があたっ

た。

4　本書に掲載した遺物実測図の作成は松浦の他・鐘ケ江・城門義廣・櫛山・潰石正子・中園・撫養

久美子、吉岡が行った。

5　本書に掲載した遺構及び遺物の写真撮影は調査担当者と・（株）写測エンジニアリング・（株）空

中写真企画が行った。

6　本書に掲載した図の製図は松浦の他、岩永美紀・上野裕子・木下久美子・末次由紀恵・花田夏奈

子が行った。

7　本書の遺構配置図に使用した座標は座標は・国土調査方第II座標系に拠っている。

8　本書に使用した標高は海抜であり、方位はすべて磁北である。

9　本書に関する記録及び遣物は福岡市埋蔵文化財センターに収蔵する予定である。

10本調査で出土した金属器の保存化学処理及びX線写真撮影は福岡市埋蔵文化財センターの比佐陽

一郎、片多雅樹が行った。

11本古墳群12号墳出土の人骨の取り上げは九州大学大学院比較社会文化研究院の中橋孝博・金宰賢

が行った。

12　付論として鉄滓（（株）九州テクノリサーチ大澤正己）・人骨（九州大学大学院中橋孝博）・脂肪

酸（（株）ズコーシャ中野寛子）、ガラス製玉類及び耳環（福岡市埋蔵文化財センター比佐陽一郎・

片多雅樹）の分析報告を頂き、掲載することができた。

13　本書の編集は松浦がこれにあたった。
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図28　6号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／4

図29　6号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／4

図30　6号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／4

図316号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／6

図32　6号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／6

図33　6号墳出土鉄器、馬具、装身具類実測図　縮尺1／2、1／1

図34　7号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図35　7号墳墳丘測量図　縮尺1／200

図36　7号墳墳丘遺存状況図　縮尺1／200

図37　7号墳石室（左）及び閉塞施設（右）実測図　縮尺1／60、1／30



図38　7号墳墳丘遺物出土状況図　縮尺1／30

図39　7号墳出土須恵器坪類実測図　縮尺1／4

図40　7号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図41　7号墳出土須恵器捉瓶、平瓶実測図　縮尺1／4

図42　7号墳出土須恵器甕、陶質土器壷実測図　縮尺1／4

図43　7号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／4

図44　7号墳出土須恵器横瓶、甕実測図　縮尺l／4

図45　7号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／4

図46　7号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／4

図47　7号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／4

図48　7号墳出土鉄器、装身具類、紡錘車等実測図　縮尺1／2、1／1

図49　8号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図50　8号墳石室実測図　縮尺1／60

図51　8号墳石室遺物出土状況図　縮尺l／30

図52　8号墳出土須恵器実測図　縮尺l／4

図53　8号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図54　8号墳出土鉄鏃実測図　縮尺1／2

図55　8号墳出土鉄鏃実測図　縮尺l／2

図56　8号墳出土鉄鏃実測図　縮尺l／2

図57　8号墳出土鉄刀実測図　縮尺l／4、1／6

図58　8号墳出土金銅装単鳳環頭太刀実測図　縮尺1／4、1／2

図59　8号墳出土鉄矛石突、刀子実測図　縮尺l／2

図60　8号墳出土鉄製弓金具、刀子実測図　縮尺l／2

図61　8号墳出土鉄製馬具等実測図　縮尺1／2

図62　8号墳出土鉄製鞍金具実測図　縮尺1／2、1／4

図63　8号墳出土鉄製輪鐙実測図　縮尺1／4

図64　8号墳出土装身具類実測図　縮尺1／l

図65　8号墳出土装身具類実測図　縮尺1／l

図66　9号墳墳丘遺存状況（左）並びに地山整形測量図（右）　縮尺1／200

図67　9号墳墳丘断面図　縮尺l／100

図68　9号墳石室（左）及び閉塞施設（右）実測図　縮尺1／60

図69　9号墳墳丘遺物出土状況図　縮尺l／30

図70　9号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図71　9号墳出土須恵器甕実測図　縮尺1／4

図72　9号墳出土陶質土器壷、須恵器甕実測図　縮尺l／4、1／6

図73　9号墳出土鉄器、石製品実測図　縮尺1／2

図74　9号墳出土装身具類実測図　縮尺1／1

図7511・12号墳墳丘測量図　縮尺l／200

図7611号墳墳丘断面図　縮尺l／100

図7711号墳石室実測図　縮尺1／60



図7811号墳石室床面敷石検出状況図　縮尺1／60

図7911号墳石室閉塞施設実測図　縮尺l／60、1／30

図8011号墳石室遺物出土状況図　縮尺1／30

図8111号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図8211号墳出土鉄刀実測図　縮尺1／4

図8311号墳出土鉄器実測図　縮尺1／2

図8411号墳出土装身具類実測図　縮尺1／1

図8512号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図8612号墳石室及び閉塞施設（右上）実測図　縮尺1／60

図8712号墳石室床面敷石検出状況図　縮尺1／60

図8812号墳石室遺物及び人骨出土状況図　縮尺1／30

図8912号墳石室鍛冶工具等出土状況部分図　縮尺1／10

図9012号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図9112号墳出土馬具実測図　縮尺1／2

図9212号墳出土弓金具、鉄鏃等実測図　縮尺1／2

図9312号墳出土鉄刀実測図　縮尺1／6

図9412号墳出土鉄製工具、鍛冶工具等実測図　縮尺1／2

図9512号墳出土鉄製工具、鍛冶工具等実測図　縮尺1／2

図9612号墳出土装身具類実測図　縮尺1／1

図9713・14号墳墳丘測量図　縮尺1／200

図9813号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図9913号墳石室実測図　縮尺l／60

図10013号墳出土須恵器実測図　縮尺1／4

図10114号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図10214号墳石室実測図　縮尺1／60

図10314号墳出土遺物実測図　縮尺1／4、1／2

図10417号墳墳丘遺存状況（左）並びに地山整形測量図（右）　縮尺1／200

図10517号墳墳丘断面図　縮尺l／100

図10617号墳石室実測図　縮尺l／60

図10717号墳出土須恵器、土師器、土製模造品実測図　縮尺1／4、1／2

図10817号墳出土鉄器、装身具類実測図　縮尺1／2、1／1

図10918号墳墳丘遣存状況図　縮尺1／200

図11018号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図11118号墳石室及び閉塞施設（左下）実測図　縮尺1／60

図11218号墳出土須恵器実測図　縮尺1／4

図11319号墳墳丘遺存状況（左）並びに地山整形測量図（右）　縮尺1／200

図11419号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図11519号墳石室実測図　縮尺1／60

図11619号墳石室鉄器出土状況図　縮尺1／10

図11719号墳石室装身具類出土状況図　縮尺1／8



図11819号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図11919号墳出土鉄鏃等実測図　縮尺1／2

図12019号墳出土馬具、鉄刀実測図　縮尺l／2

図12119号墳出土装身具類実測図　縮尺1／l

図12219号墳出土装身具類実測図　縮尺l／1

図12319号墳出土装身具類実測図　縮尺1／l

図124　20号墳墳丘遺存状況（左）並びに地山整形測量図（右）　縮尺1／200

図125　20号墳墳丘断面及び外護列石実測図　縮尺1／100

図126　20号墳石室実測図　縮尺1／60

図127　20号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図128　20号墳出土武器、馬具、装身具類実測図　縮尺1／2、1／1

図129　21．22号墳墳丘測量図（上）、墳丘遺存状況図（中）、地山整形測量図（下）　縮尺1／200

図130　21号墳墳丘断面図　縮尺l／100

図13121号墳石室実測図　縮尺l／60

図132　21号墳閉塞施設実測図　縮尺l／60

図133　21号墳出土遺物実測図　縮尺1／4

図134　22号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図135　22号墳石室実測図　縮尺1／60

図136　23号墳墳丘測量図（上）、墳丘遺存状況図（中）、地山整形測量図（下）　縮尺1／200

図137　23号墳墳丘断面図　縮尺l／100

図138　23号墳石室実測図　縮尺l／60

図139　23号墳出土須恵器実測図　縮尺1／4

図140　25．37号墳墳丘測量図（上）並びに墳丘遺存状況図（下）　縮尺1／200

図14125号墳石室実測図　縮尺l／60

図142　25号噴出土遺物実測図　縮尺1／4、1／1

図143　27号墳墳丘遺存状況図（上）並びに地山整形測量図（下）　縮尺1／200

図144　27号墳墳丘断面図　縮尺l／lOO

図145　27号墳石室実測図　縮尺l／60

図146　27号噴出土遺物実測図　縮尺1／4、1／2、1／1

図147　28号墳墳丘測量図　縮尺1／200

図148　28号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図149　28号墳石室実測図　縮尺l／60

図150　28号墳閉塞施設実測図　縮尺l／60、1／30

図15128号墳石室床面敷石検出状況図　縮尺1／60

図152　28号墳石室遺物出土状況図　縮尺1／30

図153　28号墳石室遺物出土状況図　縮尺1／30

図154　28号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図155　28号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図156　28号墳出土鉄鏃、鉄製工具等実測図　縮尺1／2

図157　28号墳出土刀子、鉄刀実測図　縮尺1／2、1／6



図158　28号墳出土装身具類実測図　縮尺1／1

図159　28号墳出土装身具類実測図　縮尺1／1

図160　29・36号墳墳丘測量図　縮尺1／200

図16129号墳墳丘断面図　縮尺l／100

図162　29号墳石室及び閉塞施設実測図　縮尺1／60

図163　29号墳出土須恵器、土師器実測図　縮尺1／4

図164　29号墳出土鉄器実測図　縮尺1／2

図165　30・31．32．35号墳墳丘測量図並びにトレンチ位置図　縮尺1／200

図166　30号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図167　30号墳石室実測図　縮尺1／60

図168　30号墳出土遺物実測図　縮尺1／4

図169　31号墳トレンチ土層断面実測図　縮尺1／100

図170　31号墳石室実測図　縮尺1／60

図17132号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図172　32号墳石室実測図　縮尺l／60

図173　32号墳出土須恵器実測図　縮尺l／4

図174　33号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図175　33．34号墳墳丘測量図並びにトレンチ位置図　縮尺1／200

図176　33号墳石室実測図　縮尺1／60

図177　33号墳石室遺物出土状況図　縮尺1／30

図178　33号墳出土鉄鏃実測図　縮尺1／2

図179　33号墳出土鉄器、砥石等実測図　縮尺1／2、1／4

図180　34号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図18134号墳石室実測図　縮尺1／60

図182　34号墳出土遺物実測図　縮尺1／4、1／6

図183　35号墳墳丘断面図　縮尺l／100

図184　35号墳石室実測図　縮尺1／60

図185　35号墳出土須恵器実測図　縮尺1／4

図186　36号墳墳丘断面図　縮尺1／100

図187　36号墳石室実測図　縮尺l／60

図188　37号墳石室実測図　縮尺1／60

図189　37号墳出土鉄器、装身具類実測図　縮尺1／2、1／1

図190　焼土坑実測図　縮尺1／40

図191その他の遺物実測図　縮尺1／4、1／2

図192　石室掘方の2例　縮尺1／50

図193　各古墳石室平面図　縮尺1／100

図194　各古墳石室展開図1縮尺1／100

図195　各古墳石室展開図2　縮尺1／100

図196　古墳群の形成過程1

図197　古墳群の形成過程2



図19812号墳石室迫葬過程想定図

図199　鳥足文土器の例　縮尺1／4

図200　胴部が凹む圏線文土器の例　縮尺1／6



図版目次

図版．1（1）桑原石ケ元古墳群全景（南から）

（2）桑原石ケ元古墳群と元岡・桑原遺跡群（南から）

図版・2（1）2～8号墳現況遠景（北から）

（2）3～8号墳遠景（北から）

図版・3（1）4～8、11～14号墳遠景（南東から）

（2）11～14号墳遠景（北から）

図版・4（1）4号墳現況（東から）

（2）4号墳全景（東から）

（3）4号墳墳丘遺存状況（西から）

（4）4号墳石室全景（東から）

（5）5号墳玄門及び閉塞施設（玄室から）

（6）5号墳羨道及び閉塞施設（墓道から）

（7）4号墳石室土製玉類出土状況

（8）4号墳石室耳環出土状況

図版・5（1）5号墳現況（東から）

（2）5号墳全景（東から）

（3）5号墳墳丘遺存状況（西から）

（4）5号墳石室全景（北から）

（5）4・5号墳全景（南から）

図版・6（1）6号墳現況（東から）

（2）6号墳墳丘遺存状況（南西から）

（3）6号墳石室全景（南から）

（4）6号墳石室奥壁（羨道から）

（5）6号墳墳丘I区A群遺物出土状況（東から）

（6）6号墳墳丘IV区B群遺物出土状況（東から）

（7）6号墳墳丘IV区C群遺物出土状況（南から）

（8）6号墳墳丘IV区周溝馬鈴出土状況（西から）

図版・7（1）7号墳現況（南から）

（2）7号墳墳丘遺存状況（北から）

（3）7号墳Aトレンチ北壁土層（南から）

（4）7号墳Bトレンチ西壁土層（北東から）

（5）7号墳Cトレンチ南壁土層（北東から）

（6）7号墳石室全景（東から）

（7）7号墳玄門（玄室から）

（8）7号墳羨道左側壁（東から）

図版．8（1）7号墳閉塞施設（東から）

（2）7号墳玄門及び閉塞施設（玄室から）



（3）7号墳閉塞施設士層（墓道から）

（4）7号墳墳丘IV区B群遺物出土状況（南東から）

（5）6・7号墳全景（南西から）

図版．9（1）8号墳現況（北から）

（2）8号墳全景（東から）

（3）8号墳石室第1面敷石検出状況（東から）

（4）8号墳石室第1面遺物出土状況（西から）

（5）8号墳石室第1両遺物出土状況（南から）

（6）8号墳石室右隅角馬具等出土状況（左側壁側から）

（7）8号墳石室左隅角遺物出土状況（右側壁側から）

（8）8号墳石室右隅角遺物出土状況（左側壁側から）

図版・10（l）8号墳石室第2面敷石検出状況（西から）

（2）8号墳石室第2両遺物出土状況（東から）

（3）8号墳石室第2両鞍金具出土状況（東から）

（4）8号墳石室第2面左隅角鉄鏃等出土状況（右側壁側から）

（5）8号墳石室第2面餃具等出土状況（左側壁側から）

（6）8号墳石室第2面土製玉類出土状況

（7）8号墳石室第2面環頭太刀出土状況（左側壁側から）

（8）8号墳石室第2両環頭太刀出土状況（右側壁側から）

図版・11（1）9号墳現況（北東から）

（2）9号墳全景（東から）

（3）9号墳墳丘遺存状況（西から）

（4）9号墳墳丘断面（西から）

（5）9号境地山整形及び石室掘方（西から）

（6）9号墳石室全景（南から）

（7）9号墳羨道左側壁（南西から）

（8）9号墳玄門及び閉塞施設（玄室から）
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（2）9号墳墳丘Ⅰ区須恵器甕・陶質土器出土状況（西から）

（3）9号墳墳丘I区陶質土器鹿部破砕状況（西から）

（4）9号墳墳丘I区須恵器甕鹿部破砕状況（西から）

（5）7・9・11・12号墳現況（北から）

図版．13（1）11号墳現況（南から）

（2）11号墳全景（東から）

（3）11号墳墳丘（北から）

（4）11号墳石室全景（北から）

（5）11号墳石室第1面敷石検出状況（東から）

（6）11号墳石室第2面敷石検出状況（東から）

（7）11号墳石室第3面敷石検出状況（東から）

（8）11号墳石室第4面敷石検出状況（北から）
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（6）23号墳墳丘遺存状況（北西から）
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（6）32号墳石室全景（北東から）
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第1章　序　説

1・はじめに

平成6年に九州大学が医学部、薬学部を除き西区元岡．桑原地区に統合移転することが決定された。

これを承け福岡市教育委員会では九州大学統合移転地をはじめとした市内の大規模開発に伴う埋蔵文

化財の発掘調査を担当する課として、平成7年に文化財部大規模事業等担当を発足させた°同年2月

15日から同年12月31日にかけて移転地を踏査し、地表面から観察しうる古墳、山城、埋蔵文化財包

蔵地の分布状況を確認した。また、空中電磁波探査、地中レーダー探査を行い製鉄遺跡の分布、主要

古墳の内部主体の状況を予測した。踏査の結果、事業地内には前方後円墳6基、円墳72基、中世墓2

カ所・中世山城2カ所が新たに発見された。（尚、踏査の概要に関しては、福岡市埋蔵文化財調査報告

書第693集『九州大学統合移転用地内埋蔵文化財発掘調査概報Ⅰ』を参照。）また、平成8年3月11日

から同年9月30日にかけて事業地内の試掘調査を実施した。試掘調査は重機の進入可能な田畑、谷部

等の平坦面について実施した。この結果31カ所の遺跡の所在が確認された。
くわばらいしがもと

桑原石ケ元古墳群は平成7年の踏査時に発見された。当初、1号墳から35号填までの35基の古墳を

予想したが、発掘調査の結果、10・15・16・24・26号境は古墳でないことが判明した。更に発掘調査

開始後・新たに36・37号墳が検出され・総基数32基の円墳群であることが判明した。発掘調査は平

成8年4月用から平成10年10月31日にかけて実施したo平成8年11月に九州考古学会から福岡

市教育委員会に対し、九州大学移転用地内の古墳群に関する保存要望書が提出された。また、翌年6月

には「筑紫肥君の謎－正倉院文書と元岡の古墳をめぐって－」と題するシンポジウムが開催され、そ

の保存に関して論議がなされた0これを承け調査は途中中断を余儀なくされた。九州大学による遺跡

保存方針が決定した後に調査を再開した。9号境から27号境を結んだ線以南、及び3号墳以東の古墳、

すなわちl～3、9、17～27、及び37号境を記録保存し、それ以外の4～8、11～14及び28～36号墳に

ついて確認調査を行った。（内、l～3号境は平成12年の調査である。）この確認調査は、内部主体の精

査後、主軸に沿った3本のトレンチを墳丘に設定し、墳丘の構造と塊槙を確認した。

尚・整理作業は平成13年から平成15年にかけて行い、報告書を作成した。本報告書は桑原石ケ元

古墳群の内、4～37号境にかけての本報告である。

調査体制

以下に示す調査体制を組織した。また、調査に際しては元岡．桑原地区をはじめとした地元の多く

の方々や発掘作業員の御協力をたまわった。記して感謝申し上げたい。

調査地区　福岡市西区大字桑原字石ケ元

調査期間　平成8年4月Ⅰ目～平成10年10月31日

調査委託者　福岡市土地開発公社

調査主体　福岡市教育委員会

（調査年度）　教　育　長　町田英俊（前任）西憲一郎（前任））

文化財部長　後藤　直（前任）平塚克則（前任）柳田純孝（前任）

（整理年度）　教　育　長　生田征生（現任）

文化財部長　柳田純孝（前任）　堺徹（現任）
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調査担当

（調査年度）

文化財部大規模事業等担当

課長　山崎純男（前任）

主査　池崎譲二（前任）　松村道博（前任）

小林義彦（前任）菅波正人（現任）久住猛雄（前任）松浦一之介（前任）

調査補助員　中園　聡（現鹿児島国際大学）櫛山範一一一（現穂波町教育委員会）

八丁由香（現久山町教育委員会）鐘ケ江賢二（九州大学）藤原由博（熊本大学）

犬歯あずさ　ゴチョウ．メネス（九州大学）本田浩二郎（現福岡市教育委員会）

藤木　聡（現宮崎県教育委員会）吉岡和哉（現松山市埋蔵文化財調査センター）

（整理年度）　課長　二宮忠司（現任）

主査　濱石哲也（現任）

整理・報告　松浦一之介（現．埋蔵文化財課）

調査庶湊

（調査年度） 埋蔵文化財課　課　長　荒巻輝勝（前任）

第一係長　横山邦継（前任）

係　　員　内野保基（前任）

文化財整備課　課　長　上村忠明（前任）

管理係長　井上和光（前任）

管理係員　岩屋淳美（前任）

（整理年度）　文化財整備課　課　長　平原　豪（現任）

管理係長　市坪敏郎（現任）

管理係員　中岳　圭（現任）

市坪敏郎（現任）

2・古墳群の位置

桑原石ケ元古墳群は福岡市西区大字桑原字石ケ元に所在し・総基数32基からなる古墳時代中期から

後期にかけての円墳群である。本古墳群は半島基部の石ケ岳（99．2m）から東の水崎山にかけて東西に

展開する台地に立地する。この台地は半島東部を東走する大原川によって開析され・複雑な舌状丘陵

群を形成する。古墳群は主にこの丘陵の尾根上に展開している。

糸島（志摩）半島は、九州北岸から玄界灘に突出し、可也山（365m）を最高峰に・相子岳・灘山・

彦山、火山、立石山などの200m級の山々が海岸付近に点在する。地勢はそれらから派生する丘陵が半

島の大半を覆い、初川、沖田川、小金丸川、桜井川、大原川などの小河川によって開析された狭小な

沖積平野が形成される。半島のほぼ中央を南流する初川流域に・ややまとまった平野がみられる他は

目立った平地がない。また、半島基部は糸島水道と呼称され・かつては東西の古今津・古加布里両湾

が深く湾入し、島喚状の景観をなしていたものと考えられている。

3．周辺の遺跡群と歴史的環境
しま

本古墳群の所在する糸島（志摩）半島は、律令制度下における筑前園志麻（嶋）郡に相当し・現今

の行政区画では福岡市西区の一部、前原市の一部、糸島郡志摩町に分かれる。志麻郡は和名類緊抄に
からかち　くめ　とし　あかしき　けえ

よれば韓良、久末、登志、明敷、鶏永、河追、志麻の7郷が記載される。これらの郷名比定に関して
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は・宝永6（1709）年の「筑前園続風土記」以降、諸説があるが、韓良、久末、登志、鶏永の4郷に関
からどまり　　　　　　　けや

してはそれぞれ、海岸沿いの韓泊、久米、今津、芥屋の地域に比定されるはぼ一致した見解がある°

韓泊を含めた半島北西部では数例の発掘調査がある。弥生時代中期～後期の大原A・B遺跡では、古

墳時代の小規模な集落も検出された。古墳群では小田古墳群など数基が点在するのみである。また古

代には、海岸付近で産出される良質な砂鉄を原料として製鉄が盛んになり、大原A遺跡では8世紀代

の製鉄炉が、また大原D遺跡では9世紀以降の製鉄炉が検出された。

志摩町大字野北に所在する久末遺跡は、弥生時代前期末～中期中頃の墳墓遺跡で細形銅剣．飼犬が

出土している。桜井川下流南岸の丘陵地帯には矢田、復田、田附、向畑などの古墳群約30基が知られ

る。また近隣には7～8世紀代の製鉄遺跡である吹切遺跡が所在する。桜井川上流の大字桜井には、谷、

壁田古墳群など約20基がある。

西区今津周辺では、夜目期の長浜貝塚、弥生時代前期後半の今津貝塚などが所在する他、春山遺跡

は玄武岩の露頭を利用した前期末の小規模な石斧製作遺跡である。古墳群では、毘沙門山南麓から浜

崎山にかけての今津古墳群約20基がある。今津は平安時代末期から中世にかけて対外交渉の拠点とし

て繁栄し、同地の登志山誓願寺には「銭弘傲八万四千塔」や「孔雀文沈金経箱」などが伝世する。

半島西端の地域では、引津湾沿岸に弥生時代中期から古墳時代前期にかけての拠点集落である御床

桧原遺跡や、墳墓遺跡である新町遺跡などがあり、漁按や対外交渉に関する遺物が多く出土している。

また、芥屋や岐志の海岸付近には、浜口古墳群、久保地古墳群、古野古墳群などの数基からなる小古

墳群が点在し、久保地古墳群では金製垂飾付耳飾や鉄製釣針などが出土した。沖田川北岸の八熊遺跡

では奈良時代の製鉄遺跡が発掘調査された。

これらの主に海岸地域ではまとまった古墳群の形成をみないが、半島の南半では数ヶ所の群集墳が

知られ、九州大学統合移転用地内の踏査で更にその数を増した。

半島最大の可耕地を有する志摩町南部の初川下流域では、前期の稲葉1・2号填、権現古墳、中流域

に中期の井田原開古墳（90m級）等の前方後円墳がある。円墳群としては大字初、小金丸、師吉等の

初出の両岸に、三十六古墳群、畑山古墳群、上大戸古墳群、塊掛古墳群、林古墳群、四反田古墳群な

ど約60基が分布する。また初川を下った可也山南麓には鰐口、荒牟田、相川古墳群等約50基が群集

している。これらの円墳群はこれまで殆ど発掘調査がなされておらず、また壊減したものも多い。

九州大学移転地内の古墳群は前方後円墳7基を含み、その大半が平成7年度に実施した踏査によっ
しおよけ

て発見された。前期に築造された前方後円墳には、元岡塩除古墳（約60m）、同池ノ満吉墳（62m）、桑

図1桑原石ケ元古墳群の位置
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図2　糸島半島の遺跡群（縮尺1／100．000）

1元岡・桑原遺跡群18　権現古墳
2　桑原石ケ元古墳群

3　桑原古墳群

4　元岡古墳群

5　桑原錦田古墳群

6　元岡塩除古墳

7　元岡経塚古墳

8　桑原金尿古墳

9　元岡石ケ原古墳

10　元岡地ノ満吉墳

11元岡E－1号墳

12　元岡1－1号墳

13　元岡峰古墳

14　泊大塚古墳

15　御道具山古墳

16　泊城崎古墳

17　泊大目古墳

19　稲葉1号墳

20　稲葉2号墳

21開1号墳
22　四反田古墳群

23　鰐口古墳群

24　荒牟田古墳群

25　相川古墳群

26　林古墳群

27　塊掛古墳群

28　三十六古墳群

29　上大戸古墳群

30　畑山古墳群

31八熊遺跡

32　御床桧原遺跡

33　新町遺跡

34　北口古墳群

35　古野古墳群

36　岩野古墳群

37　浜口古墳群

38　久保地古墳群

39　吹切遺跡

40　向畑古墳群

41久米遺跡

42　後田古墳群

43　田附古墳群

44　矢田古墳群

45　釣波古墳群

46　壁田古墳群

47　大才山古墳群

48　早稲見ケ満吉墳群

49　押方古墳群

50　洞古墳群

51谷古墳群
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52　柏木古墳群

53　東満吉墳群

54　登満吉墳群

55　中ノ満吉墳群

56　小田古墳群

57　大原古墳群

58　大原D遺跡

59　大原A遺跡

60　大原B遺跡

61春山遺跡

62　長浜貝塚

63　登志山誓願寺

64　今津貝塚

65　今津古墳群



かなくそ
図3　元岡・桑原遺跡群分布図（縮尺1／20．000）

原金尿古墳（25m）・元岡E－1号墳（35m）がある。発掘調査が実施された桑原金尿古墳からは菱雲

紋鏡・芝草紋鏡と呼ばれる2両の青銅鏡が・また元岡E－1号墳からは方格丁字鏡1面が共に割竹形木

棺から出土した。塩除古墳は事業地東端に位置し、尾根上には元岡古墳群L群が続き、北側の平地に

は中期古墳と考えられる単独円墳の元岡経塚古墳（26m）が立地する。元岡石ケ原古墳（54m）は内

部主体に横穴式石室を有する後期の前方後円墳で、これを頂点に元岡古墳群A、J、N群、桑原古墳

群A群などが群集し・現在発掘調査が進められている。桑原石ケ元古墳群はこれらの西側の丘陵上に

立地し・大原川を挟んで北側には桑原錦田古墳群がある○これらの総基数は約50基に上り、周辺で最

も円墳が群集する地区である。南の古今津湾の干拓地に面した丘陵上には池ノ満吉墳をはじめ、元岡

古墳群B・C・D・E・F・G・H・I群など数基から構成される古墳群が点在する。また前述の元岡E

－1号境の他・元岡ト1号境や元岡峰古墳などの前方後円墳が存在するが、具体的な調査がなされて

おらず内容は不明確である。南側の事業地外には、御道具山古墳（65m）、泊大塚古墳（75m）などの

前方後円墳・また泊大目古墳や泊城崎古墳など大型円墳が立地し、古今津湾を見下ろす低丘陵に築造

された首長墓群であると考えられる。

石ケ元古墳群周辺の古墳時代以降の集落遺跡としては、7次、12次、18次、20次地点などがあり、

これらは飛鳥～奈良時代にかけての製鉄遺構も包蔵する。

7次調査地点は石ケ元古墳群の南側の谷部に位置し、古墳時代の集落の他、飛鳥時代～奈良時代にか
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図4　桑原石ケ元古墳群分布図　縮尺1／3・000

けての掘立柱建物群や、製鉄炉6基、地床炉17基などが検出された。また「壬辰（692）年韓銭．．・」

銘、「里長・．・政丁．．．余部．．．嶋里・．・」銘木簡や「廣刀自」銘墨書土器なども出土している。

12次調査地点は石ケ元古墳群から大原川を挟んで北西側の谷部に位置する。製鉄炉27基や砂鉄充

填のピット2基などからなる奈良時代の大規模な製鉄遺跡が検出された。また隣接する15次調査地点

では祓に使用する品目と数量を記した木簡が出土し・製鉄遺跡との関連が注目された。

20次地点は事業地東側の別所山の東側丘陵端部に位置し・古墳時代中期～後期にかけての竪穴式住

居などが多数検出された。更にこの面の上層には奈良時代の集落遺跡が複合し・倉庫と考えられる総

柱建物群などが多数検出された。また、紀年名木簡や「難波部」・「額田部」・「中臣部」などの人名を

記した木簡、「案主」、「嶋足」などと記された墨書土器・権や帯金具といった官衛的性格を窺せる遣物

が多数出土している。

桑原石ケ元古墳群からは、鉄製鍛冶工具一式をはじめ・鉄澤や砥石など製鉄関連の遺物や・環頭太

刀、金銅張の馬具といった豪華な副葬品が数基の古墳から出土しており・被葬者と上述の周辺遺跡群

との関連を究明することが重要である。また・志麻郡域には・『日本書紀』推古10年・撃新羅将軍と

なった来日皇子の鴫郡進屯の記事を囁矢に、『続日本紀』和銅2年の嶋郡少領中臣部加比の益城連の賜

姓記事などの文献が残る。中でも、正倉院文書に残る大宝2年戸籍『筑前剛烏郡用達里』には大制巴

君猪手の家族を含む28戸の戸籍が残存するが・周辺の集落遺跡や古墳群の詳細な検討を行い・これら

考古学的成果と併せて郷名の比定や実体を解明していくことが大きな課題である。
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第2章　調査の概要

1・調査の経過

1）調査に至る経過

平成6年2月・九州大学から福岡市に大学移転用地の取得の依頼があり、同年3月に九州大学、福

岡市・福岡市土地開発公社（以下・公社とする）は用地取得の覚書を締結した。事業用地は公社が福

岡市に代わり代行取得し・公社は開発に先行する発掘調査を実施することになったo平成7年2月、

九州大学から福岡市に対して用地内の埋蔵文化財の事前調査の依頼があったことを承け、公社と福岡

市で委託契約を締結して用地内の埋蔵文化財の踏査を実施した○用地は275haにも及び、踏査が終了

したのは平成7年12月のことであった。平成8年3月・九州大学、福岡市、公社の三者間で「造成に

関する覚書」が締結され・その中で公社は「事業用地の埋蔵文化財調査等を行うものとする」との一

項が盛り込まれたことから・以後・埋蔵文化財の調査に関しては公社と福岡市との間で委託契約を締
結して事業を進めることになった。

平成8年3月から9月までの期間に試掘調査を実施し・同時に桑原石ケ元古墳群と前方後円墳の桑

原金尿古墳・元岡石ケ原古墳の確認調査も並行して行い（第1次調査）、11月からはC－1地点（第2

次調査）の発掘調査を開始した。同月、これまでの調査成果を記考発表し、総合的に判断して九州大

学の移転に大きな支障はないであろうとの見解を示したところ、九州考古学会、日本考古学協会など

から現状保存の要望書が提出された。翌9年にかけて報道機関を賑わし、関係機関で協議が続けられ

た。その間・発掘調査の中断を余儀なくされた。更に・正倉院文書の大宝2年戸籍の筑前剛島郡川逓

里が大学移転用地に相当するとの説が出され・平成9年6月、九州考古学会主催の「筑紫肥君の謎一

正倉院文書と元岡の古墳をめぐって－」と題するシンポジウムまで開催された。保存に関する問題は

最終的に同年7月・九州大学によって6基の前方後円墳の内5基、桑原石ヶ元古墳群32基の内18基

（後19基に変更）・その他の円墳38基の内18基を現状保存することが決定され、一応の収束をみた。

2）調査の経過

桑原石ヶ元古墳群は踏査の段階で1号境から35号境の35基の古墳群を想定したが、確認調査の結

果・10・15・16・24・26号境の5基は古墳でないことが判明し、更に36、37号墳の2基が新たに発見

されたので総基数は32基となった。

確認調査は平成8年3月に開始した。調査途中・上記の一連の保存問題が起こり、同年11月から翌

9年7月までの約8ケ月もの間・調査の中断を余儀なくされた°この間、発掘部分の記録作成を行って

いる。九州大学の保存方針が決定した平成9年7月から平成10年10月末までに保存地区の18基の確

認調査と開発地区の11基の発掘調査を実施した。記録保存地区は9号墳から27号境を結んだ線以南、

及び3号墳以東の古墳・すなわち1～3・9・17～27・及び37号墳で、現状保存地区は4～8、11～14及

び28～36号墳である。尚・調査終了後の更なる計画変更で記録保存した9号境も現地保存されること

となった。また1～3号境は・都市計画道路部分に相当するため、平成12年に実施した21次調査で発
掘した。
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2・古墳の呼称と各部の名称

桑原石ケ元古墳群は、標高55～62m程度の東西に延びる丘陵と・そこから南北に複雑に派生する小

丘陵の尾根上に立地する°古墳の呼称は発見順に番号を付与している。最も東側の尾根の北東端に1

号墳が立地し、最も西側の尾根の北端に34号境が立地する。

全古墳で内部主体が破壊されており、墳頂部には大きな陥没坑があった。これは慶長元年に始まる

福岡城築城の際に石垣構築に必要な石材をここから搬出したためと考えられている。また近代の果樹

園の造成で地形は大きく改変されており・総じて遺存状況は良好でない。石室が全壊するものや・削

平により地山整形の状況も全く不明なものも多い。

調査は現状保存地区の確認調査と、記録保存地区の発掘調査に大きく分けられる。また・古墳と想

定できるような部分にはトレンチ調査を行っている。

確認調査の内容は、現況測量図を作成した後・石室の陥没坑から掘り下げを開始した。内部主体を

精査した後にその主軸に沿って3本ないし2本のトレンチを墳丘に設定・掘削し墳丘の構造と規模を

確認した。4～7号境に関しては表土除去を行い・墳丘遺存状況と供献遺物の調査を行った。また・こ

の周辺では焼土坑3基を検出し調査した°

記録保存した古墳は確認調査の内容を実施した後・表土を除去し墳丘遺存状況と墳丘に供献ざれた

遺物の出土状況を調査した。更に墳丘の盛土を除去し・地山整形・石室掘方・石室基底面の状況を調

査し破壊した。

墳丘に設定したトレンチの名称とそれに区画される墳丘各区の番号は図5左の通りである。また石

室各部の呼称は同図右に示した通りに統一して使用している。

図5　古墳各部の名称
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第3章　調査の記録

1．4号墳

1）位置と現状（図7、図版4－1）

4号墳は本古墳群の内、最も東側の南北に延びる尾根上に立地する。丘陵は南から北に向かって傾斜

し、4号墳付近で北東方向に折れ曲がり3号境へと続く。また、南側には5号墳が立地し、中心間で約

20m離れている。

調査前の現状は山林で、墳丘の東側は果樹園の造成ではぼ南北方向に開削され、雛壇状を呈してい

た。一方、西側は古墳築造時の地形を比較的留めているものと考えられたが、石室の中心から約10m

のところで急傾斜になる。頂部は標高約33mを測り、墳丘部分は僅かに盛り上がっていたが、大きく

削平されている様子が看取された。また、墳頂部はやや陥没しており、内部主体は破壊されているも

のと予想された。

調査は先ず石室付近の陥没部を掘削し、石室を検出した。石室精査後、その主軸に沿って3本のト

レンチを掘削し、墳丘の規模と構造を確認した。更に表土除去作業を行い、墳丘遺存状況及び墳丘の

供献遺物を調査した。調査終了後、崩落防止の目的で石室及びトレンチを土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図6、8、図版4－3）

地山整形　確認調査のため、墳丘を除去して地山整形面を確認していない。地山整形はA・B両トレ

ンチの土層観察から、南の丘陵斜面側の周溝の掘削と北側の墳裾の削り出し、及び墳丘基底面の整地

からなると考えられる。墳丘東半は開削ざれ、墳丘基底面及び墳丘が全く遺存しない。

周溝は丘陵斜面側で西半が遺存する。断面が緩やかなU字状をなし、最も広い所で幅4・2m、深さ1

mを測る。南側が最も高く標高32．6mを測り、墓道にかけて緩やかに傾斜する。

北側の墳裾の削り出しは、標高32．3m付近で行われ、墓道に向かって緩やかに下る。

［＝］暗褐色砂質土層他
Eヨ暗黄褐色粘質土層
囲暗橙褐色粘質土層
㎡翳旧表土層　炭化物含む 一一・…与…1．．

図6　4号墳墳丘断面図（縮尺l／lOO）
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図7　4・5号墳墳丘測量図（縮尺1／200）
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図8　4・5号墳墳丘遺存状況図（縮尺1／200）
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周溝内側の基底面の整形は土層断面から、石室掘方をはさんで北側では標高33・0～33・15m、南側で

は33．4～33・5m付近で平坦面を造成している様子が観察された。

盛　土　削平され全体の様相は不明確であるO　墳丘Ⅰ・II区では、盛土以前の旧表土層の上に、幅

10cm前後の単位で、黄褐色砂質土と橙褐色粘質土で版築状に突き固めて盛土されている。最も良好な

ところで墳丘基底面から0．45mまで遺存する。

墳丘平面形は周溝と墳裾間の距離で直径13mの円墳と判明した。

石室掘方と墓道　石室掘方は尾根筋の斜面等高線に対してほぼ平行に掘削される。確認調査のため、

規模及び形状に関して明確にしえないが、羨道部が窄まる長方形を呈すると推測される。地山整形時

の掘削面での規模は、幅2・4m、基底面で長さ5．0m、幅約2．7m、深さ1．25mと推定される。

墓道は長さ4．3mを検出したが、この先は遺存しない。石室から西北西へ延びる。広い所で幅1．2m、

深さ0・9mを測り、断面の形状はやや深いU字形を呈する。暗褐色土で埋没していた。

3）横穴式石室（図9、図版4－3～6）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－690　－Eにとり、西側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石

室である。石室は半壊し、奥壁は完全に除去されていた。天井石は羨道部のみ遺存する。石室全長は

右壁で425cm、左壁で445cmを測る。石室石材には大部分に花崗岩を使用しているが、ごく一部に片岩

系の石材も使用されている。

玄　室　奥壁幅129cm、前幅128cm、右側壁長208cm、左側壁長228cmを測り、長方形平面を呈する。

奥壁腰石はその抜き取り痕より、右側壁側に大振りのもの1石と左側壁側に小振りなもの1石を使

用していたものと推測される。

右側壁は奥壁側から順に、幅90cmx高さ40cm以上、幅100cmx高さ40cm以上、幅20cmx高さ30cm

以上の3石を横位に配して腰石としている。3石目は非常に小さく左側壁との長さを合わせるために

使用されたと考えられる。

左側壁は幅100cmx高さ50cm以上、幅50cmx高さ50cm以上、幅80cmx高さ40cm以上の割石3石を

横位に配して腰石とし、右側壁と比較して若干長い。両側壁とも間隙には拳大の石材を充填している。

石室第1段目は、石室基底面から約30～50cmのあたりでほぼ水平に目地が通るように構築されている

が、奥壁側がやや高い。2～3段目の目地が羨道天井石の下線と対応している。高いところで基底面か

ら1・3mまで遺存する。左側壁2段目は、奥壁側に行くに従って階段状に上がっていく。3段目以上の

石材は小振りである。最も高いところで基底面から150cmまで遺存する。側壁は内傾している。

玄門部は、玄室と同程度の花崗岩転石を横位に配して構築される。袖幅は右袖が30cm、左袖が25cm

を測る。神石は玄室側壁に挟まれる。右袖石は内傾するが、左袖石はほぼ直立する。

床面には5～30cm程度の扁平な転石及び割石で敷石が施される。2両確認した。第1両敷石は第2面

敷石の直上に敷設されるが、非常に部分的であり、疎らである。第2両敷石は第一梱石から玄室全面

にわたって敷かれていたものと考えられるが、奥壁沿いの石材が一部抜き取られている。石室基底面

から敷石までの間には、地山由来の砂質土が約5cm程度盛られていた。

羨　道　羨道は完存する。右壁215cm、左壁213cmを測り、玄室長と同程度である。石材は天井石が

構架される部分とそれ以外で大きく異なる。天井石は2石構架され、これを支える側壁石材は大振り

で3段横位に積み上げられる。またそれより前面では、腰石より上の石材が非常に小振りである。こ

れは天井石を支える必要がないためと考えられる。
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図9　4号墳石室（右）及び閉塞施設（左）実測図（縮尺1／60）

閉塞施設　第一梱石を根石とした閉塞施設がある。閉塞石は礫を壁状に積み上げて構築したもので、

天井部まで高さ1mにわたって完存していた。閉塞石は、墓道側から見て左斜め上から右斜め下にかけ

て上下で石材の積み方に明確な差異が認められ、上部は最終埋葬時に積み直されたものと推測される。

基部には底辺60cm、高さ65cmの三角形の花崗岩板石を立て、板石の高さまで20×30cm程度の礫を梱石

の上から積み、更にその上に25cm×40cm程の転石を横方向に載せている。

最終埋葬時の閉塞石の積み直しは、前段階のものと同様の石材が使用されていることから、元々の

閉塞施設の石材を再利用したものと推測される。積まれる石材の大きさは下部のものはど大きく、上

部のものはど小振りで、最も下の石材は15cmx35cm程度、最も上の石材は5cmxlOcm程度である。石

材は梱石の上から積まれるが、積み方はやや乱雑である。閉塞施設の位置は、玄室側では奥壁中央の

石材抜き取り痕から295cm、墓道側では315cmで、その間20cm遺存する。

4）遺　物

遺物出土状況（図10、11、図版4－7、8）玄室内は大きく撹乱され遺物は非常に少なかったが、

左袖石際から土製練玉が30個程度まとまって出土した。出土状況から数珠状に繋がれていたものと考

えられるが、どのような形状を呈していたのか不明確である。この他、奥壁側床面からも1点出土し

た。耳環は玄室中程の右側壁側床面から1点出土した。この他、鉄鏃片が5点出土した。

Ⅰ区墳丘では、須恵器坪（蓋、身）、高塀、腺、長頸壷、甕数個体分等が供献されていた。
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図114号墳Ⅰ区墳丘遺物出土状況図（縮尺1／30）

遺　物（図12～14）

須恵器

坪蓋（図12－1～3）1、2は言縁部片で端部に段が残る。3は天井部へラ削り調整する。焼成良好

で暗灰色を呈する。内器面にへラ記号あり。

杯身（4～6）　4、5は小片で復元受部径は順に16・0cm、16．2cmを測る。6は復元口径13．4cm、受部径

15・0cmを測る。立上がり短くやや内儀する。焼成良好で暗灰色を呈する。

有蓋高坪（7）　7は復元口径14・0cm、受部径16．0cm、器高10．6cmを測る。師部立上がり短く内傾す

る。鹿部へラ削り調整2／3に及び、脚部と接合後にナデ調整する。脚部は嘲爪状に外反し、裾部に段を

持つ°端部に段が残る。小さい長方形の透しが3カ所に開けられる。焼成は概ね良好で灰色を呈する。

破（8～11）　8～10は口頸部片でいずれも段を有す。8、9には波状文、10にはカキ目調整の後、波

状文を施文する。11は胴部片である。最大径は胴部のやや上位にあり、10．3cmを測る。胴部最大径以

上にカキ目調整、以下へラ削り調整する。肩部に穿孔する。焼成良好で紫灰色を呈する。

長頸壷（12、13）12は口頸部片で復元口径10・2cmを測る。外器面カキ目調整する。13は復元口径

9．4cm、器高15・2cm、胴部最大径14．3cmを測る。口頸部太く外反し端部丸く収める。鹿部平底で粗いへ

ラ削り調整、他の外器面はカキ目調整する。焼成良好で暗灰色を呈する。

甕（15～21、図13－1）15は口縁部肥厚し、一条の凹線が巡る。16は復元口径26．2cmを測る。言

頸部嘲弧状に外反し、言縁部肥厚し下端に粘土紐を貼り付け突出させる。焼成やや甘く灰色を呈する。

17は復元口径28・0cmを測る口頸部片である。口縁部は肥厚し一条の凹線が巡る。焼成甘く灰色を呈す
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図12　4号墳出土須恵器実測図（縮尺1／4）
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図13　4号墳出土須恵器甕、鉄鏃実測図（縮尺1／4、1／2）

5cm

る。18は復元口径31・2cmを測る。口頸部はやや長く嘲爪状に外反し、二条一単位の沈線を2段巡らせ、

上2区画に波状文を施文する。口縁部は肥厚し、下端に一条の凹線を巡らせる。焼成良好で自然釉薄

く付着する。19は胴部上半から口縁部にかけての破片で、復元口径19．8cmを測る。口頸部は外反し、

目線部は肥厚し外方へ張り下端に一条の沈線が巡る。胴部外器面には平行タタキの後疎らなカキ目調

整する。内器面に青海波当て具痕がある。焼成良好で淡灰色を呈する。20は復元口径31．2cmを測る。

口頸部外器面は二条の沈線を口縁部と頸部の間に等間隔に2段に巡らせ、区画された中2段に櫛歯の

平行線文を、その上下には波状文を施文する。口縁部は肥厚し下方へ屈曲する。胴部外器面に平行タ

タキ、内器面に青海波当て具痕あり。焼成良好で暗灰褐色を呈し、自然釉が付着する。21は復元口径

49・6cmを測る大甕の口頸部片である。大きく外反し、外器面に二条の沈線を3段に巡らせ、粗い波状文

を施文する。口縁部は肥厚し下方へ屈曲する。焼成良好で暗灰色を呈する。13－1は口径23．0cm、器高
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図14　4号墳出土装身具類実測図（縮尺1／1）

49．0cm、胴部最大径45．6cmを測る。口頸部は短く外反し、口縁部は肥厚する。胴部最大径は上位にあり、

外器面平行夕タキの後、疎らにカキ目調整する。内器面に青海波当て具痕あり。焼成概ね良好で灰色

を呈する。

武　器（図13）

鉄鏃（2～6）鉄鏃細片5点がある。2、3は関部片でともに台形関である。2は茎部が折れ曲がる。

4～6は鏃身片で、4は片鋳造三角形式で逆刺が深い05、6は柳葉式で5は片丸造、6は片鏑造である。

装身具（図14）

土製、ガラス製玉類、耳環が出土した。後輩で詳述する。

土製玉類（1～29）29点あり、直径1．1～1・3cm、高さ0．95～1．2cmを測る丸玉である。表面は研磨さ

れ、消炭色を呈する。

ガラス製玉類（30～32）　3点出土した。

耳環（33）1点出土した。
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2・5号墳

1）位置と現状（図7、図版5－1）

5号墳は4号墳南側の尾根上に立地する°南側には6号墳が隣接し中心間で約55m離れている。

調査前の現状は山林であった。6号境から丘陵が緩やかに傾斜するが・5号墳付近は大きく削平され

ており、4号境にかけて平坦面をなしていた。また、地表がやや陥没した箇所があり・内部主体は破壊

されているものと予想された。この部分の現況で標高約35mを測った。墳丘の東側は果樹園の造成で

南北方向に開削され、雛壇状を呈していた。

調査は先ず石室付近の陥没部を掘削し、石室を検出した。石室精査後・その主軸に沿って3本のト

レンチを掘削し、墳丘の規模と構造を確認した。更に表土除去作業を行い・墳丘遺存状況を調査した。

調査終了後、崩落防止の目的で石室及びトレンチを土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図8、15、図版5－2、3）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、南及び北側の周溝の掘削と墳裾の削り出し・及び墳丘基底

面の整地からなるものと考えられる。墳丘東半は・果樹園造成時に雛壇状に開削されており・中世に

は北側に土坑が掘削され、地山整形時の墳丘基底面を完全に削平している。このため地山整形後に行

われる墳丘の盛土も全く遺存していない。

周溝は北の4号墳側と南の6号墳側に鹿部の一部が遺存する。断面が緩やかなU字状を呈す。最も

遺存状況が良好なところで幅1．8m、深さ0・2mを測り・南側が最も高く標高34．6mを測る。

墳丘平面形は周溝間の距離より直径16mの円墳と判明した。

石室掘方と墓道　石室掘方は尾根筋の斜面等高線に対してほぼ平行に掘削されたものと考えられる

が、大きく破壊され築造時の形状を留めない。基底面の状況から長方形を呈し・羨道部にかけて次第

に窄まり、基底面での規模は長さ4・5m、幅2．5m程度と推定される。

墓道は西側に延びており、長さ4．3m分を検出した○これより以西は急傾斜となり遺存しないものと

考えられる。広い所で幅2．0mを測る。

標高35．0m

図15　5号墳墳丘断面図（縮尺1／100）
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3）横穴式石室（図16、図版5－4）

本境の埋葬施設は、西側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石室であると考えられる。石室は

近世初頭の石材抜き取りにより全壊しており、羨道のごく一部を留めるにすぎないo石室全長は右壁

で555cm、左壁で545cmと推定される。遣存する石室石材には花崗岩が用いられる。

玄　室　各部位の規模は石材抜き取り痕で、奥幅170cm、前幅160cm、右側壁長300cm、左側壁長310cm

程度と推定される長方形平面を呈する。玄室の構築状況は全く不明であるが、抜き取り痕より奥壁は

2石、左右側壁は2～3石を配して腰石としたものと推定される。

玄門部は両袖で、袖幅は右40cm、左25cm程度と推定される。

床面にはきわめて一部に敷石が遺存し、5～10cm程度の扁平な花崗岩礫が使用される。

羨　道　羨道長は右壁255cm、左壁235cm程度と推定される。墓道側で幅90cmを測る。遺存する石材

は大きいもので長さ65cmx高さ40cm、小さいもので長さ20cm×高さ5cm程度の花崗岩転石を横積みに

使用している。

床面には2カ所に梱石が配されている。第一、第二梱石共に細長い花崗岩割石1個を配する。奥壁

の抜取痕中央部からその前面までの距離はそれぞれ405cmと335cmで、第一、第二梱石間は55cmを測

る。この間には5×5cm～20×25cm程度の扁平な花崗岩礫で敷石が施設される。第一梱石から墓道側は、

直接地山となる。

標高34．0m

図16　5号墳石室実測図（縮尺1／60）
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4）遺　物

遺物出土状況　鉄製武器は石室石材の抜き取り痕や、墳丘の表土層から出土しており、石室の破壊

と同時に撹乱されたものと考えられる。北側の中世の土坑からは青磁、白磁の碗等が出土したが、紙

面の都合上掲載できなかった。

遺　物

須恵器（図17、18、図版34）

坪蓋（1～16）1は口縁部片で、端部丸く収める。2～5は天井部片でへラ削り調整する。6は復元

口径13・4cm、器高3・5cmを測る。天井部には粗いへラ削り調整が約2／3に及び、口緑端部に段が残る。

焼成良好で灰色を呈す。7、8は順に復元口径14．4cm、14．0cmを測り、端部に段が残る。9は復元口径13．

0cm、器高3．9cmを測る小片で、天井部にへラ削り調整する。口縁端部は丸く収める。10は復元口径11・

2cmを測る。天井部のへラ削り調整は約1／2に及び、口緑端部は丸く収める。11は復元口径14．0cmを

測る小片であ、天井部にはへラ削り調整する。口緑部は端部と同一面のかえりが付く。12は復元口径

13．4cmを測る。天井部のへラ削り調整は約1／2に及び、口縁部は端部よりやや後退するかえりが付く。

13は復元口径14．4cm、器高3．4cmを測る。口縁部かえりは端部より後退する。天井部のへラ削りは粗く、

1／2未満に留まる。焼成良好で暗灰色を呈す。14は復元口径14．0cm、器高3・5cmを測る。口縁部のかえ

りは端部より僅かに後退する。天井部に扇平擬宝珠の摘みが付く。磨滅激しく調整不明である。焼成

は軟質赤焼けで橙白色を呈す。15は復元口径14．2cm、器高3．8cmを測る。口縁部のかえりは端部より僅

かに突出する。天井部のへラ削りは約2／3に及び、扇平擬宝珠の摘みが付く。磨滅が激しい。焼成は軟

質赤焼けで黄白色を呈す。16は復元口径13・9cm、器高3．1cmを測る。口縁部のかえりは端部より僅かに

突出する。天井部のへラ削りは約3／4に及び、乳頭状の摘みが付く。焼成は軟質赤焼けで茶褐色を呈す。

杯身（17～24）17は復元口径11・0cm、受部径13．7cmを測る。立上がりは低く内傾する。鹿部のへ

ラ削り調整は約2／3に及び、焼成良好で灰色を呈す。18は復元口径11・6cm、受部径13・8cmを測る小片

である。立上がりは非常に低く内傾する。19は小片で鹿部へラ削り調整する。20～22はへラ削り調整

の後、脚状の名残がある高台が貼り付けられる。いずれも焼成が甘く、橙白色を呈す。23は復元口径

13・5cm、器高4．3cmを測る。口縁部は外反する。鹿部はへラ切り未調整である。焼成概ね良好で灰色を

呈す。

旗（25～27）25は肩部に一条の沈線を巡らせ、それ以上にカキ目調整する。26は復元胴部最大径

8・2mを測り、肩部と最大径付近に一条ずつ沈線を巡らせ、その間に櫛歯の平行線文を施文する。鹿部

にへラ削り調整する。27は復元胴部最大径9．0mを測る。肩部に一条の沈線を巡らせ、上位に櫛歯の平

行線文を施文する。他はナデ調整を行い、鹿部にへラ削りする。

長頸童（28）　復元口径11．6cmを測る口頸部片で外反する。全面にナデ調整する。

提瓶（29）復元口径7・6cmを測る口頸部片で、外反する。全面にナデ調整する。平瓶等の可能性も

考えられるが、細片であり器種を明確にしえない。

甕（30～33、図18－1、2）30は口縁部の小片である。外器面にカキ目調整し、口縁部は肥厚する。

31は復元口径24・0cm、胴部最大径39．0cmを測る。口頸部は外反し、口縁部は肥厚する。最大径は胴部

の上位にあり、外器面には平行タタキ、内器面に青海波当て具痕が残る。焼成良好で灰色を呈す。32

は復元胴部最大径36．2cmを測り、外器面に擬格子タタキの後、疎らにカキ目調整する。内器面下半に

は平行タタキ、上半に青海波当て具痕が残る。焼成良好で灰色を呈す。33は復元口径24・1cmを測る。

口頸部は外反し、口縁部は肥厚して一条の凹線が巡る。焼成良好で暗灰色を呈す。1は復元口径24・6cm
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図18　5号墳出土須恵器、鉄器実測図（縮尺1／4、1／2）

0
Ⅲ

を測る。口頸部は外反し、言縁部が肥厚して外方へ延び一条の沈線を巡らせる。胴部外器面には平行

夕タキの後、カキ目調整する。内器面には青海波当て具痕が残る。焼成良好で灰色を呈す。2は復元最

大径41．0cmを測る胴部片。外器面はカキ目調整しタタキが消されている。内器面には青海波当て具痕

が残る。焼成甘く淡灰色を呈す。

土師器（図17）

高杯（34～39）34は坪部片で、復元口径25・0cmを測る。磨滅が激しく器面調整が確認できない。

35～39は脚部片で、いずれも焼成が甘く調整が観察できない。38は脚裾部片で、外方に屈曲する。外

器面には刷毛目調整する。

武　器（図18）

鉄鏃（3～6）　細片4点がある。3は片鏑造柳葉形の鏃身部片で撫関を呈す。4～6は関部片で全て

台形関であり、4、5には茎部に木質が残る。頸部断面は全て方形である。

鉄刀（8）鋒部から刀身先端部にかけてを欠く。残存長52．8cm、刀身元幅4．1cm、同厚1．2cm、茎長

15．3cm、同口幅2・6cm、同厚1．0cmを測り、茎部には径0・3cmの目釘孔が2カ所穿孔される。茎尻は隅扶

尻で、関部は片関である。

工　具（図18）

刀子（7）　茎部から刀身部の細片で、刀厚0．5cm、残存長2．9cmを測る。
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3・6号墳

1）位置と現状（図20、図版6－1）

6号境は5号境の南の尾根上に立地し、更に南側に

は7号境が隣接し、中心間で約30m離れている。現況

で標高約44mを測る。

調査前の現状は山林であった。墳丘は非常に高く盛

り上がり、一見して円墳であることが判った。石室の

中心から約12mより東側は、崖崩れで大きく崩落して

いる。西側も果樹園の造成により東側の墳丘が一部削

られている。また、石室付近は大きく陥没しており、

内部主体は大きく破壊されているものと予想された。

調査は先ず石室の陥没坑を掘り下げ、石室を検出し

た。石室精査後、その主軸に沿って3本のトレンチを

掘削し、墳丘の規模と構造を確認した。更に表土除去

作業を行い、墳丘遺存状況及び墳丘の供献遺物の状況

を調査した。調査終了後、崩落防止の目的でトレンチ

を土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図19、21、図版6－2）

地山整形　確認調査のため、墳丘盛土を除去して地

山整形面を確認していない。古墳築造に伴う地山整形

はトレンチの土層断面観察から、南の丘陵斜面側の周

溝の掘削と、北側の墳裾の削り出し、及び墳丘基底面

の整地からなるものと考えられる。

周溝は西側が大きく削平されている他は、遺存状況

が比較的良好である。断面は緩やかなU字状をなし、

最も広いところで幅4．2m、深さ1mを測る。南側が最

も高く標高42・5mを測り、西側の墓道及び東側の墳丘

後背部にかけて緩やかに傾斜している。

北側の墳裾の削り出しは、標高39．5m付近で行われ

る。東側は周溝に、西側は墓道に繋がっていたものと

推定されるが、削平されて不明である。

周溝内側の基底面の整形は、石室掘方を挟んで南側

は標高42・7m付近で平坦面を造成している。北側は古

墳築造以前の旧表土層が遣存し、丘陵斜面を利用して

E

q
N
寸
腫

蝉

∈
q
r－‾

8　品
伽　蜂

哩哩　　畢
哩哩十Hll＋　＝岩
月＋＝匪伽こ＋蝿
桝糾合合埋
金合口田4日＋口哩
咄胡出浮瑠日田羽
蝶理穂綿‖浮つ曜
楷単也「盤口唖‖三

m回国国頭E

∈
。
6
寸

惟
華

いる様子が観察された。

盛　土　墳丘は地山整形面を基底面として盛土を　図19　6号墳墳丘断面図（縮尺1／100）
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46m

図20　6号墳墳丘測量図（縮尺1／200）

－24－



図216号墳墳丘遺存状況図（縮尺1／200）
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行っている。盛土過程は大きく二段階に分けることができる。但し、石室が全壊しているため、盛土

の全体的な状況は明確にしえない。

第一段階の盛土は奥壁の裏込め的なものであるが、ごく一部しか遺存していない。地山由来の黄褐

色砂質土や橙褐色砂質土を、墳丘基底面から数段階にわたって入れ込んでいる。これらの層は締まり

があまりない。

第二段階の盛土は、墳丘基底面より上の墳丘の整形である。これらの層は10～40cmの厚さで版築状

に叩き縮められている。使用される土砂は主に1～3cm程度の細かい赤褐色・橙褐色・黒褐色粘質土ブ

ロックが混入した花崗岩媒乱土系の砂質土である。最も遺存状況の良好なところで墳丘基底面から

60cmを測る。

墳丘平面形は墳裾と周溝鹿部の距離から直径20．5mの円墳と判明した。

石室掘方と墓道　石室掘方は、尾根筋の斜面等高線に対してはぼ平行に、地山整形面の中心よりや

や丘陵側（南側）に掘り込まれている。確認調査のためその規模及び形状に関して明確にしえないが、

平面形は羨道部が窄まる隅丸長方形を呈すると推定され、羨道端で墓道に連接する。基底面の規模は、

幅5．0m、長さ8．4m以上、深さは南側で2．5m、北側で2．0mを測り非常に深い。

墓道は西側に延び、長さ5・1mを検出した。これより以西は土砂崩れで遺存しない。広い所で幅2．1

m、基底面幅1．1mを測る。

3）横穴式石室（図22、図版6－3、4）

本境の埋葬施設は、西側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石室で、玄室主軸はN－80。－E

付近と推定される。石室は石材抜き取りにより全壊しており、奥壁を留めるにすぎない。石室長は約

800cmと推定される。遺存する石室石材には花崗岩が用いられており、転落した石材には玄武岩も見ら

れた。石室平面の検出に努めたが、一部除去不可能な転落石材があったため未掘部分もある。

玄　室　石材の抜き取り痕から、奥幅240cm、前幅240cm、右側壁長390cm、左側壁長400cmと推定

される長方形平面を呈する。石室石材はそのほとんどが抜き取られ、割られた奥壁と側壁の根石を留

めるにすぎない。このため石室の規模及び構造については全く不明である。石室精査時には石材抜き

取り時に割られた花崗岩片が多量に散乱していた。奥壁は幅2．0m、高2．4m以上の巨大な花崗岩割石

を立てて使用しているが、右半は割られ玄室内に転倒している。側壁腰石は、石材の抜き取り痕から、

左右共に70～180cm程度の大きな石材を2石ずつ配していたものと推定される。

玄門部袖幅は抜き取り痕から、左が65cm、右が60cm程度と推定される。袖石は、左右共に150cm程

度の大振りな石材を使用していたものと推定される。

床面は激しく撹乱されており、敷石等の状況は不明である。

羨　道　石材が遣存せず、構築状況は不明である。石材の抜き取り痕から、羨道長は左壁で390cm、

右壁で400cm程度で、玄室とほぼ同じ長さと推定される。

4）遺　物

遣物出土状況（図23、図版6－5～8）　石室は大きく破壊されており、原位置を留める遺物は皆無

であった。石室内の精査時に須恵器や土師器等、多量の土器片をはじめ、鉄鏃片、鉄刀片、馬具片な

どの鉄器片が数点出土している。
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図22　6号墳石室実測図（縮尺1／60）
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一方、墳丘Ⅰ、IV区では、供献ざれた須恵器や土師器が出土した。以下の3群に分けて調査した。

A群は墳丘Ⅰ区の標高41．5m付近にまとまって供献されていた。破砕した須恵器大甕をはじめ、北

側には坪（蓋、身）、捉瓶などが数個体出土している。

B群は墳丘IV区の標高42．4m付近にまとまって供献されていた。破砕した須恵器甕7個体分や坪蓋、

坪身、高坪、腺等が出土した。坪類は身と蓋が逆転して置かれていたものなどがある。

C群はB群のやや上方の標高43m付近から出土した破砕した須恵器大甕である。

この他にも出土状況を図化できなかった多量の土器が出土した。土器の年代観からほぼ同時期に供

献ざれたと見て大過なかろう。またIV区周溝からは馬鈴が2点出土している。

遺　物

須恵器　坪（蓋、身）、高坪、腺、捏瓶、平瓶、短頸壷、壷、甕等が出土した。

杯蓋（図24－1～41）1は復元口径12．4cm、器高4．4cm。天井部は丸味を持って体部に移行、天井

部へラ削り2／3に及ぶ。口縁端部に段を有す。焼成良好で赤灰褐色。3は口径14．1cm、器高4．4cm。天

井部は丸味を持って体部に移行、境界に一条の浅い凹線が巡る。天井部へラ削り2／3に及び、口縁端部

に段の痕跡。焼成甘く淡灰色。4は口径14．0cm、器高4．2cmの完形品。天井部は丸味を持って体部に移

行、天井部へラ削り2／3に及ぶ。目線端部に段を有す。焼成やや甘く淡灰色。坪身43の蓋。5は天井

部へラ削り調整。6は復元口径14．8cm。7は復元口径14．6cm、器高4．2cm。天井部は丸味を持って体部

に移行、天井部へラ削り2／3に及ぶ。口縁部に段を有するが端部欠損。焼成やや甘く淡灰色。8は復元

口径14．4cm、器高4．2cm。天井部は丸味を持って体部に移行、天井部へラ削り2／3に及ぶ。焼成良好で

灰褐色。9は復元口径13．0cm。天井部は丸味を持って体部に移行、天井部へラ削り2／3に及ぶ。焼成良

好で灰色。口縁端部やや尖り気味。10は復元口径13．8cm。天井部と体部の境界に浅い凹線が巡る。11

は復元口径14．2cm、器高4．3cm。天井部は丸味を持って体部に移行、天井部へラ削り2／3に及ぶ。目線

端部は丸く収める。焼成良好で灰色。12は復元口径13．5cm、口縁端部丸く収め僅かに外反。13は復元

口径13．0cm、器高3．9cm。天井部は丸味を持って体部に移行し、天井部へラ削り2／3に及ぶ。口縁端部

に段を有す。焼成良好で暗灰褐色。14は復元口径12．6cm。天井部は丸味を持って体部に移行、天井部

へラ削り2／3に及ぶ。焼成甘く淡灰色。口縁端部やや尖り気味。15は口縁端部を丸く収める。17は復

元口径14．0cm、器高3．6cm。天井部へラ削り1／2に及ぶ。口縁端部を丸く収める。18は口径13・0cm、器

高3．9cm。天井部へラ削り2／3に及ぶ。焼成良好で紫灰色。言縁端部を丸く収める。19は復元口径11・

4cm、器高3・8cm。天井部へラ削り未調整。焼成良好で紫灰色。20は復元口径13・2cm、口縁端部は丸く

収める。21は天井部へラ削り調整でへラ記号一部残る。23は天井部片でへラ削り調整。22、24は赤焼

土器片。25は天井部にへラ削り調整し、へラ記号がある。26は復元口径13．0cm。焼成良好で灰色。日

録端部丸味を持つ。27は復元口径12・Ocm、口縁端部は丸く収める。28は復元口径9・8cm、器高3．5cm。

身の可能性あり。29、30も同様。天井部へラ削り2／3に及ぶ。焼成良好で暗灰色。31は復元口径12・4cm、

器高3・2cm。かえりは口縁端部より下方に突出し、天井部へラ切り未調整。焼成概ね良好で淡茶灰色。

32は復元口径11．2cm、器高2・1cm。かえりは口縁端部より下方に突出、天井部はへラ切り未調整。焼成

良好で暗灰色。天井部にへラ記号の一部が残る。34は復元口径14・0cm、かえりは口縁端部よりわずか

に下方に突出。35は復元口径14・0cm、かえりは口縁端部よりわずかに下方に突出。36は復元口径14．

0cm。かえりは口縁端部より下方に突出、焼成良好で暗灰色。37は口径15．3cm、器高3・1cm。かえりは

口縁端部より下方に突出し、天井部のへラ削りは2／3に及ぶ。天井部には低いボタン状の摘みが付く。

焼成良好で灰色。38は口径16．6cm、器高3．9cm。かえりは目線端部より後退、天井部のへラ削りは2／3

に及ぶ。天井部には扁平擬宝珠の摘みが付く。焼成甘く淡灰色。39はかえりが日録端部より後退。40
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は口径9・7cm、器高

1．9cm。かえりは口縁

端部よりわずかに

突出し、天井部へラ

切り未調整。焼成良

好で暗灰色。41は復

元口径11・3cm、器高

1．9cm。かえりは口縁

端部より後退。焼成

良好で暗灰色。

坪身（図24－42

～69、図25－1～9）

42は口径11・2cm、器

高4・6cm、受部径13．

7cmの完形品。鹿部

へラ削り2／3に及

ぶ。立上がりやや高

く内傾。焼成やや甘

く淡灰色。43は口径

12．2cm、器高4・4cm、

受部径14・5cmの完

形品。鹿部へラ削り

2／3に及ぶ。立上が

りやや高く内傾す

る。焼成やや甘く淡

灰色。44は復元口径

11．0cm、器高4．2cm、

受部径13．0cm。鹿部

へラ削り2／3に及

ぶ。立上がりやや高

く内傾。焼成甘く淡

灰色。45は復元口径

11．3cm、器高4．2cm、

受部径13．0cm。鹿部

へラ削り2／3に及

ぶ。立上がり低くや

や内傾。焼成良好で

暗灰色。46は口径

12．1cm、器高4．7cm、

受部径14．3cmの完
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図23　6号墳墳丘遺物出土状況図（縮尺1／30）
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形晶°立上がり内傾。焼成やや甘く淡灰色、鹿部磨滅し調整観察不可能。47は復元Ⅱ径13．2cm、受部

径14・8cm。立上がり低く内傾。焼成良好で灰色。48は復元口径13．0cm、器高3・9cm、受部径15・2cm。鹿

部へラ削り2／3に及ぶ。立上がり低く内傾。焼成やや甘く淡灰色。49は48に準ずる小片。50は口径12．

1cm、器高4．3cm、受部径15・2cmの完形品。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。立上がり低く内傾。焼成良好で灰

色。51は復元受部径15・4cm。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。52は口径12．2cm、器高3・9cm、受部径14・8cm

の完形晶。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。立上がり低く内傾o焼成良好で灰色。53～58、62～67は復元口

径10．8～12．0cm、受部径13・3～14．0cm。立上がり低く内傾°焼成は概ね良好で灰色～暗灰色。59は復元

口径11・6cm、器高3・9cm。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。立上がり低く内傾。焼成良好で暗灰褐色。60は口

径11．4cm、器高4．4cm、受部径13・6cmの完形品。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。立上がり低く内傾。焼成良

好で紫灰色。61は復元口径11．0cm、受部径13．3cm。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。立上がり低く内傾。焼

成良好で暗灰色°68は復元口径10．9cm、器高3・4cm、受部径13・Ocm。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。立上が

り低く内傾。焼成良好で暗灰色。25－2は赤焼土器で復元受部径13・0cm。3は復元受部径15・Ocm・焼成

甘く灰色。4は復元受部径14．3cm。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。5は復元口径13・2cm、器高3・4cm、受部

径15・1cm。焼成良好で灰色°6は復元口径12・8cm、器高4．6cm。高台が鹿部内側に貼り付けられ・端部

が外方へ張り出す。7は復元口径14．4cm、器高4．9cm°口縁部やや外反。高台が鹿部内側に貼り付けら

れ、やや高く脚状を呈し端部が外方へ張り出す。内鹿部にへラ記号の一部が残る。焼成甘く淡灰色。

8は高台が鹿部内側に貼り付けられ、端部が外方へ張り出す。9は表採で復元口径13・6cm、器高4．6m。

高台が鹿部内側に貼り付けられ、端部が外方へ張り出す。口縁部が僅かに外反。焼成良好で赤紫がかっ

た灰色。

高杯（図25－10～36）10～13は師部片。10は復元口径14・0cm、体部下半にカキ目調整。11は復

元口径11・5cm、言緑部と体部の境界に一条の沈線を巡らす。12は口径11．1cm、師部片で鹿部と体部と

の境界に一条の凹線が巡る。鹿部へラ削り調整。体部カキ目の後ナデ調整。13は鹿部と体部の境界と

に一条ずつの沈線を巡らせ、その間に櫛歯の平行線文を施文する。14～16は坪部から脚部片。14は口

径11．2cm、坪鹿部へラ削りし体部の境界と体部中央に一条ずつ凹線を巡らせる。脚部明瞭な絞り痕が

観察でき三条の沈線を巡らせ、以上に長方形透しを3カ所開ける。脚部の接合が師部の中心からずれ

る。15は坪鹿部へラ削りし体部の境界に一条の沈線を巡らせる。脚部明瞭な絞り痕が観察でき一条の

沈線を巡らせ、以上に長方形透し3カ所開ける。16は小型品で全面ナデ調整。17～33は脚部片。17は

明瞭な絞り痕が観察される。一条の沈線を巡らせ、上下に形状不明の透しを開ける。18、19は端部付

近に段が付き、端部は内傾気味になり丸く収める。脚端径は順に12．4m、14．2cm。20は脚端復元径17・

0cm、脚裾部に段を有し二条の沈線を巡らせる。外器面はカキ目調整の後、段より上に波状文施文し沈

線を巡らせる。21は脚端径11．4cm、ナデ調整の後、脚部のほぼ中央に二条の沈線を巡らせ上下2段に

長方形の透しを3カ所ずつ開ける。脚部は端部付近から末広がりになり裾部で屈曲し、端部は上方へ

延びる。22は脚端径11・2cm、脚部は味臥状に開く。二条の沈線を巡らせ上下2段に長方形の透しを3

カ所ずつ開ける。外器面カキ目調整の後、裾部ナデ調整。端部は上下に延びる°23は脚端径12・0cm・

嘲爪状に外反する。脚端部は上部外方へ跳ね上がる。二条の沈線を巡らせた間に長方形透しを3カ所

に開ける。24は脚端復元径12．6m。25は脚端径11・4cm。26は脚端復元径10．6cm、二条の沈線以下に長

方形透しを4カ所に穿孔。27は脚端復元径11．3cm、嚇爪状に外反する。透し開けるが形状不明。裾部

以外にカキ目調整。28は脚端復元径11・Ocm、脚端部は上方へ延びる。29は脚端復元径10．2cm、嘲爪状

に外反し裾部に段を有し、端部は外方へ突出する。ナデ調整する。30は脚端復元径9．6cm、嚇州犬に外

反し裾部に段を有し、端部は外方へ突出する。脚頸部にカキ目調整。31～33は小型品で全面ナデ調整。
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図26　6号墳出土須恵器、土師器実測図（縮尺1／4）
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脚端径は順に7・7cm、7・Ocm、6．2cm。34は脚部噂岬Ⅵ犬に開き・外器面カキ目調整。

旗（図26－1～7）1、2は頸部片で2は一条の沈線を巡らせ以上に波状文・以下にナデ調整する。

2も波状文施文。3は胴部復元最大径8．0cm・肩部に「条の沈線を巡らせその下に櫛歯の平行線文を施

文し穿孔する。鹿部にへラ削り調整。焼成良好で灰色を呈す。4は胴部最大径9・1cm・肩部に二条の沈

線を巡らせ最大径部分を穿孔する。外器面カキ目調整。5は胴部最大径7・8cm・肩部は丸く移行し二条

の浅い凹線を巡らせ、その上に櫛歯の平行線文を施文。穿孔は最大径付近でなされる。下半はへラ削

り調整。焼成概ね良好で灰色を呈す。6は胴部復元最大径9・6cm・最大径と肩部にそれぞれ一条の沈線

を巡らせその間に櫛歯の平行線文を施文。下半はへラ削り調整。7は胴部最大径10．2cm。肩部に一条の

浅い凹線を巡らせ、上下に櫛歯の平行線文を施文し最大径部分を穿孔する。外器面カキ目調整・最大

径以下へラ削り調整。焼成良好で灰色を呈す。調整及び施文は粗い°

直言壷（図26－8）8は口径8．2cm・器高10・7cm・胴部最大径13．2cm。口緑部はやや外反する。肩

部は丸味があり胴部最大径は僅かに上位にあり。鹿部は丸底。鹿部不整方向の粗い手持ちへラ削りの

後ナデ調整。他はカキ目調整後、口縁部と頸部にナデ調整。焼成良好で暗灰色を呈す。

平瓶（図26－10～12）10は復元口径9．6cmの口頸部片。捏瓶の可能性残る。11は頸部から肩部の

破片で天井部粘土盤を貼りカキ目調整0焼成不良で灰白色を呈す。12は胴部最大径17．6cm。最大径は

下から約3／5にある。胴裾部へラ削り・他はカキ目調整。焼成良好で暗灰色を呈す。

提瓶（図26－18～22）18は胴部最大径10．2cm。胴部は横位に成形後・天井部に粘土盤を貼り成形。

背面に粗い波状文施文、口頸部下端にはカキ目調整。20は胴部最大径21．4cm。胴部前面は平坦。残存

部カキ目調整。言頸部は外反しナデ調整。焼成良好で灰色を呈す。21は胴部最大径21．4cm。横位に成

形後、天井部に粘土盤を貼り成形。前面平坦で扇平に近い。全面にカキ目調整・肩部に環状の耳が付

くと考えられるが欠損°焼成良好で灰色を呈す。22は胴部最大径21．4cm。胴部は横位に成形後・天井

部に粘土盤を貼り成形。前面は膨みがなく扁平に近い。全面にカキ目調整・肩部に歪んだ環状の耳が

付く。口頸部は外反しナデ調整0内器面ナデ調整するが・部分的に青海波当て具痕残る。背面に薄く

自然釉が付着し、横置して焼成したと考えられる。

横瓶（図27－5）口径12．4cm、器高30．6cm。口頸部短く外反し・口縁下端に一条の凹線が巡る。体

部外器面平行タタキ後、カキ目調整。内器面青海波当て具痕。焼成良好で暗灰色を呈す。

甕（図26－13～17、図27～32）26－13～16は小型甕の言頸部片で・復元口径は順に14．0cm・16．2cm・

17．0cm、15．8cm。17は胴部最大径20・4cm。最大径やや上方にあり・一条の沈線が巡る。外器面擬格子タ

タキ、内器面の当て具は青海波でナデ調整。27－1は復元口径21．8cmでやや外反。二条一単位の沈線を

口縁部直下から3段巡らせ、その間に波状文を施文。焼成良好で灰色を呈す。2は復元口径25・2m。嘲

爪状に外反し、口縁部肥厚する。ナデ調整。焼成良好で暗灰色を呈す03は復元口径22・0cm。口頸部大

きく外反し口縁部に一条の凹線が巡る○口頸部ナデ調整。外器面には平行タタキした後ナデ。内器面

青海波当て具痕ある。焼成やや甘く暗灰色～暗赤褐色。4は復元口径20・0cm・胴部最大径31．0cm。口頸

部短く外反し口緑部肥厚する○口頸部ナデ調整0外器面には平行タタキした後カキ目調整。内器面青

海波当て具の上からナデ。焼成良好で暗灰色を呈す。6は胴部最大径22・9cm。口縁部が欠損。最大径は

上位にあり。外器面擬格子タタキの後・上半にナデ調整。内器面青海波当て具痕あり。焼成良好で灰

色を呈す07は復元口径16．6cm、胴部最大径25・6cm°口頸部は直言気味で言縁部から屈曲し端部肥厚し

丸く収める。鹿部平底で最大径は上半にある。外器面下半に平行タタキした後カキ目調整。上半は言

縁部までナデ調整。内器面青海波当て具痕あり。焼成良好で暗灰色を呈す。8は復元口径16・6cm・胴部

最大径25．6cm0口頸部は直言気味で口縁部から屈曲し端部肥厚し丸く収める。鹿部平底で最大径は上
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図27　6号墳出土須恵器甕、横瓶実測図（縮尺1／4）
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図28　6号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／4）

半にある。外器南下半に平行タ

タキした後カキ目調整。上半は

口緑部までナデ調整。内器面青

海波当て具痕あり。焼成良好で

暗灰色を呈す。28－1は復元口径

25・6cm。口頸部外反し言緑部肥

厚し下端に一条の凹線が巡る。

全面ナデ調整。焼成甘く赤茶褐

色を呈す。2は復元口径21・6cm。

口頸部短く外反し口縁部肥厚

し丸味を帯びる。口頸部ナデ調

整。胴部外器面には平行タタキ

した後カキ目調整。内器面青海

波当て具痕ある。焼成やや甘く

暗赤褐色を呈す。3は口径21．

5cm、胴部最大径42．8cm。口頸部

嘲りⅥ犬に短く外反し、口縁部肥

厚し、端部下半へラ削りし下端

に一条の凸線が巡る°　口頸部ナ

デ調整。肩部はなだらかに移行

し、外器面には擬格子夕タキ、

内器面青海波当て具痕あり。焼

成良好で灰色を呈す。肩部を中

心に海松色の自然釉が付着す

る。29．1は口径21．5cm、胴部最

大径40・1cm。口頸部嘲爪状に短

く外反し、口縁部肥厚し下端に

一条の沈線が巡る。口頸部ナデ

調整。外器面には擬格子タタキ

した後疎らにカキ目調整。内器

面青海波当て具痕あり。焼成良

好で暗灰色を呈す。29－2は復元

口径23・0cm、胴部最大径45．

4cm。口頸部嘲爪状に外反し、上半をへラ削りし端部を隆起させる。やや上位に一条の沈線が巡り・櫛

歯の平行線文を施文。外器面には擬格子タタキの上から疎らにカキ目調整。内器面青海波当て具痕あ

り。焼成良好で灰色を呈す。口頸部外器面にへラ記号あり。30－1は復元口径22・4cm。口頸部短く外反

し言縁部肥厚する。口頸部ナデ調整。外器面には平行タタキした後カキ目調整。内器面平行文当て具

痕あり。焼成良好で暗灰色を呈す。30－2は口径23．2cm・器高50・1cm・胴部最大径46・5cm。口頸部嘲れ

状に短く外反し、口緑部肥厚し下端に一条の沈線が巡る。口頸部カキ目調整の後ナデ調整。外器面に

は平行タタキの上から疎らにカキ目調整。内器面青海波当て具痕あり。焼成良好で灰色を呈す。30－3は

－36－



復元口径66・0cmの大甕。口

頸部嘲爪状に外反し口縁

部肥厚する。二条一単位の

沈線文を2段に巡らせ、そ

の間3段に波状文を施文。

焼成良好で黒褐色に近い

暗灰色を呈し、自然釉付着

する。31－1は口径54．4cm、

器高95．0cm、胴部最大径

68．8cmの大甕である。口頸

部嘲爪状に外反し、上半に

四条の沈線を巡らせ、上か

ら波状文1段、櫛歯の平行

線文を2段施文。日録部は

肥厚し下端に一条の凹線

が巡る。胴部最大径は上半

にあり、肩部緩やかに移行

する。外器面には平行タタ

キ、内器面下半は青海波当

て具痕、上半は平行文の当

て具痕が見られる。焼成良

好で暗灰色を呈す。32－1は

口径45．0cm、器高88．6cm、

胴部最大径77．6cmの大甕

である。口頸部やや短く嘲

爪状に外反。口縁端部に太

い凹線が、その下に二条の

突線が巡る。口頸部全面ナ

デ調整。胴部最大径は上半

にあり、肩部は文琳状に張

る。外器面には擬格子タタ

キ、内器面は全面ナデ調整

され当て具痕残らない。焼

成良好で暗灰色を呈す。

土師器　高坪、小型丸底

壷がある。

高杯（図25－37～54）

37～42、54は坪部片。43

～53は脚部片。いずれも磨

滅激しい。 図29　6号墳出土須恵器甕実測図（縮尺l／4）

－37－



／／貰、1
＼

＼

＼

図30　6号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／4）
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図316号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／6）

小型丸底壷（図26－9）　9は復元口径11・8cmを測る。施文は磨滅が激しく調整は不明。

武　器（図33－1～5、9）

鉄鏃（1～3）1は片鏑造柳葉形の鏃身片、2、3は関部から茎部片で2には木質が残る。

靭金具（4、5）　靭の底板金具の可能性がある。厚さ0・1cmの鉄板を用い、裏面木質が付着。4は幅

2．6cmを測り両端を面取り。上下2列を径0．35cmの鋲で留める。5には表面に金箔が一部残る。

鉄刀（9）1片ある。残存長6．6cm、刀身厚1・0cmを測る。

馬　具（図33－10～12）

絞具（10）　餃具の輪金片と考えられる。断面円形を呈し、幅4・0cmを測る。

銅製馬鈴（11、12）　青銅製の鋳造品だが同箔でない。両者とも八角稜鈴で胴部中央の2条の腹帯

で上下に分かれる。11には上半に型持ち孔が対称位置に2カ所穿孔される。紐の方向は鈴口に平行で
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図32　6号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／6）

角の丸い方形を呈し、不整形な孔が穿たれる。紐の下部は帯状に僅かに隆起する。12は下半が大きく

欠損。

不明鉄器（6～8、13）6は幅1．8cm、厚0．3cmの板状を呈する。7は断面方形で厚1・0cm。幅が一定で

なく、鐙片の可能性もある。8は厚0・15cmの薄い鉄板で鋲孔が2カ所残る。短甲片の可能性も考えられ

る。13は餃具の輪金状を呈し、断面方形で厚0・4cmを測る。

装身具（14～26）何れも撹乱された石室から出土した。後車で詳述する。

ガラス製玉類（14～17）　直径0．6～0・9cmを測る小玉である。14～16は色調紺青を呈し、引き延ば

し技法で製作される。17のみ黄緑色を呈し、器面に稜が観察される。

土製玉類（18～25）　25のみ直径1．3cmを測る丸玉である。その他は0．6～0・8cmを測る小玉である。

色調は消炭色を呈す。

耳環（26）1点出土した腐食激しく銅芯のみを留める。
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4．7号墳

l）位置と現状（図35、図版7－1）

7号墳は6号境の南の丘陵頂部に立地し・尾根はここを支点に北と東の両方向に延びる。西側には8

号墳が隣接し、中心間で約30m離れている。

調査前の現状は山林で、西側の裾部が果樹園の造成で削平されていたものの・墳丘の遺存状況は比

較的良好であった。また、頂部から南側にかけてが大きく陥没しており・内部主体は破壊されている

と予想された。現況での頂部の標高は約49mを測った。

調査は先ず石室の陥没坑を掘削し、石室を検出した。石室精査後・その主軸に沿って3本のトレン

チを掘削し、墳丘の規模と構造を確認した。更に表土除去作業を行い・墳丘遺存状況及び墳丘の供献

遺物の状況を調査した。調査終了後・崩落防止の目的でトレンチ及び石室を土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図34、36、図版7－2～5）

地山整形確認調査のため盛土を除去しておらず不明確な点がある。古墳築造に伴う地山整形は・

墳裾の削り出しと墳丘基底面の整地からなる。墳裾の削り出しは・南側と北側で46．2m・東側で45・8

m付近で行われ、石室基底面の標高46．1mとはぼ合致する。西側は削平され不明である。

墳丘基底面の整形は標高47・6～48・0mで平坦面を造成するように行われており・地山整形は直径17・

om、高さ1．8～2．0mのほぼ円錐台状に整形されている°また古墳築造以前の旧表土層である黒褐色有

機質腐植土層は炭化物細片を非常に多く含んでいた。

盛土地山整形を行った後、版築状に盛土される。墳丘の遺存状況は比較的良好だが石室が大き

く破壊されており、石室構築段階と盛土との対応関係は不明である0土層観察から墳丘基底面より上

部の盛土は大きく分けて2段階あると考えられる。
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図34　7号墳墳丘断面図（縮尺1／100）
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図35　7号墳墳丘測量図（縮尺1／200）

図36　7号墳墳丘遣存状況図（縮尺1／200）
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第一段階の盛土は墳丘基底面より上部に、黄褐色及び黒褐色の砂質土で約5～30cmの厚さで版築状

に盛り土される°各層ともほぼ水平で細かい。遺存状況の良好な所で墳丘基底面から高さ95cm・墳裾

から295cmを測る。

第二段階の盛土は、第一段階の封土の外側に盛土されている°使用される土砂は・第一段階と同様

だが、各層の厚さは第一段階と比較して厚く層位的に複雑でない。

墳丘平面形は墳裾間の距離で直径17mの円墳と判明した。

石室掘方と墓道　石室掘方は北側の尾根筋の斜面等高線に対してほぼ垂直に・東側のそれに対して

はほぼ平行に、また地山整形された部分のほぼ中央に掘削される。確認調査のためその規模及び形状

に関して明確にしえないが、羨道部が窄まる隅丸長方形を呈すると推測される0規模は掘削面で長さ

6・2m、幅4．3m、深さ1．8m、基底面で長さ6．5m、幅2．8m程度と推定される。

墓道は石室から南南西の方向に延び、長さ5・5mを検出した○この先は削平され遺存しない。広い所

で幅1・3mを測り、断面の形状は逆台形形を呈す。黒褐色土で埋没していた。

3）横穴式石室（図37、図版7－6～8）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－32。－Eにとり、南側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石室

である。石材は一部が遺存するのみで、特に奥壁及び左側壁は大きく破壊される。石室全長は右壁で

482cmを測る。石材に花崗岩を使用する。

玄　室　奥推定幅170cm、前幅174cm、右側壁長293cmを測る長方形平面を呈する。右側壁腰石と左

側壁腰石1石を留めるのみで、この他の石材は完全に抜き取られる。抜き取り痕より奥壁腰石は1石

と推定され、右側壁は3石を使用している。

右側壁は奥壁側から順に、長さ150cmX高さ50cm以上、長さ90cmx高さ70cm以上・幅45cmX高さ

70cm以上の割石及び転石を3石横位または縦位に配して腰石とする。最も奥壁側の石材が最大である。

左側壁の袖石側には長さ70cm×高さ60cm以上の石材を横位に配されるが、割られている。

玄門部は両袖である。右袖石は長さ80cmx高さ60cm以上、左袖石は長さ100cmx高さ60cm以上の転

石を横位に配して腰石とする。袖幅は右55cm、左48cmを測る。袖石は玄室側壁に挟まれる。右袖石は

やや外反するが、2段目は内傾するo左袖石は直立し2段目は内傾している。

床面にはごく一部に敷石が遺存するが、大きく撹乱されている。

羨　道　羨道長は右壁165cm、左壁164cmを測る○石室掘方の状況から羨道壁体は元来の長さを留め

ていると考えられるO奥幅は73cm、墓道側で102cmを測り墓道に向かってやや開く。玄門部分には玄

室と同様の大振りな石材が使用され、墓道側は小振りなものが使用される。

右側壁は長さ30～50cm程度の花崗岩転石を横位に積み重ねて構築される。石材は上部はど小振りに

なる。各段毎に横方向に目地が揃い、羨道側壁2段目は玄門腰石と・また羨道4段目（一部5段目）

は玄門2段目と対応する。間隙には礫が充填される。羨道床面から90cmの高さまで遺存する。

左側壁も右とほぼ同様の構築方法を採用する。長さ20～70cm程度の転石を横位に配し・墓道側の石

材は非常に小振りである°両側壁共にはぼ直立する。

石材の大きさから、天井石の構架は玄門部分に限られたものと推定される。

床面には袖石部分に1カ所梱石が配される°梱石は長さ80cmx幅50mx厚さ15cmの扁平な割石が1

石横位に置かれる。奥壁抜き取り痕の中央部からその前面までの距離は295cmを測る。羨道床面は直接

地山となっている。
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1層　暗褐色砂質土層

2層　黄褐色粘質土層

3層　黄褐色粘質土層

4層　暗褐色砂質土層

5層　暗黄褐色砂質土層

6層　橙褐色砂質土層

7層　橙褐色砂質土層

図37　7号墳石室（左）及び閉塞施設（右）実測図（縮尺1／60、1／30）

閉塞施設（図版8－1～3）梱石を根石とした閉塞施設がある。閉塞施設は高さ90cmにわたって遺存

する。使用される石材は大部分が花崗岩であるが、一部に変成岩系の石材が使用される。梱石の墓道

側の端部に長さ30～45m程の細長い石材を置き、手前に40×80cm程度の扇平な花崗岩割石を横位に立

てている。この石材は玄室側にやや内傾しているが、これは上部の石材の圧力によるものと推定され

る。上部には、20cm×40cm程の花崗岩転石を一段に4石程度、随時墓道側に土砂を入れながら閉塞す

る。4段程度遺存する。積まれる石材の大きさは上部、下部で差異がない。閉塞石の位置は、玄室側で

は奥壁中央の石材抜き取り痕から338cm、墓道側では414cmで、その間76cmを測る。また、閉塞施設部

分での土層断面観察から、初葬を含めて少なくとも3回の埋葬が行われたものと考えられる。

4）遣　物

遣物出土状況（図38、図版8－4）石室内は大きく撹乱され、少量の鉄器片が床面付近から出土し

たが、原位置を留めていないと考えられる。

墳丘Ⅰ・IV区では供献ざれた須恵器や土師器．陶質土器が出土した。以下の2群に分けて調査した。

A群は墳丘Ⅰ区の標高47．5m付近に据えられていた甕である。破砕した状況で出土した。

B群は墳丘Ⅳ区の標高47．2m付近にまとまって供献されていた。破砕した須恵器甕の他、坪蓋、坪身、

高坪、腺、土師器坪や高坪等が出土した。坪身は蓋された状態で出土したものがある。
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この他、墳丘からは多くの出土遺物があったが、出土状況は図化

に耐えなかった°また滑石製紡錘車が撹乱された石室内部と、墳丘

IV区からそれぞれ1点ずつ出土している°

遺　物

須恵器　坪（身、蓋）、高塀、壷、長頸壷、蓋、腺、提瓶、平瓶、

ノ僻掘

／
標高47・5m

ヽ

標高47．5m

0　　　　　　　50cm

土一　　　　一．」

甕等が出土した。

珎蓋（図39－1～5、7～17）1は目線部片で端部丸く収める。

2は天井部へラ削り、内器面へラ記号あり。焼成良好で暗灰色。3

は天井部へラ削り、外器面へラ記号あり°焼成概ね良好で灰色。4、

5は天井部へラ削り、内器面同形のへラ記号がほぼ同位置にあり。

焼成は4は良好で灰色、5はやや甘く淡灰色。7は口径14．0cm、器

高4・3cmの完形品で坪身26の蓋。天井部全体へラ削り、体部との

境界に一条の凹線、口緑端部に退化した段が付く。焼成良好で灰

⑳－6色。8は復元口径14．3cm。天井部へラ削り・口縁端部はやや尖り気

味。9は復元口径13・8cm。天井部と体部の境界に明瞭な稜線、口縁

⑳－1端部に明確な段が付く。焼成良好で淡灰色。10は復元口径14・2cm・

口縁端部は丸く収める。天井部へラ削り約1／2、言縁部は丸く収め

る。焼成良好で灰色。11は復元口径14．0cm。言縁端部丸く収める。

焼成良好で灰色。12は復元口径15．0cm。口縁端部丸く収める。焼

成良好で灰色。13は復元口径13・8cm。言縁端部丸く収める。焼成

良好で灰色。14は口径14・7cm、器高4・3cm。天井部へラ削り2／3、

図38　7号墳墳丘遺物出土状況図
（縮尺1／30）

口緑端部丸く収める。焼成良好で灰色。15は復元口径12．1cm、器

高3．5cm。天井部へラ削り2／3強、口縁端部丸く収める。焼成良好

で灰色。天井部へラ記号あり。16は天井部へラ削り。焼成甘く淡灰色。17は復元口径14．0cm、かえり

は端部と同一面。焼成甘く淡灰茶褐色。

杯身（図39－18～42）20は復元口径14．1cm、受部径16・6m。鹿部へラ削り2／3、立上がり低く内

傾する。21は復元口径12．2cm、受部径14・2cm。鹿部へラ削り2／3、立上がりやや高く僅かに内傾。焼成

良好で灰色。22は口径11・4cm、受部径14・0cm、器高4．4cm。鹿部へラ削り2／3、立上がり低く内傾する。

内底へラ記号あり。23は復元口径12・2cm、受部径13．8cm。鹿部へラ削り2／3、立上がり低く内傾する。

24は復元口径11．8m、受部径14．0cm。立上がり低く内傾する。焼成良好で淡灰色。25は復元口径12．

4cm、受部径14．8cm。鹿部へラ削り2／3、立上がり低く内傾する。26は口径12．5cm、受部径14．8cm、器

高4．5mの完形品で坪蓋7の身。鹿部へラ削り3／4、立上がり低く内傾する。焼成良好で灰色。27は口

径12・6cm、受部径15．0cm、器高4．1cm。鹿部へラ削り2／3強、立上がり低く内傾する。焼成良好で灰色。

28は復元口径13．1cm、受部径16・Ocm。立上がり低く内偵する。29は復元口径11．7cm、受部径14．0cm。

立上がり低く内傾する。30は復元口径13・4cm、受部径16・2cm。立上がりがやや高く内傾する。受部に

別個体の一部が焼着しており蓋を被せて焼成したと考えられる。31は復元口径12・4cm、受部径15．0cm。

立上がり低く内儀する。32は復元口径13．0cm、受部径15・0cm。立上がり非常に低く内傾する。33は復

元口径14．1cm、受部径16．0cm。立上がり低く内傾する。34は復元口径12・2cm、受部径14．2cm。立上が

り低く内傾する。35は復元口径13．2cm、受部径15．0cm。立上がり低く内傾する。36は復元口径12．8cm、

受部径15・0cm。鹿部へラ削り。立上がり低く内傾する。37は復元口径12．0cm、受部径14．0cm。鹿部へ
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ラ削り2／3、立上がり低く内傾する。鹿部へラ記号あり。焼成良好で暗灰色。38は復元口径11．3cm、受

部径13・2cm。鹿部へラ削り調整2／3、立上がり低く内傾する。39は復元口径10．3cm、受部径12．0cm、

器高3・9cm。鹿部へラ削り調整3／4、立上がり低く内傾する。焼成良好で暗灰色°鹿部へラ記号あり。

40は復元口径10・8cm、受部径12・6cm、器高3．3cm。鹿部へラ削り2／3、立上がり低く内儀する。焼成良

好で暗灰色。鹿部へラ記号あり°41は復元口径11・0m、受部径13・0m。立上がり非常に低く内傾する。

焼成甘く灰色。42は復元口径13・1cm、器高4・6cm。口縁部は外反。鹿部へラ削り後、外側に断面方形の

高台が貼り付ける。焼成は甘く淡灰色。

高杯（図39－6、図40－1～24）　39－6は口径14．8cm、器高4・9cmの有蓋高坪蓋。天井部へラ削り2／

3、低いボタン状の摘み付く。口縁端部丸く収めるが、非常に退化した沈線巡る。焼成良好で灰色。40

－1は復元口径11．3cm、器高14．6cm。口縁部外反し、内底面にへラ記号あり。坪部外器面には鹿部と口

縁部の境界に二条、鹿部に一条の沈線が巡り、その間に櫛歯の平行線文を施文。へラ記号半欠する。

脚部嘲爪状に開き、明瞭な絞り痕あり。ナデの後下から約1／3に三条の沈線を巡らせ、その上下に長三

角形透し3カ所ずつ交互に配す。焼成良好で灰色。2は口径12．6cm、受部径14・9cm、器高14．8cmの有蓋

高坪。坪鹿部へラ削り2／3、立上がりは低く内偵する。脚部嘲爪状に開き、端部下方へ屈曲。脚部全体

カキ目調整後、ほぼ中央に浅い凹線。更にその部分をナデ、上下に方形透しを3カ所同位置に配す。

焼成良好で灰色。3は脚端部13．1cm。脚部嘲爪状に外反する。端部上方へ延びる。カキ目の後長方形透

し。5は残存高15・1cmの脚部片、ナデの後三角形透し1段三カ所に配す。脚部は裾部から末広がりに開

き、端部下方へ屈曲する。焼成良好で灰色。7～10も同様の脚部片だが、透しの数量．形状不明。11～24

は小型品。11は復元口径9・0cm。全面にカキ目。12は鹿部に一～二条、体部との境界に二条の沈線、

その間に櫛歯平行線文を施文。焼成良好で灰色。13は脚部はぼ中央に二条の沈線巡る。下半に形状不

明の透し3カ所に配す。外器面にカキ目。坪体部にナデ。14は外器面カキ目の後、脚部上半はナデ。

15は嘲爪状に開き二条の沈線以上にカキ目、以下にナデ。16は裾部に段を持ち外反する。端部に段あ

り。長方形と考えられる透しあり。焼成良好で灰色。18は復元口径ll・2cm。カキ目の後口縁部にナデ。

19、20は脚部に長方形透し3カ所に配す。21は全面にカキ目、透しの形状不明。22は脚部嘲爪状に開

き裾部に段を持ち外反する。長方形透し4カ所に配す。23は脚端復元径12．8cm。卿爪状に開き端部は

丸く収める。裾部にナデ、他はカキ目。24は脚端径15・Ocm。裾部に段があり、一条の凹線巡らせ以上

に波状・文を施文。脚端部に段がある。焼成良好で灰色。

壷（図40－26、27、30、図42－15）　26は口径13・2cm。口頸部外反する。目線部丸く収めナデ。27

は復元最大径17．2cm。内器面にナデ、外器面にカキ目。焼成甘く淡灰色。30は復元口径10．0cm、胴部

最大径13．0cm。口頸部外反する。肩部は丸く移行。鹿部へラ削り、他はナデ。焼成甘く淡灰色。42－15

は復元口径20．3cm、胴部最大径21・7m、器高29・3cm。口縁部外反する。頸部に三条の沈線巡り、

櫛歯の平行線文を三段に施文。頸部内器面はナデ。胴部最大径はやや上位にあり、外器面擬格子タタ

キ、内器面当て具青海渡文。外器面及び内底に自然釉が厚く付着するo

蓋（図40－28）　28は有蓋長頸壷の蓋と考えられる。口径11．4cm、かえり径8．2cm、器高3．2cm。口

縁部のかえりは端部より突出する。外器面カキ目、下半はナデ。高いボタン状の摘みが付く。

長頸壷（図40－29、30）　29は口径8．3cm、受部径10．4cmの有蓋長頸壷頸部片。立上がり低く内傾

する。上部に一条の凹線が巡り、以上に粗い波状文、以下カキ目の後ナデ。30は推定口径10・Ocm、全

面にナデ調整する。

旗（図40－31、32）　31は復元口径8．0cm、受部径10．4cm。口頸部嘲爪状に外反する。立上がりは

低く内傾する。口頸部に浅い一条の沈線、上位に波状文、下位にカキ目調整。焼成良好で淡灰色。32
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図39　7号墳出土須恵器坪類実測図（縮尺l／4）

は復元口径14．1cm、器高15．3cm、胴部最大径9．5cm。言縁部は段を持ち、嚇爪状に外反する。口頸部は

カキ目の後中央に二条の沈線が巡り、上位に波状文を施文。胴部最大径はほぼ中央にあり、カキ目の

後肩部に二条の沈線巡らせ、その間に櫛歯の平行線文を施文し穿孔する。下半はへラ削り。焼成良好

で灰色。

提瓶（図41－1～4）1は器高17．3cm、胴部最大径13．7cm。横位に成形後、天井部に粘土盤を貼り

成形。前面膨らみ少なく扁平に近い。口頸部は胴部に対し斜めに接合され外反する。口縁部肥厚し一

条の凹線巡る。胴部全面に粗いカキ目。口頸部はナデ。焼成良好で暗灰色。2は頸部全面ナデ、胴部外
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一49－



器面にカキ目。胴部は横位に成形後天井部に薄い粘土盤

を貼り成形°口頸部外反。焼成良好で灰色。3は胴部最大

径14．6cm。横位に成形後、天井部に粘土盤を貼り成形。

前面膨らみ少なく扁平。外器面全面にカキ目、内器面は

ナデ及び指圧による調整。焼成良好で灰色。4は小型品で

復元胴部最大径7．8cm。横位に成形後、天井部に粘土盤を

貼り成形。前面平坦で扇平。全面にカキ目の後ナデ。焼

成良好で灰色。

平瓶（図41－5、6）　5は復元口径8・2cm。6は胴部最

大径15・5cm、成形後、天井部に粘土盤を貼り成形°肩部

緩やかに移行し、最大径は胴部のほぼ中央にある。胴部

1／3以下粗いへラ削り、以上はカキ目。頸部接合後、端部

のみカキ目。内器面はナデ。焼成良好で灰色。

横瓶（図44－1）1は復元口径16．5cm、胴部長径42・

8cm、同短径35．3cm。口頸部やや直立気味に外反する。口

縁部肥厚し、端部下半へラ削り、下端に一条の突線巡る。

口頸部ナデ。胴部外器面平行タタキ、内器面はナデ調整

し、青海波当て具痕が部分的に残る。焼成良好で暗灰色、

自然釉付着する。

甕（図42－1～14、図43、図44－2、図45～47）　中

型、大型の二者がある。1は口頸部片で外反し口緑部肥

厚。焼成甘く淡灰色。2は大甕の口頸部片で大きく外反。

二条一単位の凹線を数段巡らせ、その間に波状文を施

文。口縁部屈曲し下方へ延びる。焼成良好で灰色。4は復

元口径15．0cmの口頸部片で、外反しカキ目の後ナデ。口

縁部肥厚。外器面にへラ記号あり。焼成良好で灰色。5は

復元口径19．2cm。6は復元口径19・5cmの口頸部片で短く

外反。口緑部肥厚し一条の凹線巡る。焼成やや甘く灰色。

口頸部外器面にへラ記号が2カ所ある。7は復元口径19．

9cmの言頸部片、短く外反し口縁部肥厚。焼成良好で淡灰

色。内器面に自然釉付着。8は復元口径21・Ocmの口頸部片

で、外反し口縁部肥厚。全体にナデ。焼成良好で灰色。

9は口径21・4cm。口縁部肥厚し下方へ張る。焼成良好で灰

色。10、11は同一固体と考えられるが接合しない。10は

復元口径18・Ocm。短く外反しカキ目の後ナデ。日録部肥

厚する。11は胴部最大径26．8cm。外器面擬格子タタキの

図417号墳出土須恵器提瓶、平瓶実測図
（縮尺1／4）

後、上半にカキ目。内器面青海波当て具痕、上半はナデ。いずれも焼成甘く淡灰色。12は復元口径37・

2cmの口頸部片、外反し言縁部肥厚。外器面カキ目の後、二条一単位の沈線が3段に巡る。焼成良好で

灰色。13は口径25．2cm、口頸部短く外反しナデ。口縁部肥厚し下方へ張る。胴部外器面平行タタキ、

内器面青海波当て具痕。焼成良好で灰色、自然釉付着。3～10、14は復元口径20・6cmの言頸部片で、外
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図42　7号墳出土須恵器甕、陶質土器壷実測図（縮尺1／4）

－51－



20cm

図43　7号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／4）
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図44　7号墳出土須恵器横瓶、甕実測図（縮尺1／4）
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三

反し言縁部肥厚。全体にナ

デ。焼成良好で暗灰色。43－1

は復元口径24．8cm、器高50．

3cm、胴部最大径45・6cm。口頸

部短く嘲爪状に外反、口縁部

肥厚。言頸部はカキ目の後ナ

デ。胴部最大径は上半にあ

り、肩部なだらかに移行。外

器面は擬格子夕タキの上に

棒状工具で圏線を上から約

3／4迄巡らせるo　内器面青海

波当て具痕、部分的にナデ消

される。焼成良好で灰色。3は

復元口径43・4cmの大甕片。言

頸部外反、口縁部肥厚し外下

方に屈曲。口頸部は二条一単

位の凹線が2段巡り、上2段

に波状文施文。胴部外器面平

行タタキ、内器面青海波当て

具痕。焼成良好で暗灰色。44－

2は胴部最大径42．7cm。口頸

部嘲爪状に外反、口縁部欠

損。口頸部にナデ。胴部最大

径は上半にあり、肩部なだら

かに移行。外器面擬格子タタ

キ、内器面青海波当て具痕。

焼成良好で灰色。45－1は復元

口径23・8cm、胴部最大径41．

0cm。口頸部短く外反、口縁部

肥厚。言頸部にナデ。胴部最

大径は上半にあり。外器面擬

格子タタキの上から疎らな

カキ目、内器面青海波当て具

痕。焼成良好で灰色02は復元

口径21．7cm、器高45・5cm、胴

部最大径42．7cm。口頸部嘲爪

状に外反、口縁部肥厚。口頸

部にナデ。胴部最大径は上半

にあり、肩部やや張る。外器

面平行タタキの上から疎ら
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図45　7号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／4）

－54－

なカキ目。内器面全面にナデ、当

て具痕残らず。焼成良好で灰色。

46－1は復元口径20・8cm、胴部最

大径38．4cm。口頸部嘲爪状に外

反。言縁部外方に屈曲し、端部上

下に二条の凹線。口頸部擬格子

タタキの後ナデ。胴部最大径は

上半にあり、肩部緩やかに移行。

外器面擬格子タタキの上から疎

らなカキ目。内器面カキ目、当て

具痕観察されず。焼成良好で灰

色。2は復元口径23・4cm、胴部最

大径39．6cm。言頸部嚇爪状に外

反。口縁部肥厚。口頸部ナデ。胴

部最大径は上半にあり、肩部緩

やかに移行。外器面平行夕タキ

の上から疎らなカキ目。内器面

青海波当て具痕。焼成良好で暗

灰色。口縁部～肩部に自然釉付

着。47－1は口径38・4cm、器高80．

8cm、復元胴部最大径60．0cmの

大甕。口頸部長く嘲爪状に外反。

口縁端部肥厚し外方に屈曲。口

頸部はカキ目の後二条一単位の

凹線2段に巡り、上2段に波状

文施文。胴部最大径は上半にあ

り、肩部緩やかに移行。外器面平

行タタキ、鹿部にカキ目、内器面

青海波当て具痕。焼成良好で灰

色。

土師器　坪、高坪がある。

高坪（図40－33、34）　33は

復元口径14・0cm、磨滅で調整不

明。34は復元口径10・3cm、器高

12・6cm。口縁部は外反し上半が

更に開く。脚部は裾部が屈曲し

外方に開く。坪内鹿部に斜め放

射状、口縁部内面に横方向、脚部

に縦方向、脚端部に横方向のミ

ガキ調整。焼成良好で赤褐色。



坪（図40－35）35は口径17・2cm、

器高7・2cm。言縁部外反。内鹿部に斜め

放射状、口縁部内面と外器面に横方

向、鹿部に不整方向のミガキ。焼成良

好で赤褐色、外器面に一部煤が付着。

陶質土器

壷（図42－16）16は胴部最大径

28・5cm、頸部径9．5cm程度と推定され

る。胴部の最大径は中央よりやや上

位にある。色調はやや茶味を帯びた

淡灰褐色、胎土は非常に精良で混入

物等は殆どない。焼成良好だがやや

軟質。胴部外器面の調整は下半が格

子目タタキ、肩部から胴部上半には

鳥足文タタキが施される。この鳥足

文は縦方向の平行線文に800　以上

開いた大きめの三叉状文を配し左向

きである。肩部にはナデ°内器面全面

ナデ、部分的に当て具痕と考えられ

る凹部が観察される。

武　器

鉄鏃（図48－3～5）　細片3点が

ある。3は片鏑造柳葉形の鏃身片で

逆刺がある。4は鏃身片で斜関だが

形式は明確でない。5は関部～茎部

片で台形関を呈し、茎部に木質が残

る。

胡線金具（図48－12）　幅3．6m、

厚0．05cm程度の薄い帯状の鉄板を用

いた胡録の底板金具で、裏面に木質

が付着し木目は金具と平行で鋲頭径

0・5cmを測る半球形の鋲が3列、1．5cm

間隔で打たれる。その上には全面に

布痕が認められる。更に端部には幅

0．3cmの紐で押さえられる。

鉄刀（図48－13）　残存長8・5cm、

茎口幅3・4cm、刀身元幅4・5cm、同厚1・

5cmを測る。僅かに木質付着。

馬　具（図48－6、9、10）　馬具

片3片と考えられるが部位は不明 図46　7号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／4）
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図47　7号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／6）

確。6は引手の端部と考えられる。やや小振りで断面は方形。9、10は兵庫鎖片か。断面は稜のついた

方形に近い円形を呈し、径は0・8cm。

工　具

刀子（図48－7、8）7は残存長4．1cm、刃身元幅1．1cm、同厚0・4cm、茎口幅1．0cmを測る。8は残存長
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図48　7号墳出土鉄器、装身具類、紡錘車等実測図（縮尺1／2、1／1）

5．5cm、刃身元幅1．6cm、同厚0．3cmを測り、茎部に柄の木質が付着する。

不明鉄器（図48－1・2・11）1は厚0．1cmの鉄板片で断面は曲線を描く。僅かに金箔残存。2は辻

金具の脚部の可能性あり。厚0．1cmの方形の鉄板の端部を僅かに折り曲げる。鋲頭径0．8cmの半球形の

鋲が1カ所残る。11はU字形の鉄製品。上部は断面円形。下部は厚0．1cmで断面蒲鉾形に湾曲。鋲頭径

0・7cmの鋲が2カ所上下に打たれる0内器面には木質が付着し、外器面には布痕が認められる。餃具の
可能性も考えられる°

滑石製紡錘車（図48－21・22）21は直径3・7cm、厚さ1．5cm、孔径0・9～0・75cmを測る完形品である。

台円錐状を呈し・側面は撃状の工具で反時計回りに削られる。孔は中央に穿たれ、上部径がやや広い。

22は直径4・3cm・厚さ1．8cm・孔径0．8～0・7cmを測る完形品である。台円錐状を呈す。孔は中心よりや

や逸れており、上部径がやや広い。底面にやや膨らみが見られる。

装身具　墓道や墳丘からの出土品で・石室破壊時に掻き出されたと考えられる。後章で詳述する。

ガラス製玉類（図48－14～18）14～17は小玉、18は丸玉である。色調紺青等を呈す。

耳環（図48－19、20）3点出土の内の2点を掲載した。
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5．8号墳

1）位置と現状（図版9－1）

8号境は西側の9号墳～14号墳が立地する尾根と・東側の7号境を頂部とする尾根を連接する東西

方向の尾根上に立地する。9号境とは中心間の距離で約35m離れている。

調査前の現状は山林であった°また北西及び南東側が果樹園の造成で開削され雛壇状を呈し・北東

側も大きく削られていた。石室付近は陥没し・この付近で標高約47mを測った。

調査は石室を精査し、その主軸に沿って3本のトレンチを掘削し墳丘の規模と構造の確認を図った。

調査終了後、崩落防止の目的で石室及びトレンチを土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図49、図版9－2）

地山整形墳丘が大きく破壊され殆ど不明である。墳丘基底面の整形は・Cトレンチの土層断面観

察から、標高46．65m付近で行われたと考えられる。

盛　土　不明な点が多いが、トレンチの土層断面観察から・盛土過程は大きく二段階に分けられる。

第一段階は壁石の裏込め的なもので、石材の積み上げと並行して行われる。黒褐色粘質土と橙褐色

粘質土の互層で、いずれも5～15cmの厚さで固く叩き締められている。

第二段階の盛土は墳丘基底面より上部に、幅lO～20cm前後の単位で・黒褐色粘質土と橙褐色粘質土

の互層で版築状に盛土される。第一段階に比べて各層は厚い。最も遺存状況の良好なところで墳丘基

底面から0．3mを測る。尚、周溝及び墳裾が遺存していないため墳丘平面形及び規模は不明である。

石室掘方と墓道　石室掘方は、尾根筋に対してほぼ垂直に掘削される。確認調査のためその規模及

び形状は不明確であるが、トレンチの断面観察から長さ4．5m以上・幅3・57m・深さ1．6mの隅丸長方

標高47．0m

⊂コ暗褐色粘質土層他
国暗橙褐色粘質土層
田臣黒褐色粘質土層
瑠鰹旧表土層

・：・：古来言：i：i：．：・：古：：春：；：：：：：：．－．　 ．・・．・・．・．．・．．・．

一　 …ロー…一一．・一一・一…こ．．．。－こ．…ここここ，…こ…こ…こここ…こ／こ．……，，こ，こここ…司

：・：
：杜 至妙 増 田 増 一 p l P 日日 『

／

l

／

標 高 4 6 ．0 m

1．口 L －〔 l曇 ．1・－「 ） ・．．－・：：－・・

．
／

＼
＼

標 高 4 5 ．0 m、、三， 、＋ ．＼ ， い

餞 一 一一 一 一 一 一 一一 一 ．－ ．

l 5

図49　8号墳墳丘断面図（縮尺1／100）
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形を呈すると考えられる。羨道部は玄室部と比較して窄まると推測される。墓道は遺存しない。

3）横穴式石室（図50、図版9－3、10－1）

本墳の埋葬施設は玄室主軸をS－420－Eにとり、南東側に向かって開口する両袖式単室の横穴式

石室である。石室は半壊し・羨道は半裁されている。石室残存長は右壁で385cm、左壁で365cmを測る。

石室石材には花崗岩を使用している。

玄　室　奥幅192cm・前幅169cm・右側壁長238cm、左側壁長234cmを測る平面長方形を呈する。奥
幅が前幅に比べやや広い。

奥壁腰石は2石配し・左から順に幅120cmx高さ120cm以上、幅70cmx高さ100cm以上の割石を使用

し・両側壁に挟まれる。目地は左側が20cm程度高いものの、高さを揃える意志が窺える。

右側壁は奥から順に・幅120cmx高さ100cm以上、幅90cmx高さ50cm以上、幅15cmx高さ30cm以上

の割石及び転石を3石立てて腰石とする。l石目は奥壁腰石の高さと揃うが、2、3石目は腰石の上に

2段目石材を立てて奥壁と高さを揃えている。3石目の使用は左側壁との長さ調節のためであろう。

左側壁は・幅120cmx高さ90cm以上・幅100cmx高さ80cm以上の割石を2石立てて腰石としている。

第1段目は・奥壁及び右側壁に比べて約10cm低い○遺存する壁体を観察する限り、奥壁は直立し両側

壁は僅かに内儀している。各壁体共に間隙には小礫を充填している。

玄門部は両袖で、玄室より小振りな転石を横位に配する。袖幅は左右共に40cmを測る。

床面の敷石は2両確認され、共に5～40cm程度の扁平な花崗岩礫が主に使用される。

第1両敷石は玄室の中央部分に1・5×1．5mのほぼ正方形の台状に敷設され、標高45．3mを測る。右側

壁側は左半に比べ丁寧である。左半の敷石は疎らである。

第2両敷石は・第一梱石から玄室全面に敷設され、標高45・2mを測る。第1面との比高差は約10cm

標高46．0m

図50　8号墳石室実測図（縮尺1／60）
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である。間隙には小礫を填め非常に丁寧に仕上げる。石室基底面から敷石までの間には、固く縮まっ

た暗橙褐色土が厚さ約5～10cm程度盛られていた。

羨　道　半裁され元来の規模及び構造は不明である。右壁139cm、左壁114cmが残存する。奥幅は

85cm、墓道側で92cmを測る。羨道主軸は玄室に対し100程度西に偏る。壁体は長さ50～100cmx高さ

35～60cmのやや小振りな石材が横位に使用される。第2段の目地は玄室の1段目より低い。

床面には2カ所に梱石が配される。第一、第二梱石共に、長さ75cmx幅10cmの花尚岩板石を立てて

使用している。奥壁中央部から第一、第二梱石前面までの距離はそれぞれ276cm、337cmで、両梱石間

の距離は50cmを測る。この間には玄室と同様に敷石が1面敷設され、玄室敷石第1両の高さにはば揃

う。墓道側は直接地山となっている。閉塞施設は遺存しない。

4）遺　物

遺物出土状況（図51、図版9－4～8、10－2～8）　石室は大きく破壊されていたが、玄室床面は遺

存状況が非常に良好で、多くの副葬品を見た。尚、墳丘の表土除去は行っておらず、トレンチ以外の

墳丘からの出土遺物はない。

遺物の検出作業に際しては伴う面の認定に鋭意努力した。しかし、第1面として認定した遺物群中

でも最大20cm近くの高低差があり、調査時点でこれらを厳密に分けて認識することは非常に困難で

あった。

第1両の遺物は羨道梱石間に須恵器坪身が1点、第1面敷石上から須恵器坪蓋1点、渾身6点が出

土した。坪身は伏せられた状態のものが多い。この他、数本の鉄鏃もこれの伴う可能性がある。

玄室右側壁側前半の土器群は第1面検出時に出土したが、本来第2両敷石に伴う遺物と考えられる。

須恵器坪蓋7点、坪身1点、土師器坪l点からなり、蓋は1点を除き全て引っ繰り返されていた。

玄室右隅角には須恵器及び鉄刀2日、馬具（輪鐙、轡）が集積されていた。轡は土器群に混じって

出土した。輪鐙は土器の上から置かれ、これに伴うと考えられる餃具2点が第2両敷石直上から出土

したので、本来は第2面に伴う副葬品と考えられるが、迫葬時に片付けられたのであろう。鉄刀の出

土状況も同様で、これに伴うと考えられる鍔が第2面から出土したことから、迫葬時の置き直しと考

えられる。須恵器は珎蓋4点、珎身5点、高輝2点、提瓶4点、平瓶2点、長頸壷2点からなる。若

干の高低差があり、迫葬時に置き直されたものと、原位置を留めるものが混在すると考えられる。ま

た、これを裏付けるかのように、副葬品が集積された右側壁前半付近には第1両敷石が施されていな

い。

第1両敷石を除去する際に木製櫛が出土したが、すぐに崩壊した。第1面除去後、第2両の遺物の

検出作業を行った。

第2両の右側壁側からは隅角付近に輪鐙に伴うと考えられる餃具が2点、側壁中程から鞍金具覆輪

が出土した。前輪は比較的纏っていたが、後輪は数本に折れて壁際に散乱していた。このことから前

輪を右側壁側に向けて副葬されていたものが、迫葬時にこれを破壊し前輪は倒れ後輪は壁際に除けら

れた可能性も考えられる。また前輪の周辺から鉄鉾1口、刀子数口、及び多量の鉄鏃が出土した。

左側壁側前半からも鉄鏃や刀子が纏って出土した。また石突2点が壁際から出土しており、それぞ

れ1．2両の鉾に伴うものと考えられるが、副葬時の一次的な位置や方向は明確でない。

玄室中央よりやや左側壁側から金銅装単鳳環頭太刀が1口出土した。柄と刀身部が大きく折れてい

たものの原位置を保っているものと考えられる。柄頭を奥壁側に、鋒を羨道側に向け、刃は左側壁側
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図518号墳石室遺物出土状況図（縮尺1／30）

に向けられている。柄頭の周辺からは6点の耳環が出土しているが、これらがこの被葬者に伴うもの

とすれば、出土位置から環頭太刀は被葬者の体の上に置かれた杖刀的な性格が考えられる。

この他、装身具類は奥壁右隅角付近と左側壁前隅角付近からまとまって出土している。

遺　物

須恵器　坪（身、蓋）、高坪、長頸壷、蓋、腺、提瓶、平瓶、甕等が出土した。

杯蓋（図52－1～14）lは口径12・7cm、器高2．2cm。かえりは端部と同一面。焼成良好で灰色を呈

－61－



．＿一一一㎡－

∈≡∃「－妻

．一一一＝云一一

∈≡］＝君8

・

一」．

∈∃5戎1

J

．　　　　　　　　　　　　　　　　　．

芦　　　　　■

7。≦≦彗11

三5三5

翌∃遠

5∃冨

図52　8号墳出土須恵器実測図（縮尺1／4）

－62－

．



⊆］』1

∈＝］』戎

／／上土
－一つ・一一篭＝＝一一ツー－＿

10cm

す。2は復元

口径13・4cm、

器高1．7cmの

完形品°　かえ

りは部分的に

端部よりごく

僅かに突出す

る。天井部へ

ラ削りの痕跡

が認められる
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図53　8号墳出土須恵器、土師器実測図（縮尺1／4）　　　　　　　6mの完形品。

胎土精良で白色細砂を含む。かえりは端部と同一面。天井部粗いへラ削り2／3に及び、後ナデ調整。焼

成硬質赤焼けで暗橙褐色を呈す°4は口径13・5m、器高2．9cmの完形品o胎土精良で白色細砂、粗砂を

含む。かえりは端部より僅かに後退。天井部へラ削り2／3に及ぶ。焼成甘く軟質赤焼けで淡橙褐色を呈

す。5は復元口径13．8cm、器高2．6m。胎土精良で白色細砂を含む。かえりは端部と同一面。天井部粗

いへラ削り2／3に及ぶ。焼成甘く赤焼けで淡橙褐色を呈す。6は口径13．6cm、器高3．0cmの完形品。胎

土精良で白色細砂、粗砂を含む。かえりは端部より僅かに突出。天井部へラ切り未調整。焼成硬質赤

焼けで暗赤褐色～淡橙褐色を呈す。7は口径13．8cm、器高2．7cmの完形品。胎土精良で白色細砂を含む。

かえりは端部より僅かに突出。天井部へラ切り未調整。焼成甘く赤焼けで暗橙褐色を呈す。8は口径13・

7cm、器高2．5cm。胎土精良で白色細砂、粗砂を含む。かえりは端部より僅かに突出。天井部粗いへラ

削り2／3に及ぶ。焼成軟質赤焼けで淡橙褐色を呈す。9は口径13．8cm、器高2・7cmの完形品。胎土精良

で白色細砂、粗砂を多く含む。かえりは端部と同一面。天井部へラ削り2／3に及ぶ。焼成甘く赤焼けで

淡橙褐色を呈す。10は口径13．8cm、器高3・5cmの完形品。かえりは端部と同一面。天井部へラ削り2／3

に及び、扁平擬宝珠の摘みが付く。焼成良好で灰色を呈す。11は口径14・4m、器高3・3cmの完形品。か

えりは端部より僅かに突出。天井部へラ削り2／3に及び、扁平擬宝珠の摘みが付くo焼成良好で灰色を

呈す。13は口径16．0cm、器高2・7cm。口縁部が一部欠損。目線部は屈曲し下方へ延びる。天井部へラ削

り2／3に及び、扁平擬宝珠の摘みが付く。焼成良好で灰色を呈す。14は口径16・0m、器高2．2cmの完形

品。口縁部屈曲し下方へ延びる。天井部へラ削り2／3に及び、低いボタン状の摘みが付く。焼成良好で

灰色を呈す。

珎身（図52－15～28）17は口径12．4cm、器高4・3m。胎土精良で白色細砂を含む。日録部外反し

ナデ調整、鹿部磨滅し観察不可能。焼成甘く軟質赤焼けで淡橙褐色を呈す。18は口径12・2m、器高3．

8cmの完形品。胎土精良で白色細砂、粗砂を多く含む。口縁部外反しナデ調整、鹿部粗いへラ削り調整

し、後ナデ調整。焼成硬質赤焼けで暗橙褐色～暗灰色を呈す。19は口径12．6cm、器高4・0cm。胎土精良

で白色細砂を含む。口縁部外反しナデ調整、鹿部へラ削り調整。焼成やや甘く赤焼けで橙褐色を呈す。

20は口径12．7cm、器高3．6cmの完形品。胎土精良で白色細砂を含む。口縁部外反しナデ調整、鹿部粗い
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図56　8号墳出土鉄鏃実測図（縮尺1／2）

へラ削り調整。焼成甘く軟質で淡橙褐色～淡灰褐色を呈す。21は口径12．9cm、器高4．6cmの完形品。胎

土精良で白色細砂、粗砂を含む。口縁部外反しナデ調整、内底不整方向のナデ。鹿部粗いへラ削り調

整。硬質赤焼けで橙褐色～暗橙褐色を呈す。22は復元口径13．2cm、器高3．8cm。胎土精良で白色細砂を

含む。口緑部外反しナデ調整。鹿部へラ削り調整。焼成軟質赤焼けで橙褐色を呈す。23は口径12．8cm・

器高4．3cmの完形品°口縁部外反し、鹿部へラ削り調整。高台低く鹿部の内側に貼り付けられ、端部外

側に張り出す。焼成やや甘く淡灰色を呈す。24は口径13．5cm、器高4・3cm。口緑部外反し、鹿部へラ削

り調整。高台は鹿部の内側に貼り付けられ、やや高い脚状を呈し端部外側に張り出す。鹿部へラ記号

あり。焼成良好で灰色を呈す。25は口径13・8cm、器高5．9cmの完形品。体部は直線状で口縁部外反し・

鹿部へラ削り調整。高台低く鹿部のやや外側に貼り付けられ、端部外側に張り出す。焼成良好で濃灰

色を呈す。26は口径13・8m、器高5．9cmの完形品。体部直線状で口縁部外反し、鹿部へラ削り調整し高

台貼り付け後ナデ調整。高台は低く鹿部のやや外側に貼り付けられ、端部が外側に張り出す。焼成良

好で濃灰色を呈す。内器面体部へラ記号あり。27は口径13．8cm、器高5．4cmの完形品。言緑部外反し・

鹿部へラ削り調整。高台は鹿部の内側に貼り付けられ、高い脚状を呈し端部が外側に張り出す。焼成

良好で渡灰色を呈す。28は口径13．8cm、器高5．9cmの完形品o口縁部外反し、鹿部へラ削り調整。高台

低く鹿部の外側に貼り付けられ、端部外側に張り出す。焼成良好で淡灰色を呈す。
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高杯（図52－29、30）小型品2点が出土。29は口径9・5cm、器高8．1cmの完形品°口縁部外反し端

部丸く収む。坪部底面にへラ削り痕が認められ、脚部と接合後全面にナデ、内底に不整方向のナデ。

脚部嘲爪状に開き、端部上方へ延びる。焼成良好で灰色。30は口径9．9cm、器高9．3cmの完形品。口縁

部外反し端部丸く収む。坪部底面にへラ削り痕が認められ、脚部と接合後全面にナデ、内底に不整方

向のナデ。脚部嘲爪状に開く。焼成良好で灰色。脚部内器面へラ記号あり。

平瓶（図52－31、32）31は胴部最大径14・5cm。頸部一部欠損。天井部は粘土盤を貼り成形。口頸

部明瞭な絞り痕が見られ外反°肩部緩やかに移行し最大径は中央よりやや上。鹿部及び胴部l／4以下に

へラ削り、以上はナデ。頸部接合後、端部にナデ。天井部にボタン状の小さい浮文が1カ所付く°焼

成良好で灰色。32は口径7・2cm、器高13・7cm、胴部最大径17・3cm。口緑部外反し、一部欠損。肩部丸味

をもって移行し胴部最大径は下から約4／5の部分。鹿部平底で胴部下半1／3までへラ削り。他はナデ。

頸部接合後端部にナデ。焼成やや甘く淡灰色～淡赤褐色。

提瓶（図52－33～35）4点出土の内の3点である。33は口径8・5cm、器高17．2cm、胴部最大径13．

3cm。胴部は横位に輯蛙成形後、天井部に粘土盤を貼り付け成形。前面は膨みがなく扁平に近い。全面

にカキ目の後、背面に櫛歯平行線文を二段施文。肩部に突起付くが欠損。口頸部は嘲れ状に開き、口

縁部は外反。接合後、ナデ調整。背面に薄く自然釉が付着し、横置して焼成したと考えられる。34は

口径8．5cm、器高20・7cm、胴部最大径18．1cmの完形品。胴部は横位に成形後、天井部に粘土盤を貼り付

け成形。前面は膨みがなく扁平に近い。全面にカキ目、肩部には鈎状の突起が付けられ周囲をナデ。

口頸部は嘲瑚犬に開き、口縁部肥厚°接合後ナデ。背面の自然釉の状況から、横置して焼成したと考

えられる。焼成良好で灰色。35は口径8．8cm、器高21．9cm、胴部最大径18．0cm。胴部は横位に成形後、

天井部に粘土盤を貼り付け成形。前面膨みがなく扁平に近い。前面及び側面約1／3までへラ削り、以上

の側面及び背面にカキ目の後、櫛歯平行線文を螺旋状に施文。後ナデ調整。口頸部嘲爪状に開き、口

縁部肥厚。上部に一条の沈線が巡る。接合後ナデ。焼成良好で青灰色。

長頸童（図53－4、5）　4は胴部最大径18．4cm。口縁部欠損。鹿部平底で不整方向のへラ削り°胴

部カキ目の後、下半約1／3までへラ削り。．口頸部細く外反し、外器面にカキ目。口縁部ナデ。焼成良好

で灰色°5は口径11．1cm、器高24．9cm、胴部最大径18．4cm。言緑部僅かに欠損。胴部に数条の浅い凹線

が巡り、ナデ。鹿部平底で不整方向のナデ。胴部裾にへラ削り。口頸部細く嘲れ状に開く。カキ目の

後、ナデ。焼成良好で暗灰色。

甕（図53－6）　6は外器面平行タタキ後にカキ目。内器面青海波当て具痕。焼成良好で暗灰色。

二≒言＝＝＝‡こ　　一一一一一‥－一一二l

習

図57　8号墳出土鉄刀実測図（縮尺1／4、1／6）
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土師器　坪、小型丸底壷が出土した。

杯（図53－1、2）1は復元口径11．0cm、器高3．7cm。胎土は精良で白色細砂を含む。外器面鹿部に

横方向のへラ削り調整。口緑部にはナデ調整を行う。内器面は磨滅し観察不可能。器壁0．3～0・4cmと薄

い。焼成は甘く淡橙褐色を呈する。2は復元口径12・2cm、器高3．5cm。胎土は精良で白色細砂を含む°

磨滅のため調整観察不可能。焼成は甘く淡橙褐色を呈する。

小型丸底壷（図53－3）3は胴部復元最大径11．2cmを測る。胴部外器面及び口緑部内器面に横方向

の研磨が残る°

武　器

鉄鏃（図54～56）　図化できたもの66点を掲載した。

短頸蔑被柳葉形鉄鏃（図54、55－1～10）　33点ある。この内完形品は1のみで全長14・0cm。鏃身

形は全て片縞造柳葉形で斜関であり、長さ3．4～4・Ocm、幅1・2～1．6cmを測る。頸部長は3．6～3・8cmで断

面方形で台形関を呈する。茎部断面は方形のものが主体であるが、図55－1、2のみ円形を呈する。矢

柄の木質が遺存するものが多く、矢柄の断面円形で径0．7～0．9cmを測る。茎部に挿入後、上部を幅0．3cm

程の木皮で螺旋状に右回りに巻いている。

長頸寛被柳葉形鉄鏃（図55－11～18）　鏃身部点数で8点あるが完形品はない。11、12は鏃身片だ

がこの型式と推測される。鏃身は片鏑造で角関が多く、14は斜関、15は逆刺が付く。鏃身長は長短の

二者があり、13、14が2・3cm、その他は3．1～3．7cm。研ぎ直しの可能性も考えられる。頸部長は7・6～10．

5cm。13～16は台形関、17、18は麻状関を呈す。茎部には矢柄痕の木質が付着。

無茎鏃（図55－24～26）24は平造方頭形で残存長10．4cmのほぼ完形品。鏃身長5・6cm、同幅2・6cm、

茎部には矢柄痕の木質が残る。矢柄の下地には紐状の繊維を巻いており、矢柄を挿入後幅0・3cmの木皮

を螺旋状に右回りに巻いている。25は平造圭頭形で残存長8．2cm、鏃身長7・0cm、同幅3．1cmを測る。26

も25と同型式であるが不整形な圭頭形で、鏃身長6．4cm、同幅2・3cmを測る°

長頸蔑被片刃形鉄鏃（図56－1～7）　鏃身部数で7点あるが完形品はない。6は鏃身部のみである

がこの型式と推測される。鏃身は片切刃造で無関、長さ0．7～1・Ocm、幅0．5～0・6cm。頸部は遺存するも

ので長さ9・8～10．1cm、厚さ0．4～0．5cm、1、2が台形関、3が角関、4が麻状関を呈する。

長頸蔑被三角形鉄鏃（図56－8～10）3点あり、8は鋒が欠くがこの型式と推定され、頸部長8．8cm、

同厚0・4cmを測り角関を呈する。鏃身は斜関で片鏑造と考えられる。9は鏃身長1．2cm、同幅0．7cmで片

鋳造、斜関を呈する。頸部は長さ5．9cm、厚さ0．4cmで直関を呈する。10は下部を欠く。鏃身形は長三

角形で片丸造、斜関を呈し、長さ1．3cm、幅0・7cmを測る。

長頸蔑被柳葉形鉄鏃（図56－11）　鏃身は両丸造の無関で長さ1．6cm、幅0・6cmを測る。頸部は長さ

9．9cmで断面方形、台形関を呈する。茎部は断面方形で矢柄痕の木質が残る。

この他、図55－19～23、図56－12～17は頸部から茎部にかけての破片で関部の形状は図55－19

～22、図56－16、18が台形関、図55－18、図56－13が麻状関、図56－15、17が角関を呈する。頸部

の厚さが0．4cm内外と小振りなものが多い。

弓金具（図60－1、2）　2点出土した。皮金は遺存しない。軸部断面は円形を呈す。lは全長3．0cm、

留金具間1．9cmを測る。2は全長3・3cm、留金異聞1・9cmを測り、片側の鋲は半球形を呈す。

鉄刀（図57－1、2、図59－7、図61－1、2）　図57－1は残存長103・0cmを測り、切先が僅かに欠損

する。全長104．0cm前後と推定される。刀身残存長81．5cm、同元幅4．4cm、同厚1．5cm、茎部長21．5cm、

口幅3・3cm、尻幅0・5cm、同厚1．0cmを測る。フクラ切先で片関、茎の目釘は端部から約1／4付近に1カ

所打たれ、径0．5cm。茎尻は隅扶尻。長径9．2cm、短径7・8cm、厚0．2～0．6cmを測る平面倒卵形の鉄製鍔
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図58　8号墳出土金銅装単鳳環頭太刀実測図（縮尺左1／4、右1／2）

が付属する。端部肥厚する。2は切先端部を欠き残存長56．8cm。全長60cm前後か。刀身元幅3．3cm、同

厚0・7cm、茎部長9．0cm、口幅2．3cm、尻幅0．9cm、同厚0．4cmを測る。カマス切先で南関、茎の目釘は端

部から約1／3付近にlカ所打たれ、径0・3cm。関から約1／3の刀身部に鉄製の吊金具片残存。吊環は舌
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図59　8号墳出土鉄矛、石突、刀子等実測図（縮尺1／2）

状を呈し、孔径0．4cm。鞘を巻いた本体は欠損する。鍔は鉄製で平面倒卵形を呈す。長径5・0cm、短径

3．3cm、厚0．5cm。端部がやや隆起する。観も同様の形状を呈し、長径3．4cm、短径1・5cm、長さ2・4cm、

厚0・1cmを測る。観の上部に鞘口の責金具が遣存し、長径4．3cm、短径2・Ocm、長さ2・7cm、厚0．1cmを測

る。図59－7は刀身部片で残存長6．6cm、厚0．9cm。図61－1は茎部片で残存長5・8cm。茎尻付近に径0．
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図60　8号墳出土鉄製弓金具、刀子実測図（縮尺1／2）

5cmの目釘が1カ所残る。2は鞘金具片。内側に木質が僅かに残存。

金銅装単鳳環頭太刀（図58）現存長81．2cm、刀身部長59．1cm。。X線写真から刀長は約76．0cmと推

定される。柄は腐食が進むが全体の装飾が観察可能。柄頭は金鋼製で、長径6・1cm、短径4・4cm。外環

に一対の単純化した竜、環内に著しく文様の退化した単鳳が鋳出される。竜は傭撤した状態で鋳出さ

れ各2本の足を持つ。頭部は錆が進み肉眼で観察できない。鳳風は冠毛や顎髭の退化が進み、塀は玉

を噛まず目の表現も不明瞭。角は巻きがなく外環に接続する。Ⅹ線観察では柄頭の茎と下方に目釘孔

が見られる。茎は筒金具に挿入され木心と結合する。筒金具は断面八角形、長さ3．6cmの金鋼板製で責

金具を伴わず両端部は玉縁。組は断面八角形、長さ3．3cmの金鋼板製で端部の装飾はない。柄間の中程

には簡金具同様の金銅製金具が附属。長さ2．3cm。断面八角形で玉縁。Ⅹ線写真によるとこれは刀の茎

部分で、柄と刀を固定するための目釘が1個打たれる。柄間金具には2箇所、3・0cm、5．1cmの区間に幅

0・15cm程の細い銀線がl重巻きされる。この銀線は横方向の細かい刻み目が入るいわゆる連珠銀線葛

纏である。鞘の遺存状況は良好でなく文様等が観察できないo鞘口金具は断面八角形、長さ3・6cmの金

鋼板製で責金具を伴わず両端部は玉縁である。

鉄矛（図59－3、4）2口出土した。3は袋部が欠損する。残存長35．3cm、身部長15．8cm、同幅1．9cm

を測る。刀身型式は鏑造で無関。袋部断面は円形を呈す。4は全長24・3cm、身部長14・4m、同幅1．8cm、

袋部長9．9cm、同幅2．7cmを測る。刀身型式は鏑造で有閑。袋部断面は八角形に面取りされる。袋部の

下方に径0・3mの目釘が残り柄と固定する。

鉄製石突（図59－1、2）2点出土し鉄矛に伴うものと考えられる°1は全長10・6皿、身部長5・3cm、

同幅1．5cm、袋部長5・3cm、同幅2．2cm、袋深4・8cm。身部、袋部の断面はそれぞれ長方形、円形を呈す

る。盛内部には柄の痕跡である木質が僅かに遺存する。2は全長10・2cm、身部長3．0cm、同幅1・7cm、袋

部長7．2cm、同幅3．1m、袋深6．6cm。身部、袋部の断面はそれぞれ長方形、円形を呈する。袋内部には

柄の痕跡である木質が僅かに遺存し、下方に径0・3cmの目釘を打ち込み柄と固定している。

馬　具（図61～63）
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鉄製鞍（図6土3）1点ある。餃具輪金は半欠するが楕円形を呈し、T字形の刺金が付く。座金具

は径4．3cmの円形を呈する。脚金具は断面長方形を呈し、木質の痕跡が確認される。

鉄地金鋼張帯金具（4）　幅1・5cmを測り、端部が折り曲げられる。鋲で固定される。

鉄地金鋼張爪先形帯先金具（5、6）2点あり、共に3カ所鉄鋲が打たれる°5は幅2・7cm、高3．1cm、

厚0・3cm、鋲高1・0cm、鋲径0．8cmを測る°6は幅3・Ocm、高3．1cm、厚0・3cm、鋲径0．9cmを測る。

鉄製方形帯金具（7、8）2点あり共に3カ所に鉄鋲が打たれる。7は幅3・4cm、高2．8cm、厚0．3cm

を測る。鋲頭は欠損する。8は幅3．5cm、高2・8cm、厚0・2cmを測る。鋲頭は径0．6cm。

鉄製帯金具（9）幅3・4cm、高3．3cmを測り、鋲が4カ所に打たれる。鋲頭は径0．5cmを測る。端部

に幅0．6cmの責金具が取り付けられる。

鉄地金銅張菱形飾金具（10）縦4・0cm、横5・2cmを測る°端部は内側に折り曲げられる。鋲が短辺

上に2カ所に打たれる。鋲頭径0．8cm、鋲高1．5cmを測る°

鉄製絞具（11、12）大型の一対である。いずれも高8．9cm、幅5・8cm、刺金と基部の横軸は別造り

で、輪金に挟み込んで固定される°堅牢であり鐙を垂下する鐙鞄上端の餃具と考えられる。

鉄製板状立間素環鏡板付轡（13）街は鉄製二連で各9・4cm、9．9cmを測る。嘲金径は2・6～2．7cmを測

る。引手長は17．8cmを測る。鏡板は素環で板状の長方形の立間が鍛接される。環径は7・7～8・5cm、立間

長は4・2cmを測り、各部の断面は円形を呈する。

鞍金具（図62）一背分出土した。

銀製磯金具・州浜金具緑金具（1、2）1は銀製磯金具縁金具片と考えられる。残存長6・8cm、幅0．

7cm。非常に薄い銀板を折り曲げて成形しており、断面は台形状を呈す。鋲が約0・35cm間隔に打たれ、

金具内側には木質が遺存。2は大きく折れ曲がっているが銀製州浜金具緑金具片と考えられる。残存長

は9・2cm、幅0．5cm。約0・35cm間隔で鋲が打たれる。鋲頭は径0・3cmの半球形で銀製である。

鉄製覆輪（3、4）3は鉄製前輪覆輪で、幅40．5cm、高さ31・9cm。断面は台形状を呈し、厚さ0．25cm

～0・3cmである。爪先は片側が欠損する。爪先付近に鉄鋲が金具の両側から打たれ、鞍橋と固定してい

る。鋲頭径は0．35cm。4は鉄製後輪覆輪で幅51・0cm、高さ36．8cm。断面は台形状を呈し、厚さ0．25cm～0．

3cm。爪先は片側が欠損する。爪先付近に径0・2cmの鉄製目釘が打たれ、鞍橋と固定している。

鉄製輪鐙（図63－1、2）一足である。柄頭部は角形で突起が付き、踏込部は2条の複条式で滑り

止め突起が各4個付く。1は全長37．0cm、軸部長19・0cm、踏込部高18．0cm、同幅19・7cmを測る。2は全

長36・3cm、軸部長18・2cm、踏込部高18．1cm、同幅19・4cmを測る。

工　具

刀子（図59－5、6、図60－3～10）59－5は全長30・7cm、刀身部長23．5cm、同元幅2・3cm、同厚0．

5cm、茎部長7．2cm、口幅1．5cm、尻幅0．9cm、同厚0．3cm、目釘孔径0．4cm。フクラ切先で片関、茎の目

釘は端部付近に1カ所。6は全長37．8cm、刀身部長30・9cm、同元幅2．4cm、同厚0．9cm、茎部長6．9cm、

口幅1．7cm、尻幅1．6cm、同厚0．8cm、目釘孔径0・2cm。フクラ切先で片関、茎の目釘は端部付近に1カ

所。目釘が残り長さ1．8cm。茎部に鹿角製と考えられる柄が残存。60－3は残存長7．0cm、刀身元幅1・3cm、

同厚0・4cm、茎口幅0・9cm。茎部に僅かに木質が観察される。4は刀身部片で残存長7・1cm、刀身厚0・4cm。

5は残存長8．4cm、刀身部長7．3cm、同元幅1．3cm、同厚0．3cm。片関でフクラ切先。6は残存長4．9cm、

刀身元幅1．4cm、同厚0・2cm。片関で刀身部に研ぎ減りが見られる。7は残存長9．8cm、刀身元幅1．5cm、

同厚0．5cm、茎部長5・3cm、同口幅1．0cm、同尻幅0・5cm、同厚0．3cm。両関で栗尻、茎部の目釘はない。

刀身部に研ぎ減りが見られる。8は全長13．5cm、刀身部長8．6cm、同元幅1・5cm、同厚0．4cm、茎部長4・

9cm、同尻幅0・6cm、同厚0．3cm。片関でフクラ切先、茎部断面は方形で栗尻、柄の木質が僅かに残存。
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図63　8号墳出土鉄製輪鐙実測図（縮尺1／4）

柄縁金具は断面楕円形で長径1．6cm・短径1・4cm。9は残存長13・6cm・刀身元幅1．5cm、同厚0・5cm、茎部

長6．0cm・同口幅1．2cm・同尻幅0．6cm・同厚0・4cm。茎部断面は方形で一文字尻、片関である。刀身臥

茎部にそれぞれ鞘及び柄の木質が僅かに残る。10は残存長15．4cm・刀身元幅1．8cm、同厚0・4cm、茎部
口幅1・5cm・同厚0．4cm。茎部に柄の木質が僅かに残る。

装身具　ガラス製玉類・耳環に関しては後事で詳述する。

ガラス製玉類（図64－1～15・図65－1）1～15は直径4mm～8mmを測る小玉である。65－1は直径

8mm・長さ21mmを測る管玉で・内部に多くの気泡が観察される○色調アクアマリンを呈す。

磨孟禁禁64－16～100）16～100は5～9mmの小玉である。色調は全て消炭色を呈す。表面に研

碧玉製玉類（図6ト2～11）長さ13．5～30mm・直径5～11．5mmを測る管玉である。いずれも円柱状

を呈するが・9は側面が多方向から面取りされ不整形である。片側から穿孔され、上部の孔径が広い。

木賊・海松・オリーヴグリーン・ストーングリーン等の青線から黄緑系統の色調を呈す。

瑠璃製玉類（図65－12）12は直径11mm・高さ9．5mmの丸玉である。片側から穿孔される。

水晶製玉類（図65－13～21）13～15は直径及び高さ11～13mmを測る算盤玉である。片側から穿孔

されるが中心軸を大きく逸れるものもある。16～21は長さ14～32mm、幅12～19mmを測る切子玉であ

る。断面は概ね六角形を呈するが・20は不整形。片側から穿孔されたと考えられるが、20は両方向の
可能性がある。

塘柏製玉類（図6ト22）22は高さ33mmを測る勾玉である。

耳環（図65－23～32）石室内から7点出土した。
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6．9号墳

1）位置と現状（図版1土1）

9号墳は本古墳群の内、東側の二つの丘陵の分岐点に立地する。北側の11号境と南側の17号墳と

は、それぞれ中心間で50m、75m程度離れている。

調査前の現状は杉と槍の植樹林で・東西両方向は果樹園の造成によって大きく削られていた。また

頂部が1m程度陥没しており、内部主体が破壊されているものと予想された。この部分の現況で標高約

52mを測った。

調査は先ず石室の陥没坑を掘り下げ・石室を検出した。石室精査後・その主軸に沿って3本のトレ

ンチを掘削し、墳丘の規模と構造を確認した後・表土の除去作業を行い・墳丘遺存状況及び墳丘の供

献遺物の状況を調査した。その後、墳丘盛土を除去し・墳丘基底面・石室掘方・石室基底面の調査を

行い破壊した。尚、調査終了後現地保存が検討された。

図66　9号墳墳丘遣存状況（左）並びに地山整形測量図（右）（縮尺1／200）
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図67　9号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

2）墳　丘（図66、67、図版lll2～5）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、丘陵斜面側（南側）の周溝の掘削と北側の墳裾の削り出し、

及び墳丘基底面の整地からなる。東西両方向は削平され遺存しない。

周溝は丘陵側に約5．5mが遣存し、前面及び後背面は削平されている。遺存状況の最も良好な所で幅

5・2m、深さ0．8mを測る。

北側の墳裾は比較的良好に遺存しており、標高49．2m付近で削り出されいる。

墳丘基底面の整形は、標高51．2m付近で行われたと考えられる。墳丘Ⅰ．II区では、古墳築造以前

の丘陵斜面が墓壙側と墳裾側とで約0．8m比高差があるため、暗黄褐色砂質土を一旦盛土して平坦面

を造成している。墳丘III・IV区は削平され地山整形面が遣存しないと考えられる。

盛　土　墳丘の盛土過程は大きく二段階に分けることができる。東西両方向が大きく削平されるが、

墳丘Ⅰ・II区は比較的良好に遺存している。

第一段階の盛土は石室壁石の裏込め的なもので、石材の積み上げと並行して行われる。これらの層

は地山由来の橙褐色や暗褐色の砂質土を墳丘基底面から入れ込んでおり、あまり締まっていない。各

層の厚さは10～50cm程度と第二段階に比べ厚い。

第二段階の盛土は墳丘基底面の上に、概ね幅10～25cm前後の単位で墳丘の中央部付近から順次外側

に向かって行われる。暗褐色や暗黄褐色の砂質土と黒褐色粘質土の互層で版築状に盛土される。遺存

状況の良好な所で、墳丘基底面から0・7m残る。墳丘Ⅰ区では標高50・5～50．8m付近で段築を確認した

が、他の箇所では確認できなかった。

墳丘平面形は北側の墳裾と南側の周溝間の距離から、直径18mで2段築成の円墳と判明した°

3）横穴式石室（図68、図版11－6～8）

本境の埋葬施設は玄室主軸をN－730　－Wにとり、西側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石

室である。石室は半壊している。石室全長は右壁で408cm、左壁で444cmを測る。石室を構築する各部

の石材には大部分に花崗岩を使用するが、ごく僅かに玄武岩が使用される。
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玄　室　奥幅157cm、前幅161cm、右側壁長222cm、左側壁長241cmを測る長方形平面を呈する。

奥壁は左から順に幅100cmx高さ75cm、幅及び高さ55cmの上面を割った石材を腰石とし、両側壁に

挟まれる。左の石の高さが両側壁奥壁側の腰石と一致する。2段目以上は遺存しない。

右側壁は奥壁側から順に、幅140cmx高さ80cm、幅100cmx高さ60cmの割石を2石横位に立て腰石

とする。2段目以上は、やや小振りな石材を積んでいる。

左側壁は奥壁側から順に、長さ180cmx高さ80cmの大きな石材を横位に、幅65cmx高さ90cmの割石

を縦位に立てて腰石とし、目地を奥壁と揃えている。2段目以上は小振りな石材を積む。2段目の目地

は玄門3段目と一致する°各壁体とも間隙に小礫を充填している。各壁体はほぼ直立する。

玄門部は玄室より小振りな石材を横位に配して構築する。袖幅は右44cm、左33cmを測る。

床面には5～40cm程度の扁平な花崗岩礫で敷石される。1両確認したが、石材抜き取りと盗掘で奥半

分は遺存しない。遺存部分は丁寧に敷石され間隙に小礫が充填される。石室基底面と敷石の間には、

暗褐色粘質土が数cm盛られていた。遺存状況から敷石は全面に敷設されていたと推測される。

羨　道　羨道長は右壁188cm、左壁194cmを測る。奥幅は84cm、墓道側で105cmを測りやや開き気味

である。羨道主軸は玄室より約4。南偏する。壁体の構築は両側で共通し、長さ50～90cmx高さ35

～40cmの転石及び割石を横位に使用し腰石とする。腰石は玄門を含め右壁が3個、左壁が2個である。

2段目以上の石材は更に小振りで、ほぼ水平に目地が通るよう積まれる。両側壁は僅かに内儀し持ち送

られる°　また玄門から約1．3m付近までは石材が大振りで、玄室床面からの残存高1・4mを測り、この
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上に天井石が構架されたと推定される。墓道側の石材は小振りで天井石の構架に耐え得ない。

玄門部床面lカ所に梱石を配する。梱石は長さ80cmx幅25cmx高さ15cmの柱状の花崗岩転石を横

位に使用している。奥壁中央部から梱石前面までの距離は244cmを測る°梱石より墓道側には扁平な礫

を数個敷き、閉塞石の根石としている。それより墓道側は直接地山となる。

閉塞施設　梱石前面の敷石を根石とした閉塞施設があるo閉塞施設は高さ135cmにわたって遺存す

る。使用される石材は大部分が花崗岩である。根石と地山の立ち上がりとの間に、95×70cmの扁平な

不等辺五角形の花崗岩割石を立てている。玄室側にやや内儀しているが、これは上部の石材の圧力に

よるものと推測される。この上部には40cmx50cm程度の扁平な板石や、柱状の石材を水平に主軸方向

に数段積み重ね、各段で平面を確保しつつ閉塞を行う。石材は上部はど小振りになる。閉塞石の位置

は、玄室側で奥壁中央から291cm、墓道側で396cmを測り、その間105cm遺存する。

石室掘方と墓道　石室掘方は、尾根筋の等高線に対してほぼ平行に掘削され、地山整形部分の中央

より1m程度北側に掘削される。玄門部から次第に窄まっていく隅丸長方形を呈し、奥壁側が若干緩傾

斜だがほぼ垂直に掘り込まれる。掘削面で、長さ5．75m、幅3．3m、深さ1．7mを測る°

墓道は西側に延びるが、1．4mを留めるにすぎない。これより西は削平される。

石室床面下の構造　石室床面下の構造は、敷石、埋土を完全に除去し観察した。腰石周壁に沿って、

腰石を安定させるための掘り込みが巡り、玄室奥壁や側壁腰石には根固め石が置かれる。

4）遺　物

遺物出土状況（図69、図版12－1～4）

石室内からは装身具類の他、鉄鏃片数点が出土したが、大きく撹乱され原位置を留めていない。

Ⅰ区墳丘では、須恵器坪蓋10点、坪身11点、高珎2点，腺4点、短頸壷l点、蓋1点、甕2点、

土師器杯3点、高杯4点、小型丸底壷1点、陶質土器壷1点等が出土した。また、滑石製紡錘車が蓋

坪の中から1点出土した。破砕した須恵器大甕と陶質土器壷はⅠ区墳丘の段築部分に並んで出土した。

墳丘供献後、鹿部が上方から故意に突き割られていた。その他の土器群は周辺に纏めて供献ざれ、坪

類は身、蓋一揃で正位に置かれたものや、共に伏せて重ねられてもの、単独で伏せられたもの等がみ

られた。

遺　物

須恵器Ⅰ区墳丘の供献遺物が主体で器種は上記の通り。II・ⅠⅢ区墳丘からも少量出土した。

珎蓋（図70－1～9）Ⅰは復元口径13・5c臥器高4．1c恥天井部へラ削り2／3弱。目線端部内器面に

一条の浅い四線が巡る。2は口径13．6cm、器高4．2cm。天井部へラ削り2／3、内器面天井部に青海波当て

具痕。口縁部内器面に一条の浅い凹線。3は口径13．3m、器高3．8cm。天井部へラ削り2／3、内器面天井

部に青海波当て具痕0口縁部内器面に一条の浅い四線。5は口径13．4cm、器高3．9cm。天井部へラ削り

2／3、内器面天井部に青海波当て具痕。目線部内器面に一条の浅い凹線。6は口径13．2cm、器高3・6cmの

ほぼ完形品。天井部へラ削り2／3弱、内器面天井部に青海波当て具痕。口縁部内器面に一条の浅い凹線。

7は復元口径13・2cm、器高4・Ocm。天井部へラ削りl／2強、端部丸く収む。焼成甘く赤焼け。8は復元口

径12・2cm、器高3．3cm。磨滅激しく調整不明。9は復元口径12・2皿、器高3・6cm。磨滅激しく調整不明。

珎身（10～20）10は口径12．0c臥受部径13．8cm、器高4．0cmの完形品。鹿部へラ削り2／3、立上が

り低く内儀。内底に青海波当て具痕。llは口径11．7cm、受部径13．5cm、器高4・1cm。鹿部へラ削り2／

3、立上がり低く内儀。内底に青海波当て具痕。焼成良好で青灰色。12は鹿部へラ削り2／3、他はナデ。
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外器面鹿部にへラ記号。13は復元口径11．8cm、受部径13・6cm。鹿部へラ削り2／3、立上がり低く内傾。

14は口径12・Ocm、受部径14．0cm、器高4．0cmの完形品。鹿部へラ削り1／2、立上がり低く内傾°内底に

青海波当て具痕。15は口径11．8cm、受部径13・9cm、器高4．1cmの完形品。鹿部へラ削り2／3、立上がり

低く内傾。内底に青海波当て具痕°16は口径12．2cm、受部径14・0cm、器高3．7cmの完形品。鹿部へラ削

り1／2、立上がり低く内傾。内底に青海波当て具痕。17は復元口径11・6cm、受部径13．0cm、器高4．0cm。

鹿部へラ削り約2／3、立上がり低い。鹿部にへラ記号。18は復元口径12・4cm、受部径14・0cm、器高3．

6cm。鹿部へラ削り約2／3、立上がり低い。鹿部へラ記号あり。19は復元口径11．4cm、受部径13・1cm、

器高3．5cm。鹿部へラ削り約2／3、立上がり低い。

高杯（26、27）26は口径10．8cm、器高12．7cm。師部口縁部は外反し、内器面はナデ。外器面全体

にカキ目の後、脚部中央に一条の浅い沈線を巡らせ、上下二段に方形透しを3カ所同位置に配す。焼

成良好で暗灰色。坪、脚接合部に歪み。27は脚部片で全体にナデ、透しの形状不明。

腺（22～25）22は胴部最大径7・6cm。肩部に一条の浅い凹線、最大径部分に穿孔。鹿部へラ削りの

後、沈線以下はカキ目、以上はナデ。23は胴部片で、肩部に一条の沈線。胴部最大径はやや上位、以

下へラ削り、以上はナデ。24は口径13・4cm、器高17．2cm、胴部最大径ll・4cm。口頸部有段で嘲りⅥ犬に

開き、口縁部丸く収む。胴部最大径はやや上位、この部分を穿孔。口縁部ナデ、口頸部から胴部上半

カキ目の後、胴部上半ナデ消し。胴部下半へラ削り。25は口径14・0cm、器高17．3cm、胴部最大径9．9cm。

口縁部有段で嘲りⅥ犬に開く。胴部最大径やや上位、肩部に二条の沈線巡り、これに掛かって穿孔。言

縁部ナデ、口頸部カキ目、胴部沈線以下へラ削り。

短頸童（21、29）21は22の蓋で口径10・Ocm、器高3．5cmの完形品。天井部へラ削り、端部尖り気
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味。焼成良好で淡灰色。

29は口径7・3cm、器高8・

6cm、胴部最大径12．5cm

のほぼ完形品。言縁部短

く内傾。鹿部荒いへラ削

り、胴部及び口緑部カキ

目の後、下半ナデ。内器

面ナデ。焼成良好で灰

色。

甕（図71－1、2、72－

2）　71－1は口径22・

6cm、復元胴部最大径48・

0cm。口頸部短く外反、口

縁端部に二条の凹線。口

頸部ナデ°外器面擬格子

夕タキ、内器面青海波当

て具痕。焼成良好で灰

色。肩部に別個体焼着。

2は復元口径21・5cm、器

高47．4cm、胴部最大径

44・8cm。言頸部嘲爪状に

外反、口縁端部肥厚し、

上下浅く凹む。言頸部カ

キ目。胴部最大径上半に

あり、肩部緩やかに移

行。外器面平行タタキの

後カキ目。内器面に平行

文と青海波の当て具痕。

鹿部ナデ。焼成良好で灰

色。72－2は胴部最大径

75．0cm、器高66．0cm。外器

面擬格子タタキ、内器面

青海波当て具痕。焼成良

好で灰色。

土師器　いずれもⅠ

区墳丘に供献ざれたも 図719号墳出土須恵器甕実測図（縮尺1／4）
ので、器種及び数量は上記の通り。

杯（図70－32～34）32は口径11・9cm、器高5．8cmのほぼ完形品。鹿部丸底で口縁部内湾。鹿部削

り痕跡あり。全面へラ磨き。鹿部黒斑あり。33は口径14．7cm、器高5．5cmの完形品。鹿部と体部の境界

屈曲し、口縁部外反。外器面体部と口縁部の境界に二条の粗い沈線が巡る。鹿部削り痕跡あり、内器
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図73　9号墳出土鉄器、石製品実測図（縮尺1／2）

面口縁部に横方向、内底に斜め方向のへラ磨き。外器面磨滅し調整不明。鹿部黒斑あり。34は口径15．

6cm、器高5．3mを測る。鹿部と体部の境界屈曲し、言縁部外反。外器面体部と言縁部の境界に二条の

粗い沈線が巡る。鹿部削り痕跡あり、口緑部ナデ。他は磨滅で調整不明。

高杯（28、35～37）28は復元脚部裾径16・6cmの脚部片。脚部嘲りⅥ犬に外反、裾部から末広がりに

開脚。外器面は横方向に刷毛目。35は師部片。鹿部と体部の境界屈曲し、口縁部大きく外反。磨滅激

しく調整不明。36は復元脚部裾径18・2cmの脚部片で歪みあり。嘲爪状に外反し、裾部から末広がりに

開脚。口縁端部に一条の凹線巡る。外器面縦方向の刷毛目、裾部に数条の粗い沈線文巡る。脚端部か

ら約1／3に円形透し3カ所に穿孔。37は口径21．9～22・9cm、器高21．1cm、復元脚部径19・0cm。坪部外

反し、外器面の鹿部と体部の境界に一条の凹線巡る。脚部は嘲爪状に外反。口縁端部に一条の凹線巡

る。外器面は全面横方向の刷毛目の後、縦方向のへラ磨き。脚裾部に円形の透しを4カ所に穿孔。

小型丸底壷（30、31）30は口径12・0cm、器高10．3cm、胴部最大径13．3cmの完形品。口縁部僅かに

外反、最大径は胴部のほぼ中央。全面削りの後、口縁部横方向のへラ磨き。他は磨滅で調整不明。焼

成甘く暗橙褐色。31は口径12．5cm、器高10．9cm、胴部最大径14．0cmの完形品。口縁部僅かに外反し、

最大径は胴部のほぼ中央。全面削りの後、口縁部横方向のへラ磨き。焼成良好で暗橙褐色。

陶質土器壷（図72－1）口径20・6cm、器高37．7cm、胴部最大径27．5cmを測る。焼成良好で淡灰褐色

から暗灰褐色を呈す。胎土は緻密で微細な白色砂粒を含む。口縁部外反し、口唇部やや肥厚し二条の

凹線が巡る。口縁部ナデ。胴部外器面平行夕タキの後、1～2・5cm間隔で16本の圏線を1本ずつ引く。

最大径付近の文様は擦り消される。鹿部不整方向の平行タタキ。胴部側面が1カ所大きく凹み、周囲

に円座状の席痕が観察される。また、これと反対側の胴部内器面の色調が内器面の他の部分と比較し

て暗く、横置して焼成されたと推定される。内器面は全面ナデ調整。

武　器

鉄鏃（図73－1～15）1～8は鏃身片で何れも柳葉形。断面は6が両丸造、他は片鏑造。1、6は逆

刺があり。1の鏃身長は5．6cm。9～13は関部から茎部片で何れも台形関。14、15は茎部片。

－86－



㌢竃「「聖篭伍認讐彗　聖，聖

◎　◎　◎◎　◎◎◎◎

昭　電珊　旺刃　の
18　　19　　　20　　　21

肛刃　旺丑　旺事

22　　　23　　　24

住田
25

◎　◎　◎　◎　◎　◎

任◎
34

0　　　　　　　　　　　　　　　3cm

◎　◎◎◎

耶）邸‖諷再瑠
26　　　27　　　28　　　29

51　　　　52　　　　　53

串．館

14

◎　◎　◎

¢恥　圧刃　征か
15　　16　　17

◎◎　◎◎
離日瑠

30　　　31　　　32　　　33

三一　三

庄刃（l！ll田
43　　　　　44　　　　　45

80

図74　9号墳出土装身具類実測図（縮尺1／1）

農工具

鉄斧（16）　表採の鍛造完形品。全長10．1m、刃部長4．5cm、同幅4．2cm。袋部穂は楕円形。
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滑石製紡錘車（17）坪身11の中から

出土。直径3・5cm、厚さ1．5cm、孔径0・7cm

の完形品。台円錐状を呈し、側面は整状

の工具で削られる。孔は中央に穿たれ

る。上．下面に研磨痕が認められる。

装身具（図74）1～4は土製玉類、4

～76はガラス製玉類、77～81は耳環。後

章で詳述する。

7．11号墳

1）位置と現状（図75、図版13－1）

11号墳は9号墳の北の尾根上に立地

し、北に隣接する12号墳とは中心間で

約20m離れている。

調査前の現状は山林で、杉及び槍の植

樹林であった。丘陵西側が崖崩れで大き

く崩落し、墳丘の北側が削平されてい

た。また丘陵東側は果樹園の造成で中心

から約14mの所で急激に傾斜してい

る。しかしながら墳丘の遣存状況は比較

的良好であった。また頂部が陥没し石材

が露出しており石室が破壊されている

と予想されたo頂部は現況で標高約41m

を測った。

調査は石室を精査し、その主軸に沿っ

て3本のトレンチを掘削し墳丘の規模

と構造の確認した。調査終了後、崩落防

止の目的で石室及びトレンチを土嚢で

埋め戻した。また、9号墳との間に10号

境を想定しトレンチ調査を行ったが、何

も検出されなかった。

図7511．12号墳墳丘測量図（縮尺1／200）
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2）墳　丘（図76、図版13－2、3）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形

は、南の丘陵斜面側の周溝の掘削と北側

の墳裾の削り出し、及び周構内の墳丘基

底面の整地からなるものと考えられる。
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図7611号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

周溝はトレンチの土層観察で・断面が緩やかなU字状をなし、最も広い所で幅3．7m、深さ0．6mを

測る。周溝鹿部の標高は約40．5mで・石室の中心から6mを測る。北側及び西側の墳裾は遺存しない。

墳丘基底面の整形は・石室掘方を挟んで北側は標高40．3m～40．7m付近で行い、墓壙側に橙褐色粘質

土を盛土して標高40．7m付近で平坦面を造出している。一方北側は丘陵の緩傾斜を利用している。

盛　土　墳丘の盛土過程は大きく二段階に分けることができる。比較的良好に遺存している。

第一段階は石室構築における壁石の裏込め的なもので、主に地山由来の橙褐色、赤褐色及び黒褐色

の粘質土を壁石の積み上げと並行して数段階に分けて盛土している。各層の厚さは5～20cm程度で固

く縮まっている。尚・石材保護のため側壁の裏込めは石室基底面まで掘削しなかった。

第二段階は墳丘基底面より上部に・厚さ5～25cm前後の単位で墳丘の中央部付近から外側に向かっ

て盛土される。主に橙褐色・暗褐色・黒褐色粘質土の互層で版築状に盛土され、非常に固く締まって

いる。各層は墳丘の外側に向かって傾斜している。良好な所で墳丘基底面から0・7m遺存する。

石室掘方と墓道確認調査のため・その規模及び形状は不明確であるが、石室掘方の掘削は尾根線

に対して平行に行われ・幅4．7m・長さ6m・深さ1．5m以上の隅丸長方形を呈すると考えられる。羨道

部にかけては玄室部と比較して窄まるものと推測されるO墓道は調査していない。

墳丘平面形は石室の中心と周溝までの距離を反転して、直径12mの円墳と考えられる。

3）横穴式石室（図77～79、図版13一4～8、14－1～4）

本境の埋葬施設は玄室主軸をN－73。一Eにとり、東側に開口する両袖式単室の横穴式石室である。

石室は天井石及び上部の壁体が抜き取られるが、遺存状況は比較的良好である。石室全長は右壁で
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605cm、左壁で634cmを測る。石材は花崗岩の転石及び割石が多用され、玄武岩等も少量使用される。

玄　室　奥壁幅172cm、前幅181cm、右側壁長222cm、左側壁長231cmを測る長方形平面を呈する。

奥壁腰石は幅160cm×高さ60cm以上の大振りな石材を1石を使用している。2段目以上の石材は小

振りで側壁石材に準じる。高い所で石室基底面から2mまで遺存する。

右側壁は奥壁側から順に、幅110cmx高さ70cm以上、幅110cmx高さ50cm以上の石材を2石横位に

配して腰石とする。両者とも長さは概ね同じである。前壁側の腰石の上には小振りな石材が積まれ、

奥壁側と目地を遺している。高い所で石室基底面から1．2mまで遺存し、ほぼ直立する。

左側壁は、奥壁側から幅130cmx高さ90cm以上、幅110mx高さ30cm以上の石材を2石横位に配し

腰石とする。両者とも長さは概ね同じであるが、奥壁側が非常に大きい。2段目以上は長さ30～70cm

程度の小振りな転石及び割石が積まれる。最も高い所で石室基底面から1．7mまで遺存する。

両側壁とも奥壁腰石の高さで一旦目地を揃えているが、それ以上は通らない。石材は奥壁側はど大

きく羨道側はど小さい。間隙には礫を充填している。側壁はやや内傾している。

玄門部は両袖で、袖幅は右62cm、左50cmを測る。長さ60～170cmx高さ20～40cmの石材を横位に4

段積んでいる。袖石は玄室側壁に挟まれる。右袖はやや内傾するが、左袖はほぼ直立する。

床面には5～30m程度の礫で敷石される。4面認定した。検出順に第1・2．3．4面で、それぞれの

標高は39・0～39・05m、38・95～39．0m、38．9m、38・85～38．9mである。

∈

q
C）
寸

碓
蝉

標高40・0m
．．一一「 ．し 訂 ／、 遍／吉 ・表 遠 ．藁 － ／・産 、
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図7711号墳石室実測図（縮尺1／60）
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第1両敷石は左側壁側に40cmX110cmの屍床状に敷設され・本境における最終埋葬時のものと考え

られる。第2面敷石は奥壁側と玄室前半以外に敷設される。ごく僅かに玄武岩が使用される。玄室中

央からやや左側壁側にかけて比較的丁寧に敷設され・この部分が屍床である可能性がある。またこの

時点で梱石も追加されると推測される。第一梱石には花崗岩を3石立て・第二梱石は扇平な花崗岩を

置いている。第3両敷石は左側壁際に50cmX90cmの屍床状に花崗岩で敷設され・更に玄室前半に小さ

い川原石が敷かれる。この川原石は第4両の敷石面と殆ど高低差がなく・第4面に伴う床面の装飾効

果を狙ったものの可能性もある〇第4両は玄室の全面と梱石間に敷設される。玄室では奥壁側に大振

りの石材が多用される傾向が看取され・間隙には小礫を充填して丁寧に仕上げている0梱石間は粗雑

な感を受ける。石室基底面から敷石間は、地山由来の黄褐色砂質土が厚さ約5cm程度盛られている。
羨　道　羨道長は右壁367cm、左壁395cmで・

標高39／0m
－　　　－

1層　暗黄褐色砂質土層

2層　暗黄褐色砂質土層
（土層より暗）

3層　黒褐色砂質土層

4層　黄褐色砂質土層

5層　黒褐色砂質土層

6層　暗褐色砂質土層

7層　灰黄色砂質土層

8層　暗灰褐色土層

9層　黄褐色砂質土層

図7911号墳石室閉塞施設実測図
（縮尺上1／60、下1／30）

奥幅は66cm、墓道側で90cmを測り完存するも

のと考えられる。側壁石材の積み方や腰石の高

さに前半と後半で明確な差違が認められ、羨道

前半は迫葬時に延長された可能性がある。

石室構築時のものと考えられる羨道の長さ

は右壁198cm、左壁212cm、墓道側の幅91cmを測

り、玄室と同程度である。腰石には袖石も含め

て玄室と同様の大振りな石材が2つずつ横位

に配される。横方向の目地は2段目と4段目で

揃えられる。2段目以上の墓道側石材はやや小

振りである。天井石の遺存状況から、築造当初

の羨道には全面に天井石が載っていたものと

考えられる。

迫葬時に延長されたと考えられる羨道は、右

側壁に大振りの石材が1石使用される他は小

振りである。腰石の基底面は羨道床面（地山面）

から40cmでほぼ揃っている。積み方は羨道後半

と大きく異なり、右側壁は石材が斜めに積ま

れ、左側壁では縦横に積んで目地が通らない。

天井石は玄室寄りに1石構架されるが、墓道側

にはない。

床面には2カ所に棒状の花崗岩転石を利用

した梱石が配される。第一梱石は築造当時のも

のと考えられる羨道のほぼ中央に設けられ、長

さ35cmと50cmのものを2石使用している。第

二梱石は玄室と羨道の境界付近に設けられ、長

さ55cmのもの1石と小礫を立てている。奥壁中

央部から第一、第二梱石前面までの距離はそれ

ぞれ332cm、245cmで、その間70cmを測る。両梱

石間には敷石が1面敷設されるがやや粗雑で
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ある。高さは玄室第1面と同じで・墓道側は直接地山となっている。両梱石の上には迫葬時に置かれ

たと考えられる梱石が検出され、前述したが第3両敷石敷設時のものと推測される。

閉塞施設（図79）迫葬時に置き直された第一梱石を根石とした閉塞施設がある。閉塞施設は天井

部まで高さ1．3mにわたって完存する。最終埋葬に伴う閉塞施設は迫葬後、黒褐色、黄褐色砂質土を

20cm程度盛り・80×40cmの板石を置いた後、20～40cmの礫を約6段積み上げている。石材の大部分は

花崗岩で・一部に片岩系の石材が使用される。閉塞石の縦断面は玄室側が傾斜し墓道側がほぼ直立し

た三角形状を呈しており・各段の目地が通ることから、1段ずつ奥の方から積み上げたものと考えられ

る。閉塞施設の位置は・玄室側で奥壁中央から359cm、墓道側で542cm、その間183cmを測る。また閉

塞施設の土層断面観察から・初葬を含め少なくとも5回の埋葬があったと考えられる。

4）遺　物

遺物出土状況（図80・図版14－5～8）石室は破壊されていたが、玄室床面の遺存状況は非常に良

好で・多くの副葬品が出土した。また墓道からは多量の鉄澤が出土した。尚、確認調査のため墳丘か

らの出土遺物はトレンチ以外ない。

玄室床面は4面確認し・遺物の検出作業に際しては伴う面の認定に鋭意努力した°しかし、第1面

として認定した遺物群中でも最大約20cm近くの比高差があり、調査時点でこれらを厳密に分けて認識

することは非常に困難であった。遺物は第1両と第3両と認定して採り上げた。

第1面左側壁側からは須恵器坪身1点・短頸壷1点が出土した。出土位置から最終の埋葬に伴う遺

物と考えられる。またこの周辺から出土した鉄器類は出土した位置から第3面に伴う可能性が高く、

またいずれも破片で出土しており、迫葬時に撹乱された可能性が高いと考えられる。

右側壁隅角付近では土器類が集積された状態で出土したo須恵器杯蓋7点、坪身6点、高坪l点、

平瓶2点・長頸壷2点・土師器坪1点からなる。壷や平瓶は壁際に置かれる。酎ま正位に置かれたも

のや伏せられたもの等がある。最も奥壁側の須恵器坪身と土師器坪は正位に置かれ、出土地点から第
1面に伴う可能性がある

奥壁側には・鉄刀1口と刀子等が鋒を右側壁側に向けて副葬されている。これらは出土位置から第

1面の初葬時に伴う可能性が高いと考えられる。

第3面として認定した遺物には鉄製馬具片・刀子、ガラス製玉類等がある。装身具は玄室のほぼ中

央部から散乱した状態で出土した。

遣　物

須恵器（図81）坪（身、蓋）、高坪、壷、長頸壷、平瓶、甕等が出土した。

坪蓋（1～8）1は復元口径11・8cm。口縁部は端部と同一面のかえりが付く。焼成良好で暗灰色。2

は口径14．9cm・器高2．8cmの完形品。口縁部は端部とほぼ同一面と考えられるかえりが付くが歪みあ

り。天井部へラ削りl／2強・頂部扁平擬宝珠の摘みが付く。焼成甘く淡黄褐色～淡灰色。天井部へラ記

号あり。3は口径15・8cm・器高1・8cmの完形品0日縁部は端部とはぼ同一面と考えられるかえりが付く。

天井部へラ削り2／3・頂部やや円錐状の低い扁平な摘み付く。焼成良好で青灰色。焼成時に重ねられた

別個体の重みで器形に歪みが生ず。4は口径14．3cm、器高2．6cm。口縁部一部欠損。日録部屈曲し短く

下方へ延びる。天井部へラ削り2／3・損部円錐状の低い扁平な摘みが付く。焼成甘く淡灰色。5は口径

14．3cm・器高2・8cm。目線部一部欠損。口縁部屈曲し短く下方へ延びる。天井部へラ削り2／3、頂部僅か

に円錐状の低い扁平な摘みが付く。焼成甘く淡灰色。6は口径15．1cm、器高2・7cmの完形品。口縁部屈

－93－



標高39．0m

一宏　　　　亡52－

q一

隻‾／串　と声．

軋

／

E
q
。D
の
帳

場

0
寸

㌦も
／0

瞥

山0．65単線

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

図8011号墳石室遺物出土状況図（縮尺1／30）

曲し短く下方へ延びる。天井部へラ削り2／3、頂部円錐状の低い扁平な摘みが付く。焼成良好で灰色。

7は口径14．4cm、器高2．3cmの完形品。口縁部屈曲し下方へ延び・一条の沈線巡る。天井部へラ削り2／

3、密着し扁平な摘みが付く。焼成良好で灰色。8は口径15．4m器高2・4mの完形品。口縁部屈曲し下

方へ延びる。天井部へラ削り2／3、やや高いボタン状の摘み付く。焼成良好で青灰色。

杯身（9～12、14～16）9は口径13・2cm、器高4．8cmの完形品。口縁部丸味持って外反・鹿部へラ削

り後、内側にやや高く端部外方に張り出す脚状の高台を貼り付けた後ナデ。焼成甘く明橙褐色。10は

口径13・9cm、器高5．0cmの完形品。口緑部外反し・鹿部へラ削り後・やや内側に低く端部外方に張り出

すやや脚状の高台を貼り付けた後ナデ。焼成概ね良好で淡灰色。12は口径13・9cm・器高5・4cmの完形品。

言縁部外反、鹿部へラ削り後、端部に低く外方に張り出す高台を貼り付けた後ナデ。焼成良好で青灰

色。14は口径10．9m、器高3・9mの完形品。口縁部外反・鹿部へラ削り後・外側に低く端部が外方に張

り出す高台を貼り付けナデ。焼成甘く淡灰色～淡橙褐色。15は口緑部外反し・鹿部外側に低く端部外

方に張り出す高台が貼り付けられる。磨滅激しく調整不明。焼成甘く淡灰色～淡橙褐色。

高杯（20、21）20は有蓋高坪の坪部片で復元口径11・8cm・受部径13．7mを測る。立上がり低く内

傾。鹿部へラ削り、脚部と接合後ナデ○焼成良好で暗灰色を呈す。21は口径9・5cm・器高7・1cmの小型

完形品である。口縁部やや外反、師部底面へラ削りの後・全面ナデ。鹿部と体部の境界明臥脚部内

器面にへラ記号がある。焼成良好で紫灰色を呈す。

平瓶（18、22～24）18は胴部最大径14・4cm。肩部丸味もって移行・胴部最大径下から約2／3。鹿部

へラ削り、他はナデ。焼成良好で青灰色。22は復元口径9．0m。二条の浅い凹線巡る。下位にカキ目。

焼成良好で灰色。23は口径5．9cm、器高10．8cm、胴部最大径11・8mの完形品。言頸部長く外反・絞り痕

明瞭。肩部丸味もって移行、一条の凹線巡る。天井部に粘土粒の円形浮文を2ヶ所に貼り付ける。胴
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部最大径下から2／3°鹿部粗いへラ削り、他はナデ。焼成やや甘く淡紫灰色。鹿部にへラ記号。24は口

径7．1cm、器高15．1cm、胴部最大径17・Ocmの完形品。口頸部外反・口緑端部に一条の浅い凹線。肩部丸

味もって移行。胴部最大径下から3／4。鹿部へラ削り・他はナデ。焼成良好で育灰色。

短頸壷（25）口径13．1cm、器高17．0cm、胴部最大径19．6cmの完形品。口頸部短く外反・口緑部に

一条の凹線巡る。胴部最大径上位にあり肩部緩やかに移行。胴部外器面は肩部までへラ削りの後カキ

目、擬格子タタキ。内器面青海波当て具痕、上半はナデ°焼成良好で灰色。

長頸童（19、31）19は復元胴部最大径13・2cm。口頸部やや外反しカキ目の後・二条の沈線巡りナ

デ。胴部最大径上位にあり、肩部緩やかに移行。肩部に四条の沈線巡りその上に櫛歯平行線文を施文。

胴部中央カキ目。鹿部へラ削りの後、櫛歯綾杉文を施文。焼成良好で暗灰色。31は口径10・8cm・器高

21．6cm、胴部最大径20．1cmの完形品。言頸部やや太く外反し・口縁部やや内傾気味。絞り痕明瞭・中央

と口緑部に一条ずつ凹線巡る。肩部鋭角に折れ曲がる。鹿部へラ削りの後・端部外方に張り出す断面

四角に近い低い高台がやや内側に貼り付けられ、。全面ナデ。焼成良好で暗灰色。

甕（26～30）26は口頸部片。27は胴部外器面にカキ目。焼成良好で自然釉付着する。28・29は同

一固体と考えられる。28は復元口径13・4cmを測る。言頸部外反する。29は復元胴部最大径18・2cmを測

る。外器面平行タタキで上部ナデ。内器面青海波当て具痕・上半ナデ。いずれも焼成甘く淡茶褐色～淡

灰色。30は口頸部片で外器面にへラ記号あり。焼成良好で暗灰色。

土師器（図81）　坪2点がある。

杯（13、17）13は口径12・7cm、器高3．8cmの完形品。口縁部外反し言縁端部平坦に仕上げる。口緑

部内器面に縦方向の暗文施文。他は磨滅激しく不明。焼成甘く淡橙褐色。17は口径17．5cm・器高5・5cm

で完形品に近い。器形にやや歪みあり。口縁部やや外反する。内底に螺旋文・体部に縦方向・口緑部

に斜格子状の暗文施文o体部の暗文はやや太く疎ら。外器面磨滅が激しいが・横方向のへラ磨きが僅

かに残るo胎土精良。焼成やや甘く明橙褐色。都城系土師器の模倣品と考えられる。

武　器（図82、83）

鉄刀（図82－1）残存長64．1cm、茎口幅2．2cm、刀身元幅3・2cm・同厚1．0cmを測る。茎部と切先が

欠損する。片関である。

鉄鏃（図83－1～3）1は長頸箆被片丸造柳葉形○鏃身部は角関・頸部は台形関。2は長頸鏃の頸部

から茎部片で辣状関。茎部に矢柄の木質残存。3は片鏑造長三角形鏃の鏃身片で撫関。

馬　具（図83）

轡（4～ll）全て鉄製立間空連素環鏡板付轡片である。断面方形で小振り。4～6は蕨手状の引手片

である。7は脚部片である。8は蕨手状の引手壷片である。9は部位不明010・11は鏡板で径はそれぞ

れ6・8cm、7・Ocmを測る。一部欠損する。

工　具（図83）

刀子（12～20）16、19、20は大型品である012は残存長5・8cm・刀身元幅1．2cm・同厚0．3cm・茎

：‡ 腎　　』エロ＝＝＝．＝＝＝土＝＝＝＝＝豊田

図8211号墳出土鉄刀実測図（縮尺1／4）
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部厚0・4cmを測る。茎部断面方形で柄の木質が残存する。13は茎部

片で尻幅1．1cm、厚さ0．5cmを測る。粟尻。径0．4cmの目釘孔がある0

14は残存長6．6皿、刀身元幅1．3m、同厚0・3m、茎部厚0・3m。幅1・

4mを測る。断面楕円形の柄縁金具が一部残る。15は残存長10・3cm・

刀身長7・9cm、同元幅1・5cm、同厚0・4cm、茎部厚0．4cmを測る。フク
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ラ切先。断面倒卵形で長径1．7cm、短径1．3cmの柄縁金具が残り、内部に柄の木質が残存する°16は残

存長7．6cm、刀身厚0．8cmを測る。17は切先の一部が欠損する。残存長17・3cm、刀身元幅1・8cm、同厚0・

5cm、茎部長5．7cm、同口幅1．2cm、同尻幅0・6cm、同厚0．4cmを測る。フクラ切先。茎部断面方形で栗尻°

18は残存長18．6cm、刀身元幅2．1cm、同厚0・7cm、茎部口幅1．3cm、同厚0．5cmを測る。両関でフクラ切

先。19は残存長19．3cm、刀身厚1．0cm、茎部長9・7cm、同口幅1・5cm、同尻幅0・8cm、同厚0．5cmを測る。

片関で不整形な栗尻。径0．2cmの目釘孔1カ所ある。20は残存長21・3cm、刀身厚1・Ocmを測る。フクラ

切先。

装身具（図84）　後事で詳述する。

ガラス製玉類（l～125）　全て小玉である。

耳環（126）1点出土した。

8．12号墳

l）位置と現状（図75、図版15－1）

12号境は11号墳の北の尾根上に立地し、北に隣接する13号墳とは中心間で約20m離れている。

調査前の現状は山林で、杉及び槍の植樹林であった。丘陵西側が崖崩れで大きく崩落し、墳丘の北

側が削平されていた。また丘陵東側は果樹園の造成で中心から約4mの所で急激に傾斜している。石室

付近は石材が数個露出しており、古墳であることがすぐに判明した。墳丘の北側に深さ0．5m程度の陥

没坑があった。墳丘の遣存状況は比較的良好であった。損部での現況で標高約35mを測った。

調査は石室を精査し、その主軸に沿って3本のトレンチを掘削し、墳丘の規模と構造の確認した。

調査終了後、崩落防止の目的で石室及びトレンチを土嚢で埋め戻した。

褐色土層他

黄褐色砂質土層

暗橙褐色砂質土層
赤褐色粘質土層

旧表土層　ごく少量炭化物微細片混入

標 高 3 6 ．0 m
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2）墳　丘（図85、図版15－2、3）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、南の丘陵斜面側の周溝の掘削と北側の墳裾の削り出し、及

び墳丘基底面の整地からなると考えられる。確認調査のため地山整形面までの調査は行っていない。

周溝はトレンチの土層観察から、断面が緩やかなU字状を呈し、幅約3m、深さ約0・6mを測る。周

溝鹿部の標高は35．2mで、石室の中心からの距離8mを測る。

墳裾の削り出しは、石室の中心から6mの所で行われ、標高34．2mを測る。

墳丘基底面の整形は、石室掘り方を挟んで南側は標高35・9m付近で行われたものと考えられるが、

一部削平されている可能性がある。これに対し北側は、標高34・8～35・1mの旧表土層斜面に赤褐色粘質

土ブロックを含む褐色粘質土を盛土して標高35．1m付近に平坦面を造出している。また、旧表土層に

はごく微量の炭化物微細片が混入していた。

盛　土　墳丘の盛土過程は大きく二段階に分けることができる。

第一段階は石室構築における壁石の裏込め的なもので、主に地山由来の黄褐色砂質土と赤褐色粘質

土を壁石の積み上げと並行して盛り土している。1層の厚さはlO～20cm程度であまり締まりがなく、

墳丘基底面から入れ込んでいるように看取される°　尚、石材保護のため側壁の裏込めは石室基底面ま

での掘削を行っていない。

第二段階は墳丘基底面より上部に黄褐色及び暗褐色の砂質土で版築状に固く盛土される。各層の幅

は10～25cm前後で、石室上部の石材の積み上げと並行して平坦面を確保しつつ行われる。遺存状況の

良好な所で、墳丘基底面から0．7mを測る。

石室掘方と墓道　確認調査のため、石室掘方の規模及び形状は明確にできないが、トレンチの土層

観察と石室の形状から、幅5．7m、長さ6m、深さ2．6m以上の隅丸長方形を呈するものと考えられる。

羨道部にかけては玄室部と比較して窄まるものと推測される。墓道は全く遺存しない。

墳丘平面形は周溝鹿部と墳裾間の距離で直径14mの円墳と判明した。

3）横穴式石室（図86、87、図版15－4～9）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－85。－Wにとり、西側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石

室である°天井石が取り去られ、また羨道前半が崩落しているが遣存状況は比較的良好である。石室

残存長は右壁562cm、左壁510cmを測る。石室石材は大部分が花崗岩で、一部玄武岩も使用される。

玄　室　奥幅186cm、前幅188cm、右側壁長275cm、左側壁長260cmを測る長方形平面である。

奥壁は幅160cm×高さ200cm以上の非常に大きな転石を立てて鏡石とし、その上部にやや小振りな石

材を2石積んでいる。天井石は遺存しないが、この上に載っていたものと考えられる。

右側壁は奥壁側から順に、幅120cmx高さ120cm以上、幅160cmx高さ80cm以上の転石を、また左側

壁は、幅140cmx高さ110cm以上、幅110cmx高さ100cm以上の大振りの割石を2石横位に配して腰石

としている。両側壁共に奥壁側の石材は2段積んで奥壁の鏡石とほぼ高さを揃えた後、楯石の高さ、

すなわち石室基底面から約140cm付近ではぼ水平に石材を積み、この後奥壁側から斜め方向に目地が

通るよう構築される。石材の間隙は一部粘質土で目張りされていた他、礫を充填している。2段目以上

の石材は奥壁側を除き小振りで、両側壁は内傾している。

玄門部は両袖で、袖幅は右袖60cm、左袖45cmを測る。長さ100cmx高さ50cm以上の未加工の花崗岩

転石を横位に配し腰石としている。同様の石材を2段積み、天井石との間には小振りな石材を充填し
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図8612号墳石室及び閉塞施設（右上）実測図（縮尺1／60）

ている。両袖石はほぼ直立する。

床面は3面認定し、敷石が施される°検出した順に第1・2・3両で、それぞれ標高33．4～33．5m・33・

35～33・5m、33・3～33．5mを測る。各面ともに奥壁側がやや高く、羨道側がやや低い。また、奥壁側に

扁平な花崗岩転石3石を立てて仕切られた屍床と考えられる区画が検出された。尚、床面付近の埋土

は非常に均斉であったので、最終の埋葬後全く撹乱されていないと考えられる。

第1両は仕切石から玄門にかけて玄室のほぼ中央部に、幅100cmx長さ200cmの長方形の屍床状に敷

設されるO石材は主にlO～30cm程度の扁平な花崗岩礫を使用している。また・最も奥壁側はやや大振

りの礫を仕切石に載せ掛けるように1段高くしており、人骨の出土位置等から枕石と考えられる。第

2面との標高差は僅か5cm程度だが、調査時には明確に面として識別できた。

第2両は仕切石内を除く玄室部分に敷設され、第3両と最大5cm程度比高差がある。石材は5～10cm
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図8712号墳石室床面敷石検出状況図（縮尺1／60）
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程度の川原石や、小振りな花崗岩礫で下面のように緊密に敷設されていない。

第3両敷石は10～50cm程度の花崗岩を使用し、玄室及び羨道の第一梱石まで敷設される°奥壁から

約1mの所は、長さ60cmx高さ25cm程度の扁平な花崗岩転石を3枚並べて仕切っている°奥壁側左隅

角近くは僅かに赤く、赤色顔料の痕跡と考えられる。また、右側壁の仕切石側には小さい礫を数個置

き、その上に長さ15cmx高さlOcm程度の整った形の花崗岩礫が置かれていた°仕切石より前側は両側

壁沿いに大振りな花崗岩が丁寧に敷かれている。第二梱石付近は敷石されず・玄室中央部も花崗岩で

敷石されず川原石が敷かれている。川原石は第2両に多用されており・元来第1両のこの部分には敷

石されていなかった可能性がある。また玄室中央より右側壁寄りには、僅かながら一段高く屍床状に

なった部分が認められた。敷石面の高さは奥壁側が最も高く、羨道側に向かって緩やかに傾斜してい

る。石室基底面から敷石までの間には、地山由来の暗褐色砂質土が厚さ約5～15cm程度盛られていた。

羨　道　前半が遺存せず、右壁277m、左壁253mを留める。奥幅84cm、墓道側で100cmを測る。

左側壁はやや大振りな石材の間隙に小振りの石材を充填している。横方向の目地をやや意識してい

るように看取される。右側壁は目地が通らない。羨道部の高さは玄室寄りで石室基底面から1．4m・床

面から125mを測り、天井石はこの上に構架される。

床面2カ所に棒状の花崗岩転石を用いた梱石が配される。第一梱石は袖石のほぼ中央に長さ75cmの

石材を、第二梱石は、長さ60cmと45cmの2石を横方向に置いている。奥壁中央部から第一・第二梱石

前面までの距離はそれぞれ468m、324cmを測る。両梱石間の距離は144cmで・玄室と同様に敷石が1面

敷設される。玄室第1面の高さより5～15cm程低い。墓道側は直接地山となっている。

閉塞施設（図86右上）閉塞施設はごく一部が残るのみである。第一梱石を根石とし・幅75cm・高

さ65cm、厚さ20cmの台形状の花崗岩板石を玄室側へ内儀気味に立てているo側壁との間には・20～30cm

程度・の礫が充填される。

4）遺　物

遺物出土状況（図88、89、図版16、17）

確認調査のため、墳丘からの出土遣物は僅少で、表採及びトレンチからの出土品である。

石室床面は撹乱されておらず、遺物は原位置を保っていた。検出作業では伴う面の確認に努めたが・

第1両とした遺物中にも10数cmの高低差があり、調査時にこれらを厳密に分けて認識できなかった。

また、明らかに床面から浮いた状態で出土したものもあり、追葬時の移動が考えられる0

奥壁側の仕切石内からは奥壁に沿って鉄刀が2日、切先を左側壁に向けて床面直上に並べて置かれ

ていた。手前側の鉄刀の直下には、青銅製馬鈴が1個置かれていた。

仕切石から手前には、右側壁側に鉄刀l口と鉄鏃数本・須恵器．土師器等が出土した。鉄刀は側壁

際に切先を前壁に向ける。土器類は須恵器有蓋短頸壷、捉瓶、土師器小型丸底壷の3点からなり・右

前隅角にまとめて置かれていた。

反対の左側壁隅角周辺からは鍛冶工具一式（金床l点、金紺l点、金槌2点）をはじめ馬具（鉄製

轡1点、鉄地金鋼張雲珠l点、同辻金具2点）、鉄製工具（斧1点、鋸1点、竪状工具2点・施1点・

刀子数点）、鉄鏃、須恵器平瓶l点、言頸部を打ち欠いた壷等が出土した。馬具は床面から浮いた状態

で出土した。鍛冶工具一式は中型の金鎚を除き第1両敷石の直上から出土しており、築造時期に近い

副葬品と考えられる。他の工具類の出土状況も同様である○鉄鏃3本は第二梱石上から出土し・鋒を

玄室側に向けていた。第二梱石付近からは短頸壷がl点出土した。
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奥壁側の仕切石付近では鉄鏃教本、刀子1点、銃具1点、弓金具1点や耳環等の装身具類等が出土

した。羨道後半部からは須恵器短頸壷が1点のみ床面直上から出土した。

玄室からは人骨が数体分出土している。人骨に関しては後事で詳述するので、概要に留める。遺存状

況は悪い。石室のほぼ中央の第1両から仰臥位で埋葬されたと考えられる人骨1体分が出土した。その

左側からは刀一振が出土しており、凧用していたか、もしくは横に副葬されたと考えられる。右側壁側

には集骨された長骨が多数出土している。頭蓋骨は仕切石手前から3体分と集骨の中に1点がある。

遺　物

須恵器（図90）高坪、短頸壷、有蓋短頸壷、平瓶、提瓶等が出土。高塀のみトレンチから出土。

高杯（4、5）4は坪下半から脚部片。方形透しあり。全面ナデ。5は復元脚裾径14．0cm。

短頸童（2、3、7）2は口径7．8cm、器高9・9cm、胴部最大径13・3cmの完形品。口縁部短く外反する。

胴部最大径下から約2／3、一条の沈線巡る。以下鹿部へラ削り、他はナデ。焼成良好で灰色。3は頸部

径6．5cm、器高11・3cm、胴部最大径14．1cmの口頸部を打ち欠いた壷。胴部最大径はぼ中央、三条の沈線

巡り・この間に櫛歯による綾杉文を施文する。文様帯以下鹿部迄へラ削り、他はナデ。焼成良好で暗

灰色・自然釉付着する°7は口径8・9cm、器高17・4cm、胴部最大径18・5cmの完形品。口頸部太く外反し、

外器面カキ目の後ナデ。肩部丸味をもって移行し、胴部最大径は中央より上位にある。胴部カキ目の

後・肩部に二条一単位の粗い沈線が2段巡り、その上に櫛歯平行線文を方向を違えて施文する。鹿部

平底で擬格子タタキの後へラ削り。焼成良好で灰色。

平瓶（6）口径9．3cm、器高14．3cm、胴部最大径17．9cmの完形品。成形後、天井部は粘土盤を貼り

付け成形。口頸部嘲爪状に外反・口唇部一条の沈線巡る○肩部緩やかに移行し最大径は上半。胴部1／

3以下へラ削り、鹿部平底で不整方向のへラ削り。胴部上半カキ目。焼成良好で暗灰色。

提瓶（8）口径7．6cm、器高18・2cm、胴部最大径15．0cmの完形品。胴部は横位に成形後、天井部に

は粘土盤を貼り成形。前面平坦に近く扇平に近い°前面及び側面1／2までへラ削り、以上背面まではカ

キ目。肩部に鈎状の小さな突起が付く。言頸部は嚇爪状に開き、口唇部には一条の沈線巡る。背面に

薄く付着した自然釉から、横置して焼成したと考えられる。焼成良好で暗灰色。

有蓋短頸童（9、10）9は口径12．6cm、器高4・9cmの完形品で10の蓋。外器面カキ目、内器面ナデ。

口縁端部に退化した段を持ち、ボタン状のやや高い摘みが付く。焼成良好で暗灰色。自然釉が薄く付

着する。10は口径9・6cm、器高18．2cm、胴部最大径21・Ocmの完形品。9で蓋された状態で出土した。胴

部最大径はやや上位にある。平行タタキの後外器面鹿部は不整方向のナデ、上半はカキ目。口頸部は

ナデ。内鹿部に不整方向のナデ、上位はナデ。口頸部周辺に蓋を置いて焼成した痕跡あり。外器面自

然釉薄く付着する。焼成良好で紫灰色。内容物を脂肪酸分析した。

土師器　小型丸底壷1点がある。

小型丸底壷（1）胴部最大径9・Ocm。鹿部へラ削り、他は磨滅で不明。焼成甘く橙褐色。

馬　具（図91）

鉄地金銅張絞具（1、2）1は残存長2・5cm、幅1・4cmを測る。端部に径0・6cmの鋲が打たれる。辻金

具片の可能性もある。2は全長4．6cm、輪金長4・2cm、同幅2．8cmを測る。吊手部には2カ所に径0．7cmの

鋲が打たれる。輪金は鉄製で断面円形である。

銅製馬鈴（3）1点出土した。高さ5．5cm、径4．6cmを測る完形の八角形鈴である。腹帯2条で、鉦

と鈴口は直行する。紐の両端の肩部に型持が2カ所開く。内部に鉄製丸が残る。

有脚半球形鉄地金鋼張辻金具（4、5）共に完形で全長8．6cm、器高2．9cm、鉢部径4．6cmを測る。脚

は四葉で舌状を呈し、径0．8cmの鋲が打たれ、幅0．4cmの責金具が付く。鉢部に凹線が2条巡る。
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図8812号墳石室遺物及び人骨出土状況図（縮尺1／30）
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有脚半球形鉄地金銅張雲珠（6）全長12・0cm、器高4．1cm、鉢部径8・1cmを測る。脚は八葉の内7つ

が舌状、1つが方形で、径0．8～1・0cmの鋲が打たれ幅0．3cmの責金具が付く°鉢部に凹線が3条巡る°

鉄製板状立聞素環鏡板付轡（7）引手長17．0～17．5cm、引手壷径3．0cm、街長9．1cm、嘲径2．8cm、鏡

板長径7．6cm、同短径5．5cm、立間幅2・0cm、同高1・5cmを測る。二連衡で断面は円形であるo立間は方

形で鍛接され方形の孔が穿たれる。鉄地金鋼張の鈎金具が付属し、径0．9cmの鋲が各3カ所付く。

武　器（図92、93）

弓金具（図92－1～4）4点出土。何れも皮金残存しない。1は全長3．8cm、留金異聞2・0cm。軸は棒

状で断面円形、径0・5cm。両側に六角形と考えられる留金具が残存。2は全長3．5cm、留金具間2．1cm。

軸は棒状で断面円形、径0．5cm。両側に六角形と考えられる留金具が残存。3は全長3・3cm、留金異聞1．

8cm。軸は棒状で、断面円形で径0．5cm。片側の芯金頭部は倭小で、鋲が欠損。両側に留金具の痕跡残

る。4は弓金具の鋲片で六角形の留金具が付く。

鉄鏃（図92－5～28、30）24点図化した。12、14、23、24、25は完形品。7～10は短頸柳葉形で、

9のみ片鏑造の他は片丸造。何れも台形関。茎部に矢柄の木質残存。5、6もこの型式の鏃身片と考え

られる。11、12は長頸両丸造圭頭形で頸部下端は台形関。13は無頸平造圭頭形で頸部下端は角関。14

は無頸平造方頭形で頸部下端は角関。15～20は長頸片丸造柳葉形で17、20が麻状関の他は頸部下端台

形関。21は長頸平造圭頭形で頸部下端は台形関。22は長頸両丸造圭頭形で頸部上位に段が付く。頸部

下端は井伏関で茎部に矢柄残存、表面に幅2～2．5mmの樹皮を上から下に巻き付ける。23、24は長頸片
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図9012号墳出土須恵器、土師器実測図（縮尺1／4）
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切刃（23は片丸刃か）造柳葉形で頸部下端は台形関。23には22と同様の矢柄の木質残存。30は片丸

造柳葉形の鏃身片。25は長頸両丸造長三角形で関部がない。鏃身長9．2cm、中央部よりやや下の両脇を

整状の工具で縦方向に穿孔。逆刺も大振り。26、28は頸部から茎部片で順に台形、麻状関。27は茎部

片。29は不明鉄器だが鉄鏃もしくは石突の可能性も考えられる。

鉄刀（図93）4口出土。1は全長51．7cm。各部の法量は木質が遺存し不明。鞘の木質の表面には漆

が一部残る。柄の部分には紐状のもので巻かれ、平面やや倒卵形の切羽もしくは責金具が遣存する。

2は全長96．1cm、刀身長79．4cm、同元幅4．0cm、同厚0・9cm、茎部長16．7cm、同口幅3．3cm、同尻幅1・6cm、

同厚0・5mの完形品。カマス切先で茎部両関、栗尻。長径7．8cm、短径6．6cm、厚0．4m、緑が肥厚した

平面倒卵形の八窓鍔が附属し、長径4．5cm、短径3・2cm、幅1．6cm、厚0．5cmの鍔と相似た平面倒卵形の

観が恢め込まれる°茎部に径0・4mの目釘孔1カ所。3は全長120・0cm、刀身長97．0cm、同元幅4・4cm、

同厚1．1cm、茎部長22．7cm、同口幅3．5cm、同尻幅2・8cm、同厚1・6cm。フクラ切先で茎部片関、角尻。

長径8．7cm、短径7．5cm、厚0・3cmの縁が肥厚した平面倒卵形の鍔が付属。鍔端部に斜線の刻目が頂部を

境に方向を違えて施文。象候は観察されない。長径4・8cm、短径3．4cm、幅1．5cmの鍔と相似た平面倒卵

形の観が恢め込まれるが、大きく欠損。4は残存長116．3cm、刀身残存長95・1cm、同元幅4．9cm、同厚1．

1cm、茎部長21．0cm、同口幅3．3cm、同尻幅2・2cm、同厚1．1cm。切先欠損、カマス切先か。茎部片関、

栗尻。茎部に目釘孔2カ所。刀身部、茎部共に木質僅かに残る。
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農工具（図94－2～10、12、図95－2、3）

刀子（図94－2～9）2は茎部片で厚0．3cm、尻幅1．4cm。粟尻。3は柄緑金具片で幅2．0cm。内部に

木質が僅かに残る。4は茎部片で厚0・3cm、尻幅0・7cm。粟尻°柄の木質が僅かに残る。5は残存長4・6cm、

刀身部厚0．3cm・茎部尻幅0．4cm。断面倒卵形で長径l・6cm、短径1・2cmの柄の木質が遺存°柄縁金具は

脱落。6は残存長10．0cm・刀身元幅1・3cm、同厚0．5cm、茎部口幅1．0cm、同厚0．4cm。片関で茎部に柄の

木質が僅かに残る。茎端部に径0．25cmの目釘孔1カ所ある。7は全長10．9cm、刀身部長7．5cm、同元幅

1・4cm・同厚0・4cm・茎部長3・4cm、同口幅1・2cm、同尻幅0・3cm、同厚0・2cm。柄縁金具は断面楕円形と考

えられ・短径l・2cm。片関でフクラ切先・茎部の断面方形で粟尻、柄の木質が僅かに残る。8は残存長

15．4cm・刀身元幅1．7cm、同厚0．5cm、茎部長5．8cm、同尻幅0．7cm、同厚0．4cm。柄縁金具は断面倒卵形

で幅1．0cm・長径1．9m・短径1．2cm。フクラ切先、茎部の断面方形で一文字尻、柄の木質が僅かに残る°

9は切先欠損・残存長16．4cm、刀身元幅2．1cm、同厚0．7cm、茎部長5．8cm、同尻幅0．8cm、同厚0・2cm。

フクラ切先か。茎部断面方形で栗尻、柄の木質が僅かに残る。

鉄製鋸（6）1点出土した。残存長7・85cm、刃部幅1．3cm、同厚0．15cm、茎部厚0．2cmを測る。鋸歯

は刃部に対して垂直に両面から研ぎ出される。

鉄製鈍（10）全長15・9cm、刃部長7・8cm、同幅1・5cm、同厚0・4cmを測る。刃部湾曲し中央部鏑あり。

基部断面長方形。茎端部栗尻で幅0・5cm。茎部に断面楕円形の木製柄が残り、上端は面取りされる。

鉄斧（12）鍛造品で全長11．4cm、刃部長6．4cm、同幅5．1cmを測る°袋穂部は断面楕円形を呈し、

長径3・6cm、短径2．6cm、合わせ目は丁寧に仕上げられる。有肩式で刃部平面は撥形に開く。

撃状工具（図95－3）全長15．6cm、茎部長7・1cm、茎部径2．3cmを測る完形品である。茎部筒状を呈

し、柄の木質が残る。端部の断面は方形を呈し先細りする。

鍛冶工具（図94－11、図95－4、5、7）

金床（ll）高さ11・4cm、重量3．460・67gの完形品。上面積は8．7cmx8．0cm、底面積は7．0cmx6．8cm

で・上面中央に浅い凹部があり・端部が外側に開く。敲打痕と考えられる。また中央に縦方向の割れ

目があり、2枚の鉄素材を合わせて製作された可能性がある。

金鎚（4・5）4は長さ12・3cm、幅2．8cm、厚さ2・1cm、重量188・23gの完形品。5は長さ18．1cm、幅

4．2cm・厚さ3．3cm、重量1．048．81gの完形品°両者とも方柱状の鉄塊を利用し、下端は平らで上端は先

細りする。中央に木柄を通す方形の挿入孔が貫通し、片側から楔が打たれる°

金甜（7）長さ37．2cmの鉄棒の上に36．2cmの鉄棒を置き合わせ鋲で留めた簡易なものである5接合

部は鋲を打ち込んだ時の敲打痕が認められる。上方の鉄棒は鋲を中心に刃部と柄が曲げられる

不明鉄器（図94－1・図95－1、2）図94－1は長さ8．9cm、幅2．2cm、厚さl・5cm、重量68．197gの

方柱状鉄塊。下端平らで・上端やや先細り。鉄艇の可能性がある。図95－1は鉄製残存長3．5cm、幅0．

6cm・厚0・5cmで断面長方形。鹿角製と考えられる断面円形の柄が一部残る。2は残存長9．5cm、厚さ1・

0cmを測る。断面方形で先端が欠損するが先細りする。整状工具の可能性がある。

装身具（図96）　後事で詳述する。

ガラス製玉類（1、2）　丸玉が2点のみ出土した。

耳環（3～8）　6点出土した。
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L「一　　一　一一一jm ⑳6
図9612号墳出土装身具類実測図（縮尺1／1）

⑳　8

9．13号墳

1）位置と現状（図97、図版18－1）

13号墳は12号墳の北の尾根上に立地し、北に隣接する14号境とは中心間で約15m離れている。

調査前の現状は、杉及び槍の植樹林であった。丘陵西側が崖崩れで大きく崩落し、また東側は果樹

図9713．14号墳墳丘測量図（縮尺1／200）
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図9813号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

園の造成により中心から約6mのところで急激に傾

斜している。頂部で標高約32．5mを測ったo

調査は石室を精査し、その主軸に沿って3本のトレ

ンチを掘削し墳丘の規模と構造の確認を図った。調査

終了後、崩落防止の目的でトレンチを土嚢で埋め戻し

た。

2）墳　丘（図98、図版18－2）

地山整形及び盛土の状況、墳丘規模及び平面形は削

平され不明である。石室掘方は尾根筋の斜面等高線に

対してはぼ平行に掘削され、幅約2m、長さ2・5m以上

の隅丸長方形を呈すると推定される。墓道は遺存しな

い。

3）横穴式石室（図99、図版18－3）

本境の埋葬施設は玄室主軸をN－87。－Wにとり、

西側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石室と

考えられる。右側壁の一部を留めるにすぎない。

玄　室　石材抜き取り痕から奥幅110cm、前幅

115cm、右側壁長177cm、左側壁長170cmと推定される

長方形平面を呈する°右側壁腰石は幅60cm×高さ30

～40cmの花崗岩転石を横位に3石配したと考えられ

るが、奥壁側石材が抜き取られている。他の壁体は遺

図9913号墳石室実測図（縮尺l／60）

－∴二一．l，、、一一
2

図10013号墳出土須恵器実測図（縮尺1／4）
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存しない°

玄門部は抜き取り痕から両袖と推定される。右袖石は高さ40cmx幅30cmの割石を立てている°右袖

幅は24cmを測る。梱石及び閉塞施設は遺存しない。

床面は花崗岩礫で敷石が1面敷施される。遺存状況から本来は玄室内の全面に敷設されたと考えら

れる。石室基底面と敷石の間には、地山由来の暗黄褐色砂質土が数cm盛られていた。羨道は遺存しな

い。

4）遺物（図100）

Aトレンチから須恵器片2点が出土した。1は脚部片で明瞭な絞り痕あり。中程に沈線を二条巡ら

せ、カキ目の後上下2段の透しを開ける。2は脚端部片で下方に沈線が二条巡り、それ以上にカキ目、

他はナデ。焼成甘く赤焼け、色調淡橙褐色。

10．14号墳

1）位置と現状（図97）

14号境は13号墳の北の丘陵端部に立地し、墳頂部の現況の標高約31mを測った。

調査前の現状は、杉及び槍の植樹林であった。丘陵の西側は崖崩れで大きく崩落し、尾根の北側も

農道の敷設時に大きく削られていた。墳丘の中心は2m程度陥没していた。

調査は石室を精査し、その主軸に沿って2本のトレンチを掘削し、墳丘の規模と構造の確認した。

調査終了後、崩落防止の目的でトレンチを土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図101、図版18－4、5）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、南の丘陵斜面側の周溝の掘削と北側の墳裾の削り出し、及

び墳丘基底面の整地からなると考えられるが、墳裾の削り出しは観察されなかった。

周溝は丘陵斜面を半周するよう掘削されたと推測される。トレンチの土層観察から断面が緩やかな

U字状で幅約3m、深さ約0・5mを測る。周溝鹿部の標高は29・8mで、石室の中心から8mを測る。

墳丘基底面の整形は、土層断面観察から石室掘方を挟んで南側は標高30．6～30・8m付近でこれを

標高31．0m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

［コ褐色粘質土層他　　国暗橙褐色粘賃土層

E≡ヨ黄褐色粘黄土層　　国赤褐色粘黄土層
－宅 由 ．旧 表 土 層

－．‥．－・：．漂．：・取．＝・：・．．．，：・：．；．．・　　　　　 標 高 3 0 ．0 m
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図10114号墳墳丘断面図（縮尺1／100）
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行っている。これに対し北側は、標高29．8～30・0mの旧表土層の緩やかな傾斜を利用している。

墳　丘　墳丘の盛土は、墳丘基底面より上部のみ遣存する。幅10～20cm前後の単位で暗橙褐色・明

赤褐色、及び暗褐色の粘質土で版築状に盛土される。良好な所で墳丘基底面から0．5m遣存する。

墳丘平面形は、石室の中心と周溝鹿部までの距離を反転して直径16mの円墳と考えられる。

石室掘方と墓道　石室掘方は、尾根筋の斜面等高線に対してほぼ平行に掘削されるものと考えられ

る。確認調査のため、規模及び形状に関して明確にしえない点が多い。トレンチの土層観察から・幅

5．60m、長さ7m以上、深さ2・1mの隅丸長方形を呈するものと考えられるO羨道部は玄室部と比較し

て窄まるものと推測される。墓道は東側に延びるが1・5mを留めるのみであるO

3）横穴式石室（図102、図版18－6）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－71。－Eにとり、東側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石

室である。全壊しており、石室長は510cm程度と推定される。石材は花崗岩が使用される。

玄　室　各部位の規模は石材抜き取り痕のから奥壁幅170cm、前壁幅165cm、右側壁長320cm・左側

壁長255cmと推定され、長方形平面を呈する。石材の状況は不明だが、抜き取り痕より腰石は奥壁l石・

左右側壁2石の大きな石材を配したものと推定される。玄門部は両袖と推定される。袖幅は右30cm・

左40cm程度と推定される。床面に扁平な礫を使用した敷石がごく一部残る。

図10214号墳石室実測図（縮尺1／60）
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羨　道　羨道長は右壁180cm、左壁250cm、奥幅は梱石部分で90cm、墓道側で100cm程度と推定され

る°構造は不明である。床面には1カ所に長さ80cmx幅30cmの花崗岩割石を横位に配した梱石が残る。

奥壁抜き取り痕の中央部から前面までの距離は310cmを測る。

4）遺　物

遺　物（図103）

須恵器　坪（蓋、身）高坪、腺、短頸壷等がある。

坪蓋（1、2）1は天井部へラ削り。へラ記号あり。2は口緑部片で端部丸く収めナデ。

杯身（8）　復元受部径16・0cmを測る小片である。焼成甘く淡灰色を呈す。

高杯（3～5、9）3は坪部、4、5は脚部片、5には透しあるが形状不明。9は口縁部片。

短頸童（6）口径5．4cm、器高4・3cm、胴部最大径8．6cmを測る完形品である。端部を非常に短く直

立させ日録部とする。鹿部にへラ削り、他はナデ。焼成良好で灰色を呈す°

腺（7、10、11）7は鹿部へラ削りの後カキ目、他はナデ。10は口頸部段が付きナデ。11は胴部最

大径9・2cm、二条の沈線が巡り穿孔。外器面カキ目、肩部に櫛歯平行線文施文。内器面ナデ。

武　器

鉄刀（13～15）13は2個体が上下逆方向に錆着する刀身部片で、厚さ0・7cmを測る。14は刀身部

片で、厚さ1．0cmを測る。15は茎部片と考えられ、厚さ0・8cmを測る。

不明鉄器（12）断面方形で厚さ0・4cmを測る。大型刀子の栗尻茎部片の可能性もある。

10cm

．三一＝＝
－－　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　　　　　－－　　　．－－　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

二つ「一一

図12

姦／
図10314号墳出土遺物実測図（縮尺1／4、1／2）
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11．17号墳

l）位置と現状（図版20－1）

17境は本古墳群の内、南側の東西方向に延びる尾根の東端に位置し、17号境を頂点として東西北3

方向に舌状丘陵が派生する。現況で標高約62mを測る。北側に9号填、南側に18号填、西側に20号

境が立地し、中心間の距離でそれぞれ約75m、20m、30m離れているo

調査前の現状は山林で、東西南の3方向が果樹園の造成で雛壇状に開削されていた。

調査は先ず石室を精査し、その主軸に沿って3本のトレンチを掘削し、墳丘の規模と構造を確認し

た。その後表土の除去作業を行い、墳丘遺存状況を調査した。その後、墳丘盛土を除去し、墳丘基底

面、石室掘方、石室基底面の調査を行い破壊した。

2）墳　丘（図104、105、図版20－2～5）

地山整形（図104右）古墳築造に伴う地山整形は、北側の周溝の掘削と東西南側の墳裾の削り出

し、及び墳丘基底面の整地からなるものと考えられる。東西両方向の墳裾は削平され遺存しない。

周溝は墳丘後背面に長さ2m程度遺存する。遺存状況の良好な所で幅2．1m・深さ0．2mを測る。周溝

鹿部の標高は60・8mを測り、石室中心から7．0mを測る。

図10417号墳墳丘遺存状況（左）並びに地山整形測量図（右）（縮尺1／200）
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図10517号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

墳丘基底面の整形は旧表土層の遺存状況から、標高62．0m付近で行われたものと考えられる。

盛　土（図104左）墳丘は殆ど削平される。盛土は地山由来の暗黄褐色砂質土が使用される。

墳丘平面形は、石室の中心と周溝までの距離を反転して直径14mの円墳と考えられる。

石室掘方と墓道　石室掘方は尾根の頂部に南北方向に掘削されるが、大きく削平される。遺存する

面で長さ5．2m、幅2．6m、深さ0・6mを測る隅丸長

方形を呈する。墓道は遺存しない。

3）横穴式石室（図106、図版20－6）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－220　－Wにと

り、南側に向かって開口する横穴式石室である。石

室は腰石を留めるのみである。石室全長は不明で

ある°石材は花崗岩を使用する。

玄　室　石材の抜き取り痕から奥幅190cm、前

推定幅170cm、右側壁長332cm、左側壁長330cmと

推定される長方形平面を呈する。

奥壁腰石は、長さ45～75cm×高さ30cmの割石を

3石横位に並べ、高さが揃えられる。2段目は殆ど

遺存しないが、石材は小振りである。両側壁は石材

の抜き取り痕から腰石5石と推定される。奥壁と

同様に小振りな石材を立てて、横方向に目地が通

る。玄門から羨道にかけては遺存しない。

床面には5～35cm程度の扁平な花崗岩礫で敷石

される。1面確認した。間隙には小礫が充填され

る。奥壁側は撹乱されほとんど遣存しないが、現状

から全面に敷設されたと推測される。石室基底面

標高61．5m

「

〕
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から敷石までの間には、暗黄褐色砂質土が数qm盛られていた。

石室床面下の構造　敷石、埋土を完全に除去し観察した。床面下では周壁に沿って、腰石を安定さ

せるための掘り込みが巡る。また敷石を除去した際、玄室後半部左側壁側の地山面から赤色顔料が少

量検出された。後述する土製模造品と共に、墳丘構築時の儀礼に伴うものの可能性がある。

4）遺　物

遣物出土状況（図版20－7、8）

石室右側壁隅角付近では土師器高坪に土師器小型丸底壷を縮め、須恵器坪蓋で蓋した土器群が出土

した。また耳環3点、刀子1点等も右側壁側から出土した。左側壁側からはガラス製玉類10数点が出

土した。また玄室のほぼ中央よりやや左側で鋒を奥壁側に向けた鉄刀が1口出土した。

Ⅰ区墳丘の地山付近の盛土中から土製模造品が1体出土し、墳丘を構築する際の祭祀行為に伴うも

のと考えられる。この他、表土と石室を掘り下げる際にも土製模造品片が1点ずつ出土した。

遣　物

須恵器（図107）　坪（蓋、身）、高坪、腺、平瓶、捏瓶、甕が出土した。

坪蓋（1、2）1は復元口径14．6cmを測る。端部に段の痕跡あり。2は口径14．1cm、器高4・8cmの完

形品で18の蓋。天井部へラ削りl／2に及び目線部に段が残る。焼成良好で灰色を呈す。

杯身（3～8）3、4は鹿部へラ削り。5は受部復元径15．0cm。鹿部へラ削りl／2強。6は立上がり低

く内傾。7は復元口径12．7cm、受部径15・0cm。立上がりやや高く内儀、口縁部の段明瞭。鹿部へラ削り

2／3。8は復元口径12．9m、受部径15．0cm。立上がり短く内傾し、口縁部丸く収む。

高杯（9、10、13～15）9は師部片でナデの後下半に波状文施文。10は脚部片で形状不明の透しが

あり、下位をカキ目、上位ナデ。13は復元口径13．8cm、脚部裾径10．7cm、器高7．7cmを測る。脚部開き

段を持ち端部外方へ延びる。坪口唇部は平坦。坪鹿部及び脚部上半にカキ目、他はナデ。14は脚部に

緩い段があり、全面ナデ。15は坪鹿部にカキ目、他はナデ。

腺（12、16）12は胴部最大径10．2cm。鹿部はへラ削り、他はナデ。16は胴部最大径9．6m。胴部

に二条の沈線を巡らせ、その間を櫛歯の平行線文で施文。一部カキ目残存。他はナデ。

平瓶（11）平瓶もしくは提瓶等の瓶類の口頸部片と考えられる。ナデ調整する°

提瓶（22）胴部最大径25．6cmを測り、前面にカキ目、背面にへラ削り調整o内器面背部に指頭押

圧痕あり。肩部に環状の耳が付きナデられている。焼成甘く淡灰黄褐色を呈す。

甕（19、20）小型2個体出土。19は口頸部片で内．外器面にナデ。20は胴部外器面に擬格子夕タ

キの後カキ目、内器面青海波文当て具痕。口頸部は外反しナデ調整。ヘラ記号あり。

土師器（図107）　高坪、小型丸底壷がある

小型丸底壷（18）口径10・8cm、器高15・Ocm、胴部最大径15．7cmの完形品。口縁部短く外反しナデ。

胴部外器面は縦方向のへラ磨き、内器面は横方向のへラ削り、内鹿部はへラナデ。焼成良好。

高杯（21）21は口径24．8cm、器高24．3cmの完形品。師部は口縁部が大きく外反する。

土製模造品（23～25）3点出土し、全て手捏ねで土師質である。23は全長8．0cm。目、鼻孔・口を

尖った棒状の工具で刺突して凹ませ、頭側を摘み出し耳もしくは聾を表現する。胴部中央から両手を

大きく横に広げる°鹿部は平坦だが水平でない。股間部分に粘土粒を貼り付け男性器らしき表現があ

ることから、男性人形と考えられる。24は残存高4・6cm。形状から形代の頭部片と考えられる°顔面の

表現はないが、正面が高く鼻の表現とも捉えられる。その下には赤色顔料が薄く残り、下方を棒状の
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工具で2カ所刺突している。人形か動物形か明確にできない。25は残存高3．2cmを測る。鹿部は平坦で、

上方が大きく膨らんでおり、人形の一部とすれば妊婦または男性器の表現の可能性もある。

武　器（図108）

鉄鏃（5）　平造三角形で、鏃身幅3．6cmを測る。鋒は欠損する。

鉄刀（1、6～12）1は鉄製鞘尻で厚さ0．1cmの鉄板を断面楕円形に曲げ、尻部に鉄板を合わせ2本

の鋲で留める。表面に布痕が観察される。6～12は刀身部片で厚さ0・8～1・0cm。9は刀身元幅3・9cm、同

厚1．0cm、茎部口幅2．5cm、同厚0．8cm。片関で茎部に目釘孔1カ所残る。lOは茎部残存長13・2cm、同尻

幅1・7cm、同厚0・8cm。断面方形で一文字尻、目釘孔2カ所残存。11は残存長13．4cm、刀身元幅3・Ocm、

同厚0．8cm°断面楕円形、長径3・5cmの組残存。茎部断面方形を呈す。

工　具（図108）

刀子（2～4）　2は厚さ0．3cmの刀身部片、3は厚さ0．3cm茎部片である。4は残存長15・2cm、刀身部

長13．0cm、同元幅1．8cm、同厚0．4cm、茎部口幅1．1cm、同厚0・4cmを測る。フクラ切先で茎部断面方形

を呈す。断面倒卵形で長径1．9cmの柄縁金具が残る。

装身具（図108）　後事で詳述する。

ガラス製玉類（13～34）13は粟玉、14～34は小玉である。

碧玉製管玉（35、36）　両者とも長さ25・3cm、直径0．8cmを測る。色調は鉄色等の青緑系統。

瑠璃製勾玉（37）　長さ3．2cmを測る。

耳環（38～41）　石室から4点出土した。

12．18号墳

1）位置と現状（図版21－1）

18墳は17号墳から南東方向に延びる丘陵斜面に立地し、現況で標高約59mを測った。

調査前の現状は山林で、周辺は果樹園の造成によって雛壇状に開削される。特に西側は著しい。

18号墳から南東側に位置する19号墳とは中心間の距離で65m程度離れている。

調査は先ず石室を精査し、その主軸に沿って2本のトレンチを掘削し墳丘土層を観察した。その後

表土の除去作業を行い、墳丘遺存状況を調査した。その後、墳丘盛土を除去し、墳丘基底面、石室掘

方、石室基底面の調査を行い破壊した。

2）墳　丘（図109、110、図版21－2、4）

地山整形　周溝内側の基底面の整形は旧表土層の遺存状況から、標高58・5～59．3m付近で行われた

ものと考えられるが、他の地山整形及び墳丘盛土の状況は、地形の改変が著しく不明である。

盛　土　石室の裏込めが遺存するのみで、墳丘基底面より上は削平されている。

石室掘方と墓道　破壊が著しく不明確であるが、石室掘方はこの丘陵の等高線に対して斜め方向に

掘削されたと推定される。墳丘を完全に除去し確認したが、玄室奥壁右隅角部分しか遣存していない。

石室の中軸線で反転すると、掘削面で、長さ3・2m、幅2．4m程度と推定されるが不明確である。深さ

は1．4mを測る。墓道は遺存しない。

墳丘平面形及び規模は不明である。

－124－



3）横穴式石室（図111、図版21－3）

本境の埋葬施設は、南側に向かって開口する両

袖式単室の横穴式石室と考えられる。玄室主軸は

S－14．5。－W付近と推定される。石室は果樹園

の造成で半壊し、奥壁及び右側壁のみ遺存する。

石室全長は右壁で226cmを測る。各部の石材には

花崗岩を使用している。尚、調査時点で既に石材

が内側に大きく傾き、崩壊しかかっていた。

玄　室　奥推定幅134cm、前推定幅110cm（中軸

線より反転）、右側壁長155cmを測る長方形平面と

推定される。奥壁は幅30～45cm×高さ70～85cm

の転石及び割石を立てて使用している。3石遺存

する。右側壁は長さ50cmx高さ40cmの石材を横

位に3石置いて腰石としている。

玄門右袖石には幅30cmx高さ80cmの割石を立

て、袖幅13cmを測る。

床面には10～35cm程度の扁平な礫で敷石が1

面敷設される。石室基底面から敷石までの間に

は、地山由来の暗黄褐色砂質土が5cm程度盛られ

ていた。

羨　道　羨道は右側壁が一部遺存するのみで

ある。神石から墓道側には長さ30cm程度の転石が

横位に2石積まれていた。梱石は確認されなかっ

た。

閉塞施設　閉塞施設は羨道部に僅かに遺存し

ていた。20～40cm程度の花崗岩が3段、高さ30cm

程積まれていた。閉塞石の位置は玄室側で奥壁中

央から222cm、墓道側で255cmを測る°

石室床面下の構造　石室床面下の構造につい

ては、敷石、埋土を完全に除去して観察した。羨

道右側壁と玄室右側壁の羨道側にのみ、腰石を安

定させるための掘り込みが巡る。根石はない。

4）遺　物（図112）

遺　物　墳丘の表土層と石室から須恵器坪蓋、

高坪、壷、平瓶等の破片が数点出土した。

須恵器

図10918号墳墳丘遺存状況図（縮尺1／200）

図11018号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

標高58．0m

・訂
図111
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13．19号墳

1）位置と現状

杯蓋（1、2）1は口径15．2cm、器高3．1cm°目線

部屈曲し短く下方に延び、外器面浅い凹線が一条巡

る°天井部へラ削り3／4、頂部円錐状にやや尖る低い

ボタン状の摘みが付く。体部から口緑部ナデ。天井

部内面不整方向のナデ。焼成良好で青灰色。石室か

らの出土品。2は復元口径15cm、口縁部は屈曲し短

く下方に延びる。天井部へラ削り2／3、体部から口緑

部ナデ。焼成良好で青灰色。

高杯（3、4）脚部に形状不明の透しあり。4は坪

部外器面に櫛歯平行線文を2段に施文。

壷（5）胴部最大径14．0cmを測る°下半にカキ目、

上半ナデ。内器面ナデ。

平瓶（6）　鹿部片で内器面．外器面ナデ。

図11319号墳墳丘遺存状況（左）並びに地山整形測量図（右）（縮尺1／200）
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19号墳は、17号境を起点として南東側に派生する丘陵上に立地し、本古墳群の内、最も南東側に位

置するo更に尾根を下ると元岡古墳群M群が立地する。現況での標高は53m程度を測った。

調査前の現状は山林で、東西両方向は果樹園の造成で開削され雛壇状を呈していた°墳損部は石材

が露出し古墳であることがすぐに判明した。

調査は、内部主体を精査しその主軸に沿って3本のトレンチを設定して墳丘の構造と規模を確認し、

墳丘遺存状況、地山整形面、石室基底面まで調査した後破壊した。

2）墳　丘（図113、114、図版22－1、2）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、北側の周溝の掘削と東西南側の墳裾の削り出し、及び墳丘

基底面の整地からなるものと考えられる。しかし、周溝鹿部のごく一部を留めるのみで、他の状況は

不明である。

周溝は遺存状況の良好な所で幅4・5mを測る。周溝鹿部の標高は51．0m付近で、石室の中心から8・0

mを測る。周溝内側の基底面の整形はトレンチの土層断面観察から52．2～52．5m付近で行われたもの

と推定される。古墳築造以前の旧表土層は墳丘Ⅰ区の一部、標高52・2m付近で観察された。

盛　土　盛土は、壁石の裏込めと墳丘基底面より上部の盛土がきわめて一部残るのみである。裏込

めは、地山由来の黄褐色砂質土や橙褐色粘質土で行われる。墳丘基底面より上部には黄褐色砂質土や

暗褐色土が盛られ、非常に固く縮まっている。

墳丘平面形は石室の中心から周溝鹿部までの距離を反転して直径16mの円墳と考えられる。

石室掘方と墓道　石室掘方は尾根筋に対して平行に掘削され、墳丘を完全に除去し確認することが

できた。大きく削平されているが、玄室部分で長さ4．5m、幅3・6m、深さ0・4mを測る隅丸長方形を呈

する。これに羨道部分の掘方が連接するが、羨道の形状に合わせて「ハ」字形に開いている。

3）横穴式石室（図115、図版22－3、4）

本境の埋葬施設は、南側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石室である。玄室主軸はS一11．5°

－Eと推定される。石室は大きく破壊され腰石を留めるのみである。石室全長は左壁で511cmを測る。
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石材には花崗岩を使用している°

玄　室　奥壁幅244cmを測り、前壁幅175cm、左側壁長348cmと推定される。羽子板平面を呈すると

考えられる。

奥壁腰石は長さ80cm～lOOcmx高さ50cmの割石を横位に立て、横方向に目地が通る°抜き取り痕と

根石の状況から、やや小振りの石材を3石使用したものと推定される。2段目以上は遺存しない。

右側壁は3石、左側壁は1石遺存する。左右両側壁にはその抜き取り痕からそれぞれ腰石に各3石．

4石を使用していたと推定される。壁体の構築方法は奥壁と同様であるものと推定され、l段目は横方

向に目地が通っている。

玄門部左袖石は幅50cmx高さ130mの転石を立てて使用している。右袖石は遺存しない。

床面には5～25cm程度の扁平な礫で敷石が施される。1両確認した。玄室前半は撹乱されほとんど遺

存しないが、現存する敷石の状況からみて全面に敷設されていたと推測される。遺存する部分はやや

小振りの石材を多用し、緊密で間隙には小礫が充填される。また、奥壁から50～60cmの部分に、長さ

30～50cm程度の扁平な花崗岩を6石立てた屍床と考えられる仕切がある。石室基底面と敷石の間には、

暗橙褐色粘質土が5cm程度盛られていた。

羨　道　羨道は左側壁のみ遺存する。長さ161cmを測り、墓道に向かって開くいわゆる「ハ」字形を

呈する。玄門石材のみ大振りで、他は小振りな石材が用いられる。石材の状況から天井石は玄門部の

みに構乗ざれたものと推定される。梱石、閉塞施設は遺存しない。

石室床面下の構造　石室床面下の構造については、敷石、埋土を完全に除去して観察した。玄室の

床面下では腰石周壁に沿って腰石を安定させるための掘り込みが巡り、根石も確認された。

標高53．0m

鉄
器
出
土
状
況
部
分

図11519号墳石室実測図（縮尺1／60）
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4）遺　物

遺物出土状況（図116、117、図版22－5～8）

石室床面は前半部を中心に大きく撹乱されており、原位置を留める遺物は少ない。奥壁側の屍床で

は、右隅角付近から多量の鉄鏃片が、また仕切石際に鉄刀が鋒を左側壁側に向けて副葬されていた°

また左側壁側からは土師器1点と耳環l点、碧玉製管玉、ガラス製小玉等が散乱して出土しており、

このことから初葬と考えられる被葬者は頭位を西に向けて埋葬されたと推定される。仕切石より手前

からは装身具類が数カ所からまとまって出土した。A群は石室前半のやや右側壁寄りから碧玉製管玉

10数点とガラス製小玉数点が断続的に出土した。頸飾として被葬者の身に付けられていたものと推定

される。B群は右側壁際の仕切石付近から約40点がまとまって出土した。これもまた頸飾と推定され

るが、装身の状況は不明。C群は左側壁側からガラス製玉類等が10数点まとまって出土した。

遣　物

須恵器（図118）　坪（蓋、身）、蓋、提瓶、短頸壷、長頸壷、甕等がある。

坪蓋（1～9）1は口径11・8cm、器高5．1cm。天井部丸くはぼ全面に丁寧なへラ削り。口縁部との境

界に明瞭な稜が付く。口縁部はほぼ直下に下がり端部に段を有す。焼成良好で灰色を呈す。2は復元口

径11．5cm、器高5．1cm。天井部丸くはぼ全面に丁寧なへラ削り。口縁部との境界に明瞭な稜が付く。口

縁部は直下に下がり端部に段を有す。焼成良好で灰色を呈す。3は口径11・5cm、器高4．1cmの完形品。

天井部へラ削り3／4に及び、口縁部との境界に浅い凹線が巡る。口縁部は直下に下がり端部の段は退

化。焼成良好で灰色を呈す。4は復元口径12・0cm。天井部と口縁部の境界の稜やや退化。口縁部は外反

し端部の段は不明瞭。焼成良好で灰色を呈す。5、6は順に復元口径12・8cm、13．0cm。天井部へラ削り。

天井部と口縁部の境界に明瞭な稜が付く。口緑部外反し端部に段を有す。焼成良好で灰色を呈す。7、

8、9は天井部へラ削り。焼成良好で灰色を呈す。

坪身（10～15）10は口径10．3cm、器高4．4cm、受部径12．3cm。鹿部へラ削り調整4／5強に及び、立

上がり高くやや内傾し、口縁端部に段が付く。焼成良好で灰色を呈す。鹿部にヘラ記号あり。11は復

元口径12・0cm、受部径14・0cm。立上がり高くやや内儀し、口縁端部に退化した段が付く。焼成良好で

灰色を呈す。12は復元口径11・0cm、受部径13．0cm。立上がりやや高く内傾し、言縁端部に段が付く。

焼成良好で灰色を呈す。13は復元口径10・8c臥受部径13・1cm。立上がり高くやや内偵し、日録端部に

退化した段が付く。焼成良好で灰色を呈す。14は復元口径11．4cm、受部径13・9cm°立上がりやや高く

内傾し、言縁端部に退化した段が付く。鹿部へラ削り。焼成良好で灰色を呈す。15は受部径13．0cm。

鹿部へラ削り調整2／3に及ぶ。焼成良好で暗灰色を呈す。

蓋（16～18）16は復元口径9・Ocm、器高3・2cm。天井部未調整。口縁部は直下に下がり端部の段不

明瞭。焼成良好で暗灰色を呈す。17は口径9．3cm、器高4．0m。天井部へラ削りほぼ全面に及び、頂部

凹んだボタン状の高い摘みが付く。口縁部かえりは端部より突出°焼成良好で灰色を呈す。18は口径

10．5cm、器高4．8cm。天井部へラ削り1／2に及び、ボタン状の高い摘みが付く。口縁端部に退化した段

が付く。焼成良好で灰色を呈す。

提瓶（21、23、27～30）　21は口径9・4cm。高塀の脚部片の可能性あり。23は復元口径10．0cmの頸

部片。一条の凹線巡る。27は胴部最大径8．2cm。胴部扁平でレンズ状を呈す。成形後、前面に粘土盤を

貼り成形。前面に圏線を2周巡らせ、その間櫛歯平行線文施文。背面へラ削りの後ナデ。内器面ナデ。

焼成良好で灰色を呈す。28は言頸部が嘲爪状に外反し、言縁部に一条の凹線巡る。胴部の前面は膨ら

みがなく扁平に近い。成形後、背面に粘土盤を貼り成形。前面及び背面はカキ目、側面はナデ。口頸
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部から肩部は接合後にカキ目、言緑部及び内器

面ナデ。焼成良好で暗灰色を呈す°29は成形後、

背面に粘土盤を貼り成形。胴部全面にカキ目、口

頸部ナデ。内器面ナデ°肩部に突起状の耳が付

く。焼成良好で灰色を呈す。30は胴部最大径23・

0cm。胴部の前面は膨らみがなく扁平に近い°成

形後、背面に粘土盤を貼り、鹿部へラ削り。前面

に同心円状に櫛歯平行線文を3周施文。背面は

圏線を3周巡らせ、その間波状文施文。肩部に環

状の耳が付く。内器面指頭押圧見られる°焼成良

好で灰色を呈す。

短頸童（19、20）19は復元口径6・6cm、器高

7．9cm、胴部最大径11・2mを測る。口頸部短く直立

し肩部は丸味をもって移行。鹿部へラ削り、上半

口縁部までカキ目の後ナデ。焼成良好で暗灰色

を呈す。20は復元口径8．4cm、器高9・4cm、胴部最

大径12・7cmを測る。口縁部は短く内傾し鹿部平

敏

感

0　　　　　　　　　20cm

と－⊥一一一一一一一一一．∃

図11619号墳石室鉄器出土状況図（縮尺l／10）

底。肩部以上ナデ、以下カキ目、下半は荒いへラ

削り。内器面ナデ。焼成良好で暗灰色を呈す°

長頸壷（22、25）　22は頸部片で外器面下位にカキ目、上位に波状文施文。25は口径19．4cm、器高

24．0m、胴部最大径20・8cmo口頸部外反し、言縁部肥厚。外器面ほぼ中央に一条の凹線を巡らせ、その

上下に波状文施文。胴部最大径は上位にあり、肩部丸味をもって移行し、鹿部丸底。胴部外器面擬格

子タタキ、内器面青海波当て具痕。焼成良好で灰色を呈し、肩部を中心に鴛茶色の自然釉が付着。

甕（26）　口縁部片で口唇部に一条の凹線が巡る。カキ目調整の後ナデ調整。

土師器　坪1点がある。

i

H編

Q

貯
留

匂

！警

図11719号墳石室装身具類出土状況図（縮尺1／8）
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図12319号墳出土装身具類実測図（縮尺1／1）

0　　　　　　　　　　　　　　　　3cm

杯（24）　復元口径13．0cmを測る。鹿部斜め方向のへラ削り調整、他はナデ調整する。

武　器　　　

鉄鏃（図119－1～34）　鏃身の形状に分けて以下記述する。

圭頭形（1）　全長9．2cmを測る短頸鏃。鏃身部は平造、角関で茎部に柄の下地が残る。

柳葉形（2～4、6、7）　2は短頸箆被片鏑造で逆刺が付き、頸部関は台形を呈す。3は短頸箆被片丸

造で鏃身部は角関を呈す。4は両丸造で頸部関は台形関を呈す。6、7は片鏑造で逆刺が付く。7は別個

体の頸部が錆着する。鏃身長は2・2～3・2cmを測る。

長三角形（5）　鏃身長2．4cmを測る鏃身部片である。片鏑造で角関を呈する。

三角形（8～10）　8は片鏑造で角関、9は両丸造で角関を呈する。10は片鏑造で逆刺が付く。鏃身

長1．7～2．1cmを測る。

片刃形（18～27、29）18～21、25、26は片切刃造、その他は平片刃造である。片切刃造の刃は左

右両方向に見られる。19～22、27は撫関、23は角関を呈する。18、24、25、29には逆刺が付く。鏃身

長は3．2～3．6cmを測る。別個体が錆着したものが多い。

この他、11～17、28、30～34は頸部から茎部片で、数個体の破片が錆着するものもある。頸部断面

は全て方形を呈し、30、31が角関、その他は台形関。茎部断面は13のみ円形、その他は方形。矢柄の

木質が遺存するものもあり、11は上部から幅0．3cmの木皮を螺旋状に巻き付けている。

鉄刀（図119－35、図120－8）　35は残存長5．7cmの切先に近い刀身部片で、厚さ0．7cm。8は残存

長43．1cm、刀身長36・4cm、同元幅2．6cm、同厚0・65cm、茎部厚0・8cm。カマス切先で刀身は中程より曲

げられる。幅2．3cm、長径3・1cm、短径1．8cm。断面倒卵形の鈍が残る。茎部断面方形で柄の木質僅かに

残存。　　　　

工　具　　　

刀子（図119�3h��3��ｨ��3h,ﾘﾇ9YI]�,Y�ｹYﾓ��S�6ﾘ��ﾏ｣��S&6ﾘ/��ｨ.��)&ilｩ_ｸﾆ�,Xﾄ��ｸ/�.h+x�#3x,ﾐ

厚さ0・4cmの刀身部片。38は厚0・3cmの刀身部片でフクラ切先。39は残存長11・2cm、刀身元幅1．9cm、

同厚0・4cm、茎部厚0．4cmを測る。研ぎ減りが観察される。茎部断面方形で幅1．5cm、長径1・9cm、短径

1・2cmを測る断面倒卵形の柄縁金具が残る。

馬　具（図120－1～7）
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鉄製楕円形鏡板付轡（1、4～7）一具であるが接合しない。鏡板は短径6．5cmを測り、周辺に幅0．

6cmの縁金を巡らし鋲留する。鋲頭は半球形で径0．2cmを測り、0．8cm間隔に打たれるo街は1本の長さ

9・9cmの二連街で嘲金は径2・2cmの円形、街先は長さ2．6cmの滴形を呈する。引手は二条線造で全長16．

7cm、引手壷は径2・8cmの円形を呈する。鏡板との連接部は錆により観察が不可能である。衝と引手は

鏡板の外側で遊環を介在させ連結されると考えられるが、脱落し遺存しないo

鉄製絞具（2）高さ4．7cm、幅3・0cmを測る。刺金と基部の横軸は別造りで輪金に挟み込むo

鉄製吊手金具（3）　吊手部幅1・6cm、同高1．5cmを測る五角形を呈し非常に薄い。径0．4cmの頭が平

らな鋲が3カ所に打たれる。基部には幅0・4cmの責金具が残る。

装身具（図121～123）　後事で詳述する。

ガラス製玉類（図121、122－1～57）1～14が粟玉。15～144、図122－1～46が小玉、47～57が丸

玉である。

碧玉製玉類（図122－58～81）長さ1．2cm～2．9cm、径0．5～0．95cmを測る。色調は松葉色や木賊色等

の暗い灰みの緑色系統の他、白線もある。穿孔は60、61が両方向から、他は片方から行われる。

請翠製玉類（図123－7）　高さ2・7cmを測る。穿孔は片側からで、表面は丁寧に研磨される。

耳環（図123－1～6）　6点出土した。

14・20号墳

1）位置と現状

20号境は17号境から西に展開する丘陵上に立地する。20号境から南西側の21号墳とは中心問の距

離で45m程度離れている。

調査前の現状は山林で、南北の2方向は果樹園の造成で開削され雛壇状を呈していた。墳頂部は1m

程度陥没し、内部主体が破壊されていると予想された。現況での墳頂部の標高は約58mを測った。

調査は、内部主体を精査しその主軸に沿って3本のトレンチを設定して墳丘の構造と規模を確認し、

墳丘遺存状況、地山整形面、石室基底面まで調査した後に破壊した。

2）墳　丘（図124、125図版23－2～6）
ヽ

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、丘陵側すなわち東側の周溝の掘削と、西側の墳裾の削り出

し、及び墳丘基底面の整地からなるものと推定される。

周溝は墓道から丘陵側にかけて約半周していたと考えられるが、長さ5．5m程しか遺存しない。地山

整形時の周満幅は遺存状況の良好な所で幅3・5m、深さ0．6mを測る。周溝鹿部の標高は57．0m付近で、

石室の中心から約8mを測る。

墳裾の削り出しほごく一部しか遺存しないが、標高55・7m付近で行われている。

墳丘基底面の整地は、石室を挟んで東側は標高57・7m付近で平坦面を削り出す。また、西側は標高

56．3～57・5mにかけて古墳築造以前の旧表土層が遺存しており、この緩やかな斜面を利用している。

盛　土　墳丘の盛土過程は石室構築における壁石の裏込め的なものと墳丘基底面より上部の墳形を

整えるものの二段階に大きく分けることができる°　しかし周辺が大きく削平され不明な点が多い。第

一段階は地山由来の黄褐色砂質土を墳丘基底面から入れ込む。各層の厚さは約20cm程度であまり締
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図124　20号墳墳丘遺存状況（左）並びに地山整形測量図（右）（縮尺1／200）

まっていない。第二段階の盛土は墳丘基底面より上部に、主に暗黄褐色砂質土と暗褐色砂質土の互層

で版築状に盛土されている。各層の厚さは5～25cm程度で、非常に固く締まっている。遺存状況の良好

な所で墳丘基底面から0・85mを測る。

墳丘Ⅰ・II区では盛土内に外護列石が検出された。本古墳群で外護列石が検出されたのは20号墳の

みである。この列石は、石室の中心から約3mの所で環状に巡らされ、長さ約4・5mが遣存する。標高

57．3m付近に盛土で一旦平坦面を造成した後、標高57．2～57・7m付近に1ないし3段、長さ10～60cm程

度の花崗岩を積んでいる。列石はこの後黒褐色砂質土で被覆される。列石は石室や墳丘の構築過程と

密接に関連があると推定されるが、墳丘と石室の破壊が著しく不明である。

墳丘平面形は周溝鹿部と墳裾間の距離で直径15mの円墳と判明した。

石室掘方と墓道　石室掘方は墳丘を完全に除去し確認することができた。尾根筋の等高線に対して

はぼ平行で、地山整形された部分の中央より1m程度西側に掘削される。破壊が著しく不明な点が多い

が、長さ6．5m、幅5．2m程度の玄門部から次第に窄まっていく隅丸長方形を呈すると推定される。石

室基底面にかけて緩やかに掘削され、深さは1・2mを測る。墓道は遺存しない。

3）横穴式石室（図126、図版23－7）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－35．5。－Wにとり、南西側に向かって開口する両袖式単室の横穴式

石室と考えられる。石室は全壊している。石室全長は530cm程度と推定される。
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図126　20号墳石室実測図（縮尺1／60）

玄　室　石材の抜き取り痕から、玄室は奥壁幅180cm・前壁幅170cm・右側壁長270cm・左側壁長250cm

程度の長方形平面を呈すると推定される。

奥壁はその抜き取り痕より、左から長さ140cm・50cm程度の石材を2石使用したと推定される。

両側壁も遺存せず全く不明であるが、抜き取り痕や根石の状況から・腰石は2石使用し・奥壁側の

石材が大振りであったものと推定される。

玄門部は遣存しない。但し、左袖石が割られ倒れた状態で検出された。長さは130cmを測り・横位に

置かれていたものと考えられる。袖幅は右40cm、左35cm程度と推定される。

床面にはlO～40cm程度の扁平な花崗岩礫で敷石が敷設される。1両のみ確認したが・石材の抜き取

りで大きく破壊される。本来は全面に敷石されたと考えられる。遺存する部分は丁寧に敷石され・間

隙には小礫が充填される。石室基底面から敷石までの間には・淡褐色粘質土が数cm盛られていた。

羨　道　完全に破壊されている。羨道長は右壁240cm以上・左壁260cm以上と推定される。第一梱石

部分で幅112cmを測る。側壁腰石の数は明確にしえない。

床面には2カ所に梱石が配されたと考えられる○第一梱石は・長さ30～45cmの小振りな花崗岩転石

を3石並べている。第二梱石は抜き取られていたが、石室基底面が浅く掘り込まれた部分があり・第
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二梱石の痕跡と推測され、奥壁抜き取り痕からこの前面までの距離は340cm程度と推定される。第一梱

石前面までは452cmを測る。梱石間の距離は90cmを測り、玄室同様に敷石が敷設される°

閉塞施設　羨道部分に設けられた第一梱石の前面に、80×80cmの扁平な花崗岩の板石が倒れた状況

で検出された。閉塞施設前面の石材と考えられるが、この他の閉塞施設は全く遣存していない。

石室床面下の構造　石室床面下の構造については、敷石、埋土を完全に除去して観察した。腰石の

配置は石室基底面を更に掘り下げて、根石を数個置き安定をさせるための根固めを図っている。

4）遺　物

遺物出土状況（図版23－8）石室は大きく破壊されており、原位置を留める遺物は皆無である。撹

乱された石室を中心に土器類、鉄製武器、馬具、装身具等が出土したが、数は少ないo

遺　物

須恵器（図127）　坪（蓋、身）、高坪、腺、捉瓶等がある。

杯蓋（1、2、5）1は口径14．0cm、器高4．0cmを測る。胎土精良で白色細砂、粗砂多く含む。日録部

屈曲し下方へ延びる。外器面へラ磨き、内器面へラナデ。焼成甘く赤焼けで橙褐色。天井部に黒斑あ

り。2は口径13・6cm、器高3・6cmを測る。胎土精良で白色細砂、粗砂多く含む。言綾部屈曲し下方へ延

びる。外器面へラ磨き、内器面へラナデ。焼成甘く赤焼けで橙褐色。5は天井部へラ削り。

杯身（3、4、6）　3は口径12．1cm、器高4．6cm、受部径14．3cmを測る。胎土精良で白色砂含む。立上

がり短く内傾する。外器面へラ磨き、内器面磨滅し不明。焼成甘く軟質赤焼けで橙褐色を呈す。4は口

径12．0cm、器高4．6cm、受部径13・6cmを測る完形品である。胎土精良で白色砂含む。立上がり短く内傾

する。外器面へラ磨き、内器面へラナデ。焼成甘く軟質赤焼けで橙褐色を呈す。6は復元口径14．0cm、

受部径16・0cmを測り、立上がり低く内傾する。

高杯（9）脚部片で明瞭な絞り痕がある。二条の浅い凹線が巡り、その上下をカキ目調整。焼成良好。

腺（13、14）13は復元口径11・8cmを測り、口縁部に段を持つ。14は復元胴部最大径9．6cmを測る。

肩部に一条の沈線が巡り直下に櫛歯の平行線文を施文し穿孔する。肩部以上はナデo焼成良好。

提瓶（15、16）15は器高23．4cm、胴部最大径19・4cmを測る。口頸部嘲爪状に開き、口縁部に一条

の浅い凹線が巡る。胴部前面は膨らみなく扁平。成形後、背面に粘土盤を貼り成形o胴部外器面全面

にカキ目、口頸部ナデ。内器面は青海波当て具痕残り、上からナデ。焼成良好。16は口頸部嚇爪状に

開く。成形後、背面に粘土盤を貼り成形。胴部前面に数条の沈線を同心円状に巡らせ、各区に櫛歯の

平行線文を施文する。背面は荒いへラ削り調整。内器両へラ削り後ナデ。焼成やや甘い。

土師器（図127）　高坪、小型丸底壷がある。

高杯（8、10～12）　8、10、12は脚部片。11は復元脚裾径11．6cmを測る。脚裾部末広がり外方へ延

びる。調整は磨減して不明瞭である。

小型丸底壷（7）　復元口径13．8cmを測る。言縁部外反。磨滅で調整不明瞭。焼成甘く淡橙褐色°

武　器（図128）

鉄鏃（1～17）1は長頸三角形式で鏃身長1．3cmを測り、断面は片鏑造と考えられる。関部の形状は

不明。2，3は無頸平造方頭形で、鏃身長は順に5．3m、5．2cmを測る。関は麻状を呈する。4は片鏑造三

角形で、鏃身長2・1cmを測り二段撫関である。5は平造三角形と推定される。6～13は頸部から茎部に

かけての破片で8、9、11は台形関、その他は麻状関を呈する°14～17は頸部片である。

鉄刀（19、20）19は頸部片で尻幅2．0cm、厚0．4cmを測り一文字尻を呈する°径0・4mの目釘が2カ
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所近接して打たれる。20は鉄製の鞘尻で長さ4．6cm、長径2・8m、短径1・7mを測り、断面倒卵形を呈す

る。端部には幅0・4mの銅製縁金具が巻かれる。内部には鞘の木質が遺存する。

馬　具（図128）

銅製馬鐸（21、22）　2点出土した。21は全高9．0cm、身高7・8cm、紐高1．2cm、裾長径4・7cm、同短

径2．7cmを測る。身断面は偏円形を呈し、裾部は緩やかな弧を描き面取りされる。紐は台形状で断面は

方形を呈し、舌状の孔が穿たれ吊し紐が僅かに残る。身部両面には3．0cmx4・0cmの方形区画内を対角線

で結び、各小区に径0・4～0．6cmの珠文を陽刻で鋳出する。内部に鉄製の細い舌が残る。22は上部を欠

損するが、法量や文様は21と同一で同箔と考えられる。

不明鉄器（18）　高さ3・1cm、幅2．6cm、厚さ0．4mを測り、断面長方形を呈する。

装身具（図128）　後事で詳述する。

碧玉製玉類（23）　高さl・3cm、径0・8cmを測る管玉で、片方から穿孔される。

水晶製玉類（24）　高さ2・4cm、径1．5cmを測る切子玉で、片方から穿孔される。

硬玉製玉類（25）　高さ3・2cmを測る勾玉で、片方から穿孔される。
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15．21号墳

1）位置と現状（図129上）

21号墳は本古墳群の各丘陵を連接する東西の尾根上に立地し、西側に隣接する22号墳とは中心間

で約15m離れている。

調査前の現状は山林で、南北両方向は果樹園の造成で大きく削られていた°墳頂部は陥没しており、

石室石材が露出し踏査段階で古墳であることがすぐに確認された。現況で標高55．5mを測った。

調査は、内部主体を精査し、その主軸に沿って3本のトレンチを設定して墳丘の構造と規模を確認

し、墳丘遺存状況、地山整形面、石室基底面まで調査した後破壊した。

2）墳　丘（図129中、下、130、図版24－1、2、4～6）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、墳裾の削り出し及び墳丘基底面の整地からなる。しかし、

墳丘は大きく削平され墳裾は遺存しない。墳丘基底面の整形は、標高54．0～54・7m付近で行われてい

る。墳丘Ⅰ～IV区に古墳築造以前の旧表土層が遺存していた。また、この層中には炭化物の細片が混

入していた。

盛　土　墳丘の盛土過程は大きく二段階に分けることができる。第一段階は石室構築における壁石

の裏込め的なもの、第二段階は墳丘基底面より上部の墳形を整えるものであるが、遺存状況は良好で

ない。

第一段階の盛土は地山由来の橙褐色粘質土や暗褐色砂質土を、5～20cmの厚さで腰石の設置と並行し

て墳丘基底面側から入れている。これらの層はあまり締まっていない。

第二段階は墳丘基底面より上部に、5～20cm前後の単位の黄褐色砂質土と黒褐色砂質土の互層で版築

状に盛土される。遺存状況の良好な所で、墳丘基底面から0・6mを測る。

墳丘規模及び平面形は不明である。

石室掘方と墓道　石室掘方は、東西の尾根筋の等高線に対してほぼ平行に掘削される。墳丘を完全

に除去し確認した。石室掘方は地山整形された部分に掘削され、墓壙は奥壁側がやや開く隅丸正方形

を呈し、掘り込みは浅い。掘削面で長さ3．7m、幅3・5m、深さ0．3mを測る。墓道は遺存しない。

3）横穴式石室（図131、図版24－5～8）

本墳の埋葬施設は玄室主軸をN－83．50－Wにとり、西側の丘陵側に向かって開口する両袖式単室

の横穴式石室である。石室は半壊している。石室全長は左壁で327cmを測る。

玄　室　奥壁幅214cm、前壁幅165cm、右側壁長234cm、左側壁長223cmを測る正方形平面を呈する。

使用される石材は全て花崗岩の転石及び割石で、平坦面を玄室内部に向けている。壁体の構築は各壁

体共に共通しており、横方向に目地が通っている。

奥壁腰石は長さ100cm程度の転石を2石横位に配する。左側の石材がやや大きく、側壁に挟まれる。

右側壁は長さ100～130cmの石材を横位に2石配し、袖石との間にこれらの根石として小振りな石材

を斜め方向に配置している。

左側壁も同様の石材で同様の構築方法だが、左側壁に長さを合わせるため30cm程度の石材を使い、
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図129　21、22号墳墳丘測量図（上）、墳丘遺存状況図（中）、地山整形測量図（下）（縮尺l／200）
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図130　21号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

腰石は都合3石となる。奥壁側は左袖石の高さで2段目の目地を揃えている。左側壁は内傾する。

玄門部は両袖である。高さ80cm程度の石材が直立している。袖幅は右24cm、左54cmを測る。

床面には、奥壁側右隅角付近に5～30cm程度の扁平な花崗岩礫の敷石が数個残っていた。石室基底面

から敷石までの間には、淡褐色砂質土が5cm程度盛られていた。築造時の状況は不明確である。

羨　道　左壁の遺存状況は良好であるが、右壁は袖石のみ遺存する。左羨道長は96cmを測る。奥幅

は70cmを測り、「ハ」字形に開く。石材は20～40cm程度と小振りである。腰石は旧表土層上に置かれ、

墓道に向かうにつれて据えられる位置が高くなるが、これは本来の墓道の立ち上がりにあわせたもの

であろう。また、上部では横方向に目地が通る。墓道側の石材は小振りなものを使用しており、天井

石は袖石部分にのみ構架されたものと推定される。

袖石部分の床面にlカ所梱石が配される°梱石には、長さ70cmx幅40cmx高さ15cmの扁平な板状の

花崗岩割石を横位に置いて使用している。奥壁中央部から梱石前面までの距離は235cmを測る。

閉塞施設（図132）　梱石を根石とした閉塞施設がある。閉塞石は梱石の上に、幅65×高さ70cmの

扁平な花崗岩板石を立て、両袖石側に長さ10～25cm程度の礫を充填している。閉塞施設の位置は、玄

室側では奥壁中央部から251cm、墓道側では279cmで、その間28cm、高さ70cm分遣存する。

石室床面下の構造　石室床面下の構造については、敷石、埋土を完全に除去して観察した。玄室の

床面下では腰石周壁に沿って、腰石を安定させるための掘り込みが巡る。その鹿部には、更に腰石を

安定させるための根固め石が置かれている。

4）遣　物

遺物出土状況　墳丘及び撹乱された石室から須恵器坪（蓋、身）が4点出土した。また表土から明
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図13121号墳石室実測図（縮尺1／60）

青花片が、墳丘盛土から弥生土器甕片が出土している。後者は30節に

掲載した。

遺　物

須恵器（図133）

杯蓋（1）　復元口径15．0cm、器高4・7cmを測る。天井部ほぼ全面に

＼
へ
三
－
㎡

0　　　　　　　　1m
「．．．．i　　－」

図132　21号墳閉塞施設実
測図（縮尺1／60）

図133　21号墳出土遺物実
測図（縮尺l／4）

へラ削り調整するが磨滅激しい。体部との境界に稜が付き、口縁部丸く収める。焼成甘く淡灰色を呈

す。

珎身（2～4）2は復元口径12．0cm、器高5・6cm、受部径14．4cmを測る。鹿部へラ削り3／4に及ぶ°

口縁部高く僅かに内儀し端部に段が残る。焼成良好で灰色。3は復元口径12．4cm、受部径15・1mを測る。

口縁部やや高く内傾し、端部尖り気味。焼成甘く淡灰色°4は口径12．5cm、器高4・0cm、受部径14・9cm

の完形品。鹿部へラ削り2／3に及ぶ。口縁部短く内儀°焼成やや甘く淡灰色。

16・22号墳

l）位置と現状（図129上）

22号境は21号境の西側の尾根上に立地する。約40m西側には23号境が隣接する。

調査前の現状は山林で、南北両方向は果樹園の造成によって大きく削られていた。墳頂部は石材が

露出し、踏査段階で古墳であることがすぐに確認された。現況で標高55．5mを測った。
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調査は、内部主体を精査し、その主軸に沿って1本のトレンチを設定して墳丘の構造と規模を確認

を図った。墳丘遺存状況、地山整形面、石室基底面まで調査した後破壊した。

2）墳　丘（図129中、下、134、図版25－1、2）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、東側の周溝の掘削、南北及び西側3方向の墳裾の削り出し、

及び墳丘基底面の整地からなるものと考えられる。しかしながら墳丘は大きく削平され、東側の周溝

の鹿部を辛うじて留めるのみで、この他の地山整形の状況は不明である。周溝は最も遺存状況の良好

なところで幅2・15m、深さ0．45mを測る。

盛　土　盛土は壁石の裏込めのごく一部を留めるのみで、完全に削平されている。裏込めの土は暗

褐色粘質土で行われる。墳丘平面形は周溝鹿部から反転して直径12mの円墳と考えられる。

石室掘方と墓道　石室掘方は、尾根筋の等高線に対してほぼ平行に掘削されるが、大きく削平され

ている。特に北半は雛壇状に開削され遺存しない。深さ約0．5mが遺存し、鹿部は石材の輪郭に合わせ

て地山を掘り込んでいる。墓道も遺存しない。

3）横穴式石室（図135、図版25－2～4）

本境の埋葬施設は玄室主軸をN－89。－Wにとり、西側の丘陵側に向かって開口する単室の横穴式

石室と考えられる。石室は半壊している。石室残存長は左壁で272cmを測る。

玄　室　右半が完全に削平され、構造や規模について明確にしえない点が多い。右側壁長は238mを

測る。石室の中軸線に設置されたと考えられる梱石から反転すると、奥壁幅192cm、前壁幅168cmの長

方形平面を呈すると推定されるが、推測の域を出ない。石材は全て花崗岩の転石及び割石で、平坦面

を玄室内部に向けている。

奥壁は長さ60～70cmの転石を2石横位に配するが、本来は3石据えられたものと推測される。

右側壁の構築も奥壁と共通しており、長さ70～80cmの石材を横位に3石配し腰石としている。奥壁

と右側壁は、石室基底面から30～45mの高さで横方向に目地が通る。各壁体はやや内傾する。

玄門部は右袖石のみ遣存す

標高56．0m

標 高 5 5 ．0 m

／
ぺヽ

iご「－
－ゝr ＼ ，一

．ア ・
／

／

標 高 5 4 ．0 m

＝ ＝ ニ／ フピ ゝ －

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

図134　22号墳墳丘断面図（縮尺l／100）
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る。高さ0・8m程度の石材が直

立している。袖石と側壁との

間には長さ30cm程度の石材

が置かれていたと考えられる

が遺存しない。袖幅は57cmを

測る。

床面には石室前半にのみ敷

石が僅かに遺存する。lO

～30cm程度の扁平な花崗岩礫

が使用される。石室基底面か

ら敷石までの間には、地山由

来の暗褐色砂質土が数cmから

15cm程度盛られていた。



羨　道　羨道は完全に破壊され遺存

しない。床面には袖石部分lカ所に梱

石が配される。梱石は長さ40cm×幅

35cmx高さ20cmの不整形な花尚岩を

横位に置いている。右袖石との間には

小振りな礫を充填する。奥壁中央部か

ら梱石前面までの距離は250cmを測

る。

閉塞施設　梱石を根石とした閉塞施

設がある。閉塞石は梱石の上に、20

～30cmの小振りな花崗岩を積んでお

り、3段程遺存する。閉塞施設の位置

は、玄室側では奥壁中央部から259cm、

墓道側では299cmで、その間40cm、高さ

35cmが遺存する。

石室床面下の構造　石室床面下の構

造については、敷石、埋土を完全に除去

して観察した。玄室の床面下では腰石

」草
uS．SS筆勢

図135　22号墳石室実測図（縮尺1／60）

周壁に沿って・腰石を安定させるための掘り込みが巡る。その鹿部には、更に腰石を安定させるための

根固め石が置かれている。

4）遺　物

須恵器細片が少量あるが、図化に耐えない。

17．23号墳

1）位置と現状（図136上）

23号境は・本古墳群の南北方向の各丘陵を連接する東西方向の尾根のほぼ中央に立地する。西側に

は25号境が隣接し・中心間の距離で約25m離れている。現況で標高60mを測り、周辺で最高所に位
置する。

調査前の現状は山林で・東西両方向及び北側は果樹園の造成によって大きく削られていた。石室は、

近世初頭の石材の抜き取りによって大きく破壊されていた。

23号境の調査は・内部主体を精査し・その主軸に沿って2本のトレンチを設定して墳丘の構造と規

模を確認し・墳丘遺存状況・地山整形面、石室基底面まで調査した後破壊した。

2）墳　丘（図136中、下、137、図版25－5～8）

地山整形古墳築造に伴う地山整形は・周辺の削平が著しいため不明である。但し、墳丘基底面の

－149－



図13623号墳墳丘測量図（上）、墳丘遺存状況図（中）・地山整形測量図（下）（縮尺1／200）
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図137　23号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

標高59・5m

／

図138　23号墳石室実測図（縮尺1／60）

－≡－≡一一≡一芸－：萱箋

－，ニーつ≠10cm
図139　23号墳出土

須恵器実測図
（縮尺l／4）

整地は、古墳築造以前の旧表土層から、標

高59・2～59．6m付近で行われたものと推

定される。

盛　土　盛土の構築過程は大きく二段

階に分けることができるが、墳丘は大きく

削平されごく一部が遺存するのみである。

第一段階は石室構築における壁石の裏

込め的なものである。厚さ5～20cm程度の

黒褐色と黄褐色の砂質土の互層をなし、墳

丘基底面から入れ込まれている。

第二段階は墳丘基底面より上部の天井

石の被覆と墳形を整えるものである。幅5

～10cm単位の黒褐色と黄褐色砂質土の互

層をなし、版築状に固く縮まっている。地

山由来の黄褐色砂質土に黒色土の小ブ

ロックが混入した層が主体である。遺存す

る盛土を観察する限り、平坦面を確保しな

がら盛土されている。

墳丘平面形及び規模は不明である°

石室掘方と墓道　石室掘方は削平され

殆ど遺存しない。隅角は丸みを帯びる。深

さは0．6mである。墓道も遺存しない。

3）横穴式石室（図138、図版25－8）

本墳の埋葬施設は横穴式石室と考えら

れる。開口方向は南もしくは西側で、玄室

主軸は不明である。石室は大きく破壊され

腰石の一部を留めるのみである。

玄　室　構造や規模については不明である。長さ60～110cmの花崗

岩を横位に立てて腰石としている。東側側壁は175cm、北側側壁は

215cm遺存しており、いずれかが奥壁と考えられる。使用される石材は

全て花崗岩の転石及び割石で、東側の腰石に鉄錆が付着していた°東側

の腰石と、北側側壁の2段目以上の石材は原位置から少しずれている。

両壁体は横方向に目地が通るように構築されたものと考えられる°床

面には北側側壁の傍に10cm程度の花崗岩転石が1個遺存していた。敷
1

石の可能性が考えられる。羨道及び閉塞施設は遺存しない。

石室床面下の構造　石室床面下の構造については、敷石、埋土を完全

に除去して観察した。玄室の床面下では腰石周壁に沿って、腰石を安定

させるための掘り込みが巡るo
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4）遺　物

遺　物（図139）

須恵器　坪蓋と腺の破片がある。

杯蓋（l）口径11・6cm内外と推定される。天井部丸くへラ削り調整2／3強に及び、体部との境界に

稜が残る。口縁端部に段が残る。

腺（2）　小片である。

18．25号墳

1）位置と現状（図140上）

25号境は本古墳群の各支群を連接する東西の尾根上に立地し、西側に隣接する37号境とは中心間

で約25m離れている。現況で標高61m程度であり、この支群では最高所に位置する°

調査前の現状は山林で、南北両方向は果樹園の造成によって大きく削られ、土塁状を呈していた。

調査は内部主体を精査した後表土剥ぎを行い、石室基底面まで調査した後破壊した。

2）墳　丘（図140下、図版26－2）

墳丘は大きく削平され、古墳築造に伴う地山整形、石室掘方、墳丘盛土等の状況は全く不明である。

3）横穴式石室（図141）

本墳の埋葬施設は単室の横穴式石室と考えられる。遺存状況から・竪穴系横言式石室の可能性もあ

るが、ほぼ全壊し不明である。南西方向に開口し、玄室主軸はS－57。－E付近と推定される。

玄　室　構造や規模については不明で、左側壁腰石の2石を留めるのみである。左側壁は長さ40

～50cmの小振りな花崗岩転石を横位に立てて腰石とする。敷石の遺存状況から玄室長は250cm以上と

考えられる。玄室幅は不明である。玄門左袖石は幅25cm×高さ70cmの柱状の花崗岩転石を立てている。

樹根によって側壁からやや離れている。横方向に目地が通るように構築されたと考えられる。

床面には10～30皿程度の扁平な花崗岩礫で敷石が敷設されている。1両のみ確認した。石室基底面

から敷石までの間には、暗褐色粘質土が5cm程度盛られていた。

羨　道　左側壁の腰石が2石、袖石を含め長さ70皿が遺存する。玄室左側壁の線とはぼ軸を揃えて

構築される。石材は非常に小振りで、玄室側壁の高さが同じである。閉塞施設は遣存しない。

石室床面下の構造　石室床面下の構造については、敷石、埋土を完全に除去して観察した。玄室の

床面下では腰石周壁に沿って、腰石を安定させるための掘り込みが巡る。

4）遣　物

遣　物（図142）
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図14025・37号墳墳丘測量図（上）・並びに墳丘遺存状況図（下）（縮尺1／200）

図14125号墳石室実測図（縮尺1／60）
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図143　27号墳墳丘遣存状況（上）並びに
地山整形（下）測量図（縮尺l／200）
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図144　27号墳墳丘断面図
（縮尺1／100）

須恵器　坪身片、捉瓶片がある。

杯身（2）内傾する立上がり付く。鹿部はへラ削り・

他はナデ。

提瓶（l）口頸部外反し、下半にカキ目調整・口頸

部上半に波状文を施文する。口頸部にへラ記号がある。

焼成は良好である°

装身具　後事で詳述する。

ガラス製玉類（3～10）3は粟玉、4～10は小玉であ

る。

19．27号墳

1）位置と現状

27号境は本古墳群の西側の2つの尾根を連接する

支点上に立地する。現況で標高約59mを測った。27号

境から東には37号噴、西には29号墳・北には28号境

が立地し、それぞれ中心間の距離で25m、70m、80m

程度離れている。

調査前の現状は山林で、四周は果樹園の造成によっ

て大きく削られ、島状を呈していた。

調査は内部主体を精査してその主軸に沿って1本の

トレンチを掘削し、墳丘の構造を確認し、墳丘遺存状

況、地山整形面、石室基底面まで調査した後破壊した。

2）墳　丘（図143、144、図版26－4）

地山整形　削平され周溝及び墳裾の削り出しの状

況は不明である。墳丘基底面の造成は標高58．2～58・8

m付近で行われたものと考えられる。

盛　土　墳丘の盛土過程は大きく二段階に分けられ

るが、大きく削平されている。第一段階は石室壁石の裏

込め的なもので、厚さ10～20cm程度の地山由来の暗黄

褐色砂質土を墳丘基底面から入れ込む。第二段階は墳

丘基底面より上部の盛土で、幅10～15cm単位の暗褐色

と暗黄褐色砂質土の互層をなすが・締まりがない。墳丘

基底面から高さ0・2m程遺存する。

墳丘平面形及び規模は不明である。

石室掘方と墓道　石室掘方の平面形状は不明であ

る。深さは約0・4mを測る。
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3）横穴式石室（図145、図版26－5）

本境の埋葬施設は横穴式石室であるが、ほぼ全壊してい

る。南西方向に開口すると考えられるが、玄室主軸は不明で

ある。

玄　室　構造や規模は不明で、左側壁腰石の一部を留め

るのみである°腰石は2石遺存し、共に長さ100cm×高さ

80cmの花崗岩転石が横位に立てられる。また、壁体の一部と

考えられる楔痕のある花崗岩割石が転落しており、福岡城

築城の際の石材搬出時に割られたものと考えられる。

床面には10～40cm程度の扁平な花崗岩礫で敷石が敷設

されている。敷石面は標高58・5m付近ではぼ揃っているが、

やや高いものもみられ、2面存在していた可能性が考えら

れる。石室基底面から敷石までの間には、暗黄褐色粘質土が

数cm盛られていた°羨道及び閉塞施設は遺存しない。

ⅲ0．65撃卦

図145　27号墳石室実測図（縮尺l／60）

石室床面下の構造　石室床面下の構造は・敷石、埋土を完全に除去し観察した。玄室床面下では腰

石周壁に沿って・腰石を安定させるための掘り込みが巡り、腰石の下には根固め石が据えられるO

4）遺　物

遺物出土状況　石室床面の敷石付近の削平された土砂から完形品の須恵器坪蓋3点（1～3）、坪身3

点（4～6）・耳環1点が纏まって出土した。これらは石材の抜き取り時に転落したものと考えられる。

また刀子1点は第1面から出土した0砥石はI区墳丘の表土層から出土しており、古墳に伴うか疑問
点も残る。

遺　物（図146）

須恵器坪（蓋、身）、高坪、提瓶等がある。

杯蓋（1～3・8）1は口径10・4cm・器高3．0cmを測る。かえりは端部より突出。天井部へラ削り2／3。

焼成やや甘く淡灰色。2は口径10．6cm・器高3・3cmを測る。かえりは端部より突出。天井部へラ削り2／

3。焼成良好で灰色。3は口径10・4cm・器高3．0cmを測る。かえりは端部より突出。天井部へラ削り2／3

弱。焼成良好で灰色。8は復元口径16．4cm・器高4．5cmを測る。天井部へラ削り2／3臥天井部と言縁

部との境界がやや屈曲し、端部に段が残る。焼成良好で灰色。

坪身（4～6・9）4は口径10・0cm、器高4・0cm、器形に歪みあり。鹿部へラ削り。焼成良好で灰色。

5は口径9・9cm・器高3・6cm。鹿部へラ削り。焼成良好で灰色。6は口径lO・2cm、器高3．3cm。鹿部へラ

削り。焼成良好で灰色。9は復元口径11．4cm、受部径14．0cm、立上がり低くやや内儀する。

高杯（11・13）11は脚裾径8．6cmを測る。絞り痕明瞭、嘲脈状に開き端部は外上方に延びる。全面

ナデ・線状に細長く延びた三角形透しが3カ所に開く。焼成良好で灰色。13は口径13．2cm、器高20．7cm、

受部径16．0m脚裾径15．4cmを測る。立上がり低く内傾し、鹿部へラ削り後に脚部と接合する。脚部

長脚で外反し絞り痕明臥裾部末広がりにやや屈曲し、端部下方へ延びる。ほぼ中央に二条、裾部に

一条の沈線を巡らせ・上下2段に長方形透しを3カ所に穿孔する。焼成良好で暗灰色。
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図146　27号墳出土遺物実測図（縮尺1／4、1／2、1／1）

甕（10）復元口径12・2cmを測る。口縁部外反する。体部にカキ目・口縁部にナデ調整。

土師器　坪、高坪の破片がある。

坪（7）　鹿部片で、焼成甘く磨滅激しい。

高坪（12）坪部片で、焼成甘く磨滅が著しい°外器面に四条の凹線が巡る。明橙褐色を呈す。

工　具

刀子（14、15）14は一部切先を欠くが、残存長13・1cm・刀身元幅1・6cm・同厚0・4cm・茎部長5．2cm・

同口幅1・1cm、同尻幅0．8cm、同厚0．5cmを測る。片関でフクラ切先・茎部断面は方形で粟尻・柄の木質

が僅かに残る。石室第1面から出土。15は厚さ0．35cmを測り・フクラ切先。

砥石（19）残存長6・3cmの細粒砂岩製である。断面方形・両面に縦方向の擦痕がある。

装身具　後事で詳述する。

ガラス製玉頬（16、17）　小玉2点がある。

耳環（18）1点出土した。
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図147　28号墳墳丘測量図（縮尺1／200）

20．28号墳

1）位置と現状（図147、図版27－1）

28号境は27号境から北へ派生する

非常になだらかな舌状丘陵の尾根上に

立地する。

調査前の現状は竹林で、丘陵の東西

は果樹園の造成で大きく削平されてい

た。踏査時、墳丘の一部が残存してお

り、古墳とすぐに判明した。現況で標高

約50mを測った。ここから27号填ま

での間と、28号境から北側に数カ所の

トレンチを掘削し確認調査を行った

が、遺構は検出されなかった。

調査は内部主体を精査し、その主軸に

沿った3本のトレンチと更に小トレン

チ3本を設定して墳丘の構造と規模を

確認した°確認調査のため、墳丘や内部

主体の構造について明確にしえない点

があるo調査後、トレンチ及び石室は崩

壊を防止するため土嚢で埋め戻した。
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図148　28号墳墳丘断面図（縮尺1／100）
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2）墳　丘（図148、図版27－2）

地山整形古墳築造に伴う地山整形は、周辺の削平が著しく北側の墳裾を留めるにすぎない。墳裾

の削り出しは、石室の中心から6mのところで行われ・標高48．3mを測る°

盛土墳丘の盛土は石室壁石の裏込めの一部を留めるのみで・上部は完全に削平されている。裏

込めの土は橙褐色粘質土の小ブロックが部分的に混入した地山由来の黄褐色砂質土が使用される。石

材の積み上げと並行して行われ、各層厚さ5～40cm程度でやや脆い。

墳丘平面形は墳裾から反転して直径12mの円墳と考えられる。

石室掘方と墓道石室掘方は尾根筋の斜面等高線に対してほぼ平行に掘削されるものと考えられ

る。確認調査のため、その規模及び形状に関して明確にしえない。トレンチの土層観察から・幅3．6m

以上、長さ6．3m程度、深さ1．3m以上の隅丸長方形を呈するものと考えられる。

墓道は西側に延びる。約3mを調査したが、これより西側は削平され遺存していないものと考えられ

る。羨道端部から1．5mのところで、地山を削り出した高さ20m程度の段が付く。

3）横穴式石室（図149～151、図版27－3～8、28－1・2）

本墳の埋葬施設は玄室主軸をS－81。－Wにとり・西側に向かって開口する両袖式単室の横穴式石

室である。石室は半壊するが遺存状況は比較的良好である。石室全長は右壁で516cm・左壁で528cmを

測る。石室石材は全て花崗岩を使用している。

－「土甕＿＝

図149　28号墳石室実測図（縮尺1／60）
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玄　室　奥壁及び前壁幅166cm、右側壁長266cm、左側壁長245cmを測る長方形平面を呈する。

奥壁は幅150cmの大きな花崗岩転石を腰石としている。この石材は外側から10箇所に楔が打ち込ま

れ・高さ約60cmの所で割られており、本来の規模は不明である。この楔痕は近世初頭の福岡城築城の

際のものと考えられる。楔痕は側壁石材にも認められた。

左右側壁の構築は共通している。左右側壁腰石は長さ110～150cmの大振りな石材を2石ずつ配して

いる。奥壁側石材がやや大振りで、左側壁はこの上に長さ約30～90cmの石材を横方向に目地が通るよ

うに積まれる。良好な部分で腰石から4段遺存する。側壁はやや内儀する。

玄門は両袖で、右袖は玄室と同程度の、左袖はやや小振りの石材を横位に配する。袖幅は右36cm、

左26cmを測る。左袖幅は上部まで非常に短く片袖のような印象を受ける。両袖石はやや内偵する。

床面は5両確認し、第2両から第4両までは5～40cmの花崗岩礫で敷石が敷設されていた。

第1面は、標高48．4m付近で遺物が数点出土し、敷石ざれないが面として認定した。

第2面敷石は玄室の前半に、ほぼ1・5m四方の正方形の台状に敷設される。敷石上面での標高は48．

1mを測る。同時に羨道部分には、ほぼレベルを揃えるように黄褐色粘質土が5cm程度貼床されていた°

この時、第一梱石はこの貼床に埋まった状態であり、第二梱石も上面が見え隠れするような状況であっ

た。下面の第2両とのレベル差は約10cmである。

第3両敷石は玄室前半のほぼ全面と後半のごく一部に敷設される。第2面と範囲が重なる。敷石上

面での標高は48．0mを測る。下面の第3面下層とのレベル差は約10cmである。

三宏．．雲 標高48．0m

1層　暗灰褐色土層　　4層　黒褐色土層　7層　黒褐色土層
2層　黒褐色土層　　　5層　橙褐色土層　8層　暗橙褐色土層

3層　黄褐色砂質土層　6層　暗褐色土層　9層　貴灰色粘質土層

図150　28号墳閉塞施設実測図
（縮尺1／60、1／30）
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第3両下層敷石は玄室前半の左奥壁側に

幅0．8mx長さ1・2mの長方形の台状に敷設

される。敷石上面での標高は47．9mを測る°

下面の第4両とのレベル差は3～5cm程度で

ある。

第4面敷石は玄室のほぼ全面に敷設され

る。第二梱石付近に敷石が欠落するのは12

号墳と共通する。石材は大小二種に大別で

き、玄室後半にやや大振りのものが多用され

る。敷石上面での標高は47．85mを測る。石室

基底面から敷石までの間には、数cm土砂が盛

られていた。

羨　道　玄室とほぼ同じ長さの羨道が敷

設される。左側壁が比較的良好に遺存する。

羨道長は右壁253m、左壁272cmを測る。奥幅

は第二梱石部分で97cm、墓道側で98cmを測

る。左側壁は3石を腰石とし、最も墓道側に

小振りな石材を1石置いている。横方向に目

地が通り、4段、石室基底面から約1・3mまで

積まれ、天井石はこの上に構架されたと考え

られる°右側壁は長さ約120cmの石材を2石

と最も墓道側に小振りな石材を1石置いて

腰石としている。袖石は目地が通らない。
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床面には2カ所に梱石が配される。第一梱石は袖石付近に長さ30～35cmx高さ20cmの花崗岩が3石

並べられる。左側の2石は横方向に、最も右側のみ縦方向に据えられる。これは長さを調整するため

と考えられる。第二梱石は、羨道の前方に長さ80cmx高さ25cmの柱状の花崗岩割石を横方向に立て、

右側壁との隙間に小振りな礫を充填している。奥壁中央部から第1、2梱石前面までの距離はそれぞれ

295cm、426cmで、両梱石間の距離は115cmを測る。両梱石間には玄室と同様に敷石が1両施されており、

玄室第4両の高さに等しい。墓道側は直接地山となっている。

閉塞施設（図150）第一梱石を根石とした閉塞施設がある。閉塞施設は高さ80cmにわたって遺存

する。使用される石材は花崗岩である。土層断面の観察から、初葬を含めて少なくとも4回の埋葬が

行われたものと考えられる。検出された閉塞石は一部前段階の埋葬に伴うものもあるが、大部分は最

後の迫葬に伴う。最後の埋葬時には墓道を斜めに掘り込み、幅65cm×高さ95cmの不整形な五角形を呈

した板石を梱石の墓道側の端部にはぼ垂直に立て、側壁との間には礫を充填している。墓道側には暗

灰褐色土を詰め、その上に10～50cm程度の扁平な石材を積んでいる。閉塞施設の位置は、玄室側では

奥壁中央部から441cm、墓道側では567cmmで、その間126cmが遺存する。

4）遺　物

遣物出土状況（図152、153、図版28－3～8）

28号境の石室床面は撹乱を受けておらず、多量の副葬品が出土した。

第1両遺物は須恵器坪蓋1点と鉄斧1点が玄室から出土した。

第3両遺物は羨道付近に多量の須恵器・土師器類や玄室左半の装身具類、右半の須恵器坪身1点、

鉄器聖状工具1点等からなる。羨道付近の土器は須恵器坪蓋9点、坪身11点、高坪1点、平瓶3点、

提瓶1点、長頸壷3点、土師器1点で、右袖石付近では長頸壷2点の周辺に坪類が纏められていた。

また左袖石側では平瓶2点、掟瓶1点、長頸壷1点等の容器類が纏めて置かれていた。

第3両下層遺物は敷石部分と玄室左半奥壁側の敷石がない床面から装身具類と刀子4日が纏って出

土した。玄室右半の奥壁側から刀子1口、耳環1点、袖石付近から鉄鏃1点と刀子1口が出土した。

第4面遺物は、第二梱石から両袖石にかけて須恵器平瓶2点、高坪1点、土師器坪1点、鉄鏃10本、

刀子4日等が出土した。また玄室右側壁際から鉄刀1日、左側壁際から刀子1言が出土した。

遺　物

須恵器（図154、155）　坪（蓋、身）、高坪、長頸壷、平瓶、提瓶、甕等がある。

坪蓋（図154－1～12）1のみ墓道出土。他は石室内出土品、9のみ第1面、他は第3両。1は復元

口径10．7cm。天井部へラ削り調整。焼成良好で灰色。2は口径13・8cm、器高2．5cmの完形品。口縁部は

端部よりごく僅かに後退するかえり付く。天井部へラ削り痕磨滅し範囲不明。焼成甘く淡灰黄褐色°

天井部へラ記号。3は口径14・0cm、器高2．3cmの完形品。日録部は端部より僅かに突出するかえり付く。

天井部へラ削り痕跡磨減し範囲不明。焼成甘く淡灰黄褐色o器形に歪みあり。4は口径13・1cm、器高2．

4cmの完形品。口縁部は端部より後退するかえり付く。天井部はぼ全面にへラ削り、頂部に扁平擬宝珠

の摘み付く。焼成良好で淡灰色。器形に歪みあり。5は口径13．0cm、器高2．4cmの完形品。口縁部は端

部より後退するかえり付く。天井部ほぼ全面へラ削り、頂部に扁平擬宝珠の摘み付く。焼成良好で灰

色。器形に歪みあり。6は口径13．4cm、器高2．5cmの完形品。言縁部は端部より後退するかえり付く。

天井部4／5にへラ削り、頂部に扁平擬宝珠の摘み付く。焼成良好で灰色。7は口径14．6cm、器高3．8cm

を測る。口縁部は端部より突出するかえりが付く。天井部へラ削り痕磨滅し範囲は不明。頂部に扁平

－161－



遺「

櫛　一一一一一J＼＼一

芭ラ 三一蔚

」
ⅲ0．8ケ皆赦

65＞－

第1両

≠苧空≡±

－ノ

裸高48．0m

「

標高48．0m

「

第3面　」草
1m

図152　28号墳石室遺物出土状況図（縮尺l／30）

擬宝珠の摘み付く。焼成甘く赤褐色。8は口径15．2皿、器高3．3cmの完形品。口縁部は非常に退化した

かえりが付く。天井部3／5にへラ削り、磨滅激しい。頂部に扇平擬宝珠の摘み付く。焼成やや甘く淡灰

色。天井部へラ記号。9は天井部に頂部円錐状の扁平な摘み付く。磨滅で調整不明。焼成甘く橙褐色。

10は口径13・1cm、器高2．4cmの完形品。胎土白色粗砂多く含む。口縁部は端部とはぼ同一面のかえり付

く。天井部3／4にへラ削り、頂部に低いボタン状の摘み付く。焼成良好で灰色。11は口径16．1m器

高3・1cm。口縁部屈曲し短く下方へ延びる。天井部へラ削り2／3弱、頂部僅かに円錐状の低い扁平な摘

み付く。焼成良好で灰色。焼成時に重ねられた別個体の端部が天井部に付く。12は歪みの少ない部分

で口径16．0cm、器高3．7cm。口縁部一部欠損し大きく歪む。口緑部屈曲し短く下方へ延びる。天井部へ
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図153　28号墳石室遣物出土状況図（縮尺1／30）

ラ削り2／3、頂部僅かに円錐状の低い扁平な摘み付く。焼成良好で灰色。焼成時に重ねられた別個体の

端部が天井部に付く。

珎身（13～26）13のみ墓道出土。他は石室第2面出土°13は復元口径10．2cm、器高3・6m受部

径12．2cm。立上がり非常に低く内傾。鹿部へラ削り。焼成良好で暗灰色。14は口径12．6皿、器高4．1cm

のほぼ完形品。口縁部直線的に外反し端部やや開く。鹿部へラ削りは磨滅激しく不明瞭。焼成甘く淡

灰色。鹿部へラ記号。15は口径12．2m、器高3．6cmの完形品。口緑部直線的に外反し端部やや開く°鹿

部はへラ削り後ナデ。焼成甘く淡灰色。鹿部へラ記号。16は口径12・5cm・器高3．9cm°口縁部直線的に
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図154　28号墳出土須恵器、土師器実測図（縮尺1／4）

外反。鹿部へラ削り後ナデ。焼成甘く淡黄灰色。17は口径12．6cm、器高3・7cmの完形品。口縁部直線的

に外反し端部やや開く。鹿部へラ削り後ナデ。焼成良好で灰色。18は口径11・4cm、器高4．1cmの完形品。

口縁部直線的に外反し端部やや開く。鹿部へラ削り後ナデ。焼成良好で灰色。19は口径13・4cm、器高

4・7cmのほぼ完形品。口縁部外反。鹿部へラ削り痕磨滅し不明瞭。高台は鹿部のやや内側、脚状の名残

があるが低く端部外側に張り出す。焼成甘く灰色。鹿部へラ削り。20は口径13．0cm、器高4．6cmのほぼ

完形品°口縁部外反。鹿部へラ削り痕磨滅し不明瞭。高台は鹿部のやや内側、脚状の名残があるが低

く端部外側に張り出す。焼成甘く灰色を。鹿部へラ記号。21は口径14．5cm、器高5・5cmの完形品。口縁

部直線的に外反、端部やや開く。鹿部へラ削り調整、高台貼り付け後ナデ。高台は鹿部の外側、低く

端部外側に張り出す。焼成良好で暗灰色。鹿部へラ記号。22は口径12．9cm、器高4．5cmの完形品。言縁

部外反。鹿部へラ削り痕磨滅し不明瞭。高台は鹿部のやや内側、低く端部外側に張り出す。焼成甘く

灰色。23は口径14．6cm、器高4・3cmの完形品。言縁部外反。鹿部へラ削り調整、高台貼り付け後ナデ。

高台は鹿部のやや内側、やや高く脚状で端部外側に張り出す。焼成はやや甘く灰色。鹿部へラ記号。
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図155　28号墳出土須恵器、土師器実測図（縮尺1／4）

24は口径14．0cm、器高3．7cmの完形品。言縁部直線的に外反。鹿部へラ削り、高台貼り付け後ナデ。高

台は鹿部の外側、低く端部外側に張り出す。焼成良好で灰色。鹿部へラ記号。25は口径14．7cm、器高

6．0cmの完形品。口縁部直線的に外反、鹿部へラ削り磨滅し不明瞭。高台は鹿部の外側、低く端部外側

に張り出す。焼成やや甘く淡灰色。26は口径8・Ocm、器高3．8cmの小棒の完形品。口縁部直線的に外反、

鹿部へラ削り、高台貼り付け後ナデ。高台は鹿部の外側、脚状の名残があるが低く端部外側に張り出
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す。焼成は良好で暗灰色。

高珎（27～29）27は口径10．2cm、器高4．3cmの完形品。坪部歪みが大きく口縁部外反、端部やや開

く。鹿部へラ削り。脚部末広がりに開き、端部外上方に延びる。焼成良好で暗灰色。内器面体部へラ

記号。28は口径ll・0cm、器高8・3cmの完形品。坪部歪みが大きく口縁部外反、鹿部へラ削り。脚部嘲爪

状に外反、裾部屈曲し外方に開くo端部外上方に延びる。焼成良好で暗灰色。29は口径11・Ocm、器高

11．0cm。輝部歪みが大きく、日録部外反。鹿部との境界に稜残畠。脚部接合後鹿部にカキ目o脚部嘲れ

状に開き、中央に一条の凹線が巡りカキ目。端部は丸く収む。焼成良好で淡灰色°

長頸壷（図155－8～ll）8は長頸壷の鹿部と考えられる焼成甘い赤焼け土器片。胎土精良で白色

細砂、粗砂含む。磨滅激しく調整不明瞭、外器面鹿部及び内器面ナデ。色調橙褐色°9は口径7．6cm、
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器高18・5cmの完形品。口頸部やや細く嘲州犬に外反、絞り痕明瞭°口緑部に二条の凹線巡りナデ。胴

部最大径上位、全面カキ目後、裾部へラ削り。鹿部平底でへラ削り後ナデ。焼成良好で紫灰色。10は

口径9．1cm、器高20．4cmの完形晶。口頸部やや太く嘲糊犬に外反。口緑部に二乃至三条の粗い沈線巡る。

最大径胴部のほぼ中央、全面ナデ。裾部へラ削り。鹿部平底で不整方向のへラ削り後ナデ。焼成良好

で紫灰色。11は口径8・4cm、器高27・7cmの完形品。口頸部太く口緑部開く。胴部最大径下から約2／3、

肩部やや丸味を帯び移行。最大径部分に上下二条ずつの沈線、その間波状文施文。全面細かいカキ目

後ナデ、裾部へラ削り。鹿部平底でへラ削り後高台が貼り付けナデ。高台は鹿部外側、脚状の名残あ

り端部外方に延びる°焼成良好で青灰色。

平瓶（1～5）1は口径5．9cm、器高11・0cm、胴部最大径13．3cmの完形品°口頸部太く直言気味。肩

部張らず最大径は下位。胴部全面カキ目、口頸部ナデ°焼成良好で暗灰色。2は口径5．5m、器高12・8cm、

胴部最大径14．1cmのほぼ完形。口頸部外反。肩部緩やかに移行し最大径ほぼ中央。鹿部～胴裾部へラ

削り、以上口緑部迄ナデ。焼成良好で灰色。3は口径7・9cm、器高14．6cm、胴部最大径16・4cmの完形品。

口頸部太く外反。肩部緩やかに移行し最大径は下から約3／4。鹿部～胴裾部へラ削り、以上口縁部迄ナ

デ。焼成良好で灰色。4は口径8．2cm、器高14・3cm、胴部最大径17．2cmの完形品。口頸部太く外反。肩

部緩やかに移行し最大径ほぼ中央。胴裾部粗いへラ削り、以上カキ目後ナデ。頸部接合後、端部ナデ。

鹿部平底で指頭押圧のみ。焼成良好で暗灰色。5は口径6．6～7・5cm、器高18・5cm、胴部最大径20・7cmの

完形品。言頸部歪みあり。口頸部外反し口唇部は内側に尖り気味。肩部緩やかに移行し最大径はほぼ

中央°鹿部粗いへラ削り、天井部．言頸部まで粗いカキ目。鹿部平底で指頭押圧、へラ記号あり。焼

成良好で暗灰色。

提瓶（6）　口径12．1cm、器高24．8cm、胴部最大径20．8cmの完形品。前面膨みなく扇平に近い。胴部

全面カキ目°　口頸部嚇瑚犬に開く。接合後ナデ。焼成良好で灰色。

甕（7）　復元口径21・4cm、口縁部肥厚し下端に一条の凹線。同形のへラ記号2箇所°

土師器　坪1点の他、小片があったが図化できない。

杯（30）　口径10．5cm、器高4．5cm。外器面へラ磨き。焼成やや甘く橙褐色。器面黒斑あり。

武　器（図156、157－13）

鉄鏃（l～16）

長頸寛被片切刃造片刃形鉄鏃（2、5）2は鏃身長2．2cm、片刃形鉄鏃と考えられる。鏃身関部斜関。

5は鏃身長1．2cm、無関。頸部以下は同一個体と考えられ、台形関。

長頸蔑被平造方頭形鉄鏃（4、5）　4は残存長9．7m、鏃身幅0．9cm、角関。5は完形、全長12・7m、

鏃身長1．0cm、茎部長4．1cm、斜関。鏃身部共に無関。1も方頭形鉄鏃の鏃身片で、幅2・0cm。

無頸平造圭頭形鉄鏃（7～14）鏃身長6．2～7．7cm、同幅2．4～3．5cm、7及び9は完形で順に全長lO・

4cm、11．3cm。前者は不整形だが研ぎ出しの結果か°茎部断面全て方形、矢柄木質僅かに残る。12は木

質の上部に幅0…2cmの木皮を螺旋状に巻き付け、径0．8～1・Ocm。15もこの型式の破片か。

この他、2は柳葉形と考えられる片丸造の鏃身片、16は台形関の頸部片°

鉄刀（18、19、157－13）18は鉄製鞘尻で長さ4・4cm、長径3．0cm、短径1．7cm、断面倒卵形。端部

玉縁で鞘の木質残存。19は鉄製鍔で長径5・9皿、短径4．5cm、厚さ0・3cm、で平面倒卵形。孔は長径2．6cm、

短径1．5cm。13は全長98．2cm、刀身部長83．4cm、同元幅3．7cm、同厚1・0cm、茎部長14・8cm、同口幅2．3cm、

同尻幅1．8cm、同厚1．0～0・5cmを測る。フクラ切先で片関、茎端部尖り径0．5mの目釘孔あり。18、19は

これに付属する可能性がある。

農工具（図156－17、20、21）
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鉄製鈍（17）1点ある。残存長10・4cm、刃部幅l・9cm、同厚0・5cm°刃部湾曲し中央部に鏑あり。茎

部断面方形を呈し柄の木質残存。柄端部には断面楕円形の柄縁金具が取り付けられる°

鉄製馨状工具（20）全長13．6cm、茎部長5．7cm、厚0．6cm。断面方形で端部が尖る。

鉄斧（21）全長7．7cm、刃部長4・4cm、同幅4．6cm。袋部穂断面は合わせ目がやや膨らむ方形を呈し・

幅3．3cm、厚さ1．9cm。有肩式で刃部は肩部よりやや広い。合わせ目の仕上げは丁寧。

刀子（図157）1は鉄製柄縁金具で幅0．8cm、長径2．1cm。断面倒卵形又は楕円形・約半分欠損。2

は残存長11・8cm、刀子長ll・2cm、刀身長7．1cm、同元幅1．4cm、同厚0．4cm・茎部長4．1cm・同口幅0．9cm・

同尻幅0・6cm、同厚0・3cm。フクラ切先で研ぎ減り見られる。茎部断面方形で栗尻、柄の木質僅かに残

り柄縁金具部断面倒卵形。3は切先僅かに欠損、残存長13．1cm・刀身元幅1・4cm・同厚0・4cm・茎部長4．

7cm、同口幅1．1cm、同尻幅0．5cm、同厚0・4cm。片関でフクラ切先、茎部断面方形で一文字尻・柄の木

質僅かに残る。柄縁金具は幅0・5cm、長径1．8cm、断面倒卵形。4は残存長8・3cm・刀身元幅1．1cm・茎部

長4・2cm、同口幅0．6cm、同尻幅0．5cm。茎部断面方形で栗尻。5は残存長9．4cm・刀身元幅1．0cm・同厚

0．3cm、茎部長5．5cm、同口幅1．0cm、同尻幅0．5cm、同厚0・2cm。刀身研ぎ減り著しい。茎部断面方形で

粟尻、柄の木質僅かに残る。6は残存長11・4cm、刀身長8．0cm、同元幅1．4cm・同厚0・3cm・茎部厚0．2cm。

フクラ切先で茎部断面方形。茎部に柄の木質僅かに残り、柄縁金具部断面倒卵形、長径l・6cm、短径1・

Ocm。7は切先僅かに欠損、残存長13．2cm、刀身元幅l・4cm、同厚0・4cm、茎部長4．8cm、同口幅1．1cm・

同尻幅0．4cm、同厚0・3cm。両関でカマス切先、茎部断面方形で粟尻。茎部柄縁金具部に鹿角製と考え

られる柄残存、柄の断面倒卵形又は楕円形と推定。8は残存長13．1cm・刀身元幅1．3cm・同厚0．2cm・茎

部長6・8cm、同口幅1・3cm、同尻幅0・4cm、同厚0．3cm。刀身に研ぎ減り見られ・茎部断面方形で粟尻。

9は残存長11．9cm、刀身元幅l・4cm、同厚0．3cm、茎部厚0．3cm。刀身フクラ切先で、茎部断面は方形・

柄の木質痕僅かに残る°柄縁金具断面倒卵形、幅0・8cm、長径1．8cm、短径1．4cm°10は残存長17．2cm・

刀身元幅l・6cm、同厚0・4cm、茎部長4・6cm、同尻幅0・3cm、同厚0．2cm。茎部断面方形で栗尻°柄と鞘の

木質僅かに残り、柄縁金具部は長径1．7cm、断面倒卵形。11はフクラ切先の刀身片で厚さ0・3cm。12は

僅かに切先欠損、残存長24．1cm、刀身元幅l・4cm、同厚0．3cm・茎部長6．8cm・同口幅1・2cm・同尻幅0．

4cm、同厚0．3m。南関でフクラ切先と考えられ、茎部断面方形で栗尻。柄の木質僅かに残る。柄縁金

具は幅0．4cm、長径1．5cm、短径1．0cm、断面倒卵形。

装身具（図157、158）　後事で詳述する。

ガラス製玉類（図158、図159－1～17、20）図157－1～43は粟玉、44～図158－5は小玉・6～17

は丸玉、20は管玉である。

水晶製玉類（図159－18、33）18は算盤玉で高さ1．1cm、径1・1cm。33は勾玉で高さ2．0cm。

土製玉類（19、21～32）19は高さ1．0cmの連玉、21～32は小玉で消炭色を呈す。

耳環（34～51）18点出土した。

21．29号墳

1）位置と現状（図160）

29号境は27号境から北西へ派生する尾根上に立地し、西に隣接する36号境とは中心間で約14m離

れている。現況で標高58m程度であった。

29号境の調査前の現状は杉と槍の植樹林であった。踏査時、頂部が深さ約1m陥没しており・内部
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図160　29・36号墳墳丘測量図（縮尺1／200）

主体は破壊されていると予想された。丘陵の南側は崖崩れ、西側及び南東側は削平されている。

29号墳の調査は内部主体を精査し、その主軸に沿った3本のトレンチを設定して墳丘の構造と規模

を確認した。確認調査のため、墳丘や内部主体の構造について明確にしえない点がある。調査後、崩

落防止の目的でトレンチ部分を土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図161、図版30－1～3）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、東側の周溝の掘削と、他の方向の墳裾の削り出し、及び墳

丘基底面の整地からなると考えられる。墳丘は削平を受けているが、周溝鹿部や墳裾は残存している。

周溝は鹿部のみ遺存するが、断面が緩やかなU字状を呈し、最も広い所で幅1．6m、深さ0．5mを測

る。周溝鹿部の標高は56．4m付近で、石室の中心から5．5mを測る。

北側の墳裾の削り出しは、石室の中心から7・5mの所で行われ、標高56．6mを測る。西側の墳裾の削

り出しは、石室の中心から9mのところで行われ、標高54・9mを測る。

墳丘基底面は東西長9．1mの範囲で、西から標高57．3～55・4mの緩やかな傾斜面を利用している。現

況では尾根の頂部に築造されているように見えるが、土層観察から頂部でないことが判る。

盛　土　墳丘の盛土過程は大きく二段階に分けることができる。

第一段階は石室構築における壁石の裏込め的なもので、暗黄褐色や暗赤褐色砂質土を墳丘基底面側

から入れ込んでいる。但し壁体の保護を優先した為、殆ど掘削していない。

第二段階は墳丘基底面より上部の天井石の被覆と墳形を整えるものである。粘質土中ブロックが混

入した黄褐色砂質土と粗砂を含んだ橙褐色、赤褐色、暗褐色粘質土の互層で、版築状に非常に固く締

まっている。各層の厚さは10～30cm程度で、良好な所で基底面から0・75mまで遺存していた。

墳丘平面形は周溝と墳裾の距離から直径15mの円墳と判明した。
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⊂コ暗褐色砂質土層
臣≡］黄褐色砂質土層
固暗橙褐色粘質土層
囲国暗赤褐色粘質土層
薗臨黒褐色粘質土層

叫毘歪姦悪細片を
非常に多く含む

図16129号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

石室掘方と墓道　確認調査の為、石室掘方の状況は明確にできないが、尾根筋と石室の主軸から判

断すると、斜面等高線に対して石室掘方の主軸がやや斜めになると推定される。トレンチの土層観察

から、幅3・6m以上、長さ6．3m程度の隅丸長方形を呈するものと推定される。

墓道は南側に延びると考えられるが、調査していない。

3）横穴式石室（図162、図版30－4、5）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－11・5。－Wにとり、南側に開口する両袖式単室の横穴式石室であ

る。石室半壊し、石室全長は右壁511cm、左壁516cmを測る。また、迫葬時に羨道が付け足されたもの

と考えられ、築造当初の石室長は右壁372cm、左壁380cmを測る。石材は花崗岩を使用している。

玄　室　奥壁幅136cm、前壁幅115cm、右側壁長197cm、左側壁長214cmを測る長方形平面を呈する。

奥壁は左から幅90m×高さ70cm以上、幅40cm×高さ70cm以上の石材を立てて腰石としている。

右側壁は奥壁側から長さ100cm、90cmの大振りな石材を横位に立てて腰石としている。羨道側の石材

はやや小さく、l石重ねて奥壁との目地を合わせている。

左側壁は奥壁側から、長さ180cm、30cmの2石を立てて腰石としている。これより上位はやや小振り

な石材を積み横方向の目地がほぼ通っている。側壁はやや内傾する。

玄門部は両袖で、袖石は長さ70cm程度の石材を横位に置いて腰石としている。左袖は上部の石材が

大きい。袖幅は右袖21cm、左袖16cmを測る。両袖石はやや内傾する。

床面には奥壁際に敷石が数個遺存している。10～30cm程度の扁平な花崗岩礫が使用される。現存す

る敷石の状況からみて、全面に敷石が施されていたものと推測される。

羨　道　羨道長は右壁314皿、左壁299cmを測る。上半の石材が抜き取られている°奥幅は梱石部分

で76cm、墓道側で86cmを測る。側壁石材の積み方や腰石の高さに前半と後半で明確な差違が認められ、

羨道前半は迫葬時に延長されたものと考えられる。

床面には玄門部に1カ所梱石が配される。梱石は長さ75cm×幅20cmの花崗岩を使用している。奥壁
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図162　29号墳石室及び閉塞施設実測図（縮尺1／60）

中央から213cmを測る。墓道側は直接地山となっている。

石室構築時の羨道長は右壁175cm、左壁161cm、墓道側の幅76cmを測り、玄室よりやや短い。側壁腰

石の高さは袖石より高く墓道側に向かって上がる。玄門部と比較して石材は小振りで横方向に目地が

通る。迫葬時に延長されたと考えられる羨道は、両側壁とも腰石はやや大振りで、2段目以上は小振り

である。腰石の基底面は羨道床面（地山南）から30～40cmでほぼ揃っている。

閉塞施設　梱石を根石とした閉塞施設がある。閉塞施設の位置は、玄室側で奥壁中央部から241cm、

墓道側で538cm、その間297cm分遣存する。高さは約70cmが残り花崗岩礫が使用される。土層断面観察

から、初葬を含めて少なくとも3回の埋葬が行われたと考えられる。閉塞石は一部前段階の埋葬に伴

うものもあるが、大部分は最後の迫葬に伴うものである。最後から2番目の埋葬は、前段階の閉塞施

設を地山まで斜めに掘り込み、淡橙褐色粘質土を20cm程度盛って閉塞石を積んでいる。最終の埋葬は

前段階の閉塞施設を斜めに掘り込み、褐色粘質土を10数cm盛った後10～60cmの花崗岩転石を積み上

げ閉塞している。ほぼ中央に幅55cmx高さ90cmx厚さ20cmの扁平な板石をほぼ水平に置いている。

4）遣　物（図163、164）

遺　物
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須恵器　坪（蓋、身）、高坪、蓋、平瓶等が出土した。

坪蓋（1～23）1、2は天井部へラ削り、へラ記号あり。3は天井部へラ切り未調整、へラ記号あり。

4、5は天井部へラ削り、5は内面へラ記号あり。6は復元口径15．0cm、器高3．9cm。天井部へラ削り2／

3、口縁端部有段°天井部内器面青海波当て具痕。焼成良好で灰色。7は復元口径15．0m。天井部と体

部の境界に稜残り、端部丸く収む。焼成良好で淡灰色。8は復元口径11・6cm、器高3・8cm。天井部へラ

削り約2／3、体部との境界に稜残る。口縁端部丸く収む。焼成良好で灰色。9は天井部へラ削り、内面

天井部へラ記号あり。10は天井部へラ削り、赤焼け。11は復元口径11．2m、器高1・9cm。口綾部かえ

り端部より僅かに突出。天井部へラ削り約3／4、。焼成良好で暗灰色。12は復元口径13．0cm。日録部か

えり端部より僅かに突出。焼成良好で灰色。13は復元口径13・9cm、器高1・9cm。目線部かえり端部より

僅かに突出。天井部へラ削り約3／4、。焼成良好で暗灰色°14は口径12．8cm、器高2．8cm。口縁部かえり

端部と同一面。天井部へラ削り約2／3、低い乳頭状の摘み付く。焼成良好で暗灰色。15は口径13・2cm、

器高2・8cm、一部欠損。口縁部かえり端部より後退。天井部へラ削り3／4、低い乳頭状の摘み付く。焼

成良好で暗灰色。16は口径13．2cm、器高3・5cmの完形品°口縁部かえり端部より後退°天井部へラ削り

2／3、低い乳頭状の摘み付く。焼成良好で暗灰色。器形に歪みあり。17は天井部に頂部やや円錐状の扁

平密着した摘み付く。焼成良好で灰色。18は復元口径12・8cm、器高l・9cm。口縁部かえり端部より僅か

に突出。天井部へラ削り後、頂部円錐状の扁平密着した摘み付く。焼成良好で暗灰色。19は口径14．3m、

器高2・2cmの完形品。口縁部屈曲し短く下方へ延びる。天井部へラ削り3／4、頂部やや円錐状の扁平密

着した摘み付く。焼成良好で灰色。20は口径13・8m、器高2・2cmの完形品。口縁部屈曲し下方へ延びる。

天井部へラ削り粗く、一部へラ切り痕残る。頂部やや円錐状の扁平密着した摘み付く。焼成良好で灰

色。21は口径14・6cm、器高2．7cmのほぼ完形。日録部屈曲し下方へ延びる。天井部へラ削り3／4、頂部

やや円錐状の扁平密着した摘み付く。焼成良好で灰色°22は口径16．5cm、器高3．1cm。目線部一部欠損。

口綾部屈曲し下方へ短く延びる。天井部磨滅で調整不明、扁平ボタン状の摘み付く。焼成甘く赤焼け

で橙褐色。23は復元口径18．0cm、器高3．1cm。口縁部屈曲し下外方へ尖り気味。天井部へラ削り後、端

部を除きカキ目。頂部高いボタン状の摘み付く。焼成やや甘く紫茶褐色。

坪身（24～52）　24は口径11．4cm、器高5．5cm、受部径13・1cm。立上がり高くやや内儀、端部丸く収

む。鹿部丸底でほぼ前面に丁寧なへラ削り。焼成甘く淡黄灰色。25は復元口径12．8m、受部径14．8cm°

立上がり低く内傾、端部段の痕跡あり。焼成良好で暗灰色。26は復元口径13．7m、受部径15．5cm。立

上がりやや高く内儀、端部丸く収む。焼成甘く淡黄灰色。27は復元受部径15．8cm。鹿部へラ削り。焼

成良好で暗灰色。30は復元口径13．0cm、受部径15・0cm。立上がり低く内儀、端部丸く収む°焼成良好

で暗灰色。31は復元口径ll・2cm、受部径13・8m。鹿部へラ削り2／3以下で、立上がり低く内儀、端部

は丸く収む。焼成良好で暗灰色。32は復元口径11．4cm、受部径13．0cm。鹿部へラ削り2／3、立上がり低

く僅かに内傾、端部丸く収む。焼成甘く淡灰色。33は立上がり低く僅かに内偵、端部丸く収む。焼成

良好で灰色。34は復元口径12．2cm、受部径14・1m。立上がり非常に低く内傾、端部丸く収む。焼成良

好で暗灰色。35、36は復元口径ll・0cm、受部径13・0mo立上がり非常に低く内儀、端部丸く収む。焼

成良好で灰色。37は口径11．6cm、器高3・5cm。口縁部外反、鹿部へラ削り、焼成良好で暗灰色。内器面

体部のへラ記号全容不明。38は復元口径14・0cm、器高4・7cm°体部直線状に開き、口縁部外反。鹿部へ

ラ削り、鹿部やや内側に脚状の高台が貼り付けられ、端部外側に張り出す°焼成良好で灰色。39は口

径11．8cm、器高4．3cm。口縁部外反、鹿部へラ削り、鹿部やや内側に脚状の高台が貼り付けられ、端部

外側に張り出す。焼成良好で暗灰色。40は復元口径11・8cm、器高4・3m。口縁部外反、鹿部へラ削り、

鹿部やや内側に脚状の高台貼り付けられ、端部外側に張り出す。焼成良好で暗灰色。41は復元口径12．
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図164　29号墳出土鉄器実測図（縮尺1／2、1／4）

0cm、器高4・3cm°口縁部外反、鹿部へラ削り、鹿部やや内側に脚状の名残ある高台貼り付けられる。

端部外側に張り出す。焼成良好で青灰色。42は復元口径12．0cm、器高4．5cm。口縁部外反、鹿部へラ削

り、鹿部やや内側に脚状の名残ある低い高台貼り付けられる。端部外側に張り出す。焼成良好で灰色。

43～45は鹿部外側に低い高台貼り付けられ、端部外側に張り出す。焼成甘く淡灰色046は復元口径9．

8cm。体部直線状に外反。焼成良好で暗灰色。47は復元口径9．8cm、器高4．9cm。体部直線状で口縁部僅

かに外反。高台低く鹿部外側に貼り付けられ、端部外側に張り出す。焼成良好で暗灰色。48は口径13．

0cm、器高4・7cm。体部直線状で口縁部外反、鹿部粗くへラ削り、高台貼り付け後ナデ。高台非常に低

く鹿部外側に貼り付けられ、端部外側に張り出す。焼成良好で青灰色°49は復元口径14・4cm、器高5．

5cm。体部直線状に外反。鹿部へラ削り、高台貼り付け後ナデ。高台低く鹿部外側に貼り付けられ・端

部外側に張り出す。焼成良好で暗灰色。50は復元口径14．0cm、器高5・1cm。体部直線状で言縁部やや外

反、鹿部へラ削り、高台貼り付け後ナデ。高台低く鹿部外側に貼り付けられ、端部外側に張り出す。

焼成良好で暗灰色。51は口径15・3m、器高5・5cm。胎土精良で白色細砂、粗砂を含む°体部直線状に外

反、鹿部へラ削り、高台貼り付け後ナデ°高台低く鹿部外側に貼り付けられる。焼成甘く赤焼けで赤

褐色。52は口径14．7cm、器高5．9cm。体部直線状で日録部外反、鹿部へラ削り、高台貼り付け後ナデ。

高台低く鹿部やや外側に貼り付けられ、端部外側に張り出す。焼成良好で灰色。

高珎（28、54、55）28は復元口径12．8cm、受部径15・Ocmの有蓋高坪片と考えられる。立上がり低

く内傾、端部丸く収む。鹿部カキ目。54は復元口径8・6cm。鹿部と体部の境界に稜残る。口縁部外反・

ナデ。鹿部カキ目。焼成良好で黒灰色。55は坪鹿部片で外器面カキ目。焼成良好で暗灰色。

提瓶（57～59）　口頸部片と考えられる。ナデ調整し、59には一条の沈線が巡る。
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平瓶（60）復元胴部最大径は16・0cm。鹿部へラ削り、以上に粗いカキ目、天井部不明°焼成良好

で暗灰色。

蓋（53、56）53は口径9・6cmで長頸壷の蓋と考えられる。口緑部かえり端部より突出。天井部カキ

目後、櫛歯平行線文施文。天井部高いボタン状の摘みが付くが接合しない。焼成良好で淡灰色。天井

部自然釉付着。56は器形に大きな歪みあり。口径8．8～11・Ocm、器高4．1cm°天井部へラ削り、口緑端

部丸く収む。焼成良好で暗灰色。天井部へラ記号あり。

土師器

高杯（61）脚部外反し、裾部屈曲し末広がりに開く。上半は縦方向のへラ削り。焼成甘い。

武　器

鉄鏃（6）1点出土した。断面方形の茎部片で、矢柄の木質が僅かに残る。

鉄刀（5、8）5は長径8・Ocm、短径6．6cm、厚0・3cm、平面倒卵形で玉縁°孔長径2・7cm、短径1・9cm。

8は刀身部が曲げられた直刀である。

農工具

刀子（7）刀身元幅1．4cm、同厚0．3cm、茎部口幅1・2cm。刀身には研ぎ減りが見られ、茎部は断面

方形を呈し柄の木質僅かに残る°

鉄鎌（1～4）曲刃鎌の破片で接合しないが同一個体と考えられる。厚さ0．4～0・5cmを測り着柄角度

はほぼ直角で折り曲げ部に柄の木質痕が見られる。

22．30号墳

1）位置と現状（図165）

30号境は、27号墳から北西へ派生する尾根上に立地する。東側に36号填、西側に31号墳が隣接し、

中心間のそれぞれの距離は約13m、10mを測る。

調査前の現状は杉と槍の植樹林であった。踏査時、低墳丘が残存し、墳頂部は僅かではあるが陥没

し、内部主体は破壊されていると予想された。現況で標高54m程度を測った。

調査は先ず尾根筋に沿った直行する2本のトレンチを掘削し内部主体を発見した。その後主体部を

精査し、土層観察で墳丘の規模と構造を確認した。確認調査のため、墳丘や内部主体について明確に

しえない点がある。調査後、崩落防止の目的でトレンチと主体部は土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図166、図版30－7）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、周囲の周溝の掘削と、墳丘基底面の整地からなる。

トレンチの土層断面観察から周溝は幅1．55～2．35m、深さ0．15～0．25mを測り、断面が浅いU字状を

なす。周溝鹿部の標高は最も高い所で53．25m、最も低い所で52．55mを測り、石室の中心から4mを測

る。また周溝の切り合いから隣接する31号墳との築造順位は30号墳が後出する。

墳　丘　内部主体が大きく破壊され、石室の裏込めは遺存しない。墳丘基底面より上部は、暗黄褐

色砂質土と赤褐色・橙褐色・暗黄褐色粘質土ブロックの混成土の互層である。各層は厚さ10～20cmで、

版築状に叩き締められている。良好な所で墳丘基底面から0・5mまで遺存していた。墳丘は削平されて

いるが本来低墳丘であったと考えられる。墳丘平面形は周溝間の距離で直径8mの円墳と判明した。
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図165　30・31・32．35号墳墳丘測量図並びにトレンチ位置図（縮尺l／200）
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図166　30号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

石室掘方と墓道　石室掘方は、尾根筋の斜面等

墾塑主塑　　高線に対してはぼ垂直に掘削されると考えられ

！　　る。遺存する面で長さ3．2m、幅2・15mを測る隅丸

2m

ⅲ0－55撃卦

図167　30号墳石室実測図（縮尺1／60）

長方形を呈する。墓道は調査していない。

3）横穴式石室（図167、図版30－8）

本境の埋葬施設は玄室主軸をN－37。－Wにと

り、北西側に向かって開口する竪穴系横言式石室

である。石室は床面を残して全壊する。石室全長は

左壁で287cm程度と考えられる。

玄　室　石材の抜き取り痕から、奥壁幅112cm、

前壁幅106cm、右側壁長213cm、左側壁長215cmと

推定される長方形平面を呈する。抜き取り痕から

各壁体は40～80cmの石材を3石ずつ並べて腰石

としていたと推定される。横言部分は石室基底面

から20cm程度高くなっており、また石材の抜き取

り痕が確認されることから、前壁が構築され階段

状をなしていたと推定される。

床面は5～30cmの扇平な花崗岩礫で全面に敷石

される。1面確認した。閉塞施設は遺存しない。

羨　道　羨道部には非常に短い羨道状の側壁が連接する。左壁のみ遺存し、長さ40cmを測る。非常

に小振りな石材が2段遺存する。横言部全面はほぼ水平な墓道が連接する。

4）遺　物（図168）

須恵器（1、2）1は坪蓋片で口縁端部に段の痕跡がある。2は復元受部径12．4cmの坪身片。鹿部へ

ラ削り4／5に及ぶ。焼成甘く淡灰黄褐色。

土師器（3）復元口径11・Ocm、胴部最大径9．0cm、器高6．6cmの小型丸底壷片。調整不明瞭。
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23．31号墳

1）位置と現状（図165）

31号境は30号境の北西の尾根上に立地する。こ

…』Ⅱ1

0　　　　　　　　　　　　10cm

Z LⅠコココ＝I＝＝＝＝＝＝＝＝＝∃

の北西には32号境が隣接し中心問の距離で約15m　図168　30号噴出土遺物実測図（縮尺1／4）

離れている。

調査前の現状は山林で杉と槍が植樹されていた。踏査時、低墳丘が残存し頂部付近は僅かに陥没し、

内部主体は破壊されていると予想された。現況で標高53m程度を測った。

調査は30号墳から延長したトレンチと、それに直行する2本のトレンチ及び4ヶ所のグリッドを掘

削した。当初、内部主体は完全に破壊されているものと思われたが、掘り下げを更に進めた段階で石

室を発見した。各トレンチ及びグリッドで墳丘の構造と規模及び周溝を確認した。但し、確認調査の

ため明確にしえない点があるO調査後、トレンチと主体部は土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図169、図版31－1）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、周囲の周溝と墳裾の掘削、及び墳丘基底面の整地からなる

と考えられる。

グリッドの土層断面観察から、周溝は幅1．3m、深さ0・15mを測り非常に浅い。周溝鹿部の標高は最

も高い所で53．5m、最も低い所で52．05mを測り、石室の中心から5mを測る。

墳丘盛土は遺存しない。墳丘平面形は周溝間の距離で直径10mの円墳と判明した。

石室掘方と墓道　石室掘方は尾根筋の斜面等高線に対してはぼ垂直に掘削されたと考えられる。遣

存する面で長さ4・3m、幅2．3mを測る隅丸長方形を呈する。墓道は調査していない。出土遺物は皆無

である。

3）横穴式石室（図170、図版31－2）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－7．50－Eにとり、南側に向かって開口する竪穴系横言式石室であ

る。石室は全壊する。石室全長は右壁で320cm程度と推定される。

玄　室　石材の抜き取り痕で奥壁幅110cm、前壁幅108cm、右側壁長228cm、左側壁長239cmと推定

される長方形平面を呈する。抜き取り痕から奥壁は30～50mの石材を4石並べ腰石としたと推定され

る。また、両側壁も石材の抜き取り痕の検出に努めたが、樹根や撹乱が激しく使用された石材の大き

さや数量は不明である。横言部分は石室基底面から25cm程度高くなっているが、構造は不明である。

床面には、5～30cmの扁平な花崗岩礫で敷石される。1面確認した。遺存状況から元来は全面に敷設

q■旧表土層

図169　31号墳トレンチ土層断面実測図（縮尺1／100）
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図170　31号墳石室実測図（縮尺1／60）

博

されていたと推定される。石室基底面と敷

石の間には、赤褐色粘質土が数cm敷かれて

いた。

羨道の構造、閉塞施設の状況等は不明で

ある。

24．32号墳

1）位置と現状（図165）

32号境は31号境の北西の尾根上に立地

する。32号墳の北には33号墳が、また西の

丘陵斜面には35号墳が隣接し、中心間の距

離でそれぞれ約12、11m離れている。

調査前の現状は山林で杉と槍が植樹され

ていた。踏査時、低墳丘が残存し頂部付近は

50cm程度陥没しており、内部主体は破壊さ

れていると予想された。現況で標高53m程

度を測った。

調査は内部主体を精査し、その主軸に

沿った4本のトレンチを掘削して墳丘の構

造と規模を確認した。確認調査の為、墳丘や

内部主体の構造について不明確な点があ

るo調査後、崩落防止の目的で主体部とトレ

ンチは土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図171、図版31－5）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は南側（丘陵側）の周溝とその他の方向の墳裾の掘削、及び墳

丘基底面の整地からなると考えられる。

周溝鹿部及び墳裾の標高はトレンチの土層観察から順に52・0m、52・3mを測る。また31、35号境の

周溝に切られる。墳丘基底面の整形は標高52・6～52・9mの緩やかな丘陵斜面を利用している。

盛　土　墳丘は削平され盛土の遺存状況は良好でない。石室構築時の裏込めは遺存しない°墳丘基

底面より上部は赤褐色．橙褐色系の粘質土と、粘質土中ブロックを含んだ黄褐色系の砂質土の互層で

版築状に叩き締められている。墳丘は本来低墳丘であったと考えられる。墳裾間の距離から墳丘平面

形は直径8mの円墳と判明した。

石室掘方と墓道　石室掘方は尾根筋の斜面等高線に対してはぼ垂直に掘削されたと考えられる。ト

レンチの土層断面観察で長さ4．15m、幅2．5mを測る°墳丘盛土を除去していないので平面形は不明だ

が隅丸長方形を呈すると推定される。墓道は調査していない。
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図17132号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

3）横穴式石室（図172、図版31－6）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－240－

Eにとり、南側に向かって開口する片袖式

竪穴系横言式石室と考えられる。石室は全

壊する。石室全長は右壁で350cm程度と推

定される。

玄　室　石材の抜き取り痕で、奥壁幅

115cm、前壁幅93cm、右側壁長241cm、左側

壁長252cmと推定される狭長な羽子板平面

を呈する。抜き取り痕から、腰石には40

～70cmの石材を奥壁に3石、両側壁に5石

ずつ並べていたと推定される。横言部は、高

さ10cm程度の扁平な花崗岩板石が2枚階

段状に遺存しているが、構造は不明である。

玄門部は石材の抜き取り痕から片袖と推

定される。右袖はなく、左袖幅は約25cmと

推定される°

床面には10～30cm程度の扁平な花崗岩

礫で敷石される。1両確認した。遺存状況か

ら元来は全面に敷設されていたと推定され

る。

羨道部では長さ90cmにわたって石材の

抜き取り痕を確認したが、規模や構造は不

明である。閉塞施設は遣存しない。
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図172　32号墳石室実測図（縮尺1／60）
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4）遺　物（図173、図版31－7）

遺物出土状況　墳丘Cトレンチの掘削中、墳丘盛土の暗黄褐色土層から

須恵器腺1点が出土した。墳丘構築の際の儀礼に伴う遺物と推定される。

遺　物

須恵器旗（1）　口径9．2cm、器高11．3cm、胴部最大径11．1cm、口縁部が

一部欠損。口頸部は比較的短く外反し段が付く。段上に一条の沈線を巡ら

せ、ナデの後口縁部には丁寧な波状文施文。丸底で胴部最大径はほぼ中央

にある。胴部下半はへラ削り後、鹿部のみ手持ちへラ削り。上半に二条の

沈線を巡らせその間に丁寧な波状文施文、文様帯部分に穿孔。焼成良好で

暗灰色。

－　　．　－　一一一．　　．　　　－－　－　－　　－－－　－－　－　　－－－

図173　32号墳出土須恵
器実測図
（縮尺1／4）

25・33号墳

1）位置と現状（図175）

33号境は32号境の北西の尾根上に立地し、北に隣接する34号墳とは中心間で約25m離れている。

調査前の現状は山林で杉と槍が植樹されていた。また東側斜面が削平され、墳頂部付近は若干陥没

しており、内部主体が破壊されていると予想された。現況で標高51．5m程度を測った°

調査は内部主体を精査し、主軸に沿った3本のトレンチを掘削して墳丘の規模と構造を確認した°

確認調査のため、墳丘や内部主体の構造について不明確な点がある。調査後、主体部とトレンチは崩

落防止の目的で土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図174、図版32－1～3）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、周囲の墳裾の削り出しと墳丘基底面の整地からなる。

墳裾はトレンチの土層断面観察から、標高50．5～50・7mで削り出されている。
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図174　33号墳墳丘断面図（縮尺l／100）
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墳丘基底面は標高50．6

～51・5mの緩やかな丘陵斜面

を利用している。

盛　土　墳丘の盛土過程は

大きく二段階に分けることが

できる。

第一段階は石室構築におけ

る壁石の裏込め的なものであ

るが、石材保護の為、殆ど掘削

していない。

第二段階は墳丘基底面より

上部の盛土である。赤褐色・橙

褐色系の粘質土ブロックと、

粘質土中ブロックを含んだ黄

褐色系の砂質土の互層で版築

状に叩き縮められる。墳丘は

削平を受けているが本来低墳

丘であったと考えられる。

墳丘平面形は墳裾間の距離

で直径10mの円墳と考えら

れる。

石室掘方と墓道　石室掘方

は尾根筋の斜面等高線に対し

てほぼ垂直に掘削されるもの

と考えられる。トレンチの土

層断面観察で長さ4・75m、幅

2・3mを測る。確認調査のため

平面形は不明である。墓道は

調査していない。

3）横穴式石室（図174、図

版32－4～6）

本境の埋葬施設は玄室主軸

をS－12．50　－Wにとり、南側

に開口する両袖式竪穴系横言

式石室である。石室は天井石

と壁体上半が抜き取られ半壊

している。石室全長は右壁

308cm、左壁336cmを測る。

玄　室　奥壁幅115cm、前 図175　33・34号墳墳丘測量図及びトレンチ位置図（縮尺1／200）
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壁幅94cm、右側壁長256cm、左側壁長261cmを測

る狭長な羽子板平面を呈する。奥壁には60

～70cmの石材を2石、両側壁には35～70cmの石

材を5石ずつ配し腰石としている。各壁体の構

築方法は共通し、腰石と同様の石材を小口積み

する。4段遺存し横方向に目地が通る。

横言部は玄室床面から約45cmの高さを開口

部とし、下部は石材を3段積み前壁を構築して

いる。最上部には、長さ80cm×幅45cm×高さ

20cmの花崗岩割石を1枚置いている°

玄門部は両袖で、小振りな石材を石室主軸と

垂直方向に横位に置いている。袖石は両側壁の

それぞれ4段目の目地と高さが揃い、僅かに玄

室側に置かれる。

床面には10～20m程度の花崗岩礫で敷石さ

れる。間隙には小礫を充填し丁寧に仕上げてい

る°遺存状況から本来は全面に敷設されたもの

と考えられるが、一部遺存しない。1面確認し

た。

羨　道　非常に短い羨道が連接する。羨道長

は右壁64cm、左壁86cmを測る。それぞれ2又は

3石を配し腰石とし、直接地山に載せられる。羨

道奥幅は59cm、墓道側で78cmを測りやや開き

気味である。床面には小振りな石材が敷かれて

いるが、控え積みの石材が露出している可能性

もある。

閉塞施設　横言部の石材を根石とした15

～40cmの石材が数個遺存するのみであった。

4）遺　物

遺物出土状況（図177、図版32－7、8）　玄

室床面に鉄器が副葬されていた。左奥壁側隅角

からは鉄鉱が30数点纏って出土した。切先の

方向が揃っていないことから隅角に立て掛け

られていた可能性が考えられる。直刀は右側壁

際に沿って鋒を前壁側に向けて置かれていた。

砥石はトレンチから出土した。

遣　物（図178、179）

武　器

．
っ
」
－
麻
製
釉
黒
下

図177　33号墳石室遺物出土状況図（縮尺1／30）
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図179　33号墳出土鉄器、砥石実測図（縮尺1／2、1／4）
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鉄鏃（図178、図179－1～5）

無頸両丸造柳葉形鉄鏃（1、2）

完形品2点出土。共に全長16・1cm。

茎部断面方形。鏃身長は1が8・4cm、

2が7．7cm、峰がやや高い。

長頸箆被片鏑造柳葉形鉄鏃（3

～19）　3、5、6、は完形。全長16．

7～17．0cm。鏃身長1・9cm～2・7cm。3、

5、6が角関でその他は逆刺が付く。

頸部断面方形で台形関。茎部断面方

形で矢柄の木質が僅かに残るもの

も見られる。

その他は長頸鏃の頸部から茎部

片。断面方形、台形関を呈し矢柄の

木質が僅かに残るものもある。

短茎鏃（図179－5）　残存長2・

4cm、鏃身長1・6cm°鏃身形は平造方

頭形、茎端部欠損するが大きめの腸

挟三角形状を呈し、矢柄の木質が僅

かに残る。

鉄刀（179－7）　残存長86・9cm、

刀身残存長70．9cm、同元幅3・4cm、同

厚1．0cm、茎部長16・Ocm、同口幅2・

5cm、同尻幅1・5cm、同厚0・8mを測

る。切先が僅かに欠損するがフクラ

切先と考えられる。関部は片関で隅

挟尻を呈する。茎部には3カ所に径

0・2～0・3cmの目釘孔が穿たれる。

工　具

刀子（6、7）6は柄縁金具の破片

で幅1・2cm。断面は倒卵形もしくは

楕円形。7は残存長9．4cm、刀身元幅

1．6cm、同厚0．5cm、茎部口幅1・1cm、

同尻幅0・6cm。刀身は研ぎ減りが見

られ、別個体の鉄鏃片が錆着。茎部

断面方形で一文字尻。柄縁金具が一

部残存。



26・34号墳

1）位置と現状（図175）

34号境は33号境の北の尾根端部に立地し、現況で標高49．5m程度を測る。

調査前の現状は山林で杉と槍が植樹されていた。東側斜面が削平され、墳頂部付近は若干陥没し、

内部主体が破壊されていると予想された。

調査は先ず内部主体を精査し、その主軸に沿った4本のトレンチを設定して墳丘の規模と構造を確

認した。確認調査の為、墳丘や内部主体について不明確な点がある。調査後、主体部とトレンチは崩

落防止のため土嚢で埋め戻した。

2）墳　丘（図180、図版33－1、3、4）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は各方向の墳裾の削り出し及び墳丘基底面を整地からなる。ト

レンチの土層断面観察から、墳裾は標高47・2～47．5mで削り出されている。古墳築造以前の旧表土層か

ら、墳丘基底面の整形は標高47．8～48．2mの緩やかな丘陵斜面を利用して行われている。

盛　土　墳丘基底面より上部の盛土は赤褐色．橙褐色系の粘質土と、粘質土中ブロックを含んだ黄

褐色系の砂質土の互層で版築状に叩き締められている。石室石材の裏込めは遺存しない。墳丘は削平

されているが本来低墳丘であったと考えられる°

墳丘平面形は墳裾間の距離で直径10mの円墳と判明した。

石室掘方と墓道　石室掘方は、尾根筋の斜面等高線に対しほぼ垂直に掘削されたと考えられる。墓

壙はトレンチの土層断面観察で長さ4・10m、幅2．10mを測る。確認調査のため平面形は不明である°

墓道は調査していない。

3）横穴式石室（図181、図版33－2）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－5。－Wにとり、南側に向かって開口する竪穴系横言式石室であ

撃5、、、

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

】一　　　一一一．－．一　一一　一　一　一　一　　一一」
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l
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棟高47－0m
35≧＝ミ≡
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図180　34号墳墳丘断面図（縮尺1／100）
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図18134号墳石室実測図（縮尺1／60）

る。石室は全壊する。石室規模は不明であ

る。

玄　室　石材の抜き取り痕から、奥壁幅

124cm、前幅100cm、右側壁長293cm、左側壁

長284cmの狭長な羽子板平面を呈すると推

定される。腰石は奥壁に70～80cmの石材を

2石、両側壁に30～70cmの石材を6石ずつ

配したものと推定される。右側壁は4石遺

存していた。横言部の構造は不明である

床面には5～30cm程度の花崗岩礫で全面に

敷石される。奥壁側は小振りな石材が目立

つ。間隙には小礫を充填し丁寧に仕上げて

いる。

羨道及び閉塞施設は遺存しない。

4）遺　物

遺物出土状況　玄室後半の左側壁側に鉄

製直刀が1口副葬されていた。樽形腺は表

採である。

遺　物（図181）

須恵器

樽形旗（2）樽形腺の胴部片と考えられる。

縦方向の波状文を施文。焼成良好で紫灰色を呈す。

武　器

鉄刀（l）刀身部片と茎部片は同一個体を考えられるが接合しない。本来の長さは90m以上と推定さ

れる。刀身元幅3・2cm、同厚0．8cm、茎部厚0．6cmを測る。刀身部が曲げられている。

0　　　　　　甲13。。m

図182　34号墳出土遣物実測図（縮尺l／4、1／6）
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27・35号墳

1）位置と現状（図165）

35号境は32号墳西側の丘陵斜面に立地し、現況で標高50m程度を測った。

調査前の現状は山林で杉と槍が植樹されていた。主体部付近に陥没坑が見られ、内部主体は破壊さ

れていると予想された。

調査は内部主体を精査し、その主軸に沿った3本のトレンチを掘削して墳丘の規模と構造を確認し

た。内部主体の掘削途中、近代の陶磁器等が多量に出土し調査を中断したが、のち更に掘り下げを進

めた所、石室が検出された。確認調査のため、墳丘や内部主体の構造について不明確な点がある。

調査後、主体部とトレンチは崩落防止のため土嚢で埋め戻した°

2）墳　丘（図183、図版33－5、6）

地山整形　古墳築造に伴う地山整形は、東側（丘陵側）の周溝とその他の方向の墳裾の掘削、及び

墳丘基底面の整地からなる。周溝鹿部の標高は50．4m、西側の墳裾は46・8mを測る。墳丘基底面の整

形は標高48．2～51．4mのやや急な丘陵斜面を利用して行われている。

盛　土　墳丘基底面より上部の盛土は黄褐色砂質土を含む橙褐色粘質土と、粘質土中ブロックを含

んだ黄褐色系の砂質土の互層で版築状に叩き縮められている。石室石材の裏込めは遺存しない。墳丘

は削平を受けているものの本来低墳丘であったと考えられる。

墳丘平面形は周溝と墳裾の距離から直径10mの円墳と考えられる。

石室掘方と墓道　石室掘方は、尾根筋の斜面等高線に沿って掘削されると考えられ、トレンチの土

層断面観察で長さ5・05m、幅2・15mを測る。平面形は不明だが、狭長な隅丸長方形を呈すると考えら

れる。占地上の理由で墓壙は墳丘の中心から東側に大きく偏っている。墓道は調査していない。

⊂＝］暗褐色土層他
Eヨ暗黄褐色砂質土層
図暗橙褐色粘質土層
■■旧表土層

図183　35号墳出土鉄器実測図（縮尺1／2）墳丘断面図（縮尺1／100）
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標高49．5m
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3）横穴式石室（図184、図版33－7）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－24。－Eにと

り、南側に向かって開口する片袖式竪穴系横口式

石室と考えられる。石室は全壊する。石室全長は左

壁の石材抜き取り痕で354cm程度と推定される。

玄　室　石材の抜き取り痕で、奥壁幅96cm、前

幅87cm、右側壁長265cm、左側壁長294cmと推定さ

れる狭長な長方形平面を呈する。抜き取り痕から、

腰石は25～70cmの石材を奥壁に4石、両側壁に6

石ずつ並べていたと推定される。奥壁は両側壁を

挟むo横言部の構造は不明確だが、右片袖と考えら

れる。右袖幅は約20cmと考えられる。玄室床面か

ら高さ15cmで階段状を呈し小振りな石材が置か

れる。前壁は構築されず、地山が露出している。袖

石は小振りな石材を石室主軸に対して垂直に横位

に置くが、2段目まで遺存する。

床面には5～30cm程度の扇平な花崗岩礫で丁寧

悪　　に敷石される。1両確認した。大きく撹乱される
．江

蔓　　が・遺存状況から元来は全面に敷設されていたと
推定される。

図184　35号墳石室実測図（縮尺1／60）

羨　道　羨道部は左側壁腰石のみ遺存し、壁長

は53cmを測るo石材は非常に小振りである°右側

壁は石材の抜き取り痕のみ確認された。閉塞施設

は遺存しない。

4）遺　物（図185）

遺　物

須恵器高塀（l）　師部の小片で鹿部はへラ削り調整、上半はナデ調整を施す。

0 一　10cm

［口．」li　　．－∃

図185　35号墳出土須恵器
実測図（縮尺1／4）
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28．36号墳

1）位置と現状（図160）

36号境は29号境の西側の尾根上に立地し、現況で標高54m程度を測った。29号墳とは中心間の距

離で14m程度離れる。調査前の現状は山林で杉と槍が植樹されていた。

当初古墳の存在は想定していなかったが、29号墳Aトレンチ西端から石室が検出され確認調査し

た。調査は内部主体を精査しその主軸に沿って3本のトレンチを掘削して墳丘の土層を観察した。調

査後、崩落防止のため主体部とトレンチを土嚢で埋め戻した。出土遺物は皆無である。

2）墳　丘（図186）

古墳築造に伴う地山整形及び墳丘は削平され遺存しない。墳丘平面形、墳径は不明である。

石室掘方は、尾根筋の斜面等高線に垂直に掘削されたと考えられる。墓壙は検出面で長さ3・45m、

標高59．0m

槙高53．5m

図186　36号墳墳丘断面図（縮尺1／100）

図187　36号墳石室実測図（縮尺1／60）
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幅2．0mの狭長な隅丸長方形を呈するが、構築時の規模と形状は不明である。墓道も遺存しない。

3）横穴式石室（図187）

本境の埋葬施設は玄室主軸をS－87。－Eにとり、東側に開口する竪穴系横言式石室と考えられる。

石室は床面を残し全壊する。全長は石材抜き取り痕で左壁380cm程度と推定される。

玄　室　石材の抜き取り痕で、奥壁幅128cm、前幅119cm、右側壁長309cm、左側壁長328cmと推定

される狭長な長方形平面を呈する。抜き取り痕から、腰石には35～70cmの石材を奥壁には4石、両側

壁は8石程度並べていたと推定される。奥壁は両側壁を挟む。

横言部は地山を削り出して扁平な花崗岩転石を置き階段状を呈するが、玄門及び羨道を含めた構造

は不明である。玄室床面から約20cmを測り、前壁部は地山が露出する。

床面にはlO～50cm程度のやや大振りな花崗岩礫で敷石される。ほぼ全面に遺存する。間隙に小礫を

充填し丁寧に仕上げる。1面確認した。閉塞施設は遺存しない。

29．37号墳

1）位置と現状（図140上）

37号墳は25号境の北西側に立地し、現況で標高58m程度を測る。調査前の現状は山林で周辺は果

樹園の造成により大きく削平されていた。当初古墳の存在は想定していなかったが、表土剥ぎの途中

石室を検出し発掘調査した。調査は石室を精査し、墳丘遺存状況を確認後破壊した。

2）墳　丘（図140下）

地山整形、墳丘盛土、墓壙及び墓道の状況は削平され全く不明である。

3）横穴式石室（図188、図版33－8）

本墳の埋葬施設は横穴式石室と推定される

が大きく破壊され規模や構造、開口方向等は不

明である。玄室の壁体1石と床面敷石が遺存す

る°敷石は10～40cm程度の扁平な花崗岩で礫で

敷設され、部分的に2両確認した。敷石間の比

高差は約10cmを測る。地山の削平で床面は部分

的に沈下している。

4）遣　物

遺物出土状況　第2両から鉄刀片、刀子片、

ガラス製玉類が出土した。

図188　37号墳石室実測図（縮尺1／60）
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図189　37号出土鉄器、装身具類実測図（縮尺1／2、1／l）

遺　物（図187）

武　器

鉄刀（1）残存長15・3cm、刀身元幅3．0cm、刀身厚0．9cm、茎部厚0．6cm。？、責金具は断面倒卵形を

呈し、内部に木質遺存。刀身部に吊金具もしくは鞘の責金具が残存する。

工　具

刀子（2）　残存長7．1cm、厚0．4cmを測る。フクラ切先を呈す。

装身具　後事で詳述する。

ガラス製玉類（3～19）　3、4は粟玉、5～16は小玉、17～19は丸玉である。

30・その他の遺構及び遺物

1）焼土坑（図190）

何れも壁面が焼け赤変し、覆土に多量の炭化物多量混入する。1はSK－03で4号墳と5号境の西側

斜面で検出した。長さ138cm、最大幅105cmの平面二等辺三角形を呈する。2はSK－Olで7号墳Ⅰ区

墳裾で検出した。長さ143cm、幅97cmの平面隅丸長方形を呈する。3はSK－02で6号墳I区墳裾で検

出した。長さ187cm、最大幅133cmが遣存する平面隅丸長方形を呈する。

2）その他の遺物（図191）

1、10は25号墳と37号境の間の26号墳を想定地から出土した須恵器片と鉄製兵庫鎖。2、3は23号

墳と25号墳の間の24号境を想定地から出土した須恵器片。出土地点付近に古墳が存在した可能性が

ある。7～9は須玖Ⅰ式新段階の甕片で21号墳の墳丘盛土から出土。古墳築造時に当該期の墓域が破壊

されたものと考えられる。4、5は20号墳出土の龍泉窯系青磁碗及び白磁碗、6は5号墳北側の土坑出
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土の白磁碗。本古墳群の北側谷部には14世紀半ばの第4次調査地点が立地し、この集落遺跡と共に室

町時代に存在したという「元岡城郭」に関連する遺物と考えられる。

図190　焼土坑実測図（縮尺1／40）

．・

声∃詣
1　　　　　　　・

－∠l
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＿工∴

冒9
図191その他の遺物実測図（縮尺1／4、1／2）
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第4章　総　　括

本書は桑原石ケ元古墳群32基の内、29基の本報告である。第3章で記述したように遣存状況が比較

的良好な古墳からは豊富な遺物が出土した。以下、いくつかを取り上げ総括に代えたい。

1・墳丘の構築

墳丘の直径は8m～21mである。5世紀代に築造されたと考えられる30～36号境は8～11mで墳丘

も低平であるものと考えられる。これに対し北東側の丘陵上に位置する古墳には比較的大きいものが

含まれる。

（1）盛　土

墳丘の構築過程は大きく3段階に分かれると考えられる。第一は丘陵斜面を削り出して平坦面を造

出する。第二は石室の裏込め的なもの。第三は石室の被覆を目的とした墳丘の整形である。しかし、

完存するものがなく、この構築過程を復元することはできない。遺存状況によりこれらは砂質土と粘

質土を用いて盛り土される。盛り土は10～40cmの単位で版築技法を使用して堅く突き固められる。

墳丘築造以前の旧表土層に多量の炭化物を含むものが7・21号境など数基確認されたが、これが古墳

築造に伴う何らかの祭祀行為の痕跡なのか、下草を焼き払う季節的なものなのかは明確にできない。

墳丘の盛り土内に須恵器や土製模造品を埋縮したものもあり、墳丘を構築する際の祭祀行為の痕跡で

あると考えられる。

（2）石室掘方

石室掘方は浅いもの（Ⅰ類）と深いもの（II類）の二者に大別できる。Ⅰ類は深さ約20cm～80cm程

度、II類は深さ約100cm～250cm程度である。両者の内訳は以下の通りである。

I類……17・19・21・25・27．30・32・33・34．35号墳

II類……4・5・6．7・8・9・11・12・14．18．20．28・29号墳

この他、削平されて不明確なものがあるが、22号墳及び31号境は周溝などの地山整形の状況からⅠ

類に分類できるものと考えられる。

Ⅰ類の石室掘方は約20cm～30cm程度の非常に浅いものが多い。内部主体に竪穴系横言式石室を有す

る30～36号境では全てⅠ類であり、これが古相であることを示唆している。また6世紀前半代の築造

と考えられる17．19．21号墳などでは、内部主体が横穴式石室に変化しているが、石室掘方が前段階

と変わらず浅い。II類の石室掘方は本古墳群中でも北側の丘陵群に集中する。これらの内部主体は全

て横穴式石室である。特に6．12・14号境では丘陵側で深さ250cm近くに達し、非常に深い墓壙に石室

が構築されている。これらの築造時期は概ね6世紀後半代と考えられる。

石室掘方の深さの変化は、このように内部主体が竪穴系横言式石室から横穴式石室への変化、すな

わち内部主体の容積の巨大化に起因し、浅いものが古相、深いものが新相であると指摘して大過ない

ものと考えられる。しかし、この他にも造墓集団の違いなどに起因する可能性も考えられ、今後の研

究に委ねたい。
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33号墳

12号墳

図192　石室掘方の2例（縮尺l／50）

2・石室構造

本古墳群の内部主体は全て横穴式石室である。完存するものはないが、5世紀後半から6世紀末にか

けての変遷が窺える。以下その特徴を指摘し、変遷を迫って行きたい。

（1）石室の形態

本古墳群の北西側に位置する30～36号境の石室は、竪穴系横言式石室と呼ばれる初源期のものであ

るが、後世の破壊が著しい。遺存状況が最良である33号墳石室の平面形は、狭長な羽子板形を呈する。

玄門部に段が付き、非常に短い羨道状の側壁が連接する。使用される石材は小振りで、トレンチ部分

を観察する限り控え積みはない。

南側の丘陵に位置する21号墳石室は、玄室が正方形に近い平面形を呈し、「ハ」の字形に開く短い

羨道が連接する。玄室と羨道の境には梱石を1石置く。玄門の袖石は立てて使用し、奥壁腰石には3石
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表1　桑原石ケ元古墳群石室一覧
単位：cm

玄　　室

4号墳
5号墳
6号墳
7号墳
8号墳
9号墳
11号墳

12号墳
13号墳
14号墳
17号墳
18号墳
19号墳
20号墳
21号墳
22号墳
23号墳
25号墳
27号墳
28号墳
29号墳

30号墳
31号墳
32号墳
33号墳
34号墳
35号墳
36号墳

478

444　　408

634　　605

（450）（437）

511

327

528　　516

516　　511

（380）（372）

293

234　　238

241　222

231　222

260　　275

（177）

332

155

245　　266

214　197

（215）（213）

（239）（228）

（252）（241）

261　256

（284）（293）

（294）265

（328）（309）

164　165

194　188

395　　367

（212）（198）

272　　253

299　　314

（161）（175）

129　136　128

174

192　182　169

157　161　161

172　182　181

186　189　188

244（230）

214　196　165

166　175　166

136　130　115

（112）（104）（106）

（110）（114）（108）

（115）（102）（93）

112　102　　　94

（124）（123）（100）

（96）（97）（87）

（128）（118）（119）

73　102

85

84　105

66　　90

（91）

97　　98

76　　86

（76）

25　　30

49　　52

40　　40

33　　44

50　　62

35

26　　36

16　　21

295

213

配される。同様に19号墳石室も「ハ」の字形に開く短い羨道が連接し、奥壁腰石に3石使用したと推

定される。玄室長は3．5mを超える長方形平面で、奥壁側に仕切石を並べて死床を構築している。

次に7．9・29号墳石室などでは羨道がやや長くなり、梱石にl石を置いている。7．9号墳羨道は墓

道に向かって僅かに開き気味となる。玄門の石材はこれ以降、横置して使用されるようになる°　玄室

は長方形を呈し、奥壁には大小2石を配したものと考えられる。

次の段階以降、梱石が2石配されるようになり、時代が降るに従って梱石間の長さが長くなる。12・

28号墳石室ではこの間からも遣物が出土しており、祭祀に使用される空間の拡がったものと考えられ

る。前段階まで奥壁腰石には2石が使用されていたのも、11号墳石室では1石になり、更に12号墳石

室や6号墳石室では、鏡石と呼ばれる非常に大きな石材を立てて使用するようになる。

本古墳群の最後に位置づけられる18号墳石室は半壊し平面形が明確でないが、小規模な石室を有

し、使用される石材も小振りである。奥壁腰石は3石を立てて使用しているo床面は破壊されている

が梱石は確認されなかった。破壊が著しく断言できないが、13号墳石室も小規模な石室で石材が小さ

いことから、この段階に築造された可能性が考えられる。

（2）石室の特徴

石室の石材にはその殆どが花崗岩を用いて構築される。本報告の掲載からは外れるが、3号境では玄

武岩を使用して石室を構築している例も見られる。石室床面には敷石が施される。迫葬に伴い敷石が

重層的に張り替えられるが、玄室の半分を覆ったり、長方形に部分的に貼り直すものが多く、遺体を

置く箇所に敷設した屍床的なものが多いと考えられる。

また、奥壁に沿って数石を立てて仕切を築くものも特徴的である。これは屍床と考えられる°12号
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墳及び19号墳で検出され、共に大型の石室を有する。また12号墳では金銅装の馬具や大型の鉄製直

刀、鍛治工具一式などが、19号墳は墳丘、石室ともに大きく破壊されていたが、鉄製轡や多量の装身

具類が出土しており、被葬者の経済的優位性が窺える。また本報告から外れるが、墳径22m、石室全

長620cmを測る2号墳石室でもこの仕切が確認された。これらの事実から、この仕切を有する石室形態

は有力者層で採用されたと考えることができる。

羨道は19号墳以降、玄室とほぼ同じ長さになったものと考えられる。但し、11号填、29号墳では

迫葬の段階で築造当初の羨道を延長したものと考えられる。これは両羨道間の腰石の高さの違いから

も裏付けられる°

参考文献

土井　基司1992「横穴式石室から見た群集墳の様相」『九州考古学』第67集。

久住　猛雄1999『飯氏古墳群B群第14号墳調査報告書（2）』福岡市埋蔵文化財調査報告書第615集、福岡市教委

員会。

米倉秀紀編　2001『羽根戸南古墳群』福岡市埋蔵文化財調査報告書第661集、福岡市教育委員会。

3．古墳群の形成過程

本書で報告する古墳29基は、出土した須恵器の年代観からその築造年代が5世紀中葉から7世紀末

であると考えられる。古墳の遣存状況や、調査方法に違いがあるため、一概に年代を付与することは

避けたいが、石室の構造と出土須恵器とを対照させて古墳群の形成過程を迫っていきたい。

本古墳群の形成過程は以下の4時期に大別されると考えられる。

Ⅰ期　本古墳群中最も早く造墓活動が行われるのは北西の尾根上である。内部主体は全て竪穴系横

言式石室と考えられる。出土遺物は少ないが、32号噴出土遺物（須恵器腺）の年代観から遅

くとも5世紀中頃には造墓が開始されていたものと考えられる。本古墳群では、他にこの時

期まで遡る古墳はなく、この尾根に7基がまとまって造営されている。

周溝の切り合いと、開口方向から次の二単位の造墓主体が造営される。

30号墳→31号填、32号墳→33号墳→35号填。

日期　その後造墓は一時期中断し、造墓の中心は南側の尾根に移動する。出土遺物から6世紀第1

四半期には造墓が再開されたと考えられる。これらは最も東側の19号境から最も西側の29

号墳までで、東西に延びる丘陵に点在する。しかしながら、この支群は遺存状況が極めて悪

く、また出土遺物も非常に少ないため築造年代を明確にできないものが多い。この段階の石

室平面には正方形平面や小振りの石材を使用する長方形平面等の前述の類型があり、多少の

築造年代の差違があるものと考えられる°またこの尾根上の23号墳は、石室の構造は不明で

あるが、6世紀中葉の須恵器が出土しており、概してこの尾根上での造墓活動は6世紀第1四

半期～6世紀中葉と考えられる。

Ⅲ期　次段階の造墓活動は北側の南北に延びる尾根群に移行する。石室では梱石の構造に変遷が窺

えるが、6世紀第3四半期～第4四半期に造墓が集中するものと考えられる。また、こららの

内28号墳などは築造が7世紀第1四半期に降る可能性もある。

IV期　本古墳群の最後の造墓活動は18号境で、出土遺物から7世紀第4四半期と考えられる。前
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段階の造墓活動から時期が大きく離れている。石室は小規模で、単独で丘陵斜面に立地する。

また、石室の形態から、13号境もこれに類する可能性がある。

古墳群の経営期間は

1期　出土遣物が僅少で明確にできない。しかし、その石室形態から多くの迫葬は考えがたく、経

営期間も短いと推定される。

11期　南側の尾根上に立地する古墳群は、概ね6世紀中葉～末迄に迫葬が終了したものと考えられ

る。但し29号境では8世紀中葉までの年代を示す遺物がほぼ間断なく出土しており、経営期

間は約250年と非常に長きにわたると考えられる。

llL期　5、7、9、14号境は7世紀代まで、また6、8、11、28号境の4基では8世紀代まで迫葬、

もしくは祭祀が継続されており、その経営期間は約150年にわたるものと考えられる。

IV期18号墳は8世紀中葉まで迫葬されたと考えられる。経営期間は比較的短く、II1期築造の古

墳と共に迫葬が終了するものと考えられる。

参考文献

山村信条1995「八世紀初頭の諸問題－筑紫における須恵器の年代観－」『太宰府陶磁器研究－森田勉氏追悼論文

集』、森田勉氏遺稿集・追悼集刊行会。

舟山良一1997「北部九州－生産地の様相－」『古代の土器研究－律令的土器様式の西・東5・7世紀の土器－』、古

代の土器研究会。

表2　桑原石ケ元古墳群経営期間

実 年 代 5 1 0　　　 5 5 0　　　　　　　 5 9 0 7 C 前 半　　　　　 6 5 0　　 6 7 0 7 1 0
型　 式 Ⅰ Ⅱ Ⅲ a Ⅲ b 古 Ⅲ b 新 Ⅳ a ⅳ b Ⅴ Ⅵ a Ⅵ b Ⅶ

T K 2 0 8 M T 1 5 T K 1 0 T K 4 3 T K 2 0 9 T K 2 1 7 T K 4 6 T K 4 8 M T 2 1

4 号 墳

5 号 墳

6 号 墳

7 号 墳

8 号 墳

9 号 墳

1 1 号 墳

1 2 号 墳

1 3 号 墳

1 4 号 墳

1 7 号 墳

1 8 号 墳

1 9 号 墳

2 0 号 墳

2 1 号 墳

2 2 号 墳

2 3 号 墳

2 5 号 墳

2 7 号 墳

2 8 号 墳

2 9 号 墳

3 0 号 墳

3 1 号 墳

3 2 号 墳

3 3 号 墳

3 4 号 墳

3 5 号 墳

3 6 号 墳

3 7 －呂．槍

／．　－　－　－　／．

－　－　．■　－　／．

／．　－　－　－　－

．－　－　－　－　－

－　－　－　－　／．

－

－
1．／1．．1．

至／シ

一‾－．1ヶ

江 ．．

．．．・．．／．．／．．．．．．．．

－　－

－　　．　　－　－　－

．．．．．→

．．．／．／／．．・

・－　－　／．　－　／．

凡　 例

出土須恵器 か ら想定 され る経営期 間

－　－　－　－　．　　． 石 室型式 か ら想定 され る経営期 間

．／／．．．．．．…．．…ケ 開 口方 向か ら想定 され る造墓活動 の変遷
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図196　古墳群の形成過程1

－204－



図197　古墳群の形成過程2
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4・12号墳石室の埋葬過程と副葬品組成

本古墳群は近世初頭の福岡城築城の際、石垣構築のため多くの石材が抜き取られた。しかしこれは

石材の確保を目的としていたため、8、11、12、28号墳の4基の石室は床面の撹乱を免れ・複数の敷石

面から彩しい数の遺物が出土した。これらは初葬及び迫葬時の副葬品組成を考察する際に重要な示唆

を与えてくれる。

とりわけ12号境の調査では、床面上数十cmのところで埋土の色調が一変し床面が全く荒らされてい

ないことが理解できた。石室は天井石と羨道前半を欠くのみで、遺存状況も手伝ってか、人骨が数体

分出土した。因みに検出時の状況は図化した時よりもかなり良好であったが・一連の保存問題で調査

の中断を余儀なくされ、これらの劣化が進行したことは極めて遺憾なことであった。保存状態が良好

でないものの、本古墳群中の人骨出土例としては唯一であり、より具体的な様相に迫る意味でここで

は12号境を取り上げ初葬及び迫葬の段階での副葬品組成を検討してみたい。また鍛冶工具一式の出土

は、被葬者と鉄及び鉄器生産との深い関わりが想起でき、これを検討することはこの地域における製

鉄の開始時期や製鉄集団の性格を究明する上で非常に重要と考えられる。

第3章8節の12号墳で石室床面及び出土遺物について記述しているが・ここでは再度・以下の項目

に分けて検討を加える。

1・出土遺物の状況

12号噴石室内から出土した遺物の構成は以下の通りである。

須恵器…………短頸壷3点、有蓋短頸壷1点、平瓶1点、提瓶1点

土師器…………小型丸底壷1点

鉄製武器…………直刀4口、弓金具4点、鉄鏃22本以上

馬　具…………轡1口、雲珠1点、辻金具2点、馬鈴1点、餃具1点他

鉄製工具…………刀子7挺、鈍1挺、鋸1挺、斧l挺、聖状工具2点

鍛冶工具…………金紺1挺、金床1基、金鎚2本

装身具…………耳環4点、ガラス製玉類2点

そ　の他…………不明鉄器、鉄挺？

以上が石室内の金出土遣物である。鍛冶工具一式をはじめとした鉄製工具が多く、装身具類の数が

他の古墳と比較して非常に少ないのが特徴的である。馬具には鉄地金鋼張のものが見られ・被葬者の

経済的優位性が看取される。また完形品が多いが、破片で出土したものは迫葬時に壊された可能性が

高いと考えられる。土器の出土量も少ないが、これは迫葬時に石室外に掻き出された可能性があると

考えられる。鉄鏃の型式を見る限り、6世紀第3四半期から7世紀初頭にかけての時期幅が想定され

る。これらの遣物は、その出土地点から以下の6群に大別されると考えられる。

1群（仕切石より奥壁側の屍床内の遺物群）

鉄製直刀2口、馬鈴1点、ガラス製丸玉1点

2群（最終埋葬時に敷設された屍床（第1面）に伴う遣物群）

直刀1口、耳環2点、弓金具1点、ガラス製丸玉1点
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3群（第2面に伴う左側壁側の遺物群）

耳環3点、餃具l点、刀子1丁、鉄鏃5本、弓金具3点

4群（第3面に伴う右側壁側の遺物群）

鉄製直刀1口、鉄鏃7本、須恵器、土師器

5群（左袖石隅角付近の遺物群）

鍛冶工具一式、馬具一式、鉄鏃12本以上、刀子3丁、鈍1挺、整状工具2点、不明鉄器1

点、須恵器

6群（羨道の遺物群）

須恵器

2．人骨の出土状況と迫葬過程

これら人骨の取り上げを依頼した中橋孝博氏の考察によれば、出土状況から少なくとも5体以上が

埋葬されたと考えるのが妥当としている。故に本境に埋葬された人骨は当然2世代から数世代のもの

であると考えられる。石室の型式から本境の築造は6世紀後半と考えられるが、副葬される土器の年

代観や鉄鏃の型式から勘案して本墳の経営期間はそれほど長くないものと推察される°人骨の遺存状

況は良好でないが、部位と出土位置及び層位から以下の被葬者を想定し、便宜的にA～Fと仮称する。

尚、人骨が遺存しないが奥壁側の屍床に埋葬されたと推定される人物を仮定している°

被葬者A

被葬者B

被葬者C

被葬者D

被葬者E

被葬者F

人骨遺存せず

頭蓋骨（？）34、脛骨39、脛骨（？）38、骨35～37、40

頭蓋骨5、大腿骨11、脛骨21、骨9、左上腕骨1？

頭蓋骨19

頭蓋骨4

頭蓋骨26、左上腕骨27、骨盤29、骨28、30～33

右側壁側には大腿骨や脛骨などが集骨されているが、これらの帰属は現今のところ明確にできない。

ここで集骨に関して注目しておきたいことがある。最後の埋葬（被葬者F）が行われた石室中央の屍

床部を除き、奥壁側の屍床と左側壁側は迫葬が避けられている。左側壁側の被葬者Bは人骨は遣存部

位が僅少であるが、恐らく1体であるものと推定される。また奥壁側の仕切石内の屍床に埋葬された

と想定される被葬者Aは、人骨が遺存しておらずこの空間を屍床と断言することはできないが、恐ら

く本境を築造した家長の埋葬空間であるものと思われ、この空間を特別視し意識的に迫葬を避けた可

能性が指摘できる。またこの面と玄室前半の床面第3面敷石との間には5～8cmの比高差があることも

これを肯定する材料になろう。奥壁沿いの鉄製直刀2言、銅鈴1点は、その出土位置から被葬者Aの

副葬品とみて間違いなかろう。また玄門左袖石隅角付近の金床と大型金鎚は敷石より下の盛土面に、

また金柑は左側壁沿いの敷石直上から出土した。小型金鎚は第3両敷石より約10cm程度浮いた状態で

出土したが、他の出土状況から一括して初葬時もしくはこれに近い段階に副葬されたとみて大過なか

ろう。また、鉄製工具類も整状工具（図95－2、3）は金床を囲むように敷かれた礫の下から出土した。

また鉄製鋸、鉄製鈍、鉄斧と鉄鏃数本も金柑周辺の床面直上から出土しており一括して副葬された可

能性が高い。馬具の内、轡、雲珠、辻金具1点は床面からかなり浮いた状態で出土していることから、

迫葬時に片付けられたと考えられる。が、出土した辻金具2点の内、1点は前述した工具類の傍から出
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土しており、原位置を保っているとの解釈が許されるならば、馬具もまた初葬時の副葬品であろう。

仕切石より前半の玄室部分では、発掘調査時点で床面敷石を3面認定した。この内第2両と第3両

との間にはほとんど比高差が認められない。また第2両は灰青色系統の川原石を多用しており、本来

第3面敷石の装飾効果を狙ったものの可能性がある。また第3両敷石では、ほぼ中央部で比高差が僅

か2～3cm程度であるものの、調査時点で明確に一段高いと認識できた屍床部を確認した。

第3両のこれらの屍床の敷設が同時期なのか、または各迫葬時のものなのか確認調査のため明確に

できないが、例えば金床と金鎚を避けて新たに敷設された部分があるように、部分的に時期差がある

と考えてよかろう。

被葬者Bの頭蓋骨と推測される骨34の周辺からは耳環3点（遺物3群）が出土しており、この人物

の装身具と考えられる。集骨が避けられたという事実を考慮に入れるならば、これが尊属に対する敬

意を表した結果とみることもできる°田中良之氏の研究（田中1995）によれば、この時期には家長の

妻が同一の墳墓に埋葬されはじめる時期である。出土人骨から性別判定ができないのが残念だが、女

性に比定するならば家長の妻の可能性も考えられよう。また被葬者Bの人骨は少ないながらも玄室主

軸に対して若干斜めに埋葬されているように見受けられるが、この部分の敷石、つまり長さ約130cm×

50cmの主軸にはぼ一致する。

被葬者Cの骨は迫葬時の集骨で同定できないが、最も下層から出土した人骨数本を仮定した。この

部分の敷石も、左側壁側と同様、長さ150cm程度の長方形を呈する。右側壁沿いの鉄製直刀1口、鉄鏃

7本は、その出土位置から被葬者Cの副葬品とみて間違いなかろう。

被葬者Dの頭蓋骨が出土した玄室のほぼ中央は前述のように調査時点で段として認識できた。主軸

とはややずれるが、この方向で長さ150cmx幅60cmの屍床状を呈する。Dの頭蓋骨からやや左側壁側

には約6cm高くなった大振りの礫が置かれており、枕石と考えられる。この石材の上からは人骨が確認

されていないことから、迫葬時に片付けられた可能性が高い。あるいは被葬者Eがこれに相当する可

能性もある。集骨された左側壁側の人骨の内、大腿骨の数から4体以上の埋葬が確実視されている。

この内、集骨されなかった、またはされる必要がなかった被葬者A，B，Fを除くと少なくとも7体

の埋葬があったと考えられ、この部分にもう一人の埋葬があった可能性がある。

本墳の最後の被葬者Fは長さ約200cmx100cmの屍床に埋葬される。副葬品は傍にある直刀1口、耳

環2点と考えられる。弓金具は遺物3群から3点とここから1点出土しており、3群のものが本粥側と

すれば、本来左側壁に立て掛けてあったものが倒れた可能性があり、どの被葬者に副葬されたのか明

確にできない。以上をまとめると下のようになる。

被葬者A

被葬者B

被葬者C

被葬者D

被葬者E

被葬者F

（初　葬）　　　直刀2言、鍛冶工具一式、鉄製工具一式、馬具、鉄鏃など

（2又は3回目）　耳環3点ほか

（2又は3回目）　直刀1口、鉄鏃7本

（4回目以降）

（4回目以降）

（最終の埋葬）　直刀1口、耳環2点

玄室隅角付近及び羨道に副葬された須恵器及び土師器は、出土層位が第3両の高さより10cm程度高

い。また前段階までの埋葬に伴う土器が掻き出される例を考慮に入れると、最終の埋葬に伴う副葬品

とみることができる。本墳では故人の身に付けられていた、もしくは身に付けるものは被葬者の近く
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に副葬され、他の副葬品は玄室隅角付近や羨

道に副葬される。こうしてみた場合、奥壁際

で出土した銅鈴が馬鈴として使用されたか

疑問が生じる。

現今のところ余力がなく鉄鏃や馬具の細

かな編年的考察は本稿ではできない。これは

今後－の課題としこれら被葬者の性格を総合

的に検討する必要があろう。

（1）氏の研究によれば「6世紀前半～中葉になって現

れる基本モデルIIIは、基本モデルIIに家長の妻が

加わった形」とあり「原則として家長と、家長を

継承しなかった子どもたち」、にこの時期から妻

が同一の墳墓に埋葬され始める　としている。

参考文献

田中良之1995『古墳時代親族構造の研究一人骨

が語る古代社会－』ポテンティア叢書39、柏書房。

r

f
図19812号墳石室迫葬過程想定図

5・石ケ元古墳群出土の陶質土器について

桑原石ケ元古墳群では、7、9号境の2基から陶質土器が出土した。いずれも壷1口で、墳丘に供献

ざれた状態で出土している。近年、北部九州地域では韓半島系の遺物の出土が相次いでいる。特に早

良平野や宗像地域などでは、古墳や集落からの陶質土器の出土が目立つ。本古墳群が立地する糸島半

島でも、弥生時代中期から古墳時代前期にかけての拠点集落である御床松原遺跡などで、多くの陶質

土器が出土している。ここでは本古墳群から出土した2点の陶質土器を取り上げ、その系譜を探りた

い。

7号墳出土の壷は胴部片のみで、言頸部及び鹿部が欠損する。出土した胴部片も数量が少なく不明確

な点があるが、肩部が緩やかに移行し、球形に近い形状に復元できると考えられる。胴部外器面の調

整は下半が格子目タタキ、肩部から胴部上半には鳥足文タタキが施される。このタタキは各段で約半

分ずつ重複し原体の復元が容易でないが、縦方向の平行線文に三叉状の線を彫り込む鳥足文タタキと

考えて間違いなかろう。平行線の各間隔には、ややばらつきが見られるo鳥足文は平行線に直行する

ように彫り込まれた横軸を基点に、上斜線と下斜線が800以上開いて彫り込まれている°また、上斜

線はやや幅広い。肩部はナデ調整され、タタキが消される。

韓半島における6世紀代の鳥足文土器の分布は、ほぼ栄山江流域に限られるとの指摘がある（和田

2000）。右図に示した全羅南道羅州都洛南南新村里9号墳例、また国内では福岡市梅林古墳例などにみ

られるように、主流を占める右開き鳥足文とは異なり（竹谷1995）、本例は前原市井原上学遺跡出土例

のように左開きである。またタタキの重複が激しい点など、他の鳥足文土器の例とは施文方法に若干

の差違が認められる。

9号墳出土壷は6世紀後半代（IIIa期）の土器群と共に供献ざれた状態で出土した。並置された須恵
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図199　鳥足文土器の例
（縮尺1／4）

1全羅南道羅州郡播南面新村里9号墳

2　　　　　　同　上　　　　　6号墳

3　福岡市早良区梅林古墳

4　福岡県京都郡苅田町番塚古墳

5　福岡市西区桑原石ケ元7号墳

＼出′1し・　　－

図200　胴部が凹む圏線文土器の例（縮尺1／6）

1全羅南道霊岩内東里草墳谷5号墳甕棺
2　福岡市西区桑原石ケ元9号墳
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器大甕と同様、墳丘供献後に鹿部が故意に突き割られ破砕していた。胴部の外器面の調整は平行タタ

キの後、l～2．5cm間隔で16本の圏線を1本ずつ巡らせている。また、胴部最大径付近の文様は横方向

に擦り消されている。更に注意すべき特徴として、胴部側面が1カ所大きく凹んでおり、周囲に円座

状の席痕が観察される。また、これと反対側の胴部内器面の色調が内器面の他の部分と比較して暗く・

横置して焼成されたと推定される。

このように胴部が凹む土器は、右図6に示したように（徐、成1984）栄山江流域の甕棺墓の副葬品

例などに多く認められる。この種の土器の年代について、韓半島では下限が6世紀初頭～前半までと

の見解があり、本例と共伴する土器の年代観と差違がある。しかし胴部や口縁部の形状、また10数条

の横走沈線を胴部に巡らせる施文方法など共通点が多く、桑原石ケ元9号墳例もこの系統の土器と考

えて大過なかろう。

これら2種の土器が盛行する地域は韓半島西南部の栄山江流域と考えられる。白井克也氏の研究に

ょれば、鳥足文土器など「百済典型器種と相互排他的な関係にある器種は、馬韓地域に由来する」（白

井2001）とある。更に氏は「北部九州の限られた地域に群集境の副葬品」から北部九州の在地首長の

交易の様相を指摘されているが、本古墳群からこれら2点の馬韓系統の土器の出土がどのような意味

を持つのか、今後の検討課題の一つである。

註

（1）和田晴吾・吉井秀夫　2000「日本出土百済系土器をめぐる1予察」『福岡大学総合研究紀要第240号』・福岡大学総

合研究所。

（2）竹谷俊夫1995「日本と朝鮮半島出土の鳥足文タタキ文土器の諸例－その分布と系譜－」『古墳文化とその伝統』・

勉誠社。

（3）徐聾勲．成洛俊編1984『曾告レH∃到重き書ヱ草』光州博物館学術叢書第11冊・国立光州博物館。

（4）白井克也　2001「百済土器・馬韓土器と倭」『検証古代の河内と百済』・枚方歴史フォーラム実行委員会°

参考文献

徐聾勲・成洛俊編1988『羅州洛南古墳群』光州博物館学術叢書第13冊、園立光州博物館。

竹谷　俊夫1993「日本と朝鮮半島出土の鳥足形タタキ文土器の諸例－その分布と系譜」『古墳文化とその伝統』・勉

誠社。

濱石哲也編1991『梅林古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第240集、福岡市教育委員会。

岡村秀典．垂藤輝之編1993『番塚古墳』苅田町文化財調査報告書第20集、苅田町教育委員会．九州大学文学部考

古学研究室。

桜井　久之1998「鳥足文夕タキメのある土器の一群」『大阪市文化財協会研究紀要創刊号』、財団法人大阪市文化財

協会。

朴仲換他編1998「柴山江q古代文化」『国立光州博物館20周年紀年特別展図録』、国立光州博物館。

図出典

図199－1徐・成1988より抜粋再トレース。

図199－2　竹谷1993より抜粋再トレース°

図199－3　潰石1991

図199－4　岡村・垂藤1993より抜粋再トレース。

図200－1徐．成1984より抜粋再トレース。
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6．出土遺物と被葬者の性格

被葬者の性格については、個々の遺構や遺物についてより詳細な検討を行わなければならない。ま

た、本古墳群の造営と経営にどのような古代家族の活動が想定できるかについては、周辺の古墳群と

当該期の集落遺跡の発掘成果と併せて検討する方が妥当である。また、本古墳群の造墓活動の検討は、

律令制度下の評、郷の形成や、この地域における製鉄関連遺跡の増加などを研究する上でも非常に重

要な作業であり、元岡．桑原遺跡群発掘調査の総括的課題として今後に委ねたい。

故に、ここでは古墳群の形成過程や特徴的な遺物及び周辺遺跡の発掘成果から、被葬者の性格につ

いて若干の考察を行うに留めたい。遺存状況の悪さから墓道を共有する単位群の抽出が不可能である

が、開口方向と経営期間などを併せると次の事柄が指摘できる。

1、11期と111期の古墳では立地地点や開口方向、経営期間に大きな差違が認められる。但しこれが

造営集団の違いを表すのか、もしくは造墓地の変化なのかは現今のところ明確にできない。

2、11期の古墳群は6世紀段階でその経常がほぼ終了し、南側の集落の消長を想起させる。但し、

数基の古墳では以後も経常もしくは造営が継続している。

3、III期の古墳は大原川流域に面した北側の尾根上に集中する。これらの古墳群からは12号墳出

土の鍛冶工具一式をはじめ製鉄関連の遺物が集中して出土している。これらの古墳では律令期

まで迫葬が継続される。特に6、8、11、28号墳では8世紀代まで経営されており、12次調査地

点の大規模製鉄遺跡との関連が窺える。

次に出土遺物の特徴について見ていきたい。まず武器を副葬する古墳は16基で半数以上に及ぶ。遺

存状況の悪い南側の尾根に立地する古墳の周辺でも直刀片などが出土していることから、元来はより

多くの古墳で武器が副葬された可能性が指摘できる。内訳は以下の通りである°

装飾太刀……8号墳

鉄　　矛……8号墳

弓金具……8・12号墳

胡　　諒……7号墳

鉄　　刀……5．6・7．8・11・12・14・17・19・20・28．29・33・34号墳

馬　　具……6・7・8・11．12・19・20号墳

鉄　　鏃……4．5．6．7・8．9・11・12・17・19．20．28・29・33号墳

8号墳出土装飾太刀は6世紀後半代の所産と考えられ、出土位置などから初葬もしくはそれに近い

副葬品であると考えられる。この装飾太刀は被葬者の性格を追求する上で非常に重要な示唆を与える

であろうが、現在これを明確にすることはできない。新納氏は東国の例を中心に舎人との関連を指摘

されたが（新縮1982）、西国でこれがあてはまるのか検討を要する。また装飾付太刀を「氏」の形成と

氏の職務や統治行為といった二つの側面を有機的に考えて捉えるべきとする藤村氏の考察（藤村

1996）をこれにあてはめるのも、当地の状況が今一歩明らかになった段階で検討する方が真相に近付

きやすい。また8号墳石室からはこの装飾付太刀の他、鉄製直刀、鉄鏃、刀子、大型刀子、鉄矛、鉄

製石突、弓（金具）、轡、鐙、鞍などの武具・馬具や、ガラス製玉類、土製玉類に加え、碧玉製管玉、
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水晶製切子玉、同算盤玉、喝璃製丸玉、琉拍製勾玉、金製・銀製・鋼芯銀板張の耳環など器種が豊富

で豪華なものが出土した。いずれにせよ被葬者がどのような階層にあったのか、また8世紀代まで迫

葬されたこの後裔達が、郡や郷の中でどのような職階にあったのかについては、高島氏の指摘にある

ように（高島1996）、これら副葬品全体の組成と周辺の古墳からの出土遺物とあわせて検討する必要が

あり、その手続きを踏んだ上で本境の被葬者の性格に言及できるものと考える。

本古墳群で出土した武器は、上述のように鉄刀は14基で出土した。中でも6世紀後半代以降の築造

と考えられる8・12・28号境では100～130cmを測る大型の直刀が出土し、12号境では3言副葬されて

いた。鉄鏃も14基の古墳で出土した。8号墳では個体数で約60本を数え、また19・33号墳の2基で

は、石室隅角付近にまとめて副葬された状態で出土している。被葬者の軍事的性格が窺えるこのよう

な鉄製武具の副葬も、時期的な変遷や器種構成を明らかにした上で全体の中での序列化を図り、当地

の軍事的組織のあり方などを解明するのが大きな課題である。馬具を出土する7基の古墳の内、金銅

張製品や青銅製馬鐸・馬鈴などの装飾的要素が強い馬具を副葬するのは6．8・12・20号境の4基であ

り、階層性の考察が可能である。また5世紀代の築造と考えられる33．34号墳でも鉄刀や鉄鏃が副葬

されており時期的変遷を追う資料になる。

製鉄関連の遺物は、6世紀第3四半期から第4四半期にかけて造墓が集中した北側の支群から多く

出土している。その内容をまとめると以下になる。

鍛冶工具……12号墳

鉄　　津……6．11．28．29号墳（平成12年度調査の1・2号墳でも出土）

砥　　石……5・27・33号墳

砥石に関しては全て墳丘表土層からの出土品であり、これらの古墳に確実に伴うものか断言できな

い。12号墳の鍛冶工具一式の副葬の年代は、その出土位置から築造された時期に近い6世紀第3四半

期頃と考えられる。鉄澤の供献の年代は時期を特定することが困難であるが、おおよそ6世紀後半か

ら7世紀代にかけてと考えられる。11号墳出土鉄澤は製錬から鍛冶までの工程が追える資料である

が、脈石成分（Ti，V，Mn）の低減傾向から一連作業の派生品の可能性が高く、この地域における製錬

開始は6世紀後半から7世紀代と考えられるとの指摘（第5章1節）を受けている。

これらの事実から本古墳群、とりわけIII期に築造された墳墓は、この地域にあって世襲的に鉄また

は鉄器生産を掌握し、経済的な優位性を確保した集団の奥津城であると考えることができよう。また

半島に近接する志摩半島の一谷部でこのように造墓が偏重することや、製鉄集団を多く含む被葬者た

ちが同時に、軍事的組織の構成要員であったということは、この背景にある朝鮮半島との政治的緊張

にあった6世紀代の我が国の動向を考える上で非常に重要な資料になるといえよう。半島系の遺物と

いう点では7・9号墳で馬韓系統の陶質土器が出土している。これら2基の古墳の被葬者と、韓半島南

西部栄山江流域の地域との直接、間接的な関係は現今のところ明言できないが、当時の対外交渉とこ

の地域の役割を考える上で重要な資料である。

また6・8・11．28号境の4基では8世紀代まで経営されている。周辺の律令期の製鉄遺跡との関連

などは、元岡・桑原遺跡群の発掘調査の総括的課題として今後の検討に委ねたいが、とりわけこれら

の支群が面する大原川流域で12次地点などの大規模な製鉄遺跡が確認されたことは、両者の関連を考

える上で非常に示唆的である。

最後に、特定の遺物が特定の古墳に偏重することも注視すべき事実であろう°例えば12号墳石室か
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ら鍛冶工具や聖、錐、鋸といった鉄製工具類が一括して出土している。このことは後の律令期に増加

する鉄生産の素地が、少なくとも6世紀第3四半期まで遡りうるということを物語る。この他、28号

墳石室からは7世紀から8世紀にかけて副葬されたと考えられる刀子－これらは文房具として使用さ

れた可能性があるが－が11挺も出土したように、被葬者が特定の職階を帯びていた可能性を窺わせ

る。元岡・桑原遺跡群20次調査地点出土の「案主」銘墨書須恵器等に見られるような律令期の下級官

大層と本古墳群の被葬者との対照も今後の重要な検討課題のひとつである°

註

（1）氏はこの中で関東地方の国造級と思われる古墳から装飾付太刀が多く出土していることと、続日本紀の『授刀舎

人』の記述から、「装飾付太刀と舎人との間には何らかの関係が存在するのではないかと推定」されている。

（2）氏はこの中で「氏の原理」と「「職務もしくは統治行為」を「装飾付太刀のもつ二つの側面」とし、この「二つの

側面をつないで互いに促進しあうリングとして氏上があり、そのリングのシンボルとして、装飾付太刀が使われた

と見るべきものと考え」られている。

（3）氏は鴨稲荷山古墳や藤ノ木古墳の石棺出土遺物の検討から「ひとり装飾付太刀だけが階層性を表したとは言えない」

とされ、装飾付武器や装飾付文房具などが「個別に、あるいは一つのセットとなって所有者の階層性を顕現してい

た可能性もある」とされている。

引用．参考文献

新縮　泉1982「単竜・単鳳環頭太刀の編年」『史林』第65巻第4号、史学研究会o

藤村正明1996「装飾付太刀をもつ人」『金の太刀と銀の太刀－古墳．飛鳥の貴人と階層』大阪府立近つ飛鳥博物館

図録9、大阪府立近つ飛鳥博物館。

高島　徹1996「装飾付太刀を出土した古墳」『金の太刀と銀の太刀－古墳．飛鳥の貴人と階層』大阪府立近つ飛鳥

博物館図録9、大阪府立近つ飛鳥博物館。
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第5章　各種分析

桑原石ケ元古墳群出土鉄浮の金属学的調査

（株）九州テクノリサーチ．TACセンター　　　　大澤　正己

概要／1・いきさつ／2．調査方法／3．調査結果／4．まとめ

福岡市元岡地区・桑原石ケ元12号墳出土の古墳人骨について

九州大学大学院比較社会文化研究院　　　　　　　中橋　孝博

はじめに／遺跡・資料．方法／結果

桑原石ケ元古墳群から出土した土器に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源科学科　　　　　　　　　　　中野　益男

（株）ズコーシャ総合科学研究所　　　　　　　　中野　寛子・門　利恵・星山　賢一

1・土器及び土壌試料／2．残存脂肪の抽出／3．残存脂肪の脂肪酸組成／4．残存脂肪のステロール組成／5・脂

肪酸組成の数理解析／6．脂肪酸組成による種特異性相関／7．酵素抗体法（ELISA法）による糖脂質の確認／8．

総括

装身具類の調査－ガラスと耳環を中心として－

福岡市埋蔵文化財センター

奈良文化財研究所

比佐　陽一郎・片多　雅樹

村上　隆

1．はじめに／2．ガラス資料の調査／3．耳環類の調査／4．細型タイプの金製耳環の材質と製作技法／5．おわ

りに
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桑原石ケ元古墳群出土鉄澤の金属学的調査

（株）九州テクノリサーチ・TACセンター

大澤正己

概要

6世紀後半から8世紀代に属する3基（6、11、29号）の古墳から出土した鉄滓（10点）の金属学的

調査をして、次の点が明らかになった。出土鉄澤は11号境に椀形鍛冶浮を1点含むが、他の9点はい

ずれも砂鉄製錬澤であった。それらは地元賦存の低チタン砂鉄が始発原料である。

元岡遺跡群内では、奈良時代（8世紀代）の大規模製鉄遺構が検出されているが、これを遡る遺構の

発見は現在のところないと注1）今回の古墳出土製錬澤は当地域の6～7世紀代の製鉄操業を間接的に裏付

ける資料になりうるであろう。

1．いきさつ

桑原石ケ元古墳群は、福岡市西区大字桑原字石ケ元に所在する。古墳数は32基あって、1・2．6・11．

28．29号墳から鉄澤が、12号墳から鉄製鍛冶具一式（金床、鉄鋏、鉄槌2点）、5・27・33号から砥石が

出土して製鉄関連との拘わりの深さが注目される。（注2）隣接する元岡遺跡群では律令時代の大掛りな製

鉄活動があり、それに関連して古墳出土鉄澤は古墳群の被葬者の性格や、この地域における鉄生産の

開始時期を考察する上で欠くべからざる貴重な資料となる。これらの背景を明確にする目的から金属

学的調査の運びとなった。

2．調査方法

2－1供試材

Table・1に示す。6号墳出土鉄浮は1点、11号墳は8点、29号境はl点の調査であった。

2－2　調査項目

（1）肉眼観察

遣物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。

（2）マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、投

影機の10倍もしくは20倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査によるよりも広い範囲にわ

たって、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

（3）顕微鏡組織

切り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の＃150、＃240、＃320、＃600、＃1000

と順を迫って研磨し、最後は被研磨面をダイヤモンド粒子の3〃とl〃で仕上げて光学顕微鏡観察を
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行った。なお、金属鉄の炭化物は、ピクラル（ピクリン酸飽和アルコール液）で・フェライト結晶粒

は5％ナイタル（硝酸アルコール液）で、腐食（Etching）している。

（4）ピッカース断面硬度

鉄澤の鉱物組成と、金属鉄の組織同定を目的として、ピッカース断面硬度計（VickersHardness

Tester）を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に136°の頂角をもったダイヤモンド

を押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は

顕微鏡用を併用した。

（5）EPMA（ElectronProbeMicroAnalyzer）調査

分析の原理は、真空中で試料面（顕微鏡試料併用）に電子線を照射し・発生する特性Ⅹ線を分光後

に画像化し、定性的な結果を得る。更に標準試料とⅩ線強度との対比から元素定量値をコンピューター

処理してデータ解析を行う方法である。化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定

が可能である。

（6）化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分（TotalFe）、金属鉄（MetallicFe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

炭素（C）、硫黄（S）、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化珪素（SiO2）、酸化アルミニウム（A1203）、酸化カルシウム（CaO）・酸化マグネシウム（MgO）・

酸化カリウム（K20）、酸化ナトリウム（Na20）、酸化マンガン（MnO）・二酸化チタン（TiO2）・酸

化クロム（Cr203）、五酸化燐（P205）、バナジウム（Ⅴ）、銅（Cu）、：ICP（InductivelyCoupled

PlasmaEmissionSpectrometer）法‥誘導結合プラズマ発光分光分析。

3．調査結果

3－1、6号墳IV区墳丘出土品

（1）KIM－1：炉底塊

①肉眼観察：平面が不整五角形を呈する厚手炉底塊の破片である。表面は平坦で流動肌をもち・側

面から裏面へかけて木炭痕を残す。表裏面と側面1両が生きて・側面の3両は被面となる0色調は茶

褐色。被面は中小の気泡が散在するが緻密である○また・裏面は細かい気泡が露出して砂粒を付着す

る。

②顕微鏡組織：Photo・1の①～⑤に示す。鉱物組成は②～④である。白色粒状結晶のヴスタイト

（VVtlstite：FeO）と、その粒内微小析出物のFe－Ti化合物・それに少量の淡茶褐色多角形結晶のウ

ルボスピネル（Ulv0spinel：2FeO・TiO2）及び淡灰色長柱状結晶のファイヤライトが暗黒色ガラス質

スラグで構成される°低チタン含有砂鉄を始発原料とする製錬浮の晶癖である。

③ピッカース断面硬度：Phot0．1の①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は523Hv

であった。ヴスタイトの文献硬度値は450～500日Ⅴといわれている。（注3）若干上限を上回るが微小析出

物品出の影響があろう。もしくはマグネタイト（Magnetite：Fe304）の可能性も完全無視はできない。

④化学組成分析：Table．2に示す。脈石成分（Ti、V、Mn）高めで製錬澤の成分傾向を呈している。

すなわち、全鉄分（TotalFe）は48．50％に対して金属鉄（Meta11icFe）0．02％・酸化第1鉄（FeO）

49．91％、酸化第2鉄（Fe20。）13・85％の割合である。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋
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K20＋Na20）は29・40％で、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）3．80％を含む°砂鉄特有成分の二

酸化チタン（TiO2）は1．88％・バナジウム（Ⅴ）0．31％、酸化ジルコン（ZrO2）1・54％など糸島半島

から福岡平野に賦存する砂鉄原料の澤の傾向をよく表わしている。酸化マンガン（MnO）は0．25％、

鋼（Cu）は0・01％以下も地元砂鉄成分の使用の裏付けとなる。

3－2、11号墳墓道出土品

（1）KIM－2：炉底塊

①肉眼観察：平面は隅丸長方形状で炉底塊のコーナー部分の破片である。表面と側面1面は生きて

いるが・側面4面と裏面の一部が破面となる。表面の一部は平滑で細かい木炭痕を残す。澤の色調は

茶褐色で撤密質である。

②顕微鏡組織：Phot0．1の⑥～⑧に示す○鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイトと粒内Fe－Ti析

出物・淡灰色木ずれ状結晶のファイヤライト、それに未凝集白色金属鉄粒のフェライト（Ferrite：純

鉄もしくはα鉄）・鋳化鉄のゲーサイト（Goethite‥α一FeO・OH）などで構成される。含鉄系の砂

鉄製錬澤の晶癖である。

③ピッカース断面硬度：Phot0．1の⑥に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は595Hv

であった。マグネタイトに同定される°多角形結晶でなく粒状結晶であってもマグネタイトであった。

④化学組成分析：Table・2に示す。先述したKIM－1より鉄分が多くて脈石成分が若干低め傾向に

あるが同系成分の鉄浮である。また鉄分は高めであるが全鉄分（TotalFe）は53．39％に対して、金属

鉄（MetallicFe）も検鏡でみられたように0．25％あって、酸化第1鉄（FeO）29．47％、鋳化鉄含みで

酸化第2鉄（Fe203）は43・23％の割合で高めである。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋

K20＋Na20）は17．49％と少なく、塩基性成分（CaO＋MgO）は2・02％である°砂鉄特有成分の二

酸化チタン（TiO2）1．05％・バナジウム（Ⅴ）0・25％、酸化ジルコン（ZrO2）0・84％など含有し、酸化

マンガン（MnO）0．13％、鋼（Cu）0．01％以下となる。やはり低チタン含有砂鉄を原料とした製錬澤
に分類される。

（2）KIM－3：炉底塊

①肉眼観察：平面は不整四角形の炉底塊破片である。側面の4両は全部破面を呈す。表面は一部に

破面をもつが滑らか肌ながら凹凸をもつ。重量感があり微密質で端部で鋳化による剥落や亀裂が走り

含鉄系である。色調は茶褐色から暗灰色。

②顕微鏡組織：Photo・2の①～③に示す。鉱物組成は白色粒状結晶の凝集ヴスタイトが暗黒色スラ

グ中に晶出する。②は表層部に残存した0．3mm径の半還元砂鉄粒子である。生砂鉄でなく製錬澤の裏

付けとなる。外観から含鉄傾向が窺われたが鋳化鉄にパーライト痕跡が検出された。軟鋼（0・3％C）
クラスの鉄塊である。

③化学組成分析：Table・2に示す。含鉄炉底塊だったので鉄分が多くてガラス質の少ない成分系で

あった。全鉄分（TotalFe）は61・96％に対して、金属鉄（MetallicFe）0・10％、酸化第1鉄（FeO）

41．86％・酸化第2鉄（Fe203）41．92％の割合である。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋

K20＋Na20）は8・43％留まりで、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）を1．34％を含む。砂鉄特有

成分の二酸化チタン（TiO2）は0．83％、バナジウム（Ⅴ）0・17％、酸化ジルコン（ZrO2）0．82％は若干

低めであるが・酸化マンガン（MnO）0．13％で鋼（Cu）は0．01％以下であった。含鉄系の製錬澤に分
類される。
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（3）KIM－4：椀形鍛冶滓

①肉眼観察：平面が不整台形状の扁平な椀形鍛治澤の一部欠損品である。表面は顆粒状の凹凸をも

ち、暗褐色を呈してあたかも砂鉄焼結状と見違える肌を呈していた。裏面は木炭痕による凹凸があり・

特に巾1．5cm程度の大形木炭痕を2ヶ所に深く刻む。被面は側面の1面で細かい気泡が散在するが

光沢質で緻密である。

②顕微鏡組織：Phot0．2の④～⑧に示す。④は表層に付着した鍛造剥片である。鍛造剥片は鍛冶にお

ける鍛打作業を実証する微細遺物である°赤熱鉄素材の表面酸化膜の剥落片である。俗に鉄肌（金肌）

やスケールとも呼ばれる。鍛冶鍛打工程の進行により、初期では表面が荒れ肌の厚手から、後半の平

坦で薄手へと変化する。色調は黒褐色から青味を帯びた銀色（光沢質）へと変わる。このような経歴

変化を弁えておれば、鍛冶工程の段階を抑える上で重要な遺物となるJ注4）今回提示した椀形鍛冶澤は・

0．04mm前後厚みの極薄で平坦性を保つ後発仕上げ段階に分類される。更に、この鍛造剥片の酸化膜

相としての組織を観察すると、白色微厚の外層へマタイト（Hematite：Fe203）、中間層の灰白色のマ

グネタイト（Magnetite：Fe304）、膜厚の大部分を占める内層ヴスタイト（W加tite：FeO）の3層

から構成される。内層非晶質で仕上げ段階の派生を裏付ける。また、鍛造剥片の3層のうちの外層へ

マタイト相は、1，450℃を超えると存在しなくなくて、かつ、内層ヴスタイト相は570℃以上で生成さ

れるのはFe－0系平衡状態図で説明されている。（注5）

次に⑤⑥は鋳化鉄のゲーサイト（Goethite：α－FeO・OH）にパーライト痕跡が残された組織を示

す。0．4％前後の炭素含有の鉄素材の使用が想定される。⑦⑧は鍛冶滓組織のヴスタイトとファイヤラ

イト構成である。ヴスタイト粒内にはFe－Ti化合物の析出がなく、脈石成分の低い組織を表わしてい

る。鉄素材の繰り返し折り曲げ鍛接の高温作業で排出された鍛錬鍛冶浮の晶癖であった。

③化学組成分析：Table・2に示す。鍛冶澤は製錬澤に比べると鉄分が増加して脈石成分が低減した

成分系となる。すなわち、全鉄分（TotalFe）は、62・51％に対して金属鉄（MetallicFe）0．18％・酸

化第1鉄（FeO）54．32％、酸化第2鉄（Fe203）28・75％の割合となる。ガラス質成分（SiO2＋A1203

＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）も減少し12・19％で・このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）も1・57％

留りである。更に砂鉄特有成分の二酸化チタン（TiO2）0．31％、バナジウム（Ⅴ）0・10％、酸化ジルコ

ン（ZrO2）0・27％と少なく、酸化マンガン（MnO）も0．05％まで低下する。鋼（Cu）の0．01％以下

は変化のないレベルである。鍛冶澤の成分系を表わす分析値であった。前述してきた製錬澤のKIM－

1、2、3に連なる鍛冶澤である。

（4）KIM－5：炉底塊

①肉眼観察：平面が不整五角形を呈する炉底塊の破片であろう。全面が茶褐色の酸化土砂に覆われ

て破面が不明瞭で完形にみえぬこともない。表面は平坦気味であるが砂粒が固着し、細かな凹凸と木

炭痕を残す。裏面は鋳膨れを2ヶ所に発生。断面形状は椀形状を呈して、椀形鍛冶澤の可能性も想定

したが組成調査で炉底塊に判別できた。

②顕微鏡組織：phot0．3の①～③に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイトが成長して品出し・

粒内には微小Fe－Ti化合物の析出がある。これに淡灰色短柱状ファイヤライトが加わって暗黒色スラ

グ中に晶出する。砂鉄製錬浮の晶癖である。なお、白色粒状結晶は・ヴスタイトのみでなくマグネタ

イト粒も混在する。それは硬度値で確認できた。

③ピッカース断面硬度：Phot0．3の①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は618Hv

であった。当硬度値はヴスタイトの文献硬度値の450～500Hvから大きく外れてマグネタイトの上限

を超える値である。とにかくも硬質であった。
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④化学組成分析：Table・2に示す。脈石成分高めで製錬樺に分類できる樺である。全鉄分（TotalFe）

は46・39％に対して、金属鉄（MetallicFe）0．08％、酸化第1鉄（FeO）22・96％、鋳化鉄含みで酸化

第2鉄（Fe203）多くて40・70％の割合である°ガラス質成分（SiO2＋A120：l＋CaO＋MgO＋K20＋

Na20）は25・29％で、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）を2・4％と高めを含む。また、砂鉄特有

成分の二酸化チタン（TiO2）1．24％、バナジウム（Ⅴ）0．33％、酸化ジルコン（ZrO2）1．14％は多くて、

酸化マンガン（MnO）も0・18％と高値である。以上の如く脈石成分は高め傾向にあり、砂鉄製錬澤に

分類される°

（5）KIM一6：含鉄鉄滓

①肉眼観察：半棒状の含鉄鉄澤である。尖りをもつ片端部は鋳化激しく亀裂と表面剥離を起した個

所をもつ。全体的には凹凸少なく平滑傾向にある。酸化土砂というより酸化被膜に覆われた含鉄鉄澤

であった。46gの小塊。

②マクロ組織：Photo・6に示す。中核部は金属鉄が存在していたが現在は鋳化して、それも激しく侵

されて赤鋳化し、組織痕跡の観察は不可能な状態にある。白色線状輪郭が含鉄の存在を留める唯一の

証拠である。大きな塊であり、製錬系の含銑鉄澤の可能性を呈する。

③顕微鏡組織：Phot0．3の④～⑧に示す。澤の鉱物組成は白色粒状結晶の中粒ヴスタイトと凝集ヴ

スタイトの2群に分かれていた。⑤は0・25mm径の砂鉄を残存させる。半還元のマグネタイト粒子で

左側鋳化鉄と一体もので製錬系含鉄鉄澤といえよう。

④ピッカース断面硬度：Phot0．3の③に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は484Hv

でヴスタイトに同定される。

（6）KIM－7：炉内滓（製錬滓）

①肉眼観察：平面が不整台形状の炉内澤の破片である。表裏面と側面1両は生きて他面は破面であ

る。表面は比較的平坦で砂粒が錆着し、肌は荒れる。裏面は最大で10mm前後の木炭痕を数ヶ所に残

す。

②顕微鏡組織：Photo・4の①～⑤に示す。①は浮の平均的な組織である。鉱物組成は白色粒状結晶の

ヴスタイトと微細なファイヤライトが暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。②③は裏面側の局部的組

織である。淡褐色多角形結晶はクロム系スピネル鉱物である。EPMAの項で詳しくは述べる。これに

白色粒状結晶のヴスタイトが共伴する。製錬澤の晶癖である。

③ピッカース断面硬度：Phot0．4の④は白色粒状結晶の硬度測定の圧痕である。硬度値は437Hv

であった。ヴスタイトである。また、⑤は淡褐色多角形結晶は950Hvと硬質である。クロム系スピネ

ル鉱物に同定されるが、これはEPMAの項で触れる。

④EPMA調査：Phot0．7のCOMP（反射電子像）に6個所の定量分析を行った。1の番号をつけた

暗黒色ガラス質スラグは、37・3％SiO2－9．7％A1203－16．7％Ca0－1．8％K20－1・0％Na20組成の珪

酸塩である。これには砂鉄特有成分の1．5％TiO2－4．8％Zr02が固溶して糸島半島から福岡平野に腑存

する砂鉄の特徴を呈する。なお、25％FeOも検出されて微細ファイヤライトの影響が出ている。2の

番号は淡灰色不定形結晶である。組成は49．5％Fe0－33・1％Si02でファイヤライト（Fayalite：2Fe0

SiO2）が同定される。これにも砂鉄特有元素の1つである2．7％Zr02の国溶があった。3、4の番号は

淡褐色多角形結晶の外縁部と内部の分析である。3の組成は53．0％Fe0－17・4％A1203－10％Cr203－

8．5％TiO2－10％V203である。チタン・バナジウムやクロムの混在するスピネル鉱物である。更に4の

番号は46・7％Fe0－19・1％Cr203－17．4％A120。－4．9％TiO2－7．6％V203組成である。これも高濃度

クロム系スピネル鉱物の検出である。淡褐色多角形結晶の硬度値が950Hvと超硬質であったのも、こ
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のクロム系スピネル鉱物のせいであった。なお、同鉱物は7世紀後半代に属する大宰府遺跡の第180次

調査区の政庁跡から出土した鉄塊系遺物表皮スラグからも検出されている。（注6）5の番号は淡灰色針状

結晶である。定量分析値は61．1％Fe－20・3％Si02で鉄かんらん石のファイヤライト（Fayalite：2Fe0

SiO2）である。これにも砂鉄由来元素の3％TiO2－4．0％Zr02が固溶する。最後は6の番号のついた白

色粒状結晶の5fl平方エリアの分析である。組成は96・0％FeOでヴスタイト（W也stite：FeO）が固定

される。該品にも2・3％TiO2－1．2％Zr02の固浴があって砂鉄原料の鉄浮は揺るぎのない裏付けがとれ

た。

⑤化学組成分析：Table・2に示す。脈石成分の内クロム（Cr）高めを特徴とする成分系である。全

鉄分（TotalFe）は44・42％に対して金属鉄（MetallicFe）が0・10％、酸化第1鉄（FeO）27・58％、

酸化第2鉄（Fe203）32．72％の割合である。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na

20）は多くて高めの27・61％で、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）を2．4％と高めを含む。砂鉄

特有成分の二酸化チタン（TiO2）は1・67％、バナジウム（Ⅴ）0．45％、酸化ジルコン（ZrO2）1．46％は

高めであり、酸化マンガン（MnO）も0．17％であった更に該品は酸化クロム（Cr20。）を0．45％と多

く含有し、この結果は前述したEPMAの項で検出されたクロム系スピネル鉱物と繋がる。また同様に

バナジウム（Ⅴ）も鉱物相に固溶していた結果とよく対応している。

（7）KIM－8：炉内滓

①肉眼観察：平面は不整方形状の小型（45g）炉内澤の破片である。側面2面は破面と判別がつく

が他は不明瞭である。破面から鋳化鉄含みが観察される。表裏面は黄褐色を呈し、砂粒の錆着と小瘡

状の突起などが目につく。木炭痕も軽微に残す。破断面は微密質で重量感をもつ浮である。

②顕微鏡組織：Phor0．4の⑥～⑧に示す。⑥は末凝集フェライトが鋳化物として遺存する間隙に樹

枝状微小白色粒状ヴスタイトが品出する。ただし白色粒状結晶はヴスタイトだけではなくてマグネタ

イトの混在も想定される。

③ピッカース断面硬度：Phot0．4の⑦は白色粒状結晶の硬度測定の圧痕で、硬度値は590Hvで

あった。マグネタイトである。⑧は淡茶褐色多角形結晶の硬度であって、値は738Hvを呈す。当結晶

はウルボスピネルとへ－シナイトの混合組成の可能性が高い。当鉄浮の鉱物組成は砂鉄製錬澤に分類

される。

（8）KIM－9：炉内滓

①肉眼観察：平面が不整三角形状で小型（40g）の炉内澤である。側面の2面が破面。表面は亀裂

が走り砂粒が付着して小波状荒れをもつ。色調は茶褐色から灰黒色を呈する。波面は中．小の気泡が

散在するが微密である。

②顕微鏡組織：Photo・5の①～⑤に示す。①は右寄りの不整五角形の鉱物は砂鉄のマグネタイト

（Magnetite：Fe20。・FeO）粒子である。0．35mm径の被熟粒子の存在は製錬滓の可能性が強い。砂

鉄の周辺にはヴスタイトや淡褐色多角形結晶のスピネル鉱物が点在する。また、白色粒状結晶はヴス

タイトの他にマグネタイトも混在している。②③は、①の砂鉄以外の鉱物組成は全部存在する組織で

ある。

③ピッカース断面硬度：Photo・5の④は淡褐色多角形結晶の硬度測定の圧痕で、硬度値は941Hv

であった。非常に硬質なので、これもクロム系スピネル鉱物の可能性をもつ。また、⑤の白色粒状結

晶の硬度値は572Hvであった。こちらはマグネタイトが同定される。顕微鏡組織で砂鉄粒子が検出さ

れ、マグネタイトやヴスタイト、それにクロム系スピネル鉱物の構成から砂鉄製錬澤に分類される。
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3－3、29号墳墓道出土品

（1）KIM－10：炉外流出滓

①肉眼観察平面が不整五角形を呈する炉外流出樺の破片である。側面の4両が被面。表面は流動状

肌で、炉外で急冷の影響から局部的に小雛が寄る。また、色調も炉外酸素の供給から紫紅色部分をも

っが大半は黒紫色である。裏面は平坦で土砂との反応痕をもち、砂粒を噛み込む。破面は気泡が散在

するが非常に微密で重量感がある。ヒートショックによる割れ破片である。

②顕微鏡組織：Photo・5の⑥～⑧に示す。鉱物組成は⑧にみられるように白色粒状結晶のヴスタイ

ト（ナイタルetchで侵される結晶）とマグネタイト（ナイタルetch変化なし）及び淡灰色長柱状結

晶のファイヤライトが暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。マグネタイトの存在は製錬澤に分類され

る0なお⑧の中央の白色不定形結晶は金属鉄のフェライト（Frrite：α鉄、純鉄）である。

③ピッカース断面硬度：Phot0．5の⑥に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は496Hv

でヴスタイトであった。

④化学組成分析：Table．2に示す。脈石成分が高め傾向の澤である。全鉄分（TotalFe）は50・27％

に対して、金属鉄（MetallicFe）0・10％、酸化第1鉄（FeO）55・93％、酸化第2鉄（Fe203）9・57％

の割合である。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は29・06％で、このうち

に塩基性成分（CaO＋MgO）は高めの4．74％を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン（TiO2）は1．38％、

バナジウム（Ⅴ）0・29％、酸化ジルコン（ZrO2）1．50％は多くて、酸化マンガン（MnO）0．22％はこ

れも高めで製錬澤に分類される。

4・まとめ

6世紀後半から8世紀にわたる桑原石ケ元古墳群の6、11、29号境から出土した10点の鉄澤の調査

結果のまとめをTable．3に示す。

〈1〉6号境と29号境は、6世紀後半から7世紀代が比定される。両古墳からの出土鉄澤は砂鉄製錬

澤で当古墳群内では脈石成分が多い。1．38～1・88％TiO2、バナジウム（Ⅴ）0．29～0．31％、酸化ジルコ

ン（ZrO2）1．50～1．54％、0．22～0．25％MnO、3．80～4・74％塩基性成分（CaO＋MgO）などの結果を

得た。

これに対して、11号墳は6世紀後半から8世紀代の年代幅を広くもち、6、29号墳出土鉄浮よりも

僅かに脈石成分は低め傾向にある。0・83～1．67％TiO2、0．17～0．45％V、0・82～1・46％ZrO2、0．13～0・17％

MnO、1．34～2．40％塩基性成分となる。11号墳出土鉄澤の脈石成分の低減傾向は単なるバラツキだは

なくて、特に酸化マンガン（MnO）含有量の差異は、在地砂鉄であるが操業年代のズレを現わしてい

る可能性をもつ。

〈2〉11号墳出土の8点の調査鉄浮のうち、1点のみが鍛冶浮であった。鍛冶滓（KIM－4）は、鍛

打作業で派生する鍛造剥片を付着して鉄浮の鉱物組成はヴスタイト単独（粒内析出物なし）で、脈石

成分は前述した製錬澤より大きく低減される。すなわち、0．31％TiO2、0．10％V、0．27％ZrO2、0．05％

MnO、1・57％塩基性成分（CaO＋MgO）である。付着鍛造剥片の被膜構成が、内層ヴスタイト非晶質

の3層分離型（外層へマタイト、中間層マグネタイト、内層ヴスタイト）であり、鍛冶の鍛打段階は、

後半以降が想定される°更に鍛冶澤は鉄素材の繰返し折り曲げ鍛接の高温作業で排出された鍛錬鍛冶

浮に分類されて、鍛造剥片との結び付きにも矛盾はみられない。

11号墳出土鉄澤は、製錬から鍛冶までの工程が追える資料である。ただし、これらが同時供献か迫
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葬時と分かれるのか問題は残る。しかし、脈石成分の低減傾向をみると一連作業の派生品の可能性が

高いと考えている。

〈3〉11号墳出土の製錬澤の2点（KIM－7、9）は、鉱物組成にクロム（Cr）系スピネル鉱物が検

出された。KIM－7製錬澤は化学組成分析に0．45％Cr20。が含有されて、鉱物組成はヴスタイトと共に

淡褐色多角形状結晶が晶出し、その組成は46・7％Fe0－19．1％Cr203－17・4％Al203－4．9％TiO2－7．

6％V20。であった。FeO・Cr203、FeO・A1203、FeO．Ti02などの混合組成となろう。（KIM－9は化

学分析値がなく、EPMA調査結果もないが当結晶のピッカース断面硬度値がKIM－7と同レベルで

941Hvを呈する）

ここで注目しておきたいのは、糸島半島側から福岡平野にかけて出土した鉄滓においても、既存分

析値を詳細に見直すと、0・3％以上Cr203含有鉄浮は優に15例を超える事例がある。（注7）それらは・曲

り田、御床桧原、大塚II、有田81次、戸切、敷町、壱岐神社、東入部第4次・安通り・羽根戸古墳群

B群3号填、同E群3号填、大牟田3号填、大原D遺跡などである。

更に前述した大宰府遺跡第180次調査区政庁跡から出土した7世紀代に属する鉄塊系遣物の表皮ス

ラグからもクロム系スピネル鉱物（KIM－7に近似した鉱物相）が検出されている。元岡・桑原石ケ元

方面での製錬開始は6世紀後半から7世紀代には既に開始され、その製品（鉄塊系遣物を含めて）は

周辺に供給されていた可能性は指摘できよう。

今後はクロム系スピネル鉱物から、糸島半島から福岡平野のかけての鉄生産の開始時期や産地同定

を推し量る手法も一案と考えられる。なお、列島内でクロム含有砂鉄を産出する地域は四国方面であ

る。（注8）四国方面と北部九州との砂鉄含有クロムの問題は、今後に残された研究課題となろう°

注）

（1）菅波正人「元岡・桑原遺跡群（福岡市西区）の調査概要」『我が国初の一貫製鉄所操業開始100年記念シンポジウ

ム　九州鉄文化のはじまりとその展開』社会鉄鋼工学部会　2001年度秋季シンポジウム論文集。社団法人日本鉄鋼協

会社会鉄鋼工学部会「鉄の歴史－その技術と文化－」フォーラム編　2001．9・23

（2）福岡市教育委員会「九州大学統合移転用地内埋蔵文化財発掘調査柳瀬l」一元岡・桑原遺跡群発掘調査－『福岡市

埋蔵文化財調査報告書第693集』2001．

（3）日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968．ヴスタイトは450～500Hv・ファイヤライトは600～700

Hv、マグネタイトは500～600Hvの範囲が提示されている。また、ウルボスピネルは硬度値範囲の明記がないが・

EPMAの組成調査と硬度値を対応させると600Hv以上はウルボスピネルと同定される。

（4）大澤正己「房総風土記の丘実験試料と発掘試料」『千葉県立房総風土記の丘年俸15』（平成3年度）千葉県立房総風

土記の丘1992．

（5）森岡ら「鉄鋼腐食科学」『鉄鋼工学講座』11朝倉書店1972．
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（6）大澤正己「大宰府史跡（政庁跡．来木地区）出土鉄塊と鋳造関連遺物の金属学的調査」『大宰府政庁跡』大宰府史

跡発掘調査報告書II　九州歴史資料館　2002．3

（7）高Cr含有鉄滓（0・3％以上Cr203）出土報告は次の報告書がある。

①大澤正己「福岡平野を中心に出土した鉱滓の分析」『広石古墳群』（福岡市埋蔵文化財調査報告書　第41集）福岡市

教育委員会1977．3．大牟田3号墳出土滓：0．51％Cr203、下山門遺跡出土滓：0．70％Cr203、敷町1号製鉄炉出土

滓：1．02％Cr203・同0．64％Cr203・同0．33％Cr203・野方塔原遺跡：0．3％Cr203、壱岐神社表採：1．25％Cr203、

②大澤正己「御床松原遺跡出土の鉄滓調査」『御床桧原遺跡』（志摩町文化財調査報告書第3集）志摩町教育委員会1983

御床松原出土滓：0．35％Cr203

③大澤正己「曲り田遺跡出土の鉄塊．鉄滓・鋼浮の金属学的調査」『石崎曲り田遺跡』（今宿バイパス関係埋蔵文化財報

告第9集）福岡県教育委員会1984．3　曲り田遺跡出土滓：0．32％Cr20。

④大澤正己「羽根戸古墳群B群5号墳出土鉄澤の金属学的調査」『羽根戸古墳群4』－羽根戸古墳群B群5号墳の調査

－（福岡市埋蔵文化財調査報告書第347集）福岡市教育委員会1993　E群3号墳出土滓：0．57％Cr20。、安通り遺跡
出土滓：0．59％Cr203、0．46％Cr203

⑤大澤正己「今宿高田遺跡出土鉄澤の調査」『今宿高田遺跡』（今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告書第10集）福岡

県教育委員会1984．3　大塚II遺跡出土滓：0．37％Cr203

⑥大澤正己「有田遺跡群（第81次調査）出土鉄津と砂鉄の金属学的調査」『有田遺跡一第81次調査－』（福岡市埋蔵文

化財調査報告書第129集）福岡市教育委員会1986．3　有田（81次）出土鉄滓：0．31％Cr20。

⑦大澤正己「東入部遺跡4次製鉄関連遺構出土品の金属学的調査」『東入部遺跡群I』（福岡市埋蔵文化財調査報告書第

381集）福岡市教育委員会1994．3　東入部4次出土滓：0．31％Cr203、0．52％Cr20。、内野原田遺跡出土滓：0．47％Cr

203、0．56％Cr203、0・49％Cr203

⑧大澤正己「大原D遺跡群第4次調査出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『大原D遺跡群2』（福岡市埋蔵文化財調査報

告書第507集）福岡市教育委員会1997・3　大原D遺跡出土滓：0・31％Cr20。、2点あり。

（8）大澤正己．鈴木瑞穂「入野南山ノ陰遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」「高知県内製鉄関連遺物の金属学的調

査」～高知県香美郡土佐山田町所在～『入野南山ノ陰遺跡発掘調査報告書』〈製鉄関連遺跡〉土佐山田町埋蔵文化財

報告書第29集）土佐山田町教育委員会2001．
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網掛は光学顕微鏡での

観察部位を示す
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福岡市元岡地区．桑原石ケ元12号墳出土

の古墳人骨について

九州大学大学院比較社会文化研究院

中橋孝博

はじめに

福岡市の西端、糸島半島の東側基部にある元岡地区では、九州大学の移転に伴う発掘調査によって、

これまで主に古墳時代から古代にかけての貴重な遺物、遺構が多数検出されている。ただ、人骨資料

の出土は報告されていなかったが、福岡市教育委員会による1997年度の調査によって、当地の石ケ元

古墳群・12号墳から初めて人骨が出土した。古墳自体が福岡城築城時の石材抜き取り等によってかな

り破壊されているため人骨の保存状態が悪く、わずかにその痕跡を確認できる程度のものが多かった

が、同墳からは鉄製鍛冶工具や馬具、鉄刀、耳環など豊富な副葬品が検出されており、当地域の古墳

時代を復元する上で貴重な発見といえよう。人骨を精査する機会を与えられたので、以下に知り得た

ところを報告する。

遺跡．資料・方法

桑原石ケ元古墳群は、当地を流れる大原川右岸の標高15～60mほどの丘陵上に位置する。これまで

の調査で計32基の円墳の存在が確認されており、今回人骨が出土した12号墳も、横穴式石室を持つ

径14mを測る円墳である。この古墳群全体が近世期における福岡城築城時の石材抜き取りや果樹園造

成などでかなり壊されており、当12号墳もまた例外ではなかった。ただ、上記のように鉄製鍛冶道具

や金鋼製耳環、鉄刀、馬具、須恵器などかなりの副葬品が検出され、それらと共に複数個体の人骨も

出土した。考古学的な検討から、人骨の所属時代は6世紀のものと考えられている。

人骨の保存状態が不良のため計測値による形態学的な分析はできなかったので、以下に埋葬状況に

ついての検討結果を述べる。

結果

［埋葬個体数］

検出人骨について、部位同定の結果を表1に示した。

表1，出土人骨

頭蓋骨　　　　歯　　　　上腕骨　　　前腕骨　　　大腿骨　　　　脛骨

個数　　　（5）　　　　2　　　　　　3　　　　1～3　　　　　8　　　　　　7

このほかにも、寛骨片が2個、膝蓋骨2個が確認された。なお、この表に示した数値はあくまでも

部位の同定できた個数であり、四肢骨であることは確認できても、部位が不明の破片も幾つか存在す

るo特に上肢骨の個数が少ないが、それはほとんどの骨が土と一体化した状態で検出されたため、サ
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イズが大きく骨幹の緻密質も厚い大腿骨や脛骨は同定が比較的容易であるのに対して、上肢骨、特に

前腕骨やその他の小骨は、部位同定が困難であったことに因る。また、頭蓋は細片化して原型を留め

る部分はほとんど無かったため、検出時の観察である程度まとまって出土したものに各破片の量を勘

案して個数を推定した。

最も多い大腿骨が8本であることから、少なくとも4体以上が埋葬されていたことは確実である。

ただし、頭蓋数や骨の保存状態の悪さによる検出漏れの可能性も考慮すると、恐らく5体以上あった

と考えるのが妥当であろう。この保存状態では、遺存しにくい未成人骨などが存在した可能性も否定

できないので、これより大幅に増えることはなくても、あと2、3体埋葬されていたとしても、その

可能性を否定できる状況ではない。

［埋葬状況］

人骨片の多くは墓室の右側壁近くの位置に雑然と積み重なった状態で兄いだされた。一応、奥壁（石

室東側）近くに頭蓋片の集積が2箇所検出され、四肢骨などがその手前（西側）に堆積しているが、

確認できた範囲では体部骨に間接状態の部位は無く、各骨の位置関係もかなり乱されているので、お

そらく迫葬に際してかなりの撹乱を受けた状況と推察される。当人骨群の西端近く（石室手前）に後

頭骨とおぼしき破片が混在していることも、そうした推測を裏付けている。なお、この集積には四肢

骨の数から判断して、少なくとも3体分以上が含まれているものと考えられる。

また、これらの人骨とは離れて、入り口からみて中央手前に頭蓋とおぼしき破片があり、さらにそ

の奥に四肢と頭蓋片が兄いだされた。この中央手前の頭蓋に付随する体部骨は確認できなかったが、

その奥の、少し床状に石を積み上げた上から検出された人骨は、一応、石室の東端（奥壁）近くに頭

が位置し、その手前（西側）に順次、上肢骨、骨盤が兄いだされた。保存状態が悪く、その殆どはか

ろうじて骨と同定できる程度なので、原埋葬位を保っていたかどうかも判然としないが、わずかに確

認できた左上肢の位置から推測して、一応、仰臥位で埋葬されていた可能性が窺えた。ただし下半身

の状態は不明とするはかない。

さらにまた、これと並ぶように、石室のより北側（入り口から見て左側）に頭蓋骨と、部位不明の

四肢、及び大腿骨、脛骨が確認された。わずかな断片であるためやはり詳細は不明だが、一応、各骨

の位置関係から判断して、この個体も仰臥位での埋葬とみなして大過なかろう。

以上の各骨の位置関係から考えて、石室南側に集積している人骨群が先に埋葬されていた被葬者で

あり、最後に述べた石室北側の一体とその南の、ほぼ石室中央に位置するもう一体が、あとから迫葬

された個体と見なすのが妥当であろう。ただし、後者の2体のうちどちらが最後であったかは不明で

ある。また、各人骨の、性、年齢についても、判断基準になる部位が遺存しておらず、残念ながら不

明とするはか無い。
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桑原石ケ元古墳群から出土した土器に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源科学科　中野益男

㈱ズコーシャ総合科学研究所　中野寛子、門　利恵、星山賢一

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質（炭水化物）および脂質（脂肪．油

脂）がある°　これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受け

て崩壊してゆくだけでなく、土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。

これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥

炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近，ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと（1）、古代遺跡から出土した約2

千年前のトウモロコシ種子（2）、約5千年前のバーゼルナッツ種子（3）に残存する脂肪の脂肪酸は安定

した状態に保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態

で千年・万年という長い年月を経過しても変化しないで遣存することが判明した（4）。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス（種）が

脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延

びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物

は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物は種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロー

ルについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴス

テロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構

成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、目に見える形では遣存しない

原始古代の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。こ

の「残存脂肪分析法」を用いて桑原石ケ元古墳群から出土した土器の性格を解明しようとした。

1．土器および土壌試料

福岡県福岡市に所在する桑原石ケ元古墳群はその築造年代が概ね6世紀中頃に始まり、8世紀前半

頃まで迫葬が行われていたものと推定されている。この古墳群のうち12号境の石室内から出土した土

器と土器内土壌試料を分析した。古墳群の中での12号境の配置状況と12号境内での土器の出土地点

を図1－1～5に示す。試料Nalと恥．2は土器そのもので、Nnlが蓋、恥．2が身である。試料抽・3～柚．5

は土器内土壌で、‰3が鹿部の内側壁面土壌、‰4が中部の内側壁面土壌、‰5が中心部土壌である。

2・残存脂肪の抽出

土器試料163～1477gに試料が浸漬する量、土壌試料137～356gに3倍量のクロロホルム－

メタノール（2：1）混液を加え、超音波浴槽中で30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残
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連に再度クロロホルム－メタノール混液を加え、再び30分間超音波処理をする。この操作をさらに2

回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に1％塩化バリウムを全抽出溶媒の4分の1

容量加え、クロロホルム層と水屑に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表1に示す。抽出率は土器試料が2試料ともに0・0021％で平均抽出率も

0．0021％，、土壌試料が0・0010～0・0019％、平均0・0014％であった。これらの値は全国各地の遺跡から出

土した土壌、石器、土器等の試料の平均抽出率0・0010～0・0100％の範囲内ではあったが低めであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成されてい

た。このうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリ

セロール（トリグリセリド）、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存

在していた。

3．残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに5％メタノール性塩酸を加え、

125℃封管中で2時間分解し、メタノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステルを含む画分をク

ロロホルムで分離し、さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサ

ン－エチルエーテルー酢酸（80：30：l）またはヘキサン－エーテル（85：15）を展開

溶媒とするケイ酸薄層クロマトグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した（5）。

残存脂肪の脂肪酸組成を図2に示す。残存脂肪から9種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチ

ン酸（C16：0）、ステアリン酸（C18：0）、オレイン酸（C18：1）、リノール酸（C18：2）、アラキジン酸

（C20：0）、べへン酸（C22：0）、エルシン酸（C22：1）、リグノセリン酸（C24：0）の8種類の脂肪酸を

ガスクロマトグラフィー－質量分析により同定した。

各試料中での脂肪酸組成パターンをみると土器試料と土壌試料は異なるパターンであったが、

同じ土器、土壌どうLはよく類似していた。すべての試料中で主要な脂肪酸がパルミチン酸で

あることも共通しており、特に試料恥．3～柚．5ではパルミチン酸が全脂肪酸の約3分の2を占

めていた。試料Nn2ではオレイン酸も多く、パルミチン酸とはぼ同程度分布していた。一般に

考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、リノール

酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸を生成するためで、主として植物遺体

の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。オレイン酸の分布割合の高いものとしては、

動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪は特に根、茎、種子に多く分布するが、

動物性脂肪の方が分布割合は高い。オレイン酸はまた、ヒトの骨のみを埋葬した再葬墓試料な
、

どにも多く含まれている。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。

リノール酸は主として植物種子・葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素

数20以上のアラキジン酸、べへン酸、リグノセリン酸などの高級飽和脂肪酸はそれら3つの合

計含有率が試料NalとNn2で約2～4％、Ⅰ血3～Na5で約9～12％であった。通常の遺跡出土

土壌中でのアラキジン酸、べへン酸、リグノセリン酸の高級飽和脂肪酸3つの合計含有率は約

4～10％であるから、すべての試料中での高級飽和脂肪酸含有量はほぼ通常の遺跡出土土壌中

の植物腐植土並みであったが、土器試料の含有量の方がより少なかった。高級飽和脂肪酸が多

い場合としては、試料中に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分が含まれてい
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る場合と、植物の種子・葉などの植物体の表面を覆うワックスの構成分が含まれている場合と

がある。高級飽和脂肪酸が動物、植物のどちらに由来するかはコレステロールの分布割合によって決

めることができる。概して、動物に由来する場合はコレステロール含有量が多く、植物に由来する場

合はコレステロール含有量が少ない。

以上、桑原石ケ元古墳群の試料はすべて主要な脂肪酸がパルミチン酸で、特に土壌試料中で

はパルミチン酸が全脂肪酸の約3分の2を占めており、土器試料恥．2にはオレイン酸も多くパ

ルミチン酸とオレイン酸がほぼ同程度分布していることがわかった。脂肪酸組成パターンは土

器試料は土器試料、土壌試料は土壌試料でよく類似していた。高級飽和脂肪酸はすべての試料中でほ

ぼ通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであったが、土器試料の含有量の方がより少ないこともわ

かった。

4・残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサン－エチルエーテル－酢酸（80：30：1）を展開溶媒とするケイ

酸薄層クロマトグラフィーで分離・精製後、ピリジン－無水酢酸（1：1）を窒素気流下で反応させてア

セテート誘導体にする。得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製してから、ガスクロマトグラ

フィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図3に示す。残存脂肪から16～22種類のス

テロールを検出した。このうちコプロスクノール、コレステロール、エルゴステロール、カンぺステ

ロール、スチグマステロール、シトステロールなど8種類のステロールをガスクロマトグラフィー－

質量分析により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは試料‰1に約45％、抽・2に

約22％、賄．3～柚．5に約7～13％分布していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロー

ルは2～6％分布している。従って、コレステロール含有量は試料恥・1と‰2で非常に多く、

蝕．3～抽・5でやや多かった。特に試料恥．1では多かった。

植物由来のシトステロールはすべての試料中に約11～20％分布していた。通常の遺跡出土土

壌中にはシトステロールは30～40％、もしくはそれ以上に分布している。従って、シトステロール含

有量はすべての試料中で通常の遺跡出土土壌の植物腐植土中でよりも少なめであった。

クリ、クルミ等の堅果植物由来のカンぺステロール、スチグマステロールは、すべての試料

中にカンぺステロールが約3～8％、スチグマステロールが約1～5％分布していた。通常の

遺跡出土土壌中にはカンぺステロール、スチグマステロールは1～10％分布している。従って、

試料中のカンぺステロール、スチグマステロール含有量はすべて通常の遺跡出土土壌中の植物

腐植土並みであった。

微生物由来のエルゴステロールは試料馳・3と恥．5で検出されず、抽・1、恥．2、油．4に約0．2～2．0％

分布していた。通常の遺跡出土土壌中にはエルゴステロールは数％分布している。従って、この程度

の量は土壌微生物の存在による結果と考えられる。

噛乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスクノールはすべての試料中に約1～3％分

布していた。コプロスクノールは通常の遺跡出土土壌中には分布していないが、1～2％程度の量は

検出されることがある。また、コプロスクノールの分布により試料中での哺乳動物の存在を確認する

ことができる他に、コプロスクノールが10％以上含まれていると、試料中に残存している脂肪の動物

種や性別、また遺体の配置状況などが特定できる場合がある（6）。今回のコプロスクノール含有量は試料
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中に哺乳動物の腸および糞便由来の脂肪がほとんど残存していないことを示唆している。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壙

で0・6以上（7）、土器・石器．石製品で0・8～23．5をとる（8．9）。試料中のコレステロールとシトステロール

の分布比を表2に示す。表からわかるように分布比は試料抽・1～飾．3が1．2～3．8、抽・4と‰5が0．6

で、すべて指標値の0．6以上であった。従って、分布比はすべての試料中に動物遺体もしくは動物由来

の脂肪が残存している可能性があることを示唆している。

以上，桑原石ケ元古墳群の試料中に含まれている各種ステロール類は，動物由来のコレステ

ロールが土器試料柚．1と‰2に非常に多く，土器内土壌試料恥．3～油．5にもやや多かった他は，

すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめであることがわかった．コレステロー

ルとシトステロールの分布比はすべての試料が0．6以上を示し，試料中に動物遺体もしくは動

物由来の脂肪が残存している可能性があることがわかった・コレステロールとシトステロールの分布

比はすべての試料が0・6以上を示し、試料中に動物遺体もしくは動物由来の脂肪が残存している可能

性があることがわかった。コレステロール含有量を考え合わすと脂肪酸分析で検出された高級飽和脂

肪酸は主として動物遺体もしくは動物由来のものと推測される。

5・脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、垂回帰分析により各試料問の相関係数を求め、この相関係

数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に試料中に残存する脂肪の持

ち主を特定するために、現生動植物試料の脂肪酸との類似度を比較した。予めデータベースの脂肪酸

組成と試料中のそれとでクラスター分析を行い、その中から出土状況を考慮して類似度の高い試料を

選び出し、再びクラスター分析によりパターン間距離にして表したのが図4である。

図からわかるように桑原石ケ、元古墳群の試料抽・lと恥・2はマガモやイヌのような野鳥や動物試料

と共に相関行列距離0・1以内でA群を形成し、よく類似していた。桑原石ケ元古墳群の試料恥．3～‰5

はイノシシやニホンジカのような動物試料と共に相関行列距離0．1以内でC群を形成し、よく類似し

ていた。他の対照試料はB群、D～I群を形成した°　これらの群のうちA群とB群は相関行列距離0・

15以内の所にあり互いに類似しており、A、B群とC群も相関行列距離0．2以内の所にあり互いに類

似していた。

クラスター分析の成績から桑原石ケ元古墳群の土器試料にはマガモ、モズ、ツグミのような野鳥や

イヌ、タヌキのような動物試料の脂肪の混在が推測された。また、土器内土壌試料のそれはイノシシ、

ニホンジカの脂肪の混在が推測された。そこでクラスター分析から導き出されたこれらの動物がどれ

くらいの割合で混ざっているかを求めた。相関行列距離の短い動物の脂肪酸組成に基づいて、ラグラ

ンジェの未定係数法を用いて誤差の二乗和が最も小さくなるような組み合わせを数理計算し、試料中

の動物の分布割合を求め（10）表3－1と3－2に示す。表3－1の試料恥．1を例にとれば、鈍．1に残存

する動物がイヌ36・5％、タヌキ20．1％、モズ16・2％、イノシシ14．3％、ツグミ7．4％、マガモ3・3％、

ニホンジカ2．2％である時、試料中の残存脂肪分析値が計算上の分析値に最も誤差なく近似すること

を示している。この試料の分析値の誤差の二乗和の最小値は16で、誤差の二乗和の最小値が100以下

である場合はこの分布割合は一応の目安になるものである。従って、試料柚．1と恥．2に共通して多く

残存している動物としてはイヌとモズのような野鳥が挙げられる。

以上、桑原石ケ元古墳群の土器試料に残存する脂肪はマガモ、モズ、ツグミのような野鳥やイヌ、
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タヌキ、イノシシ、ニホンジカのような動物の脂肪と類似していることがわかった。また、ラグラン

ジエの未定係数法を用いた数理解析によりこれらの脂肪の分布割合を求めるとイヌやモズのような野

鳥の脂肪が全脂肪の約半分を占めている時理論上の分布割合に最も近づくことがわかった。

6・脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸から炭素数

18のステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸まで）と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジ

ン酸以上）との比をⅩ軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。

この比例配分により第1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来

する脂肪、第1象限から第2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位置

に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第2象限から第3象限にかけての原

点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象限にかけての原点から

離れた位置に海産動物に由来する脂肪が分布する。

試料の残存脂肪から求めた種特異性相関を図5に示す。図からわかるように桑原石ケ元古墳群の試

料恥1と柚．2は第2象限内のⅩ軸に近い位置に分布LA群を形成した。試料抽・3～Nn5は同じ第2象

限内のA群よりも上方の広範囲でC群を形成した。これらの群の分布位置は試料中に残存する脂肪が

高等動物の体脂肪や骨油に由来することを示唆している。

以上、桑原石ケ元古墳群の土器試料に残存する脂肪は高等動物の体脂肪や骨油に由来することがわ

かった。

7．酵素抗体法（ELISA法）による糖脂質の確認

哺乳動物赤血球膜は特異な糖脂質群（古代ガングリオシド、古代へマトシド）で構成されている。表

4に見られるように、主要な糖脂質の化学構造、特に糖鎖構造は動物種ごとに異なる。また、表5に

見られるように、ヒト赤血球膜には糖鎖構造の異なる糖脂質がいくつもある。この糖鎖の違いを抗原

抗体反応によって読み取り、動物種を認定することができる。この反応の測定には抗体に特異な酵素

を標識した酵素抗体法（Enzyme－LinkedImmunosorbentAssay：ELISA法）を用いた（11）。この方

法は糖脂質が5×10－8gしか分布していなくても、それを検出できる超微量分析法である。

試料のうち動物性コレステロールが非常に多く分布していた土器試料で、土器の身にあたる飼料Nは

2を用いて抗原抗体反応を行った。今回は土器が胞衣壷である可能性も考慮して、ヒトおよび哺乳動

物の有無の判定のために糖脂質群のうち比較的多く分布すると考えられるGMl、アシアロGMl、アシ

アロGM2、フォルスマン、血液A型物質、血液B型物質について調べた。

クロロホルム－メタノール混合溶媒で抽出．分離したクロロホルム層とFolch水屑を0・4Nメタ

ノール性苛性ソーダを用いてアルカリ処理し、グリセロリン脂質などのエステル化合物を除去する。

得られたアルカリ安定脂質の糖脂質からケイ酸カラムクロマトグラフィーおよび陰イオン交換体の

DEAE－セフアデックスA－25カラムクロマトグラフィーにより、古代ガングリオシドを分画．精製

した。このものを抗原としてポリプロピレン製のマイクロタイタープレートウェルの内面に固着させ、

ウサギ由来のポリクローナル抗体の抗GMl、抗フォルスマン、抗アシアロGMⅰ、抗アシアロGM2、

マウス由来のモノクローナル抗体の抗血液A型物質、抗血液B型物質と反応させた。未結合抗体を除
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去後、二次抗体としてベルオキシダーゼ標識抗免疫グロブリン抗体（抗ウサギIgGまたは抗マウス

IgG）と反応させる。未結合標識抗体を除去後、発色基質の5－アミノサリチル酸と過酸化水素で発色

させてからマイクロプレート光度計で490nmの吸光度を測定した。

ELISA法による抗GMl、抗フォルスマン、次に抗アシアロGMl、抗アシアロGM2、抗血液A型物

質、抗血液B型物質に対する反応吸光曲線を図6－1～6－3に示す。試料恥．2のヒトおよび哺乳動

物の胎盤、脳、血液に由来する古代ガングリオシドのGMl分布を調べると、抗GMlに対する抗体反

応による吸光が認められ、試料からはGMlが検出された。ヒトおよび哺乳動物の脳や神経組織に多く

分布するアシアロGMⅰおよびアシアロGM2についてはいずれも吸光は認められず、アシアロGMl

もアシアロGM2も検出されなかった。ヒトおよび晴乳動物の血清に分布するフォルスマンに対して

は吸光が認められ、フォルスマンが検出された。このフォルスマン糖鎖の末端GalNAcは血液A型物

質の末端をも構成するので、試料をA型抗体と反応させたが、血液A型物質は検出されなかった。同

様に血液B型抗体とも反応させたが、血液B型物質も検出されなかった。この抗原抗体反応の結果を

まとめたのが表6である。表からわかるように試料‰2には哨乳動物の赤血球膜に含まれる物質が存

在し、この試料中に哺乳動物の脂肪が残存していると推測されたが、動物種までは判定できなかった。

また、この試料にはヒトのA型やB型血液を含む物質は存在しないこともわかった。

以上、桑原石ケ元古墳群の土器試料‰2に含まれている糖脂質群からは、GMl、フォルスマンが認

識され、哺乳動物の脂肪が残存していることがわかったo

8．総括

桑原石ケ元古墳群から出土した土器の性格を判定するために、土器と土器内土壌試料の残存脂肪分

析を行った。残存する脂肪の脂肪酸分析、ステロール分析、脂肪酸組成の分布に基づく数理解析、酵

素抗体法による糖脂質の確認の結果、土器に残存する脂肪はマガモ、モズ、ツグミのような野鳥やイ

ヌ、タヌキ、イノシシ、ニホンジカのような動物の脂肪と類似していることがわかった。イヌ、タヌ

キ、イノシシ、ニホンジカのような噛乳動物の脂肪が残存することは酵素抗体法による免疫試験によっ

ても確認された。数理解析によるこれらの脂肪の分布割合は、イヌやモズのような野鳥の脂肪が全脂

肪の約半分を占めていると推測された。今回の土器試料恥．2である蓋の内面には籾状圧痕の付着が観

察されているが、一般に植物性脂肪は動物性脂肪に比べ残存する脂肪の絶対量が少ないために、余程

その量が多くないと植物性脂肪としては検出されにくい。そのために土器試料に特に植物性脂肪が多

く残存してはいなかったので、植物性脂肪については正確に判定できなかった。
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表l　試料の残存脂肪抽出量

科　名　　　湿重量（g）全脂質（咄）抽出率（船
－　　　　　　　　　　　　　　－－－　　　　　　－

蓋　　　　　16a1　　　3．5　　　0．的21

身　　　　　1477・0　　　31．0　　　0．両21

鹿部内壁土壌　　　3繋．3　　　　5・0　　　0・的14

中部内壁土壌．－＋別9・7　　　　6．7　　　0．㈱19

中心土壌　　　1罰．6　　　1・3　　　0．㈱10

試料Na　　　試

l　　　　土器

2　　　　　′′

3　　　　　〝

4　　　　　〝

5　　　　　〝

表2　試料中に分布するコレステロールとシトステロールの割合

試馳　コレステロール（％）シトステロール（％）享畠竺ノ癖璃

44・97

22．41

13．23

7．30

12・35

11．77

15．69

11．48

12・24

20．39

3．82

1．43

1．15

0．60

0・61

表3．1試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成から算出した動物脂肪の分布割合

旨肪酸　　Nnl　　　イ／シシ　　ニホンジカ　　タ持　　イヌ　　　マガモ　　モズ　　ツグミ　　　計報　　掛二乗誤差

C16：0　　　54・4　　　61．1　　44．4　　25．5

C16：1　　　　　　　　　　　　　　　7．0　　　5．9

C18：0　　　　8・9　　　13．2　　24．6　　15・9

C18：1　　　26．8　　　　5・6　　13．5　　21．6

C18：2　　　　4．2　　　　　　　　　4．5　　20．l

C20：0　　　　0．3　　　1．5　　　2．4　　1．5

C20：1　　　　　　　　　1．5　　　0．3　　　0．5

C20：2　　　　　　　　　　　　　　　0・2　　　0．4

C20：4　　　　　　　　　　　　　　　　tre．

C20：5　　　　　　　　　　　　　　　　tre．
C22：0　　　1．4　　　　7．5　　　0．9　　　0・8

C22：1　　　2．1　　　　　　　　0．3　　　0・2

C22：2　　　1．9　　　　9・6　　　0．3　　　0．7

C22：6　　　　　　　　　　　　　　　0．1

C24；0　　　　　　　　　　　　　　1．2　　1・3

C24：1　　　　　　　　　　　　　　0．3　　1．3

43・4　　34・3　　26．2　　　54

3．9　　　3．7　　　3．9　　　　2

11．5　　14．2　　18．8　　　　8

32．1　19．0　　19・5　　　27

2．3　　13．7　　11・2　　　　3

1．9　　　5．0　　1・5　　　1

1・3　　　0．4　　　0・3　　　　0

tre．　　　　　　　　　　　　　0

0・1　　4．1　　7．0　　　　0

1・1　　1．6　　　　0

0・5　　　　－　　　　l　　　　　2

0．4　　　0．1　　tre．　　　0

0・3　　　0．1　　　　　　　　3

4．0　　　9・2　　　　0

0・7　　　0．3　　　0．4　　　　0

1・5　　　0．1　　　　　　　　0

16．31

表3－2　試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成から算出した動物脂肪の分布割合

脂肪酸　　No．2　　　イノシシ　　ニホンジカ　　タ持　　イヌ　　　マガモ　　モズ　　　ツグミ　　　計雅

C16：0　　　　4

Cl6：l

C18：0

C18：1　　　3

C18：2

C20；O

C20：l

C20：2

C20；4

C20：5

C22：O

C22：l

C22：2

C22：6

C24：0

C24：1

61．1　44．4　　25・5　　38．3　　43．4　　34．3　　26・2　　　41・5　　　22・24

7・0　　　5．9　　　4．8　　　3．9　　　3・7　　　3．9　　　　2．8

13．2　　24．6　　15．9　　　9・9　　11．5　　14・2　18．8　　　　7．6

5．6　　13・5　　21．6　　35．8　　32・1　19．0　　19．5　　　38・2

4．5　　20．1　11．2　　　2・3　　13・7　　11．2　　　　3．3

1・5　　　2．4　　1．5　　　　　　　1・9　　　5．0　　1．5　　　1．1

1・5　　　0．3　　　0・5　　　　　　　1．3　　　0・4　　　0．3　　　1．3

0．2　　　0．4　　　　　　　1re．　　　　　　　　　　　　　O

tre．　　　　　　　　　　　0．1　　4・1　　7．0　　　　0．1

tre．　　　　　　　　　　　　　　　1・1　　1．6　　　　0．1

7．5　　　0．9　　　0．8　　　　　　　　0・5　　　　　　　　　　　　　1．5

0・3　　　0・2　　　　　　　　0・4　　　0・l tre．　　　0・2

9．6　　　0．3　　　0．7　　　　　　　0．3　　　0．1　　　　　　　1．9

0・1　　　　　　　　　　　　　　　　4・0　　　9．2　　　　0．8
1・2　　1．3　　　　　　　　0・7　　　0・3　　　0．4　　　　0．3

0．3　　1．3　　　　　　　1．5　　　0．1　　　　　　　1・3

表4　哺乳動物赤血球の主要糖脂肪質の化学構造

GalNAcβ1－3Gala1－4Galβ1－4GI cβ1－1Ce r

GalNAcβ1－4Galβ1－4GI cβ1－1Ce r

GalNAcal－3GalNAcβl－3Gala1－4Galβ1－4Gl cβ1－1Ce r

Galal－3Galβ1－3GIcNAcll－3Galβ1－4Gl c1－1Ce r

NeuNGc a2－3Galβ1－4GI cβ1－1Ce r

NeuNAca2－3Galβ1－4Glcβ1－1Ce r

NeuNGca2－8NeuNGc a2－3Galβ1－4Gl cβ1－1Ce r

ヒト．ブタ

：　モルモット

：　ヤギ，ヒツジ

ウサギ

：　ウマ

：　イヌ

：　ネコ

Ce r：セラミド，　Gal：ガラクトース，　Glc：グルコース，　GalNAc：N－アセチルガラクトサミン

Gl cNAc：N－アセチルグルコサミン，　NeuNAc：N－アセチルノイラミン酸

NeuNGc：N－グリコリルノイラミン酸
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表5　ヒト　赤血球膜の糖脂質群

GMⅰ　：Gaⅰβ土3：：エ：：：：：＞豊Galβ1－4Galβ1－1Cer

アシアロ　GMI Galβ1－3GalNAcβ1－4Galβ1－4GI cβ1－1Ce r

アシアロ　GM2　　　GaⅰNAcβ1一4Galβ1－4GⅰCβ1－1Ce r

フォルスマン　　　　　GalNAcal－3GalNAcβ1－3Gala1－4Galβ1－4GI c a1－1Ce r

血液A型物質　　：GaⅰNAca1－3Galβ1－3GⅰcNAcβ1－3Galβ1－4Gl cβ1－1Ce r

血液B型物質：：：：：：＞芸Galβ1－3GIcNAcβ土3Galβ1－4Glcβ土lCer

Ce r：セラミド．　Gaⅰ：ガラクトース，　Gl c：グルコース，　GalNAc：N一アセチルガラクトサミン

GIcNAc：N－アセチルグルコサミン．　Fuc：フコース．　NeuNAc：N－アセチルノイラミン酸

表6　試料中に残存する血液型糖脂質群の酵素抗体反応による確認

試料No．　　抗GMl　抗フォルスマン　抗アシアロGMl　抗アシアロGM2　ヒト抗A型　ヒト抗B型

＋：ベルオキシダーゼ標識酵素反応陽性

－：ベルオキシダーゼ標識酵素反応陰性

・・．ゝ江つ No．1蓋

図1土壌試料の採取状況
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群名　　試料名

桑原石ケ元古墳群　恥1土器（蓋）

桑原石ケ元古墳群　恥2　土韓（身）

マガモ

イヌ

タヌキ

モズ

ツグミ

桑原石ケ元古墳群　随3　土器鹿部内壁土

桑原石ケ元古墳群　弥4　土器中部内壁土

桑原石ケ元古墳群　－恥5　土韓中心土
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図3　試料中に残存する脂肪のステロール組成

相関行列距離
0．0　0・1　0．2　0・3　0．4　0．5　0．6　0．7　0．8　0．9　1．0　1・11．2

図3　試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図
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装身具類の調査－ガラスと耳環を中心として－

比佐陽一郎・片多雅樹（福岡市埋蔵文化財センター）

村上隆（奈良文化財研究所）

1・はじめに

石ケ元古墳群の調査では数多くの装身具類が出土している。この内、ガラス玉や耳環は組成や製作

技法に幾つかの種類があり・これらの調査によって、その技術レベルを始め、歴史的変遷や流通など

に関する情報が得られると期待されるものである。出土ガラスは先学により分析調査が進められ、4

千数百年前ともいわれる古代メソポタミアでの初現以来、日本を含めたアジア地域への広がりや変遷

が明らかにされつつある（肥塚1998）。また耳環は、これまで外観から単純に金環、銀環などと称され

てきたが・これら貴金属の色調を得る背景には多彩な材料や金工技術が駆使されるだけでなく、大き

さや環の太さなど形態にも様々な種類のあることが示されている（村上2002）。今回、石ケ元古墳群よ

り出土した・これらの資料に関して科学的調査を行う機会を得たので、ここにその結果を報告する。

各章の執筆分担は章末に（）付きで示している。

資料観察の基本は肉眼観察である。しかし、組成や製作技法に関する情報取得をこの方法のみに頼

ることには限界があり・それを補うために各種調査機器を用いることとなる°資料の観察には実体顕

微鏡を用いた0ガラスは内部に含まれる気泡の観察により、成形技法判別の手掛かりを得ることが可

能で・耳環についても製作時における工具の使用痕（ツールマーク）や、破損部分での構造観察にお

いて顕微鏡が主要な役割を果たすことになる。

また材質分析に当たっては・蛍光Ⅹ線分析を行った。この方法は資料にⅩ線を当て、資料に含まれ

る含有元素から生じる二次Ⅹ線を検出器で捉え、Ⅹ線エネルギーとその強度をピークとして表すもの

である。ガラス資料の場合・局部的に強いX線を照射するとその部分が変色を来す現象が起きるため、

同じ蛍光Ⅹ線分析法でも・Ⅹ線強度が小さくても検出感度の優れたエネルギー分散型蛍光Ⅹ線分析法

が有効である。また今回調査対象となっているガラス製品は数mm大の微細な資料が殆どであり、ま

た耳環についても細かい部分ごとに分析を行う必要があるため、Ⅹ線の照射面積を絞った微少領域用

の装置を用いている。作業条件は以下の通り。

分析装置：エネルギー分散型微小領域蛍光X線分析装置（エダックス社製／Eagle〃P10be）／対陰

極：モリブデン（Mo）／検出器：半導体検出器／印加電圧：20～40kV．電流値：任意／測定雰囲気：

真空／測定範囲0．3mm¢／測定時間120～300秒

なお・分析は非破壊による表面分析で行っている°また定量値算出のための標準資料も用いていな

いため・その結果は得られた蛍光Ⅹ線の特徴と相河東度から判定することになる。

この他・ガラス（及び石製玉類）に関しては、アルキメデス法による見かけの比重測定も行い、材

質推定の手掛かりとしている°（比佐）
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2．ガラス資料の調査

古代ガラスは、いずれも二酸化珪素を基本構造に持つ珪酸塩ガラスであり・肥塚氏による分類に従

ぇば用いられる融剤によって、アルカリ珪酸塩ガラスと鉛珪酸塩ガラスに二分される。更に前者は融

剤に酸化カリウムを用いるカリガラス（K20－SiO2系）と融剤に酸化ナトリウムを用いるソーダ石灰ガ

ラスに区別され、更にソーダ石灰ガラスは酸化アルミニウム含有量の高いもの（Na20．A1203－CaO．

siO2系）と、低いもの（Na20－CaO．SiO2系）に区分される。鉛珪酸塩ガラスには・鉛ガラス（PbO．SiO2

系）と鉛バリウムガラス（PbO・BaO－SiO2系）がある。カリガラスはアジアのガラスとされ・日本で

は弥生時代に盛行し、古墳時代後期には次第に衰退するとされる。ソーダ石灰ガラスのうち低アルミ

ナタイプは西方を起源とし、青紺色の色調をしたものが多く・一方の高アルミナタイプは東・或いは

南アジアが起源と考えられ、緑や黄、赤などカラフルな色調を特徴とする°いずれも日本では弥生時

代後期境から流通が始まるが、その中心は古墳時代である。鉛ガラスは弥生時代にも散見されるが・

一旦途絶え、古墳時代の終末頃から再び流通が始まる。飛鳥時代における鉛ガラスではその鉛に日本

産のものが使われていることが確認されており、ガラスの国産化が開始したことを示していると考え

られている。鉛バリウムガラスは中国の戦国～漢代、日本では弥生時代に流通が見られる。希に古墳

時代の例も散見されるが少数例である。

ガラス玉の成形技法としては、心棒に半溶融状態のガラスを巻き付ける「巻き付け技法」・鋳型に溶

けたガラスを流し込む、あるいは細かく砕いたガラス片を鋳型に充填して加熱する「鋳型成形技法」・

引き延ばして作られたガラス管を細かく折って、再加熱により破断面を整形する「引き延ばし（後再

加熱）技法」の主に3種類が想定されている。これらは内部に残る気泡や・これが風化により表層に

顕わになった「蝕像パターン」の観察により推定可能である（中瀬1987）。

観察と分析の結果は表－2に示す通りである。この中で色調に関しては・できるだけ単純な表現に努

めたが、「青紺」や「淡青」などの大きなグループ内でも微妙に縁がかったり灰色がかったものがある

など、言葉による表現が困難な場合があった。ここに記したものは極めて主観的な表現であり・他地

域での調査と整合性を持たないものであることをお断りしておく。

ガラスの組成で最も多いのはソーダ石灰ガラスで、全体の63％を占めており・古墳時代＝ソーダ石

灰ガラスの時代という状況を裏付ける結果となった。酸化アルミ含有量の多少については・今回定量

値を算出しておらず明確な判断が困難であったため・分析結果に於いても「？」付きで表現している。

大まかな判別が可能なものでは、高アルミナタイプではマグネシウムのピークが判別できないほど低

く、色調では淡青色や不透明の黄緑色などが多く見られ・低アルミナタイプではマグネシウムが強く

検出され、青紺色や透明感のある淡緑色といった色調が見られ・先学による調査結果とも概ね符合し

ているようである。しかし中にはアルミナの高低が判断し難いものもあり・この分析方法による限界

を露呈した。これらの多くは引き延ばし技法により製作され【写真g－8・9・13】・小口面を平坦に整形し

たものが殆どであるが、28号境の30410の様に明らかに巻き技法によると見られる気泡の流れを持つ

ものも存在する他【写真g－5】（写真g－7，12も巻き技法の可能性がある）・19号墳30336の様な鋳型成

形の可能性が想定される資料も見受けられるなど【写真g－4】・製作技法は一様ではないようである。

また6号境や28号境では片側の小口が十分な被熟により丸くなっているのに対し・もう一方の小口は

何かに押しつけたかの様に凸凹（ザラザラ）になったり・破断面の凹凸が残存したようになっている

など、両面で形状が異なる例がまとまって確認されている【写真g－6】。これらは他の古墳群や弥生時

代の小玉で確認した事例はなく、特徴的な製作痕として指摘することができる。今後の類例出現を待
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ちたい。

11号境や28号境を中心に鉛ガラスも数多く確認された。この2基は群中でも7世紀中頃以降と新

しい時期に属しており、鉛ガラスの時代的特徴を良好に示すものと考えられる。これらは例外なく緑

色の色調を呈し、巻き技法により作られているが【写真g－10，11，14】、更に細かく見ると、大型品では

小口面を平坦に成形し、小型品では整った球形を呈するものが多い一方で、特に28号墳では、巻き付

けの最後尾が引っ張られたことにより、宝珠のような側面観を呈するものや、やや扁平な形状で孔の

大きさが両小口で極端に異なるものなど幾つかのパターンがあり、外見で細分化できる可能性もある。

また風化により透明感を失い白緑色や淡褐色に変色し、或いは粉状に崩壊しているものが多いという

特徴も見られる。

カリガラスも全体の5％弱と僅かであるが存在する。これらは、いずれも引き延ばし技法による青

紺色や淡青色で、これまで筆者らが調査を行った北部九州における弥生時代の事例と共通する特徴を

示している。ただし青紺色で小言面が平坦に成形されている状況（研磨？）は弥生時代では見られな

い。また同色のソーダ石灰ガラスとの比較では外観に特に目立った相違は見られない。

材質以外で特異な事例としては、重層ガラスの存在を挙げることができる【写真g－1，2】。気泡の多い

白色ガラスと、透明度の高い黄色ガラスの間に金や銀の箔を挟み、金色の輝きを醸し出している。こ

の種のガラスは金箔入りガラス玉や、ゴールドサンドイッチグラスなどと呼ばれるが、銀箔が用いら

れている場合もあり、ここでは金色重層ガラスと仮称しておく。長滝歳康氏はトンボ玉なども含めて、

このガラスについて詳細な調査を行い、北は岩手県から、奈良県など西日本を中心に9遺跡の事例が

示されている。その上で、日本での出土例は少ないこと、出土古墳は周囲の古墳に比べ異質な要素も

包容されること、トンボ玉との伴出事例が多いこと、紀元前後の中近東、黒海沿岸地域を中心として

分布、朝鮮半島でも数例出土していること等を指摘している（長滝2002）。福岡市内では本例も含め6

遺跡10点と全国的な数に迫る事例を確認しているが（比佐他2003）、市内の全ガラス資料約6800点か

らすれば、やはり稀少例であると言えよう。

また28号墳出土の管玉30469は、中央が膨れたエンタシス状の形状を呈しているが、何より色調が

黒色の不透明で、一見、石炭の様な外観である【写真g－3】。分析の結果、銅や鉛などの金属元素とと

もにカリガラスと同様な特徴を示すチャートが得られており、一応ガラスとして判断したものの、今

後精査を要する資料である。（比佐）

3．耳環類の調査

続いて耳環であるが、これまでに明らかにされてきた耳環の構造を整理すると次のようになる。基

本となるのは環状に成形された棒状（中実）や管状（中空）の金属素材で、これには金、銀、銅、錫、

鉛、鉄などが用いられるが、後三者は中実のみの使用で、中空では確認されていない。この芯材が加

飾されることなく完結する場合もあれば（鉄を除く）、これに芯と別素材（金や銀、希に芯が鉄の場合

に錫）の薄板を巻いて加飾する場合、或いは芯材にアマルガムによる鍍金を施す場合、更には芯材に

巻かれた薄板にアマルガムによる鍍金を施す場合などの方法が確認されている。ここでは仮に、芯に

巻かれる薄板を中間材、芯や中間材に施されるアマルガム法による加飾を表装材と定義する。

中間材は薄板を芯に巻く際に開口部端面で絞るように端部処理を行うことから、薄板の絞り毅がそ

の存在を示す特徴となる【写真e一5，11】。逆に雛がなければ、中間材が存在せず、芯材のみか、芯材に

直接、表装を施していることを示す【写真e－6】。また表面素材と異なる材料の腐食生成物が現れてい
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る（例えば金の表面に緑青が吹き出している）場合などは、芯材の材質を推定する手がかりとなる。

この他、表装材はアマルガムに水銀が用いられることから、分析による水銀の検出が判断の要素とな

り得る。これらの判断基準による製作技法の推定と、形態や寸法などの外形的な特徴を併せることに

ょり、同一種類の耳環の認定が可能となり、手近なところではセット関係の判別・更に調査が進めば・

製作者や製作工房の特定などに言及できる可能性も考えられる。

今回調査したのは12基の古墳からから出土した61点である。その殆どが鋼芯を有する、若しくは

金無垢、銀無垢といった中実であるのに対し、4点のみ中空の可能性のあるものがあった。上記判断

材料での観察や分析により、これらは現状で金製（無垢）細型7点【写真e－1】、銀製（無垢）細型6

点【写真e－2】、鋼芯金薄板張16点、鋼芯鍍金5点、鋼芯銀板張鍍金【写真e－4】18点、中空？金薄板

張【写真e－3下段】4点、鋼芯のみ6点のように分類できるものと推定される。

金製（無垢）細型は3基の古墳から7点出土している。そもそも出土例の少ないこのタイプの耳環

が一古墳群から7点も出土したことはとても珍しい。また、これらは一見・金の塊を棒状にした後・

環状に加工したように見えるが、検鏡並びに電子顕微鏡で精査すると、芯材と皮金の二重構造になっ

ていることが確認され、特殊な製作技術の存在が想定される。その詳細については後述する。

12号境の30181と30183は双方ともに開口部にガラス玉が挟み込まれている【写真e－3上段】。かね

てより耳環の着装方法には、耳采に挟むクリップ式か、耳に穿孔してはめるピアス式か論議を醸し出

してきたが、本例は後者に対して優位な材料を提起していると言えよう。

鋼芯銀板張鍍金は今回調査した中ではこのタイプのものが最も多いが・他のタイプの耳環が6世紀

前半から7世紀末までの経営期間を要する古墳から出土しているのに対して、いずれも6世紀後半以

降に経営された6基の古墳に集中して出土している。これは製作技法による編年につながる可能性を

秘めていると考える。

中空と推定した4点は、厳密には一般的に知られている「中空耳環」とは若干異なり、いずれも破

損はしているものの残りの良い金薄板を外装とし、銅などの管状の芯材が確認されなかったものであ

り、木質状のものや【写真e．9，10】、砂粒が空洞部に観察された【写真e．8】。これまでにも本例のよう

な事例は報告されているが、それらは中空耳環として扱われている○石ケ元の事例がいわゆる「中空

耳環」に属するか否かは内容物の精査など今後の検討を要するが、中空耳環は、その流通に畿内政権

が関わったという説もあり、その関連性が注目される。

12号境の30841は腐蝕により表装材が完全に失われたのか、元々鋼製であったのかは不明である。

表面の腐蝕が著しいが全体的に板状の層で覆われており、芯と表層との二層構造に見える。さらには

鋼芯と表層との間に、環体湾曲に沿うように規則的な、繊維状の様相を呈する筋状の凹凸が観察され

た【写真e－7】。断面観察などは試みておらず、繊維であるかどうかは今後の精査を要するが・次章で

述べる金製細型タイプの事例との関連も含めて何らかの製作技法を示す痕跡の可能性も考えられ・貴

重な資料と言える。（片多）

4・細型タイプの金製耳環の材質と製作技法

石ケ元古墳群出土耳環の内、金製細型タイプのものについて精査した結果、これまでに類例を見な

い特殊な製作技法を確認したので、ここにその概要を記す。

資料No．30962は、太さ2mm程の細い棒を径3．5cm大の輪に曲げており、耳環としては大型であ

る。奈良文化財研究所における非破壊での標準資料を用いた半定量分析（装置：文化財用蛍光Ⅹ線分
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析装置テクノス製TREX640S／管電圧：45kV、管電流‥0．3mA／ターゲット：モリブデン（Mo）／

照射時間：200秒／照射面積：1mmのによれば、この耳環は、ほぼ金50％、銀50％、鋼は0・8％程

度の分析値を示した。これは約12金に相当し（純金は24金）、これまで分析してきた日本出土の金製

品の中で最も金含有率が低い部類に属する。実際の色を見ても少々白味を帯びている。

電子顕微鏡による開口部端面の観察では、中心に空洞部が生じていることや【写真e－15】、この耳環

の本体が厚さ20／1m程度の金の薄板が何枚も重なっていることがわかる。特に、端面に開いた空洞部

の入り口周辺にその特徴が顕著である【写真e－16】。金薄板の余った端が空洞部入り口に舌のようには

み出ている様子や【写真e－17】、何枚もの金薄板の重なりが空洞部の奥まで続いている様子が窺える

【写真e－20】。さらに、この耳環の表面仕上げの技法も興味深い。この耳環は本体を作った後、表面を

改めて金の薄板を数枚重ねたもので巻き直しているのである。その証拠は、端両部に折り曲げた表面

仕上げ層が複数枚の重なりを見せているところや、後述するもう1点において表面に巻いた金薄板層

が環体のカーブに沿ってうまく巻けずに歪んでしまった部分に見て取れる【写真e－23】。もう一方の開

口部は【写真e－18】、端面に空洞こそ見えないが、本体が厚さ20〃m程度の金薄板の重なりでできて

いる様子や、表面で金薄板が重なっている様子【写真e－19】などが観察された。

また、30962と対をなす30963に対しても同様の観察結果を得ることができ【写真e－21，22】、更に、

この積層痕は、各個体の端面片側同士で対応していることが看取された。これは、この一対が積層成

形法で作られた一本の素材を半切し作られたものであることを示すものと思われる（図－2）。このこ

とは各個体開口部の片側だけに孔があることとも関連があると考えられる。二つの耳環が同じ素材を

用いた一対のものであるということは、組成や比重などからも想定することは可能であるが、製作技

法の観点から確認された事例としてはこれまでにない知見であろう。

更に、「金屑薄板成形技法」の系譜や普遍性の確認を目的として、福岡市内で出土した5世紀代から

6世紀後半までの類例資料16点についても調査を実施したところ、上記の2例ほど明瞭に薄板の積層

状態が確認されたものは無かったが、他例においてもこの技法が用いられたものがあることは確認で

きた。特に芯材を成形後、表面に薄板を積層している痕跡はほとんどの資料で認められており、時代

や材質に関係なく共通して用いられた技法ととらえることができると考える。

金属を素材として目的の形を作り出す技法として一般に考えられるのは、熔けた金属を型に流し込

む「鋳造」と、金属の塊を鍛えて形を作りだす「鍛造」である。しかし、今回調査した細型タイプの

耳環は、まったく異なる方法によって形作られたと考えられる。厚さ20〃m程度に薄く延ばした金薄

板を何枚も重ねたものを加工して形を整え、仕上げに表面を同様の薄板数枚を重ねて巻く技法である。

ここでこの技法を「金薄板積層成形技法」と呼ぶことにする。

材料に機械的特性を求める場合、材料科学的には様々な手法がとられるが、微細な構造を持つ素材

を複合的に組み合わせて材料特性を上げる手法もその一つであり、今回確認したこの技法も、この観

点から見ると理解することができ、現代の材料科学からみても納得できる成形技法であるといえる。

例えば金銀合金におけるバネ性の向上を薄板の積層効果によって達成しようと試みているとすれば、

耳環の機能（装着時の開口部の開閉等）を意識した技術として評価できるのではないだろうか。この

ことは副葬品としての耳環の機能論に、新しい観点からのアプローチを提示できるものと考える。

ただし、どのような工程で作り上げていったのか、また途中での熱処理の有無など、製作技法の詳細

を明らかにするまでには至っていない。これらの諸点の解明は今後の課題としたい。

今回、細型タイプの耳環における「金薄板積層成形技法」を明らかにしたことにより、古代の金工

技術を考える上で新たな知見を得た意義は大きい。この技法の詳細な調査を含め、さまざまなタイプ

－245－



の耳環に対する系統的な調査は、当時の金工技術の水準とその系譜を知る上で重要であり、耳環を通

した当時の交易の実体や技術者集団の動きなども把握できる可能性を秘めていると考える。（村上）

5・おわりに

以上の調査により、ガラス、耳環について、まとまった数の事例を呈示することができたと考える。

ガラスはソーダ石灰ガラスを中心としながら、弥生時代から残るが）ガラスが衰退し、次の時代に盛

行する鉛ガラスが現れるという、古墳時代後期～飛鳥時代という一つの変革期を如実に示す結果に

なったといえる。本古墳群では色調的には赤やオレンジ、茶といったものがなく、黄色がわずかに含

まれる以外は育、線系統が殆どで単調な印象を受けるが、その一方で製作技法などを細かく見ると、

成形ではなく整形の部分で多様性が見られ、更なる分類の可能性が示された。これについては今回十

分に検討を加えることができなかったので今後の課題としたい。

また耳環に関しても、自然科学的な調査の歴史はまだ浅く、肉眼による観察のみでの報告は少なくな

い。芯材と皮金の接着方法や、繊維状痕跡の解釈の仕方など、まだまだ疑問点は残るが、材質分析を

伴う報告を継続することによって、その製作技法や流通、構造的な編年の解明に貢献できると考える。

今回の調査に当たり、ガラスについては奈良文化財研究所肥塚隆保氏、耳環は同じく村上隆氏にご

指導、ご教示頂いた。また分析や計測などの作業では井上寿子、手島文代の各氏にお手伝い頂いた。

末筆ながら記して感謝申し上げます。（比佐・片多）
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3 00 01 ⑭ － 1 丸玉 14 ．0 2・0 9 ・5 0・99 瀕定不能 土

3 00 02 ⑭ － 29 丸玉 測定不能 1・8 測定不能 0．2ⅰ 瀕定不能 土
3 00 03 ⑭ － 2 丸玉 1 2．8 2．1 11 ．0 l・24 瀕定不能 土

3 00 04 ⑭ － 3 丸玉 1 2．6 2．0 10 ．5 1・30 瀕定不能 土
3 00 05 ⑭ － 4 丸玉 1 2．2 2．1 9 ．6 1．33 瀕定不能 土
3 00 06 ⑭ － 5 丸玉 1 3．2 2．0 11 ．0 1．85 潤定不能 土

3 00 07 ⑭ － 6 丸玉 1 2．5 l・5 11 ．0 1．61 瀕定不能 土
3 00 08 （抄－ 7 丸玉 1 2．3 1．5 10 ．5 1．17 瀕定不能 土

3 00 09 ⑭ － 8 丸玉 1 2．5 2．2 10 ・0 1・54 潤定不能 土

3 00 10 ⑭－ 9 丸玉 1 3．0 2．4 11 ．0 1．63 潤定不能 土
3 00 ⅰ1 ⑭－ lO 丸玉 1 3・0 2・0 10 ・5 1・47 瀕定不能 土

3 00 12 ⑭一 l l 丸玉 1 3．2 2．0 11 ．5 1．79 瀕定不能 土

3 00 13 ⑭－ 12 丸玉 1 3．2 2．2 10 ．5 1．46 瀕定不能 土
3 00 14 ⑭－ 13 丸玉 1 2．5 1．8 ll ・8 1・39 瀕定不能 土

3 00 15 ⑭－ 14 丸玉 1 2．8 2・5 11 ．2 1．75 瀬定不能 土

3 00 ⅰ6 ⑭－ⅰ5 丸玉 12．5 2．5 11 ．8 1．48 沖定不能 土
3 00 17 ⑭－ 16 丸玉 12．5 1．5 Ⅱ．2 1．4 1 瀕定不能 土

3 00 18 ⑭－ 17 丸玉 1 2．3 1・7 12 ．0 ⅰ・66 瀕定不能 土
－　 3 00 19 －（抄－ 18 ．丸玉

l
1　 12．4 ．　　 2．0一　　 日．3 l　 l．62 －狽定不能

l l
l土　　　　　　　　　　 l3 00 19 （抄－ 18 丸玉 12．4 2．0 日．3 1．62 測定不能 江
．－1－／一3 00 20 ⑭－ 19 丸玉 ⅰ2．5 2．0 10 ．5 1．48 測定不能 土

3 00 2 1 ⑭－ 20 丸玉 12．8 1．8 10 ・3 1．03 測定不能 土
3 00 22 ⑭－ 2 1 丸玉 12．2 1．8 10 ．0 1．38 測定不能 土
3 00 23 （抄－ 22 丸玉 12．5 2．0 10 ．2 1．42 測定不能 土

3 00 24 ⑭－ 23 丸玉 12．5 1．8 ⅰ2 ．3 1・83 測定不能 土
3 00 25 ⑭－ 24 丸玉 12．5 1．8 10 ．4 1．52 測定不能 土
3 00 26 ⑭－ 25 丸玉 1ⅰ・5 2・0 11 ・0 1．40 測定不能 土

3 00 27 ⑭－ 26 丸玉 11・0 2．0 9・9 0 1．30 測定不能 土
300 28 ⑭－ 27 丸玉 11．8 2．2 11 ．0 ⅰ．46 測定不能 土

3 00 29 （抄－ 30 小玉 青紺 7．0 2．3 6 ．0 0．39 2 ．62
明瞭な 円筒形 、小口面平坦。気泡は不定方 向に列を為
す。

Na 有 り、K ＜C a、Co 有 り、低 M n 、Cu ，P b 有 り、低

A l？、Mg 強い
低A l？ソーダ石灰ガラス

300 30 ⑭一 3 1 小玉 青紺 7．3 1．6 6 ．0 0．50 2 ．55
全体 に丸み を帯 び、孔 の軸方向 に平行な筋 が多数入

る。小 口面はやや膨 らみを持つ。
Na 弱、K＜ Ca 、Co 有 り、低 M n、Cu ，Pb 有 り、低 A l？ 低A l？ソーダ石灰ガラス

300 32 （抄－ 28 丸玉 12．3 1．7 11 ．0 1．56 測定不能 土

300 33 ⑭－ 32 小玉 青柑 7．2 2．0 5 ．7 0．35 2 ・46 小口面平 坦。側面に気泡列、筋多数有 り。
Na 無 し、K＞ Ca 、C o有 り？、高 M n、Cu 若干 ピー

ク有 り？
カ リガラス

300 34 ⑳－ 16 小玉 8．0 1．0 6 ．0 0．35 測定不能 土

300 35 ⑳－ 23 小玉 8．0 1．5 6 ．0 0．35 測定不能 土
300 36 ⑱－ 17 小玉 7．0 1．5 6 ．0 0・35 測定不能 土
300 37 ⑱一 24 小玉 8・5 1．5 6 ．0 0．33 測定不能 土

300 38 ⑳一 22 小玉 7・5 1．5 6 ．0 0．38 測定不能 土
300 39 ⑳－ 18 小玉 7・0 1．5 6 ．0 0．34 測定不能 土
300 40 ⑳－ 19 小玉 7・5 1．0 6 ．8 0．20 測定不能 土

300 4 1 ⑳－ 15 小玉 青柑 7．0 1．5 5 ・0 0・32 2 ．46 全体に丸みを帯 びた外観。側面に気泡 列多数有 り° Na 有 り、K＜ C a、C0 有 り、低 M n 、Cu ，P b 有 り、低

A l？、Mg 強い
低A ⅰ？ソーダ石灰ガラス

300 42 ⑳－ 20 小玉 青柑 7・0 1．8 5 ．0 0．30 2 ．50
両小口で状態 が異な る。片側 は丸みを帯 び、もう一方

は平坦で側面 と小口面の境に角を有する°側面 に気泡
列有 り°

Na 有 り、K＜ C a、C0 有 り、低 M n 、Cu ，P b 有 り、低

A l？、Mg 強い
低A l？ソーダ石灰ガラス

300 43 ⑳－ 14 小玉 青紺 6．5 2．0 5 ．0 0・25 2 ・50
風化に よ り亀裂多数有 り。側 面に気泡列有 り。小 口面

と孔の一部 に歪 み°

Na 不明 瞭、K＜C a、C0 有 り？、低 Mn 、C u ，Pb 有 り、

低 A l？
低A l？ソーダ石灰ガラス

300 44 ⑳－ 2 1 小玉 淡黄 9．0 2．0 7 ．5 0．89 2 ・4 ⅰ
孔の軸方向に平行な筋が多数入る。両小 口は切断に よ

り成形 ？。溶 けたガ ラスが溶着した痕跡 ？有 り。

Na 弱、K＜ Ca 、低 M n、Cu 有 り、Pb 無 し、低 A l？、Mg

明瞭
低A l？ソーダ石灰ガラス

300 47 ⑳－ 25 丸玉 1 3．0 1・5 ⅰ3 ．2 2．11 測定不能 土

300 48 ⑱－ⅰ7 小玉 青紺 9．5 2．0 7 ．0 0．9ⅰ 2 ．53
小口面は平坦に加工され、孔の軸方向 に平行な気泡筋
有 り。

Na 有 り、K＜ C a、Co 有 り、低 M n、Cu ，P b 有 り、低

A I？、Mg 明瞭
低A l？ソーダ石灰ガラス

500 49 ⑱－ⅰ6 小玉 青紺 9．5 1．8 6．0 0．72 2．57
小口面は平坦に加工され、孔の軸方向 に平行 な気泡筋
有 り。

Na 不 明瞭、K＜C a 、C0 有 り、低 M n、Cu ，P b 有 り、

低A l？－M g 強
低A l？ソーダ石灰ガラス

300 50 ⑱－ 18 丸玉 量目 10 ．0 2・0 8・5 1．18 2．5 1 全体に丸みを帯 びた外観。高透 明度、気泡は殆 ど無し。
Na 不 明瞭、K＜C a 、Co 有 り、低 M n、Cu ，P b 有 り、

低A l？、Z nK α部分に高ま り有 り
－低A l？ソーダ石灰ガラス

300 5 1 ⑱－ 15 小玉 青紺 －　6・0 2・2 4．5 0．21 2．33 円筒形 に近 い外観。側面に－気泡 列、筋多数。 Na 不 明瞭、K＜C a 、Co 有 り、低 M n、Cu ，P b 有 り、
低A l？、Z nK α部分に高ま り有 り 低A l？ソーダ石灰ガラス

300 52 ⑱－ 14 小．玉 淡青 5．5 2・0 5．0 0．17 2．43
微 細な気泡が 多 く濁ってい る。流れが見難 いが、引 き
延ばされた気泡有 り。

Na 無 し、Ca 殆 ど見 え ない、K＞ Ca 、C u 強、Pb 有

り
カ リガラス

30 626 ⑳－ 16 切子玉 ⅰ0．6 3．5 14・2 2．3 4 2．79 石（水晶）

30 627 ⑪－ 15 切子玉 12 ．4 3．5 12・5 2．74 2．66 石（水晶）

30 628 ⑪－ 6 小玉 緑 3．2 1．0 2．3 0・0 4 2・00
透明度 は低 く濁っている。孔の軸方向に平行な黄色い

色素の筋有 り。
Na 有 り、K＜C a、Cu ，P b明瞭、高A l？、M g弱 高A l？ソーダ石灰 ガラス

30 629 ⑪－ 22 勾玉 32 ・3 3．2 9．4 8．4 4 2．6 ⅰ 石（喝瑠）

30 630 ㊥－ 3 小玉 緑 3．2 1・0 2・4 0．0 3 2．43
透 明度 は低 く濁っている。孔の軸方向に平行な黄色い

色素の筋有 り。
Na 明瞭、K＜C a、Cu ，P b明瞭、高A l？、M g弱 高A l？ソーダ石灰 ガラス

30 63 1 ⑪－ 7 小玉 淡青 3．4 1．3 2．－0 0．0 4 2．85 透明度 は低 く気泡 も少ないため流れが見えない。 N a 明瞭、K＜C a、Cu 強、Pb 弱、高A l？、M g微弱 高A l？ソーダ石灰 ガラス
30 632 ⑪－ 5 小玉 淡青 3．2 1．2 1．9 0．0 3 2．54 微細 な気泡 が多数密集。一部列 を為す。 N a 明瞭、K＜C a、Cu 弓臥 Pb 弱、高A l？、M g微弱 高A l？ソーダ石灰 ガラス

30 633 ⑭－ 1 小玉 緑 3．2 1．3 2・7 0．0 3 2．83
透 明度 は低 く濁っている°孔の軸方向に平行な黄色い

色素の筋有 り。
N a 明瞭、K＜C a、Cu ，Pb 明瞭、高A l？、M g弱 高A l？ソーダ石灰 ガラス

30 634 ⑪－ 4 小玉 淡青 3．5 1．2 2．9 0 ．0 5 2．50 透 明度 は低 く独立 した気泡が少量。一部列を為す。 N a 弱、K＜C a、Cu 強、Pb 弱、高A l？、M g微弱 高A l？ソーダ石灰 ガラス

30 635 ⑳－ 6 管玉 7．0 4．0 2 3．1 1．8 4 2．59 石（碧玉）
30 636 ⑪－ 14 算盤玉 12 ．1 3．5 10．6 1．8 9 2．66 石（水晶）

30 637 ⑪－ 4 管玉 青緑 7．4 3．0 19．1 1．7 0 2・43
透 明度 は低 く濁っているが、孔の長軸に平行な流璃有
り。 N a 明瞭、K＜C a、Cu 強、Pb 弱、高A l？、M g微弱 高A ⅰ？ソーダ石灰 ガラス

30 638 ◎－ 5 管玉 7．0 4・5 2 0．2 ⅰ・6 8 2・5 1 石（碧玉）

30 639 ⑪－ 9 管玉 8．5 4．0 2 6．2 2．9 6 2・57 石（碧玉）
30 640 ⑪－ 7 管玉 8．2 4．0 2 8・8 2・7 2 2・45 石（碧玉）
30 64 1 ⑪－ 3 管玉 8・0 4．0 日．0 1・8 4 2．42 石（碧玉）

30 642 ⑪－ 18 切子玉 14 ・5 3・0 ⅰ4．4 3．4 4 2．67 石（水晶）
30 643 ⑪－ 17 切子玉 12 ．8 3．2 ⅰ4・8 3 ．0 5 2・56 石（水晶）
30 644 ⑪－ 13 算盤玉 1 1・1 5・0 10．5 ⅰ．6 8 2．67 石（水晶）

30 645 ⑭－ 15 小玉 淡縁 7．5 2．2 6．7 0 ．5 4 2・57

全体 に丸 みを帯 び整った球状 を呈する。透明度が高い

が、気泡は独立 したものが小数で流 れが見 えない。巻

き付け？

N a ，M g 明 瞭、K ＜ C a、M n 明 瞭、C u ，P b 無 し、低
A l？、M g 明瞭

低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 646 小玉 自 8・3 1・5 6．7 0 ．6 6 2．64 石？（不明 ）
30 647 ⑳－ 12 丸玉 1 1．0 2・0 9・2 1．5 8 2．63 石（喝璃）・

30 648 ㊥－ 10 小玉 暗青緑 7．0 2－0 4．2 0 ・3 2 2・46 小 言面平坦 に加工。孔の長軸 に平行 な気泡列有 り0
N a 明 瞭、K．＜ C a、Co 有 ？、低 M n、Cu ，P b 有 り、低

A l？、M g不明瞭
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 649 ⑪－ 14 小玉 淡緑 7・5 2．0 6・5 0 ．5 0 2．63

全体 に丸 みを帯 び整った球状 を呈する。透明度が高い

が、気泡は独立 したものが小数で流 れが見え ない°巻
き付 け？

N a ，M g 明 瞭、K＜ C a、M n 明 瞭、C u ，P b 無 し、低

A l？、M g 明瞭
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 650 ⑪－ 1 管玉 5．0 1・5 13．0 0 ・4 2 2．33 石げ リーンタフ？）

30 65 1 ◎－ 20 切子玉 13 ．0 3．0 2 0．2 4 ・8 6 2．84 石（水晶）
30 652 ⑳－ 2 1 切子玉 18 ．2 4 ・5 3 1．2 ⅰ2 ・13 2・65 石（水晶）

30 653 ⑭－ 12 小玉 淡緑 7．5 2・0 6．5 0 ．4 9 2．58
全体 に丸 みを帯 び整った球状 を呈 する。透明度 が高

い。不定方向の気泡の流 れ有 り。巻き付け？

N a 明瞭、K＜ Ca 、M n明 瞭、C u，Pb 無 し、低 A l？、Mg

強
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 654 ㊥－ 8 小玉 青紺 5．5 1．8 4．4 0 ．2 2 2．75
明瞭な円筒形で、小口面が平坦 に加 工され る°側面に

気泡列多数。

N a ，M g不 明 瞭、K＜ C a、Co 有、高 M n 、C u微 弱、Pb

無 し
低 A ⅰ？ソーダ石灰 ガラス

30 655 ⑭－ 35 小玉 5．0 1．5 3．6 0 ・12 測定不能 土
30 656 ⑪－ 26 小玉 5．2 1・0 3．2 0 ．12 測定不能 土

30 657 ⑪一 34 小玉 5．0 1．3 3．2 0 ．10 測定不能 土

30 658 ⑪－ 36 小玉 5・2 1．2 3．6 0 ．12 測定不能 土
30 659 ⑭－ 23 小玉 5．0 1．2 3．2 0 ・10 測定不能 土

表－2－①　石ケ元古墳群出土の玉類
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遺物 N o

30 660

F ig －N o ．

⑭－ 11

券 種

小玉

色潤

青紺

径 l 孔径 l 厚 さ 重 量 比 重
観 察所 見

ノー．－‾．

分 析所 見 材 質（m m ） （g） （g／c㎡）

7．9　　　 2．0　　　 5．8　　　 0．48 2 ．53 全体に丸み を帯 び、孔の軸 方向に平汀 な気泡筋有 り。
表面は気泡 の破裂 した り円形の蝕像で覆われる

Na ，M g 不 明 瞭、K ＜ Ca 、C o 有？、低 Mn 、c u，Pb 有

．　一
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

土
306 6 ⅰ
3 0

⑭－ 3 2 小玉
虐旨

5．2　　　 ⅰ・3　　　 3．2　　　 0・l l 測定不能 し－・　　 ．′　　　　　　　　　　　　　　　　 。 り、侶 A l．

6 62

3 06 63

⑧一 8 昌玉 7．4　　　 3・5　　 16 ．3　　　 2．28 2 ．62 石（碧玉）

3 06 64

3 06 65

⑳－ 19

⑭－ 2

⑭ － 9 2

切子玉

小玉

小玉

縁

13．5　　　 3・0　　 17 ．5　　　 3．92 2．65
ヽ

石（水晶）

3．5　　　 0．9　　　 2．2　　　 0．04 2．93 透 明度 は低 く濁 っている。孔の軸方向に平行な黄色い

色素 の筋有 り。
N a弓臥 Mg 弱、高 A l？、K＜C a、Cu ，Pb 明瞭 高 A l？ソー ダ石灰ガラス

3 06 66 9．0　　　 1・5　　　 8・2　　　 0．6ⅰ 墾曜不能 上

3 06 67
㊨ － 8 5

⑭ － 7 3

小玉
小玉

8．

8

2　　　 3．

2

0　　　 6．4　　　 0．50 測定不能
ヒ

上

3 06 68 ⑭ － 6 2 小玉
1・5　　　 6．0　　　 0．51 墾暖不能 土

3 0 7．5　　　 1．2　　　 6．0　　　 0・4 2 墾臚不能 土
6 69

3 06 70

⑳ ー 70 小玉 7．7　　　 1．2　　　 6．0　　　 0．3 9 測定不能 土

3 06 71
⑭ － 86 小玉 8．7　　　 1．2　　　 8．2　　　 0．5 3 墾曜不能 土

30 6 72
㊥ －9 7 小玉 9．0　　　 1－3　　　 8．0　　 0．6 1 墾暖不能 土

30 67 3
⑬ －6 5

⑬ －4 7

小玉

小玉

9．

8

0　　　 1．

6

2　　　 6・0　　 0．3 8 墾綻不能
b

土

30 67 4
ⅰ・5　　　 6．4　　　 0．4 1 望曜不能 土

30 67 5

30 67 6

⑬ －5 8

⑬ －6 8

小玉
小玉

8・

8．

2　　　 1．

5　　　 1．

3　　　 7．
8　　　 5・

0　　　 0．4 6
7　　　 0・4 2

測定不能

墾暖不能
土

土

30 67 7
⑭ －9 4 小玉 8．3　　　 1・8　　　 7．2　　　 0．5 5 ．測定不能 土

30 67 8
⑬ －9 6 小玉 9・2　　　 1．3　　　 7・6　　　 0．5 6 望曜 不能 土

30 6両 ⑭ －9 3

8

小玉 9．0　　 1．8　　　 7．8　　　 0．6 3 墾曜 不能 土

30 68 0
⑭ －　 4 小玉 8．5　　　 1．5　　　 7．4　　　 0．3 7 墾臚 不能 土

30 68 ⅰ
⑭ －7 8 小玉 8．3　　　 1・3　　　 6・2　　　 0．3 5 塑室不能 土

30
⑭ ー8 7 小玉 8・5　　　 1．5　　　 6．0 ． 0．49 塑室不能 土

68 2
30 68 3

⑭ －8 8 小玉 8．0　　　 1．2　　　 8．2　　 0．57 墾瞳 不能 土

306 84
⑭ －7 4 小玉 8・0　　　 ⅰ．2　　　 7・0　　 0．47 墾瞳 不能 土

306 8 5

306 86

⑭－ 9 8
⑭－ 6 7

小玉

小玉

8．

7・

5　　　 1．

0　　　 1・

5　　　 8．

3　　　 6．

4　　　 0．63

4　　 0・40

測定不能

望瞳 不能
土
土

306 87
⑭－ 6 6 小玉 7．8　　　 1・2　　　 6．7　　　 0．43 墾瞳 不能 土

3 06 88
⑳－ 7 7 小玉 8．0　　　 1．5　　　 6．7　　　 0．42 測定不能 土

3 06 89
⑭－ 5 3 小玉 7．4　　　 2．5　　　 6．2　　　 0．43 塑定不能 土

3 06 90
⑳－ 3 0 小玉 5．0　　　 1．1　　　 4・3　　　 0．13 塑瞳 不能 土

3 06 9 ⅰ

3 06 92

⑳－ 8 2
⑭－ 4 6

小玉

小玉

8・
7．
0　　　 1．
8　　　 1．

5　　　 8．

2　　　 6．

0　　　 0．4 7

0　　　 0．4

測定不能

墾瞳不能
土

土

3 06 93
⑭ － 64 小玉 8・0　　　 1・5　　　 6．3　　　 0．4 測定不能 土

3 06 94
⑬ － 6 1 小玉 7．5　　　 1．3　　　 5．7　　　 0．3 5 墾瞳不能 土

30 6 95
⑭ －4 8 小玉 7・4　　　　 ⅰ．5　　　 6．1　　 0．3 7 測定不能 土

30 69 6
⑬ －9 1 小玉 8．9　　　 ⅰ．8　　　 6・0　　　 0．3 4 測定不能 土

3
⑬ －5 9

ll

小玉 8．0　　　 1．

ヒ　　、

6　 －測定不膏巨　　 0．2 4 測定不能 土
0 69 7

30 69

未図化

lヽ

小玉 型定祁 ヒ　測定不台巨　測定不台

巳　　、

巨　測定不能 墾瞳不能 土
8

30 69 9
30 70 0

未図化
未図化

小玉

小玉

測定不台

測定不台

巨　 測定不台
巨　 測定不能

ヒ　測定不台

ヒ　測定不台

巨　測定不能

巨　測定不能

測定不能

墾曜不能
土
土

30 70
⑬ －8 1 小玉 8・0　　　 ⅰ．0　　　 7．4　　　 0．54 型臚不能 土

1
30 70 2

㊨ －6 0
未図化

小玉

小玉

7・
測定不能

8　　　 2・
、l

0　　　 5．

、1

8　　　 0．33

巳　、　　　　 ヒ

墾臚 不能 土

30 70 3 未図化 小玉 遍瞳 祁ヒ　 測定不命

じ　 測定

巨　 測定不台

、l

ヒ　測定不能
巳　、　　　　 ヒ

墾曜 不能 士
ヽ ヽ ヽ ヽ

30 704
30 70 5

30 706

㊨－ 8 3
㊥－ 5 2

⑭－ 4 5

小玉
小玉

小玉

7．6
7 ．6

7 6

ⅰ・5
1・5

6 ・7

7 ．5

0 ．47 測定不能 上

土0．44 墾曜 不能
ヒ

土

3 0 70
ヽ 1・4 6 ．8 0 ．35 測定不能 土

7
3 0 708

⑭－ 5 7 小玉 7．5 1．4 7 ．0 0 ・39 測定不能． 土

3 07 09
㊥－ 7 9 小玉 7・7 1 ．2 6 ．0 0 ．38 測定不能 土

3 07 ⅰ0
⑭－ 8 0 小玉 8．0 l ・2 6 ．7 0 ・4 1 測定不能 土 ／

3 07 ⅰ1
㊥ － 7 6 小玉 8．3 1 ．0 6 ・9 0・46 測定不能 土

3 07 12
3 07 ⅰ3

⑭ －7 1

㊨ －4 9

小玉

小玉

7．8

8．0

1 ．5

1．5

6 ．8
5 ．4

0．37
0．37

測定不能

塑性 不能
土

土

3 07 ⅰ4
㊥ －9 5

⑬　 7 2

小玉 9．0 1・8 9 ．0 0．67 測定不能 土

3 07 15 未 図化
小玉

小玉

7・7
測定不能

l・8

測定不能

7．8
和実不鮮

0．52
、l

測定不能 土

3 07 16

30 7 ⅰ7

⑬ －4 4

⑭ －5 1
小玉
小玉

7・2

7 5

2・0
測定不能

6・0

測定不能

0・3 2

測定不能

塑性不能
ヒ

土

土

30 7 18
ヽ 1．4 7．5 0 ．4 5 墾曜不能 土

30 7 ⅰ9
⑬ －6 9

未 図化

小玉

小玉

8．0
測定不能

ⅰ．5
測定不能

6．0

、l　　 b

0 ．3 8 墾曜不能 土

30 72 0 ⑭ －5

ヽヽ

6 小玉 8．6
ヒ

　ヽヒ
3・0

測定不能

7．0

測定不能

0．4 7

測定不能

測定不能

土

土
30 72 ⅰ
30 72 2

未 図化 小玉 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 墾曜不能 土

30 72 3
⑬ －4 3 小玉 7．5 ⅰ．7 7．0 0 ．3 9 墾曜不能 土

30 72 4
⑭ －8 9
⑭ －5 5

小玉

小玉

8．3

8 0

3 ．0

1 4

6．0 0 ．5 2 望曜不能 土

30 72 5

30 72 6

⑮ －1 1 管玉 10 ．8 4 ．0
6．5

28 ．5
0 ．3 8

5 ．8 4

測定不能

2．37

土

石（碧玉）

30 72 7
⑭ －100
未図化

小玉

小玉

測定不能

、l

測定不能
、l

4 ・5 墾臚 不能 堕曜 不能

ヒ
土

30 728 未図化 小玉
測定不能

、l

測定不能

漸

墾瞳 不能

ヒ

墾瞳 不能 －測定不能 土 －

30 729
測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 土

307 30
⑭ －4 1

⑭－ 99

小玉

小玉

7．2
測定不能

ⅰ．5

1 6

7 ．2 0 ・30 墾曜 不能 土

307 3 ⅰ

3 07 32

⑳－ 63
⑭－ 54

小玉

小玉
7・6 ⅰ．5

3 ．2
5 ．1

0 ．－13

0 ・26

測定不能

墾瞳 不能

土

土

3 07 33 7 ．5 ⅰ．0 5 ・7 0 ．3 1 塑定不能 土

3 07 34
⑭－ 50

⑭　 4

小玉 7．2 1 ．2 6 ．2 0 ．26 墾瞳 不能 土

3 07 35
－　 0

⑭－ 75
小玉

小玉

6・8
8 2

1 ．2

1 5

6 ．2 0 ．33 測定不能

ヒ
土

3 07 36 ⑬ －3 9 ヽ
小玉 7 0 1 0

7 ．0 0 ．49 測定不能 土

3 07 37 ⑭ －4 2 小 玉 8 0
5 ．0 －　0・30 墾曜 不能 土

3 07 38 1．5 6 ・4 0．37 測定不能 土

3 073 9

30 74 0

⑬ －2 2

⑬ －9 0

未 図化

小 玉
小玉

小玉

5．4

8・6

7 4

1．0
1．5

ⅰ9

3 ．4

7 ．6

0．12

0・59

測定不能

墾瞳 不能
ヒ

土

土

30 74 1 5 ．7 0．30 型瞳 不能 土

30 74 2
⑬ －3 7 小玉 5．3 1・2 4 ．2 0．14 測定不能 土

30 74 3
30 74 4

㊨ －2 8

⑬ －3 8
⑭ － 18

小玉

小玉

小玉

5．0

5 ．7

ⅰ．5

ⅰ・2

3 ．4

3．6

0．ⅰ0
0．ⅰ4

測定不能
墾瞳不能

ヒ

土

土
30 74 云 5 ．5 1・ⅰ 3．0 0．10 測定不能 土

30 74 6
30 74 7

⑬ －1 7
⑭ －2 9

⑭ ～3 1

小玉

小玉
小玉

5．5

5 ．ⅰ
5 0

1．ⅰ

ⅰ．ⅰ
ⅰ2

3・2

3．2

0 ．ⅰ3
0 ・ⅰ0

測定不能

測定不能
土
土

30 74 8
3・6 0 ・ⅰ2 塑室不能 土

30 74 9
30 750

⑭ －2ⅰ
⑭ －2 4

小玉

小玉

5．2

5 ．0

1・2

1．1

4．0

3．5

0 ．14 －

0 ・10

測定不能　 －

測定不能
土
土

30 75 ⅰ
⑭－ 2 7 小玉 5．0 ⅰ．0 3．5 0 ．ⅰ0 測定不能 土

3 07 52
⑭－ 2 5 小玉 5．5 0 ・8 4 ・0 0 ．ⅰ6 測定不能 土

3 07 53
⑭－ 20 小玉 5・5 1．0 3 ．5 0 ．14 測定不能 土

3 07 54
⑭－ 19 小玉 6．0 ⅰ．0 4 ．0 0 ．12 測定不能 土

3 07 55
⑭－ 16 小玉 5・2 ⅰ．ⅰ 3．8 0 ．ⅰ0 測定不能 土 ．

3 07 56
⑭－ 33

⑭　 2

小玉 6．2 1．2
ヒ

5 ．0 0 ．13 墾臚不能 土

3 07 57

－　 6

⑭ － 9

小玉

小玉 暗青緑

4．5

6 ．0

測定不能

2．0

4 ．7

5 ．4

0 ．06

0 ．29

測定不能

2．4 2 ′　　　・／　　　　　　　ヽ
土

小 言面 は平坦 に整形。透明度 は向 く、大型 の気泡が列

を為す。

士た．．　や

Na 強、M g弱、高A l？、K＜ Ca 、C u強、Pb 無 高A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

3 07 58

30 7 59

30 76 0

30 76 ⅰ

30 76 2

⑬ － 13

未 図化

未 図化

未図化　 －

未図化

小玉

小玉

小玉 ／

淡緑

青紺

7．5 2 ・0 6 ．2 0 ．48 2 ．5 3
全体に丸みを帯び整った球状を呈す る。透明度が剛 ）

が、気泡 は独立 した ものが小 数で流れが見 えない。巻
き付け ？

′ヽ　　　　　　　　　　・－慶言ヽ

Na ，M g 明瞭、K＜ C a、M n明 瞭、Cu ，P b無 し、低 A l？ 低A I？ソーダ石灰ガ ラス

6．2 2 ．5 5 ・3 0 ．3 1 2 ．38 小口面平坦。側面に気泡列 多数。孔内 に鉄 ？の塊が噛

み込む。

Na 無 し、K＞ ca 、c O有 り？、高唯、Cp 若 干 ピー

ク有 り？ カ リガラス

線 3．1 1 ・0 2 ．0 d．04 2 ．77 透明度は低 く濁っている。孔の軸方 向に平行 な黄色 い
色素の筋有 り。

ヽ

Na 強、M g弱、高A l？、K＜ Ca 、C u，P b 明瞭 高A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

小玉

4，玉

嘩 3・2 1．0 1 ．9 0・03 2 ．46 透明度は低 く濁っている。孔の軸方向 に平行な黄色い

色素の筋有 り。
Na 弓軋 M g弱、高A l？、K＜ Ca 、Cu ，P b 明瞭 高A l？ソーダ石灰ガラス

縁 3．2 l・0 3 ．0 0 ．05 2．50 透明度は低 く濁 っている。孔の軸方向に平行な黄色い

色素の筋有 り。
Na 強、M g弱、高A l？、K＜ Ca 、Cu ，P b明瞭 高A l？ソつダ石灰ガラス

表－2－②　石ケ元古墳群出土の玉類
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遺物N o Fig－N o．器種 色調
径 l 孔径 1 厚さ 重量 比重

観察所見 分析所見 材質
（m m ） （g） （g／c㎡）

30763 ⑮－2 管玉 青緑 7．2 3．0 18・7 1．39 2．48
透明度は低く濁っているが、孔の長軸に平行な流璃や
赤紫色の介在物有り。 Na弘、Mg弱、高Al？、K≦Ca、Cu，Pb明瞭 高A l？ソーダ石灰ガラス

30764 ⑳－10 管玉 10．0 2．0 27．0 5．15 2．59 石（碧玉）

30 92 3 ⑭ －4 3 小玉 青紺 8．0 1 ．5 6 ・0 0 ．54 2 ．5 7 小 言面平坦に加工。－孔の軸方向に平行な気泡筋 有 り。 N a有 り、M g 強、低 A l？、K＜ Ca 、C o有？、低 M n 、Cu ，

P b微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

30 92 4 ⑭ －4 2 小玉 青紺 8．5 －　2．5 5 ．0 0 ．5 1 2 ．5 5 小 口面平坦に加工。孔の軸方向に平行な気泡筋有 り。 N a 有 り、M g 強、低 A l ？、K ＜C a 、C o 有、低 M n 、Cu ，

P b微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

30 92 5 ⑭ －4 1 小玉 青紺 8．0 1．5 5．0 0 ．54 2 ．5 7 小 口面平坦に加工。孔の軸方向に平行な気泡筋有 り。
N a 有 り、M g 強、低 A l？、K＜ Ca 、C o有 ？、低 M n 、Cu ，

P b微弱
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 92 6 ⑭ －4 0 小玉 青紺 7．5 1．5 6 ．0 0 ．49 2 ・5 8 小 口面平坦に加工。孔の軸方向に平行な気泡筋有 り。
N a 不 明瞭、M g 強、低 A l？、K＜ Ca 、C o 有？、低 Mrl、

C u微弱、Pb 無
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

30 92 7 ⑭ 一 4 小玉 7・0 1．5 5 ・5 0 ．23 測定不能 土

30 92 8 ⑭ － 3 小玉 7．0 2 ．0 5．0 0 ．2 1 測定不能 土

30 92 9 ⑭ － 1 小玉 7．0 1．5 6．0 0 ．2 7 測定不能 土

30 93 0 ⑭ － 2 小玉 8．0 1．5 4 ・0 0 ・ⅰ3 測定不能 土

30 93 2 未 図化 小玉 測定不能 測定不能 測定不能 0．1 測定不能 土

30 93 4 来 園化 小玉 育紺 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 小片 に粉砕°
N a 有、M g 不 明、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C o 有、C u

強、Pb 無
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 93 5 未図化 小玉 青紺 測定不能 測定不能 測定不能 0．0 7 測定不能 1／2欠失。孔の長軸 に平行 な気泡列、筋有 り。
N a，Mg 不明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Co 有？、Cu ，

P b微弱
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 93 1 ⑭ －4 5 小玉 青紺 8．0 3 ．5 1・0 0 ．2 2 測定不能

l／2欠失。気泡は孔を取 り巻 くように流れ、孔内面 にも

小 口面 に平行 な敏 が入 る。孔内に鉄 ？微細片が多数噛

み込み。

N a ～A l 不 明瞭 、K＜ Ca 、低 M n 、C O 有？、Cu ，P b微

弱
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 9 33 未 図仲 不明玉 淡線 測定不能 測定不能 測定不能 0．5 0 測定不能 腐蝕 と破損 により不定形の塊状 となる。
N a，Mg 不 明瞭、低 A l ？、K＜ C a、低 M n 、C o有？、Cu ，

P b無
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 8 56 ⑭ － 75 小玉 青紺 10 ．0 2 ．0 7・5 1・0 2 2．5 5 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 8 57 ⑭ －7 6 小玉 青紺 10 ．0 2 ．0 6．5 0 ・8 8 2 ．5 9 小 言面平坦 に加工。孔 の軸方向に平行な気泡筋有 り。 N a，M g 明瞭、低 A l？、K＜C a、低M n、C0 有、Cu ，Pb 有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 8 58 ⑭ －6 6 小玉 育紺 8・0 2 ．0 5．5 0 ．5 0 2 ．5 0 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方向に平行な気泡筋有 り° N a，M g 明瞭、低 A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，Pb 有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 8 59 ⑭ － 74 小玉 青紺 9．0 1．5 4．5 0 ．6 5 2．5 0 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方向 に平行な気泡筋有 り。 N a 弱、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n 、C o 有、Cu ，

P b有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 8 60 ⑭ － 70 小玉 青紺 8．0 2 ．5 9．0 0 ．6 4 2・5 6 全体 に丸 みを帯び、片側 の小 口面が噴状に歪む。
N a 弓臥 M g 不 明 瞭、低 A l？、K ＜ C a、高 Mn 、C O 有、

C u，Pb 有
低 A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 6 1 ⑭ － 72 小玉 青柑 9．5 2 ．5 6．0 0 ．6 8 2．5 2
小 言面平 坦に加工。孔の軸方向 に平 行な気泡筋有 り。

気泡多 い。

N a 弱、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu ，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 8 62 ⑭ － 68 小玉 青紺 8．0 2 ．5 7．0 0 ．5 3 2．6 5
やや不定形 に歪 む。片側の孔が左右に裂けたようにな

る。気泡筋有 り。

N a，Mg 有、低 A l？、K＜C a 、高 M n、Co 有、C u，Pb 有、

Z n部分 に高 まり有 り
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 63 ⑭ － 71 小玉 青紺 9．0 1．5 5．5 0 ．5 4 2．5 7 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方 向に平行な気泡筋有 り° N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、Cu ，Pb 有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 64 ⑭ － 50 小玉 青紺 7．0 1・5 7．0 0 ．4 8 2・5 3 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，P b有 低 A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 65 ⑭ － 65 小玉 青紺 8．0 1・5 6．0 0 ．4 6 2．5 6 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 66 ⑭ － 67 小玉 青紺 8．0 1・5 6．5 0 ．5 6 2．55 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り° N a ，M g不 明 瞭、低 A l一？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 67 ⑭ － 64 小玉 青紺 8．0 2 ．0 5・5 0 ．4 7 2．4 7 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a，Mg 有 り、低A l？、K＜C a、低 Mn 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 68 ⑭ － 73 小事 青紺 9．0 3 ・0 6．5 0 ．4 9 2・5 8
小 口面平坦に加工°孔の軸方向 に平 行な気泡筋有 り。
孔 も含 め全体が縦長に歪む° N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 69 ⑭ － 69 小玉 青紺 8．0 l・5 6．5 0 ・5 4 2．4 5 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 70 ⑭ － 58 小玉 青紺 7・5 1 3 6．5 0 ・5 3 2．52 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 7 1 ⑭ － 63 小玉 青紺 8・0 2 ．0 5．5 0 ．4 0 2．3 5 小 口面平坦 に加工°孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a弱、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 72 ⑩ － 62 小玉 青紺 9・0 2 ．0 4．0 0 ・3 2 2．4 6 小 口面平坦 に加工°孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A．1？、K＜C a、低 Mn 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 73 ⑭ － 60 小玉 青紺 8．0 1．5 6．5 0 ．5 5 2．50 小 口面平坦 に加工°孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低 Mn 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 74 ⑭－ 59 小玉 青紺 8．0 2．0 7．5 0 ．5 7 2・4 8 小 口面平坦 に加工。風化 により亀裂が入 る。
N a 不 明 瞭 、Mg 有、低 A l ？、K ＜ C a、低 Mn 、Co 有、

C u，Pb 有
低 A l？ソ．－ダ石灰ガ ラス

3 08 75 ⑭ － 54 小玉 青紺 8．0 2 ．0 5．0 0 ．4 3 2・53 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方向 に平行な気泡筋有 り。 N a弱、M g 有、低A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 76 ⑭ － 5 1 小玉 青紺 7・0 1．5 5・5 0 ．3 6 2．57 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方向 に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 77 ⑭ － 48 小玉 青紺 7．0 1．5 6．0 0 ．3 7 2・6 4 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 78 ⑭ － 57 小玉 青紺 8．0 1．5 6．5 0 ．4 4 2．32
小 口面平坦に加工。孔の軸方向 に平行な気泡列、筋多

数有 り°気泡多い。

N a 不 明 瞭、Mg 有、低 A l ？、K ＜ C a、低 Mn 、Co 有、

C u，Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 79 ⑭－ 55 小玉 青紺 8．0 l・5 6．0 0 ．4 6 2．56
小 口面平 坦に加工 され ているが、若干膨 らみを持つ。

孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。
N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 80 ⑭－ 56 小玉 青紺 9・0 ⅰ・5 4．5 0 ．4 7 2．61 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低 Mn 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 8 1 ⑭ － 49 小玉 青紺 7．5 2 ．0 5．0 0 ．4 0 2．50 小 口面平坦 に加工°孔 の軸方向 に平行な気泡筋有 り。 N a有、鵬 強、低A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

－　3 08 82 ⑭ － 6 1 小玉 青紺 8．5 1・5 5．0 0 ．5 1 2．55 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方 向に平行な気泡筋有 り。
N a 不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K ＜ C a、低 Mn 、Co 有、

C u，Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 83 ⑭－ 47 小玉 青紺 7．0 2 ．0 6．0 0 ．4 2 2．63 小 口面平坦 に加工°孔 の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a ，M g不 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、高 Mn 、C o 有、C u，

P b微 弱（無？）
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 84 ⑭－ 52 小玉 青紺 8．0 1．5 7．0 0 ．5 3 2．52
小 口面平 坦に加工 され ているが、若干膨 らみを持つ。

孔 の軸方 向に平行な気泡筋有 り。
N a有、M g 弓軋 低A l？、K＜C a、低 Mn 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 85 ⑭－ 39 小玉 青紺 7・5 2．0 5．5 0 ．3 6 2．57 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a 有、M g 強、低A l？、K＜ Ca、低 Mn 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 08 86 ⑱ － 38 小玉 青紺 7．5 2 ・5 5・0 0 ．3 5 2・3 3
小 口面平坦に加工。孔の軸方向 に平行な気泡列、筋有
り。気泡多い。孔内部に突出有 り。

N a 無 し、K ＞c a、C o 有 り、高 Mn 、c u若 干 ピー ク
有 り？ カリガラス

308 87 ⑭－ 53 小玉 青紺 8．0 2．0 5．0 0 ．4 1 2．56 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り° N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、C0 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 88 ⑭－ 36 小玉 青紺 7．0 2・5 6．0 0 ．2 7 2．4 5
小 言面平坦 に加工。孔の軸方向に平行な気泡列多数有

り。側面に歪み有 り。
N a 無 し、K ＞C a、C o 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク
有 り？ カリガラス

308 89 ⑭－ 37 小玉 青紺 7．5 2．0 4．5 0 ．2 9 2・64 小 言面平坦に加工。孔の軸方向に平行な気泡列多数有り° N a 有、M g 強、低A l？、K＜C a、低 Mn 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 90 ⑳－ 3 1 小玉 青紺 6．0 1．5 5 ．5 －0 ．2 5 2．50 小 言面平坦 に加工°孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。
N a ，M g 不 明 瞭、低 A l？、K・Ca 、高 Mn 、C o 有 ？、Cu

強、Pb 無？
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 9 1 ⑭－ 46 小玉 青紺 7．5 2．0 1・0 0 ．4 0 2．35 丸 みを帯びた外観。気泡列 の流れは真 っ直 ぐではない。 N a ，Mg 弱、低 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C o有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 92 ⑭－ 35 小玉 青紺 7．0 1．5 5．0 0 ．3 4 2．6 2 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 93 ⑭－ 33 小玉 青紺 ． 6・0 2．5 5・5 0 ．2 6 2．17 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り°
N a 無 し、K ＞C a、C o 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク

有 り？
カリガラス

308 94 ⑭－ 44 小玉 青紺 8．0 2・0 4．5 0 ．3 0 2．3ⅰ
小 言面平坦に加工。孔の軸方向 に平 行な気泡筋有 り。

平面観 に歪み。

N a 無 し、K ＞C a、C o 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク

有 り？
カリガラス

308 9 5 ⑭－ 34 小玉 青紺 6．5 1．5 5 ．0 0 ．2 5 2．50 小 言面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a ，M g不 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、高 Mn 、C o 有、C u，

P b微 弱（無？）
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 96 ⑭－ 32 小玉 青紺 6．0 2．5 5．0 0 ．2 5 2．78 小 言面平坦 に加工。大 型の気泡が小数、列 を為 す。
N a ，M g不 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、高 Mn 、C o 有、C u，

P b微弱 （無？）
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 97 ⑭－ 30 小玉 青紺 6．0 2・0 5．0 0 ．2 1 2・63
小 口面 平坦に加工。気泡は少 ない°孔の軸方 向に平行

な筋状の蝕像有 り°

N a ，M g不 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、高 Mn 、C 0 有、C u，

P b微弱 （無？）
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

308 98 ⑭－ 29 小玉 青紺 6・0 1．5 6．0 0 ．2 2 2．75
小 口面平坦に加工。微細な気泡が 多数、孔の軸 方向に

平行 に列 を為す°
N a有、M g 強、低A l？、K＜C a、低 Mn 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 899 ⑭－ 27 小玉 青紺 5．5 2・0 4 ・5 0 ．17 2．83
小 言面平坦に加工。気泡は少 ない°孔の軸方 向に平行
な筋状 の蝕像有 り°

N a 強、Mg 不 明瞭、低 A l？、K＜ C a、高 Mn 、C o有、Cu
有、Pb 無？

低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 90 0 ⑭－ 26 小玉 青紺 6．0 2．0 4．0 0．15 2．50
小 言面平坦 に加工。微細な気泡が 多数、孔 の軸 方向に

平行 に列 を為す。

N a 無 し、K＞C a、C0 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク

有り？
カリガラス

309 0 1 ⑭－ 24 小玉 青紺 5．5 2・0 3．0 0 ．12 2・4 0 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。 N a弱、M g 有、低A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

309 0 2 ⑭－ 23 小玉 青紺 5．5 l・5 3・0 0 ・ⅰ4 2．33 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。
N a ，M g不 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、高 Mn 、C o 有、C u，

P b微弱 （無？）
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 90 3 ⑭－ 15 小玉 青紺 5・5 1．5 3・0 0 ．11 2．75
小 言面平坦に加工。微細な気泡が 多数、孔 の軸 方向に

平 行に列 を為す。
N a弱、M g 有、低A l？、K＜C a、低 Mn 、CO 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 904 ⑭－ 2 1 小玉 青紺 5・0 1．3 5 ．0 0 ・15 2．50
小 口面平坦に加工 するが、全体 に丸みを帯 びる。微細

な気泡が 多数、孔の軸 方向に平行 に列 を為す。
N a 弱、M g 有、低A l？、K＜C a、低 Mn 、Co 有、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

309 0 5 ⑭－ 19 小玉 青紺 5．0 1．0 4・5 0 ．15 2．50
小 口面平坦に加工°微細 な気泡が小 数であ るが、孔の

軸 方向に平行 に列を為す。
N a無 し、K≧Ca 、CO 有 り、高 Mn 、C u明瞭 カリガラス

30 906 ⑭－ 22 小玉 青紺 5．0 2．5 3・5 0 ．11 2・75
小 言面平 坦に加工°気泡は少な いが、一部列 を為 した

り引き延 ばされた りしている°

N a ，M g 弱、低 A l？、K ＜ Ca 、高 Mn 、C o 有、Cu 微 弱

（無？）
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 90 7 ⑭－ 16 小玉 青紺 5．5 1．5 3．0 0 ．13 2・17
小 口面平坦に加工。微細な気泡が 多数、孔 の軸方 向に

平 行に列 を為す。

N a ，M g 弱、低 A l？、K く Ca 、高 Mn 、C o 有 、Cu 微 弱

（無？）
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 90 8 ⑭一 20 小玉 青紺 5．5 2．0 3 ．0 0 ．11 2．75
小 口面平坦に加工。微細な気泡が 多数、孔 の軸 方向に

平 行に列 を為す。
N a 無し、K≧C a、C0 有 り、高 Mn 、C u微弱 カ リガラス

30 909 ⑭－ 13 小玉 青紺 5・0 2．0 3．0 0 ．10 2．50
小 口面平坦に加工。微細な気泡が小 数であ るが、孔の

軸方 向に平行 に列を為す。

N a ，M g 弱、低 A l？、K ＜ Ca 、高 M n、C0 有、Cu 微 弱

（無？）
低 A I？ソーダ石灰ガ ラス

表－2－③　石ケ元古墳群出土の玉類
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遺物 N o F ig －N o ・

㊥ －ⅰ4

器種

小玉

小玉

小 玉

色 調

青紺

青紺

青紺

径 l 孔径 l 厚 さ 重 量 比 重
観察 所 見

寸　　 、′出 す　　　　　 ・ ・′　　　　　　　 磨・

分 析所 見 材 質（m m ） （g） （g／c㎡）

3 09 ⅰ0 5．0

5．0

5 0

－　2・0 2 ．0 0．07 3．50 ′、口面平 一に加工、極端 に扁平 な外観。微細 な気泡が

小数で あるが、孔の軸方向 に平行 に列 を為す。
J　 、′押 す　　 ／　　 磨 ’ 。

N a ，M g 弱、低 A I？、K ＜ Ca 、高 Mn 、C o 有、C u 微 弱
（無？） 低 Aⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

3 09 1 1

30 9 12

⑭ －ⅰ8

⑭ － 17

ⅰ．5

1 5

4 ．0

3 0

0．14

0 0 9

2．33

2 65

′、口南平 ＿に加工 0微細 な苅泡 が多数、孔の軸 方向に

平行 に列 を為す°

一部　　　　　　　　　　　　　　　 慶、 ・

N a，Mg 弱、低 A l？、K＜C a、低M n、C0 有、C u，Pb有 低A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

30 9 13 ⑭ － 12 小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

青紺

青細

暗青線

暗青線

4．5 1．5 3・0 9 ．0 7 2．3 3

ポ 禦 諾 整 丸莞を帯禦 。禦 な気泡欄 を禦 。 N a，Mg 有、低 A l？、K＜C a、低肋、C0 有、Cu ，P b有 低A l？ソ一一ダ石灰ガ ラス

′、口面平 ＿に加工。微細 な気泡が孔の軸方向に平汀 に

列 を為す°

リ　　 、′贈 ．　　　　　 磨 、 ．　　　　　　　 ノー

N a 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、C 0有、

C u，Pb 有
低A l？ソーダ石灰ガラス

30 9 14 ⑭ － 10 4 ・0 ⅰ．0 2・0 0 ．0 4 2．5 6 ′、口面平 ＿に加工。微細 な気泡が孔の軸方向に平汀 に
列を為す。

4　 両 、′掴 す　　　　　　　 す

N a 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a、低 M n、C0 有、

Cu ，Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 9 15 ⑭ －2 8 6 ．0 ⅰ．3 5・5 0 ．2 5 2 ・5 0 、口　 は平 一に整形 して い るが、全体に 丸みを帯 び

る。大型の気泡が列を為す°
ゴ　　　 、′カ ナ　　　　　 ヂ磨、　 や　　　　 や

Na 有、M g 不明 瞭、A l尚？、K＜C a、低 Mn 、C u有、P b

微弱
高A l？ソーダ石灰ガラス

30 9 16 （診－ 2 5 6 ．0 －1．5

1・5

1．0

4 ．0 0 ．18 2 ．5 7 ′、口面 は平 射 」整形。極端 に丸泡が 少ないが、一部列

を為す。
透日　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∠一

Na 強誹 g不 明 瞭、Aⅰ局？一、K＜c a、低 Mn 、Cu 強、P b
無？ 高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 9ⅰ7 ⑭－ 11 線

虫

4・5

3 ．0

2 ．5 0 ・07 2 ．33 滑度は低 く濁っている。孔 の軸 方向に平汀 な黄色 い
色素の筋有 り。

非比．，、日　　 ざまr ／Lj三、 ．、　 ．

Na 強、M g 明瞭、A l 尚？、K＜ C a、低M n 、Cu 強、P b 明

瞭
高 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 09 ⅰ8 ⑭－ 9 暗 日録

点

2．0 0 ．02 2 ．30 馴 」透明度が同 く気泡 が少ないが、列 を為す部分や

筋状の介在物有 り。
非止b l 、目　　 ㌣畠．ノ1量、　 や　　　 ・

Na 強、M g 明 瞭、A．1商？、K＜ Ca 、低 M n 、Co 有？、C u

強、P b無？
，高 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 09 ⅰ9 ⑭ － 7 暗 目線

三圭三

2．5 1 ．0 1．5 0．0 1 1．40 吊に透 拇度が 同 く気泡 が少ないが、列 を為す部分有

り°
ヲ′酪 ナ、日　　 や占． 台 J

Na 強、M g 明 瞭、A l 局？、K ＜ Ca 、低 M n、C0 有？、C u
強、P b無？ 高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 09 20 ⑭ － 8 暗 目線

暗青緑

虫

2．5 ⅰ・0 2 ．0 0．02 2．00 巨常に透 明度が 同 く風泡が 少ないが、列 を為す部分有

り。

非常 す、日　 ・古　 座 、 ．・　　 や

Na 強、M g 明 瞭、A l 尚？、K ＜C a 、低 M n、C0 有？、一Cu
強、Pb 無？ 高 A l？ソー ダ石灰ガ ラス

3 09 2 1 ⑩ － 6 2・5

2．5

測定不能

1．0 1 ．0 0．0 1 2－17 り。 に透 臓 憎 く気紗 少ないが・列 を為す部分有

非 常 す、目　　 や‾　 磨 、　　　　 ・

N a 換、M g 明 瞭、A l 局？、K ＜C a、低 Mn 、C0 有？、Cu

強、Pb 無？
高 A l？ソー ダ石灰ガ ラス

30 9 22

30 9 36

⑳ － 5

未 図イヒ

暗目緑

青紺

1・0

測定不能

ⅰ．3

測定不能

0．0 1

測定不能

2．60

、l　　 b

巨常 に透明度が向 く丸泡が少 ないが、列を為す部分有

り。

ナ．　九

N a 換、M g 明 瞭、A l商？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C O 有？Cu
強、Pb 無？ 高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 95 3 未図イヒ

末図化

小玉

小玉

青紺

青紺

ヒ

4．3

5 ・9

ⅰ．3

ヒ

2．2 0 ・0 5

測定不能

3．ⅰ3

小片 に粉砕。

≠／生言上　　や　　　　　　　　 ・

分析不能 ガラス
部破損。微細な気泡が小 数で 奉るが、孔 の軸方 向に

平行に列を為す 0

N a 弱、Mg 有、低 A l？、K＜C a、低 Mn 、C o 有？、C u，Pb
有 低A l？ソーダ石灰ガラス

30 95 4 1．8 3．4 0 ．16 2 ・5 8 小 言面平 ＿に加工。微細 な気泡が 多数 、孔の軸方 向に

平行に列を為す

N a 弱、M g 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u，Pb
低 A l？ソーダ石灰ガラス

lⅰ号墳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ °　　　　　　　　　　 有

30 05 3

3 00 54

⑭－ⅰ2 3

⑪－ 9 8

小玉

小玉

青紺

白線 （風化 ）

8．0

8 0

1．5

2 1

7 ．0

6 0

0 ．57

0 38

2 ．5 7

測定不能

全体に丸みを帯 びる。孔の長軸に平行な気泡筋 有 り。

風化 －　　 、目　　　　 す亦

N a 有、Mg 明 瞭、低 Aⅰ？、K＜ C a、低 Mn 、C 0 有、C u，

P 墜 弱 低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 00 55 ㊨－ 6 0 小玉 緑

白線 （風化 ）

白線 （風化 ）

5・0 1 ．5 4 ・0 0 ・ⅰⅰ

ヒ

測定不能

虫　 により不透明自緑色に裟色。小言面は判 別こ整形°

1 2 八丁　　　　　　　　　 h 、

Pb が極端に強い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

／大矢。整 った球形で、透 明感 を残す。孔 を取 り巻 く

円形の蝕像有 り。

ナ亦

Pb が極 端に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

3 00 56

3 00 57

㊨ 一 4 2

⑪ － 5 1

小玉

小玉

4・5

4 5

1．0

ⅰ0

3 ．0

3 2

0・ⅰ2

0 12

吋定不能

吋定不能

風化によ り不透明白緑色 に笈色。孔 を取 り巻 く螺旋状

の蝕像 有り°
風　 ／　 、日　　　　 一癖

Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

3 00 58 ㊨ － 1 13

⑭ － 10 3

⑭ －4 4

小玉 青紺

青細

線

8．0 2．0

2．0

1 0

6 ・0 0・5 2

ヒ

2．52

酎 ヒにより不透明白緑色に裟色。小口面は平坦に整形。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

小 口面平坦に加工。孔の軸方 向に平行 な気泡筋有 り。

リ　　 、′拇 ・　　　　　　　 や－紳

N a 有・M g 明 瞭、低 A l ？、K＜ Ca 、低伽、Co 有、C u ，

Pb微弱
底A l？ソー ダ石灰ガ ラス

30 05 9

30 06 0

小玉

小玉

7．5

4 5

5．0

3 5

0．3 9

0 ⅰ5

2．5 3 ′、口面平 ＿に加工 してい るが右干歪みや膨－らみを有

する。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。

一，．　　　ヽ

N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K ＜C a 、低 M n、Co 有、C u ，

P b微弱
偲 A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

30 06 1 ⑭ ＝ 9 小玉 白線 （風化 ） 4 0 ⅰ0 3 0 0 0 3
4．2 9

測定不能
風化のため部分的に失透°側面 に螺旋状の蝕像有 り。

風　　　　　　　　　　　 言

P b が極端 に強い、c u有 り、K，C a 弱 鉛ガラス

30 06 2 ⑪ －9 1 小玉 線 6．0 2 ．0 4．0 0 ．2 5
ヒ

定不能
風化のため崩壊。白緑色を王 する°
風化のため大部分が失透 し　 白緑色に尤 る

P b が極端 に強い、C u有 り、K，C a弱 鉛ガラス

30 06 3

30 064

⑭ －4 5

㊨－ 3 6

小玉

小玉

緑

白線 （風化 ）

4．2

互2

1・0

1 0

3．5

3 5

0 ・15

0 06 潤

4 ．8 4

臚不能

～　　　 言　　　　　　　 、　　　　 ～　よ　 。
風化に より一部失透。整 った球形で、透明感 を残す。孔

を取 り巻 く円形 の蝕像有 り。
1 2 か失　　　　　　　　 ∠1 ． 、

P bが極端に強い、C u有 り、K，C a弱

P bが極端に強い、c u有 り、K，C a弱

鉛ガフス

鉛ガラス

300 65 ㊨－ 2 4 小玉 白線 （風化 ） 4・2 1 0 3 5 0 0 7 洪l定不能
／人 。風化のため大部分が失透 し、自緑色 にな る。

1／2欠失。風化に より大部分失透 し、白緑色 に変色。

l 2 有

Pb が極端に強い，Cu 有 り、K，C a弱 鉛ガ ラス

3 00 66 ㊨－ 5 8 小玉

小玉

小玉

緑 4．5 1．0 3 ．5 0 ．08 曜 不能
Pb が極端に強い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

／大矢。整 った球形で、透 明感 を残す o孔 を取 り巻 く
円形の蝕像 有 り。

1 2 人ナ　　　　　　　　　　 ∠　 、

Pb が極端に強い、Cu 有 り、K，C弱寺 鉛ガ ラス

3 00 67

3 00 68

㊨－ 4

㊨ －2 1

緑

白線 （風化 ）

4．0

4 5

1 ．0

1 0

3 ・0

3 0

0 ．07 吋定不能 ／大矢。風化 によ り大部 分失透 し、自緑色 に変色。孔

を取 り巻 く螺旋状の蝕像有 り。
Pb が極端 に強い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

3 00 69 ⑭ －2 2 小玉 白線 （風化 ） 4．5 1．0 3 ．0
0．07

0・07

定不能
定不能

風化 によ り崩壊 し、大部分失透 、白緑色に変色。

1／2欠失。風化によ り大部分失 透 し 白緑色に赤色

Pb が極端 に強い、Cu 有 り、K，Ca 弱

Pb が極端 に強い C 有 り
鉛ガ ラス
しJ 　ヾ－・30 0 70 ⑬ － 5 小 玉 緑 4．5 1．0 3 ．0 0．07 定不能 　ヽ　　　　　　し．久　 。

1／2欠失°透明感を残す 孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り
＿　 ～　 、 u　 、K，Ca 弱

Pb が極端 に強い C 有 り　K
鉛カ フス

／LJ才　一－30 0 71
30 0 72

⑳ －5 4
⑭ －8 8

小玉

小玉

縁

緑

5．0

5 ．0

1．0

1・0
3 ．5
3・5

0．10
0 ．0 9

定不能
定不能

。　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　 。1／2欠失。透明感を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り°

ⅰ／3欠失。風化によ り大部分失透 し 白緑色に水色

一　 ～　 、 u　 、，Ca 弱
Pb が極端 に強い、Cu 有 り、K，Ca 弱
Pb が極端 に強い C

鉛カ フス

鉛ガ ラス
LJ才　一30 07 3 －6 6 ′ヽ 玉 ．． 4・5 1 0 3 5 0 ⅰ0 ヽヒ 　ヽ　　　　　 ．一久　 。

矧／＼言のみ、′出　　　 た
＿　 」　　 、 u　　 、
．．

K，Ca 弓、Fe 鉛カ フス
30 07 4

30 07 5

⑳ －6 5

⑭ －7 4

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

線

緑

青紺

青紺

青由

青紺

青紺

青紺

青紺

白線 （風－化 ）

縁

5．0

5 ．0

ⅰ．0

1・5

3．5

4．5

0 ．17

0 ・ⅰ2

ヒ
4．0 5

測定不能

一。 つ ～円形°風化によ り失透。
風化のため半分ほ ど失透。孔を取 り巻 く螺旋状の蝕像。

1 2 か　　　　　　　　 ・、

Pb が極端 に強い、C u 有 り、K，Ca 弱

P bが極端 に強い、C u 有り、K，Ca 弱

鉛ガ ラス
鉛ガ ラス

／大矢°整った球形 で、透明 感を残す°孔を取 り巻 く
円形の蝕像有 り。

P bが極端 に強い、C u有 り、K，C a 弱 鉛ガラス．

30 07 6 ㊨ 一日 7 8 ．0 1．0 7．5 0 ・6 7 2 ．5 3 小 口面平坦に加工。f Lの軸方向 に平行な気泡筋有 り。

1　 、′拍 ・　　　　　　　　 ナ　 ∠一　 鼻・

N a不 明瞭、Mg 明瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C 0 有、

c u有 り、P b微 弱
低A l？．ソーダ石灰ガ ラス

3 00 7 7 ⑪－ 1 1 8 8 ．0 －1．8

2 ．0

2 ．8

2 ・5

2．0

6 ．5 0 ．5 7 2 ．4 7 ノ、口面平 一別～加 工°孔の軸 方向 に平行 な気泡筋有 り°

白色の介在物有 り。

N a有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C o 有、Cu 有
り、P b微弱 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 00 78 ⑪－ 12 0 8 ．0 6 ．0 0 ．53 2 ．5 7 小言面平坦に加工。孔の軸方向 に平行な気泡筋有 り。

小甘面、畑に　　　　　　　　　　　 － ・

Ⅳa有、Mg 明瞭、低 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C o有、Cu 有
り、P b微弱 低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 00 79 ㊨ － 10 6 7．0 6 ．5 0 ．34 2 ・64 ′、口面平＿に加 工 しているが、極端 に斜めになる。。孔

の軸方向に平行 な気泡筋有 り。
ゴ　 ー、′掴 ナ　　　　　　　　　 ナ ／一 ／　　 磨 ・

Ⅳa有、M g 明瞭、低 A l？、K＜C a、低 Mn 、C o有、Cu 有

り、P b微弱
低 A l？ソ「ダ石灰ガラス

3 00 80 ㊨ － 1 1 1 8．0 6 ．0 0・32 2 ・46 ′・口面平 ＿に加工。孔の軸

や引き延 ばされた気泡有 り
J　 、′掴 一

方向 に平行 な微細 な気泡列

。
ナ－TrF／－．　　　　　　　　慶言、

Na 無 し、K＞ Ca、Co 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク

有 り？ カリガ ラス

30 08 1 ㊨ － 10 9 7．5 5 ・5 0．36 2・50 ′、口南平 ＿に加工。孔の軸方向 に平行 な微細 な気泡列

有 り。

Na 無 し、K＞C a、cO 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク
有 り？ カリガ ラス，

30 08 2 ⑭ 「 1ⅰ0 7．5

4 ．5

4 5

1．2 4 ．5 0．38 2．60 小 口面平坦 に加工。孔 の軸方 向に平行 な気泡筋有 り。

1 2 か　　　　　　　　　　　 ナ水

Na 不 明瞭、M g有、低 A l？、K＜ C a、低M n 、Co 有、C u
有 り、Pb 微弱 低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 08 3

30 08 4

㊨ －3 5

㊨ －4 9

0．8

1 0

3．0

3 5

0．0 9

0 ⅰ5

測定不能 ／大矢°風化によ り白緑色に変色。孔を取 り巻 く螺旋
状 の蝕像。

l　　　　　　　　　　や　　　l

P b が極端 に強 い一C u 有り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

30 08 5 ㊨－ 10 小玉 白線 （風化 ） 4 0 1 0 3 0 0 0 3
3．85

測定不能

風化のため半分は と失透。孔を取 り巻 く螺旋状の蝕像。

3 4 ／p　　　　　　　　　　　 一癖

P b が極端 に強い、C u有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

3 0 086 ㊨－ 38 小玉 線 4・5 1．0 4・0 0 ・16 定不能
／大矢。風化により白緑色に笈色°

風化のため半分ほど失透
P b が極端 に強い、C u有 り、K，Ca 弱

P b が極端 に強い c 有

鉛ガラス

＼J ∵ヾ＝3 00 87

3 00 88

㊨－ 46
㊨－ 79

小玉

小玉

線

白線 （風化 ）

4．5

5 0

1．2

1 0
3・5
3 0

0 ．15

0 0 5

3．9 5

不能

。1／2欠失。風化 により白緑色に変色。

1 2 か　 、目盛
P b が極端

」　 、 u　 り、K，Ca 弱

に強い、c u有 り、K，Ca 弱

鉛カフス

鉛ガラス
3 00 89 ㊨－ 78 小玉 緑 5．0 1 0 4 0 0 12 不能

／大矢。透 朋 、を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り°

1／2／打失 透明感を残す

P bが極端 に強い、C u有 り、K，C a 弱

や

鉛ガラス

3 00 90

3 00 9 1

㊨－ 8 1

㊨ － 75

小玉

小玉

線

緑

5．0

5 0

1．0

1 0

4 ・0

4 0

0 ・23

0 13 潤

ヒ

4．6 0

定不能

八 。　 犯、　 。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。
残存状況良好で透明感を残す 0孔 を取 り巻 く円形 の蝕
像有 り。

1 2 ノ戸　 、日感

P bが極端に強い、C u有 り、K，C a 弱

P bが極端に強い、Cu 有 り、K，C a弱 p

鉛ガラス

鉛ガラス

3 00 92 ㊨ －3 2 小玉

小玉

赤玉

白線 （風化 ）

白線 （風化 ）

緑

4．5

4・5

5 0

ⅰ．0 3 ．5 0 ．06 測

ヒ

定不能

／大矢。透明／也、を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。

1 2 ／打　　　　　　　　　　　　 ナ亦

P bが極端に強い、Cu 有 り、K，C a弱 鉛ガラス
／大矢。風化 により自緑色 に笈色°孔 を取 り巻 く螺旋
状の蝕像 。

1 2 か　　　　　　　　　　　 ．亦

Pb が極端に強い、Cu 有 り、K，C a弱 鉛ガラス

30 09 3

30 09 4

㊨ －5 6

⑭ －7 6

ⅰ．0

ⅰ5

3 ．5

3 5

0 ・07

0 14

測

測

不能

不能

／大矢。風化に より白緑色 に変色 。孔を－取 り巻 く螺旋

状の蝕像°

1 ／P　 、目感

Pb が極端に強い、Cu 有 り、K，C a弱 鉛ガラス

30 09 5 ⑳ －7 0 小玉 緑 5．0 ⅰ．0 3 ．5 0．16 頚
じ

不能
／2人失。透 靴也、を残す。孔 を取 り巻 く一一円形の蝕像有り。
1／2欠失。透明感を残す

Pb が極端 に強い、Cu 有 り、K，Ca 弱

Pb が極端 に強い C

鉛 ガラス

LJ寸．一30 09 6 ⑭ －6 7 小玉 白線 （風化 ） 5．0 l・0 3 ・5 0．0 8 預 不能 。1／3欠失。風化によ り自緑色 に変 色 崩壊 ＿　 ～　 、 u有 り、K，Ca 弱
Pb が極端 に強い C

鉛カ フス
＼J 一ヾ一30 09 7

30 09 8

㊧ － 3

⑭ －77

小玉
小玉

白線 （風化 ）

緑
4．0
5 0

1．0
1 5

3 ．2

3 5

0．0 4

0 10

測

、l

不能

ヒ

　ヽ　　　　　　02 ／3 欠失。風化によ り白緑色 に変 色。
／F′　　．．tト　　ヽ

＿　 ～　 、 u有 り、K，Ca 弱
Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱

鉛カ フス

鉛ガ ラス

300 9 9

3 0 100

㊨ － 6

㊨－ 39

小玉

小玉

白線 （風化 ）

緑

4．0

4 0

1・0

0 8

3．0

3 5

0．0 3

渦

漢

不能

不能

1／2人失°右干透明感を残す。孔を取り巻く円形の蝕像有り。

2 3 わ　　　　　　　　　　　 一番

Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

／大矢。風化によ り白緑色に笈色。孔を取 り巻 く螺旋
状 の蝕像。

Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

3 0 ⅰ0 1 ㊨－ 8 小玉 白線 （風化 ） 4．0 1．0 2．5
0 ．13
0 ．0 2

潤

漢

不能
不能

風化のため大部分失透。整った球形 を呈す る。

2／3欠失。風化 により自緑色に変色。

P b が極端 に強い、C u 有 り、K，Ca 弱

P b が極端 に強い C u 有 り　K Ca 弱

鉛ガ ラス

鉛ガ ‾ス
3 0 ⅰ02 ′＼玉 （　 ） l　 臣 渕　 ・巨 ’、l ・巨 、、l ・旨 ・巨 3／4欠　　　 によ　　　　 に水 　ヽ　　　　　　　　ヽ　，や ・言　　フ
3 0 103

3 0 ⅰ04

㊨－ 84
㊨ － 80

小玉

小玉

緑

線
5．0

5 ．0

1．5

1．5
3．5
4 ．0 －

0 ．0 7
0 ・12

測定不能
測定不能

°　　　　　　　し－
l／2欠失°風化 のた め半分は

1／2欠失°若干透明感を残す 孔

～参と　　ヽ　　　 。
ど失透。
を取 り巻 く円形の蝕像有り

P bが極端 に強い、C u 有 り、K，Ca 弱

P bが極端 に強い、C u有 り、K，Ca 弱
P bが極端に強い C 有 り　 K C

鉛ガ フス
鉛ガ ラス

／LJ才．一3 01 05 ⑭ － 7 小玉 緑 4．0 1．0 3 ．3 0 ．0 5 測定不能 2／3欠失。風化 により白嘉蕗 に変色　 ／　 。 ～　 、 u　 、， a弱
P bが極端に強い C

鉛カ フス

LJぜ…一30 ⅰ0 6
30 10 7

㊨ － 1
㊨ － 12

小玉

小玉

緑

緑
4．0

4．5

ⅰ．0

1 0
3

3 5
0 ．03
0 04

讃
瀕

不能
不能

。4／3欠失。風化 により白緑色に変色。

2／3／抒失 風化 により白　 色 ナ亦

～　 、 u有 り、K，c a 弱

P bが極端に強い、C u有 り、K，C a弱
・

鉛カ フス
鉛ガ ラス

30 10 8

30 10 9

⑭ －4 3

⑭ －8 6

小玉

小玉

縁

線

4．5

5 0

ⅰ・5

1 5

4 ．0

4 5

0 ・24

0 1 1

4 ・7 1

測定不能

人 。　 ～　　　 緑　 に盈色。
残存状況良好で透 明感を残す。孔 を取 り巻 く円形 の蝕

像有 り。

l わ　 、日感

P bが極端に強い、C u有 り、K，c a弱

P bが極端に強い、PC u有 り、K，c a弱

鉛ガラス

鉛ガラス

30 1 ⅰ0 ㊨ －4 1 小玉 白線 （風化 ） 4．5 0．8 3 ．5 0．ⅰ0

ヒ

測定不能

／2人失。透 抑色、を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有り。

ナ亦

Pb が極端に強い、Cu 有 り、K，c a弱 鉛ガラス －
風化に より自緑色 に変色。整 った球形 を呈 する o孔 を

取 り巻 く螺旋状の蝕像°
Pb が極端に強い、Cu 有 り、K，c a弱 鉛ガラス

表－2－④　石ケ元古墳群出土の玉類
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遺物 N o F ig －N o ．器 種 色調
径 l 孔 径 l 厚 さ 重量 比重

観察 所 見 分 析所 見 材 質
（m m ） （g） （g／c㎡）

3 0 11 l ㊨ － 14 小玉 緑 4．5 1．0 3．5 0 ．0 9 測定不能
1／2欠失°風化 により大部分失透。孔 を取 り巻 く円形の

蝕像有 り。
P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

3 0 112 ㊨ － 1 15 小玉 青紺 7．0 2．0 5・0 0 ．4 0 2．58 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。
N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K ＜ Ca 、低 M n 、C o 有、Cu ，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 0 日3 ㊨ － 104 小玉 青紺 7．0 2．0 7．5 0．6 0 2．56 小 口面平坦 に加工。孔の軸方 向に平行 な気泡筋有 り。 N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C o 有、Cu ，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 0 日4 ⑪ － 10 2 小玉 育紺 6つ0 1．0 6．0 0．3 5 2・52
小 言面 の端部 角が 丸みを帯 びる。孔の軸方向に平行な
気泡筋有 り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C o 有、Cu ，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 0 日5 ㊥ ／ 10 8 小玉 青紺 7．0 1．0 6．0 0 ．3 6 2．59
小言面 の端部角が若干丸 みを帯 びる。孔の軸方向に平

行 な気泡筋有 り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C o 有、C u，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 0 116 ㊥ － 1 16 小玉 育紺 7．5 2．0 3．5 0・2 5 2．55
小 口面 が若干窪 む。孔の軸方 向に平行な気泡筋有 り。

扁平 な外観。
N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C o 有、C u
有、Pb 微弱

低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 0 117 ㊥ － 10 7 小玉 青紺 7・0 2・0 6・0 0．3 8 2．57 小 口面平坦 に加工。孔の軸 方向に平行な気泡筋有 り。
N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C O 有、C u，

P b 有
低 A I？ソーダ石灰 ガラス

3 0 118 ⑭－ 1 14 小玉 育紺 7．5 1．0 5．0 0．3 9 2．58 小口面平坦 に加工。孔の軸 方向に平行 な気泡筋有 り°
N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C o 有、Cu ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 0 119 ㊨ － 10 5 小玉 青紺 7・5 1．8 5．0 0・4 3 2・51 小 言面平坦 に加工。孔の軸 方向に平行な気泡筋有 り°
N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C O 有、cu ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 0 120 未図化 小玉 青紺 測定不能 測定不能 測定不能 0．－3 0 測定不能 風化 によ り崩壊。 N a ，M g不 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、高 Mn 、C 0 有、C u，

Pb微 弱
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 0 12 1 ⑪一 48 小玉 緑 4．5 1．2 4．0 0・2 4 5．33
残存状況良好で透明感 を残す。整 った球形。孔 を取 り

巻 く円形 の蝕像有 り。
Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

3 0 122 ㊨－ 62 小玉 線 5．0 ⅰ．0 3 ・5 0・20 4 ．88
残存状況良好で透明感 を残す。整 った球形。孔 を取 り

巻 く円形 の蝕像有 り。
Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

3 0 123 ⑪－ 52 小玉 緑 5・0 1．0 4．0 0．2 2 4．78
残存状況良好で透明感 を残す。整 った球形°孔 を取 り

巻 く円形 の蝕像有 り°
Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

3 0 ⅰ24 ㊨ － 72 小玉 緑 5．0 1．5 3・5 0・19 測定不能
風化に より部分 的に失透。整 った球形。孔 を取 り巻 く

円形 の蝕像有 り。
Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 125 ㊨－ 6 1 小玉 緑 5．0 1・0 3 ．5 0・18 3・9 1
風化 に より部分 的に失透。整 った球形 。孔 を取 り巻 く

円形 の蝕像有 り。
Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

3 0 126 ⑭－ 64 小玉 緑 5．0 1．0 3 ．0 0・19 5．ⅰ4
風 化に より部分 的に失透。整 った球形。孔 を取 り巻 く

円形 の蝕像有 り。
Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 ⅰ27 ㊨－ 95 小玉 白線 （風化 ） 7．5 2．0 5 ．0 0・4 2 測定不能 風化 によ り自緑色 に変色 し、ブロック状 に崩壊。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛．ガ ラス ．

30 128 ⑭－ 94 小玉 白線 （風化 ） 7．5 2．0 5 ．0 0．36 測定不能 風化 によ り白緑色 に変色° Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 129 ⑭－ 97 小玉 白線 （風化 ） 8．0 2．0 5 ．5 0・4 0 測定不能
風化 によ り白色に変色 し一 部崩壊。孔を取 り巻 く螺旋

状 の蝕像。
Pb が極端 に強 い、C u 有 り．、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 130 ⑭－ⅰ0 0 小玉 白線 （風化 ） 8・0 2．0 －6 ．0 0．52 測定不能
風化 によ り白色に変色 し一部崩壊。孔を取 り巻 く螺旋

状の蝕像 。
Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

30 13 1 ⑭－ 73 小玉 緑 5・0 1．0 3 ．5 0・14 測定不能 1／2欠失°透明感 を残す。孔 を取 り巻 く円形の蝕像有 り° Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス
30 132 ⑪－ 57 小玉 緑 5．0 1 0 3 ・5 0．12 測定不能 l／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 133 ㊥ －87 小玉 線 5．5 1．5 4 ・3 0・21 測定不能 ⅰ／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り° Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

3 0 ⅰ34 ㊨－ 3 1 小玉 緑 5．0 1．2 3．5 0．10 測定不能 1／2欠失。透明感 を残す°孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛．ガラス
30 13 5 ⑭－ 23 小玉 緑 4・5 1．0 3．5 0・10 測定不能 1／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 136 ㊨ － 2 小玉 緑 －　4・0 1．0 3 ．0 0．0 6 測定不能 2／3欠失。風化に より一部白緑色 に変色° Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 13 7 ㊨ 一29 小玉 緑 4．5 1．0 3 ．7 0．0 9 測定不能 l／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り° Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス
30 138 ⑭－ 69 小玉 緑 5．0 1．5 3．7 0．12 測定不能 1／2欠失°透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 139 ㊧ －30 小玉 緑 4・5 1．0 3 ．5 0．11 測定不能 1／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り° Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス
30 14 0 ㊨ －68 小玉 緑 5．0 1．0 4 ．0 0・11 測定不能 1／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 ⅰ4 1 ㊨ －2 7 小玉 緑 4．5 l・5 3 ．5 0．10 測定不能 1／2欠失。透明感を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 14 2 ㊨ －28 小玉 緑 4．5 1．0 3 ．5 0．0 9 測定不能 1／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス
30 14 3 ㊨ －2 5 小玉 緑 4．5 1．0 3 ．5 0・0 8 測定不能 l／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 144 ㊨ －2 6 小玉 緑 4．5 1．0 3 ．0 0・0 4 測定不能 3／4欠失。若干透明感を残す° Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 ⅰ4 5 ㊨ －50 小玉 緑 5．0 1．0 3 ．5 0．0 8 測定不能 l／2欠失。風化により大部分失透。－内部に赤褐色の部分有り。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 14 6 ㊨ －47 小玉 緑 4．5 ⅰ．0 3 ．2 0．14 測定不能
風化 に より大部分失透。孔 を取 り巻 く螺旋状の蝕像。

内部に赤褐色 の部分有 り°
Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 14 7 ㊨ －83 小玉 白線 （風化 ） 5．0 1．0 3．2 0．14 測定不能
風化に より白緑色 に変色。整 った球形を呈す る。孔を

取 り巻 く螺旋状の蝕像。
Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 ⅰ48 ㊨ －16 小玉 白線 （風化 ） 4．5 1．0 3 ．0 0．0 4 測定不能 1／2欠失。風化によ り白緑色に変色。 P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス
30 150 ㊥ －34 小玉 白線 （風化 ） 4．5 1．0 3 ．5 0・0 4 測定不能 l／2欠失。風化によ り白緑色に変色。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 15 1 ⑳ －13 小玉 縁 4・5 1．0 3．0 0．04 測定不能 4／3欠失。風化に より白緑色に変色。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 －鉛ガラス

30 15 2 ㊥ －33 小玉 緑 5．0 1．0 3 ．2 0．0 7 測定不能
1／2欠失°風化に より自緑色 に変色。孔を取 り巻 く螺旋

状の蝕像°
P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 15 3 ⑭ －1 7 小玉 緑 4．5 ⅰ．0 3 ．0 0．0 5 測定不能 l／2欠失。風化によ り大部分白緑色 に変色。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 154 ⑭ －82 小玉 白線 （風化 ） 5・0 1・0 4．0 0．0 8 測定不能 ⅰ／2欠失。風化によ り白緑 色に変色。 P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス
30 15 5 ㊥ －18 小玉 白線 （風化 ） 4．5 1．0 3 ．5 0・0 7 測定不能 1／2欠失。風化によ り白緑 色に変色。 P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 15 6 ⑭ －59 小玉 白線 （風化 ） 4．5 1・0 3 ．0 0．0 9 測定不能 風化によ り白緑色に変色。孔を取 り巻 く螺旋状の蝕像。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 15 7 ⑭ －53 小玉 白線 （風化 ） 5・0 1．0 4 ．0 0．0 8 測定不能 ⅰ／2欠失°風化によ り自緑色に変色。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス
30 158 ⑭ －90 小玉 白線 （風化 ） 6・0 1．5 5．0 0・12 測定不能 2／3欠失。風化により自緑色に変色し、ブロック状 に崩壊。 Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 ⅰ59 小玉 白線 （風化 ） 7．0 2．0 5．5 0・16 測定不能 2／3欠失。風化により自緑色に変色し、ブロック状 に崩壊。 Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 16 0 ⑭ －92 小玉 白線 （風化 ） 6．5 2・0 5 ．0 0．12 測定不能 1／2欠失。風化により自緑色に変色し、ブロック状 に崩壊。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス
30 16 1 ㊥ －12 5 小玉 縁 測定不能 測定不能 測定不能 0・14 測定不能 風 化によ り表面 は凸凹 し銀化°内部 は透明感を残す。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 ⅰ6 2 ㊥ －99 小玉 白線 （風化 ） 8．0 2．5 6．0 0・4 4 測定不能 風化 によ り白色 に変色。小 言面 は平坦 に整形° P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 16 3 ㊨ －10 1 小玉 白線 （風化 ） 8．0 2．0 5 ．5 0．28 測定不能
風化 によ り白色に変色 し一部崩壊°孔を取 り巻 く螺旋

状の蝕像。
P b が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 ⅰ64 ⑭ －20 小玉 白線 （風化 ） 4．5 ⅰ．0 3・5 0・ⅰ2 測定不能 風化 により白緑色に変色°整 った球形を呈す る。 P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス
30 16 5 ㊨ －40 小玉 白線 （風化 ） 4．8 1．0 3．5 0・11 測定不能 風化 によ り白緑色 に変色。整 った球形 を呈す る。 P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 16 6 ㊨ －89 小玉 白線 （風化 ） 6．0 1．8 4 ．5 0．11 測定不能 風化 によ り自緑色 に変色 し一部崩壊。 P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 16 7 ㊥ －1 1 小玉 白線 （風化 ） 4．5 1．0 4 ．0 0・0 7 測定不能 1／2欠失。風化に より白緑色に変色° Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス
30 16 8 ㊨ －19 小玉 緑 4・5 1．0 4・0 0．0 6 測定不能 2／3欠失。風化によ り自緑 色に変色。 P bが極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛 ガラス

30 16 9 ㊨ ー96 小玉 白線 （風化 ） 7・0 2．0 5 ．5 0．13 測定不能 1／2欠失。風化によ り白色に変色° P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 17 0 ⑪ －7 1 小玉 緑 5．0 ⅰ．5 4 ．5 0．15 測定不能 1／2欠失。透明感 を残す°孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 P b が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス
30 17 1 ㊨ －3 7 小玉 縁 4．5 ⅰ．0 4．0 0．日 測定不能 l／2欠失。透明感 を残す。孔を取 り巻 く円形の蝕像有 り。 P b が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 17 2 ㊨ 一1 24 小玉 育紺 9・0 2．0 6 ・5 0・6 5 2・54 小言は平坦 に整形。孔の軸 に平行 な筋有 り° N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C 0 有、Cu ，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 17 3 ⑭ －6 3 小玉 緑 4．5 1．0 3 ．5 0・15 3・85 半分ほどが風化 により失透。 P b が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 17 4 ㊥ －1 22 小玉 青紺 8－0 l・5 5 ．0 0．4 7 2．57 小 口はやや膨 らみ を持つ。孔の長軸 に平行な気泡筋。 Ⅳa不明 瞭、M g有、低 A l？、K＜ C a、低M n 、C o有、C u
有、Pb 微弱 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 17 5 ⑭ － 121 小玉 青紺 8．0 2．5 5 ．5 0．4 1 2．40
小口は平坦 に整形°孔の長軸 に平行な微細 な気泡列、
筋多数。

N a 無、K＞ Ca 、C o有 り、高 Mn 、C u 若干 ピー ク有

り？
カ リガ ラス

30 17 7 ⑭ －1 19 小玉 育紺 8・0 2・5 6 ・0 0．4 1 2・4 6 小口は平坦に整形。気泡は少ないが一部微細な気泡列有り。 N a無、K＞Ca 、Co 有り、高Mn、Cu若干ピーク有 り？ カリガ ラス

30 17 8 ⑭ ー1 12 小玉 青紺 8・0 1．2 6 ．0 0．4 9 2．59 小口は平坦 に整形°孔の長軸 に平行 な気泡筋。 N a 不明 瞭、M g有、低A l？、K＜C a、低 Mn 、C o有、Cu
有、Pb 微弱 低A l？ソーダ石灰 ガラス

30 ⅰ7 9 ⑭ －55 小玉 緑 5．0 1．2 4 ．0 0．12 測定不能 半欠。残存状況良好で透明 感を残 す° Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 18 0 ⑭ －8 5 小玉 緑 5・0 1．2 4 ・5 0．3 1 4．4 3 残存状況 良好°同心円状の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 18 4 ⑳ － 1 丸玉 縁 13 ．3 3／8 9 ．0 4 ．2 4．59 孔の周 囲や側面 に同心円状の蝕像有 り。 Pb が極端 に強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガラス

30 18 5 ⑳ － 5 丸玉 白線 （風化 ） 14 ・0 2．2 9 ．3 0．7 6 測定不能 風化 によ り不透明 白緑色で粉状にな り、崩壊が進む P b が極端 に強 い、C u 有 り、K，Ca 見えない 鉛ガラス

30 ⅰ8 1 ⑯ － 8 小玉 青紺 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 耳環 に付属°
N a 不明 瞭、M g有、低A l？、K＜C a、低 Mn 、C o有、Cu

有、Pb 微弱
低A ⅰ？ソーダ石灰 ガラス

30 18 3 ⑳ － 4 小玉 淡青 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 耳環 に付属。 N a 有、Mg 弱、高 A l？、K＜C a、低 Mn 、C u強、P b 微弱 高A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 36 5 ⑳ －2 0 小玉 青紺 5．0 1．2 4 ．2 0．15 2．68
整った球形で小言の平坦部は狭小 °孔の長軸方向に平

行な微細 な気泡列多数。

N a ，M g 有、低 A l？、K＜ C a、低 M n、C 0 有、Cu 有、Pb

微弱
低A l？ソーダ石灰 ガラス

30 36 6 ⑳ － 18 小玉 淡青 4．6 15・0 2 ・8 0．0 8 2・31
全体 に丸みを帯 びる。透明度は高 く気泡は少ないが孔

の長軸 に平行 な気泡筋有 り°

N a微 弱、M g不 明瞭、高 A l？、K＜C a、低 Mn 、C u強、
Pb無？

高A l？ソーダ石灰 ガラス

30 36 7 ⑳ －2 6 小玉 青紺 5．3 2．0 3 ．0 0．13 2．5 1 全体に丸みを帯 びる。孔の長軸 に平行 な気泡筋有 り。 N a ，M g 有、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、Cu 有、Pb
微弱 高A l？ソーダ石灰 ガラス

30 36 8 ㊥ －2 5 小玉 青紺 5．0 1．5 4 ・0 0・15 2．76
小口は平坦 に整形°気泡は少ないが孔の長軸に平行な

蝕像 有 り。

N a ，M g 有、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C 0 有、Cu 有、Pb

微弱
低A l？ソーダ石灰 ガラス

30 36 9 ⑱ － 19 小玉 淡青 4・8 l・7 3 ．3 0・日 2．65
全体 に丸みを帯びる°透明度は高 く気泡は少ないが列

を為 す部分有 り。

N a 強、M g不 明瞭、高A l？、K＜ Ca 、M n微 弱、C u 強、

P b無？
高A l？ソーダ石灰 ガラス

表－2－⑤　石ケ元古墳群出土の玉類

一252－



遺物 N o Fig．N O ・器種

小玉

小玉

色 調

淡育

青紺

径 l 孔径 l 厚 さ 重量 比重
観 察 所 見

ヽ

分 析所 見 材質（m m ） （g） （g／c㎡）

3 03 70

3 03 71

⑩ － 1 4

⑳ －2 1

4 ．0

5 0

ⅰ．．5

1 8

3．0

4 0

0 ．0 6

0 11

2．2 2 全体 に丸みを帯び－る。透明度は向 く鮮やか。明瞭 な気

泡列有 り．。

l′　　　　　　　　　　　　　　　・／－TDL／・一一．

N a強、Mg 不明 瞭、高 A l？、K＜C a、Mn微 弱、C u 強一、

P b無？ 高A ⅰ？ソーダ石灰ガラス

3 03 72 ⑩ －3 3 小玉 青紺 6．2 2．7 4・5 0 ．2 3
2 ．4 0

2 ．2 3

小 言面平坦°孔の長軸に．平汀 な気泡列、流璃有 り。

小 口面平坦°孔の長軸に平行な気泡列 流璃有 り

N a無？、K≧Ca、Co有 り、高Mn 、Cu 若干ピーク有り？

Na 蝕 K ＞c　 c 有 り　融　 c 一一　 。　　 り

カリガ ラス？

Ⅰ　 ・）3 03 73

3 03 75

⑩ －3 5

⑳

管玉

鮨

8．3 2 ．0 2 5－2 3 ・4 5 2 ．6 3 　ヽル　　　　　 。 川、、　 a、 0　 、両 n、u右干ヒーク有 り． カ ）カ フス

石（碧玉）

30 3 76

30 3 77

－3 6

⑩ － 13

⑩ － 15

目玉

小玉

小玉

淡青

淡虫

8．3

3 ．0

4 0

2 ．8

1・0

1

2 5．3

2．8

3 ．42

0 ．04

2 ・6 0

2 ．5 9 比較的整 った円筒形。透明度 僅°孔の長軸 に平行 な蝕
像。

ヽ

石（碧玉）

N a有、M g不 明瞭、局A l？、K＜ Ca 、M n微 弱、Cu 強、

Pb 有
高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 37 8 ⑱ －3 2 小玉
タく円
青紺 6・0

・5

2 ・4

3 ．0

3 ・5

0 ．05
0 ．17

2 ．50
2 43

小口面平坦に整形。低透明度、気泡の流れ不明。
小口面平田 孔の長軸に平行 と蝕像

Na 強、M g有、高 A l？、K＜ Ca 、Mn 微弱、C u弓乱 P b 有

目　　　　　　　　　 ワ
高 A l？ソーダ石灰 ガラス

．
30 37 9 ⑩ －2 3 小玉

小玉

小玉

青紺

暗青緑

虫肘

5・0 1．8 3 ．8 0 ・16 2 ．89
＿。　　　　　 ～　　 丁よ　　　 °

小言南平軌 こ成形 するがや や丸みを帯びる。孔の長軸

に平行な気泡筋、蝕像。

　ヽ′　　　　・・／．　　　　　　　　　　　　　　　　・

Na不 滑瞭、Mg有、低Aⅰ．、KくCa、両Mn、C0 有、Cu 微弱

Na不明瞭、Mg有、低A l？、KくCa、高 Mn、C0 有、Cu 微弱

低 A l？ソーダ石灰ガラス？

低 Aⅰ？ソーダ石灰ガラス？

30 38 0

30 38 ⅰ

⑩－ 2 8

㊥－ 2 9

5 ．5

5 8

2 ・0

1 7

3 ．3

2 8

0．16 2 ．58 小口面 平坦に成形す るがや や丸みを帯びる。気泡 は少

ないが一部列 を為す。

′ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　　 上言、

Na 有、M g不 明瞭、高 A l？、K＜ Ca 、Mn 微 弱、Cu 強、

Pb 無？
高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 38 2

30 383

⑲－ 1 7

㊥－ 3 0

小玉

小玉

R l

青紺

青紺

4．2

6 2

ⅰ・3

2 3

3 ・8

3 7

0．ⅰ5

0．13

0 2 0

2 ．63

2・50

小口面平坦。孔の長軸 に平打 な丸泡筋。
丸みを帯びた外観。微細な気泡が孔の長軸に平行に列

を為 す。

l′　　　／　　　　　屋三、　　　　　　　　　　　　　　　 ／一．

Na不明臥 M g有、低 A l？、KくCa、低M n、Co 有、Cu 微弱 低A l？ソーダ石灰ガ ラス？

N a不明瞭、北g有、低 A l？、K＜C a、低M n、C0 有、Cu 微弱 低A l？ソーダ石灰ガラス？

30 384 ⑬ － 34 小玉

小玉

小玉

小玉

青紺

青紺

7・2 ⅰ．5 5 ．0 0．4 8

2．70

2．67

小 言面平坦°微細な気泡が孔の長軸に平汀に列を為す。

小 言面平坦。微細 な気泡 が孔 の長軸 に平 行に列 を為

す。

N a不明瞭、販有、低 A l？、KくC a、低M n、Co 有、Cu微弱 低A l？ソーダ石灰ガラス？
N a 有、M g 明 瞭 、低 A l？、K ＜ C a、低 M n、Co 有、Cu
有、Pb 微弱 低A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

3 03 85 ⑬ － 3 1 6．0

5・5

ⅰ．8 4．8 0 ・2 1 2．56 小 口面平 ＿。微細 な丸泡 が孔 の長軸 に平打 に列 を為

す°

・

N a不 明瞭（殆 ど無）、Mg 不明瞭、低 Aⅰ？、K＜c a 、
高 M n、Co 有、Cu 微弱

低 A ⅰ？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 86

3 03 87

⑬ － 22

⑩ －2 4

青紺

青柑

1．5 3．8 0 ．14 2・6 4 丸 みを帯 びた外観で あるが小 口面 は平坦。孔の長軸 に
平行な気泡筋、列。

N a 不明瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C 0 有、．Cu

微弱

低A l？ソ ーダ 石 灰 ガ ラ

ス？
5．2 1．5 3．8 0 ．15 2・2 1 丸み を帯 びた外観で あるが小 口面 は平坦。孔の長軸 に

平行な微細尤気泡列
N a有、M g 強、低A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、Co 有、Cu 微弱 低 A l？ソーダ石灰ガラス

石（喝璃）
3 03 88

3 039 ⅰ

⑩ －3 7

⑩ －2 7 ．

勾玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

青紺

淡青

淡育

青紺

青紺

青紺

32 ．8

5 ．5

3・0

2 ．5

9・7

4 ．0

8 ．3 2

0 ．1 7

2．5 9

2 ・8 3

・よヌも　　 。

′ヽ　　　　磨 、小 言面 平坦。苅泡 は少な いが孔 の長軸 に平 行な気泡

列、流璃有 り。
廿 1／戸　　　　　　　　　　 ・－J～　　虔・

Na 有、M g弱、低A l？、K＜ Ca 、高 Mn 、Co有、Cu 微弱 低 A l？．ソーダ石灰ガラス

3 039 2 ⑩ － 16

未図化

未図化

来園化

未図化

4．5

5 ．1

1．8 2 ．7 0 ．0 7 2 ．6 3 全体に丸みを帯びる。透明度 は向 く気泡 は少 ないが列

を為す部分有 り。
全　 ナ　　　　　　 、　　　 土　 屋 、

Na 有、晦不 明瞭、高A l？、K＜ Ca 、M n微 臥 c u強、．
Pb 無？ 高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 96 5 1．5 2 ．6 0 ・10 測定不能 体に丸みを帯びる。透明度 は点 く苅泡 は少 ないが列
を為す部分有 り°

肯 　ヽ　　　　　　左 、　　　　　　　　　　　 ，，⊥．

Na 有、M g不 明瞭、尚A ⅰ？、K＜ Ca 、Mn 微 弱、Cu 弘、

Pb 無？
高 A l？ソーダ石 灰ガラス

30 96 6 5 ．9

6．2

6 1

1．7 5 ．2 0 ．23 2 ．49 同透明度。苅泡 は少な く独止 。孔の軸 方向に平行な気
泡筋有 り。

．　　　　　　　　　　　　　　　　・

Na 微 弱、Mg 不 明 瞭、K＜ Ca 、C O 有、高 M n、C u微

弱、P b無 し
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 967

30 968

1 ．6

2 5

3 ．8

3 0

0．ⅰ9

0 13

2 ．52

2 3 1

丸みを帯びた外観 であるが小口面は平坦°孔の長軸に

平行 な微細 な気泡列。
J　　 、′相　　　　　 生 ′／‾　 磨 、

Na 微 弱、M g明 瞭、K ＜C a、CO 有、低 M n 、Cu 微 弱、

Pb無 し
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 969 未図化 小玉 青紺 5．8 2・3 4 ．6 0．ⅰ9 ／ 2．43
／、口面 は平 ＿。孔の長軸 に平汀 な丸泡筋。

小 言面 は平坦。孔の長軸 に平行 な気泡筋

Na無、K＞C a、C 0有 り／、尚M n、C u若干ピーク有り？
N a釉 K ＞c　 c 有 り　音M　 C 一棟　 。　　　 り

カ リガラス

l　　ナ－309 70 末図化 小玉 青紺 6．4 2．8 3 ．4 0 ．17 2 49 。小 言面 は平拍 孔 の長軸 に平／－‾た嶺泡筋 ／…・ 。 a・0 ・同 m些 右干羞‾ク有 り． カ ）カフス ．
・19 号墳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一。　 」 打 芸風　 o　　　　 N a・Mg 不明瞭・K＜C a・C0 有・副 n・Cu微弱・Pb無し 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 02 06

一3 02 07

⑫ －6 5

◎ －7 7

管 玉

管玉
8．3

9 0

3．0

2 5
2 ⅰ．2
2 4 9

2 ．7 6
3 7 1

2．59

2 5 9
石（碧玉）

3 02 08 ⑬ －7 1 管玉

青紺

9．5

9 ．5

2．0 2 6．6 4 ．5 1 2 ．5 0

や

石（碧玉）

石（碧玉）
3 02 09 ◎ －3 5 小玉 5．0 7．0 0 ・7 0 2 ・5 5 小 口面では巻 き付 け様の痕跡 があ り、側面には不定方

向の流塙が見られる

N a 有、M g 明・瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、Co 有、c u，

P
低 A l？ソーダ石灰ガラス

石 （碧玉）
30 2 10

30 2 11

⑬ －8 0

⑳ － 10 5

管玉

小玉 青紺

8．3

9 ．0

2 ．0

2 ．5

23 ．2

4 ．0

2 ．9 2

0 ．43

2 ・6 0

2 ・5 3

。 b有

小口面 は平 坦に整形°局平 な外観。気泡 の流れ は不明
瞭で 僅か に孔の端で列が見 られるのみ

ⅳa不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、Co 有、

C
低 A l？ソー ダ 石 1灰 ガ ラ

30 2 12

30 2 13

◎ －ⅰ3 4 小玉 育紺 9・0 1・3 6 ．0 0 ．62 2 ．56
　ヽ　ヽ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。

小口面は平坦に整形。孔の長 軸に平行な蝕像 有り°
u，P b有

N a有 、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C o 有、c u，
Pb 有 ．

ス？

低 A l？ソつダ石灰ガ ラス

30 2 ⅰ4

⑬ － 7

◎－ 1 1 1

◎－ 12 8

勾玉

小玉

小玉

青紺

青紺

26 ．1

9 ．0

9．0

3 ．5

1 ・3

8 ・7

7 ・0

7・23

0．80

3 ．34

2 ．50
、′1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′－．一

石（蛇紋岩 ？）
小口平＿面の外周 は明確 な稜 を持たずに側面に移付。

孔の長軸 に平行 な気泡筋。

、′土日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／一一

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 21 5 l ・5 8 ・0 0．8 1 2・57 小口平 －＿面 の外周 は明確 な稜 を持たずに側面に移付。

孔の長軸 に平行 な気泡筋

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu ，
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

低 A l？ソーダ石灰 ガラス
3 02 16 ⑬ － 1 15

① － 10 4

◎ － 10

① － 22

① － 14

③ －8 5

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

柴；

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

8．5 2・0 7 ・0 0・72 2．58
°

小 口面平坦。孔の長軸 に平行 な筋 、微細な気泡列有 り。

）′　　　　・／

Pb 有

N a 有 、Mg 明 瞭、低 A ⅰ？、K＜ C a 、低 M n 、C O 有、C u

有、Pb 微弱
3 02 17 8．5 ⅰ．5 7 ．5 0・71 2．47 小 口面 は平坦に整形°側 面に不規則 な面（凸凹）を有す

る。孔の長軸に平行 な気泡筋°

l′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廿 1／が

N a 不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n 、c O 有、

C u ，Pb 有

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 02 18 9．0 －2．0 6 ・0 0 ．6 9 2・53 小 言平坦面の外周 と孔の縁 は丸みを帯 甲る。孔の長軸

に平行な気泡筋。

l′　　　　．　　　　／

N a 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n 、C o 有、
C u ，Pb 有

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 02 19 9・0

9 ・0

2・5 6・0 0 ．6 7 2．－58 片側の小 口は平坦 に成形 され ているが、もっ～．方は窪
んでいる。気泡筋有 り一°

、′土日 ）　　　　　　　　　　　 一冊 ．

N a ．不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、c O 有、

C u，Pb 有
低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 02 20 1．5 6・0 0 ・6 6 2．5 3 小 口は平 一＿であ るが全体に丸 みを帯 びる°孔の長軸に

平行な気泡列。
N a 有・M g 明 臥 低 A l？・K＜ C a ・低 M n、C一0 有、C u ，

P b有
低A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 22 1 8 ・5 2．3 8・5 0 ．68 2 ・5 1 全体に丸みを帯びる。孔の長軸に平行な気泡列、筋。 N a 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C o 有、
C u，Pb 有

低 A l？ソ ーダ 石 灰 ガ ラ

ス？
30 22 2 ⑳ －8 7

⑳ － 10 3

8 ．0 1．5 8・5 0 ・68 2 ・5 ⅰ小 口面は平坦に整形。孔の長軸に平行な気泡筋。 N a 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a、低 M n、0 0有、

C u，Pb有
低A l？ソ ーダ 石 灰 ガ ラ

ス？
30 22 3 8 ・5

9 ・0

1．5 6．5 0 ・6 ⅰ 2 ．5 7 小口面は平坦に整形。孔の長軸に平行な気泡筋。 N a 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a、低 M n、C0 有、

Cu ，P b有
低 A l？ソー ダ 石 灰 ガ ラ

ス？
30 224 ⑳－ 77 1・5 6 ．5 0 ・69 2 ・56 小口面は平坦に整形。孔の長軸 に平行な気泡筋。

′ヽ　　　　や　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ一．．

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u

有、P b微弱
偲 A l？ソーダ石 灰ガラス

3 0 225 ⑬－ 72 8．0 1．5 6 ．5 0 ．54 2 ・5 1 小 口面 は平坦だが 角は丸 い。孔 の長軸 に平汀 な気泊

筋。

　ヽ′　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／一一

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n 、C o 有、C u
有、P b微弱 低 A l？ソーダ石 灰ガラス

3 02 26 ◎－ l l

未図化

9．0

測定不能

1．8

測定不能

7・0

測走不能

0．72 2 ．58 小口面 は平坦 に整 形。孔の軸 方 向に平打 な気泡筋有

り。

Na 不明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜c a、低 Mn 、C o有、C u
有 り、Pb 微弱

低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？
3 02 27

3 02 28

測定不能 測定不能 ブロック状 に崩壊 Na 不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C 0 有、

Cu ，Pb 有

低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？

3 02 29

⑳ －6 8

① －ⅰ9

昌玉

小玉

小玉

鮨

青紺

青紺

9．0

9 ・0

9 ・0

2．5

2．0

2．0

22 ．6

6 ．5

3・3 8

－0．7 0

2．6 1

2．56 l′　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　てrF／一・．　　磨 ヽ
石（碧玉 ）

小 口面は平 坦に整形。孔の軸 方向 に平汀 な気泡筋有
り．。

、′土日　－　　　　　　　　　　　 ナ　 ∠一　 ／旨、

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C o 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 2 30

30 23 ⅰ

⑳ － 11 6 6．0 0 ．6 1 2・4 9 小 言面は平 ＿に整形。孔の軸 方向 に平汀な気泡 筋有

り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A 1 ？、K ＜C a 、低 M n 、Co 有、Cu ，

P b有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 23 2
⑬ －7 6

⑳ －6 7

目玉
管玉

9．5

8 ・5

2．5
2．5

2 4．3

2 2．6

3 ・7 1

2 ．9 6

2．5 9

2．5 5
石（碧玉）

30 23 3 2 －ⅰ0 7 小玉
l 9 ．0 2 ．0 5．0 0 5 0 2 5 5 小言　 は、′坦に整形 孔の　 方向に・′戸と慶 J 石（ 玉）

30 23 4

30 23 5

⑳ －78

⑳ 一54

小玉

丸玉

青紺

青紺
8・0

1 1．0

2 ・0

2 ．0
7．0
8 ．0

0 ・6 2

1 18

2 ．5 6

2 5 3

一 ～　 ノ°　　　　 言～　 打 よ気泡筋有 り。
小言面 は平坦に整形。孔の軸方向に平行な気泡筋有 り。

小口面 は平軌 ‾整形 孔の軸方向に平ノ‾た左 J

N a有、M g明瞭、低A l？、K＜ Ca、低 Mn、Co有、Cu 一，Pb 有

N a有、M g明瞭、低A l？、K＜C a、低 Mn、C0有、Cu ，Pb 有

低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

低 A l？ソーダ石灰ガ ラス
30 23 6 ⑫ －69 管玉

小玉

小玉

小玉

小玉

青紺

青紺

青紺

青紺

9．5

8 ・0

3 ・5

2 ・0

22 ．5 3 ・58 2 ．5 8 － ～　 γ。　　　 言～　 付 言気泡筋有 り。

、′1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∠一

Na 有、販明瞭、低A l？、K＜C a、低 Mn、C0有、Cu ，Pb 有 低A l？ソーダ石灰ガ ラス

石（碧玉）
30 23 7 ◎－ 10 0 7 ．0 0 ．58 2 ．4 6 小口平 ＿面の外周は明確 な稜 を持たずに側面に移打。

全体に丸みを帯 びる。

l′　　　　・，／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／－．－．・／～1．／

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ C a、低 M n、C0 有、Cu
有、P b微弱 低A l？ソーダ石灰ガラス

3 02 38 ①一 76 8．0 1・5 5 ．0 0 ・46 2 ．2 2 小口面は平坦に整形。孔の軸方 向に平汀な微細気泡列

有 り。

l′　　　　・一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．一一‾

N a 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、CO 有、

Cu ，P b有
低 A l？ソー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 02 39 ① － 88 8．0

9．0

2 ．5 6 ．0 0－．53 2 ．49 小言面 は平坦 に整形。孔 の軸方 向に平汀 な微細気泡
列、筋有 り。

丸　　　　　　　　　　　　 ・′　 ナ

N a 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、

Cu ，P b有
低 A l？ソー ダ 石 灰 ガ ラ

ス？
3 02 40 ◎ 「 8 ⅰ・5 7 ．0 0．78 2 ．53 み を帯 びた外観。小 口面 は平瑳＝十整形。孔の軸方向

に平行な気泡筋有 り

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C 0 有、Cu
低 A I？ソーダ石灰ガラス

土
3 02 4 ⅰ

3 024 2

未 図化

⑬ － 13 2

小玉

小玉

小玉

丸玉

小玉

小玉

小玉

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

青紺

8．0

9．0

ⅰ．3

2．0

2．5

3．0

6 ．5

6 ・0

0．4 1

0．63

測定不能

2・52

。

　ヽ′　　　　　1／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー．．－・．

有、P b微弱

小口面は平坦 に整形 o孔の軸 方向に平汀 な気泡筋・、蝕
像 有 り。

Na 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K ＜ C a、低 M n、C o 有、

Cu ，Pb 有

低 A 1？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？
30 24 3 ◎ －7 1 8．0 9 ・0 0．50 2．56 丸みを帯 び歪んだ外観。小 口は平坦。気泡筋有 り。

′ヽ　　　ナ赦　　　　　　　　　　　　　 す　　ノー　　左 ・

N a 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 Mn 、C o 有、C u
有、Pb 微弱 低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 24 4 ⑲ －4 4 10 ．0 8．0 0．9 9 2．52 小 口面は平 坦に正形。孔の軸 方向 に平汀な 気泡筋有
り°

N a 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 Mn 、C o 有、C u
有、Pb 微弱 低 A ⅰ？ソーダ石灰 ガラス

30 24 5 ⑲ －2 1 10 ・0

9 ．0

9 ．0

2．8 5．5 0 ．5 5 測定不能 ブロック状に崩壊。

、′土日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′一

N a 不 明 瞭、Mg 有、低 A l ？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、

C u，Pb 有
低 A 1？ソー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
30 24 6 ◎ －ⅰ2ⅰ 1．5 7．0 0 ・7 7 2．5 2 小 口平 ＿面の外周は明確な稜 を持 たず に側面 に移汀。

全体 に丸みを帯びる。気泡筋有 り。

、′貴目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／一

N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K ＜ Ca 、低 M n、C o有、Cu ，

P b有
低 A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

3 0 24 7 ⑫－ 2 2 ．0 8．0 0 ．9 9 2 ・5 6 小 口平 ＿面の外周は明確な稜を持たず に側面 に移付。

全体に丸みを帯びる°気泡筋有 り°

N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K ＜ C a、低 M n、Co 有、C u
有、Pb微 弱 低 A l？ソー ダ石灰ガ ラス

表－2－⑥　石ケ元古墳群出土の玉類

－253－



遺物 N O F ig －N o ．器種 色 調
径 ！ 孔径 l 厚 さ 重 量 比重

観察 所 見 分 析所 見 材 質
（m m ） （g ） （g／c㎡）

30 24 8 ⑬ － 14 1 小玉 青紺 9．0 2 ．0 5．5 0 ．5 7 2・5 4
片側小 口面は平坦 に整形 、もう一一万は凹む°気泡 筋有

り。

N a 不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

C u，Pb 有 ス？

30 24 9 ⑳ － 10 8 小玉 青紺 9．0 2 ．0 5・0 0 ・5 3 2．5 1
小 言面は平 坦に整形。孔の軸 方向に平 行な気泡筋 有

り。

N a 不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C 0 有、低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？C u，Pb 有

30 25 0 ⑬ － 4ⅰ 小玉 育紺 10 ・5 2 ．0 6．5 0 ．9 0 2．54 小 口面は平坦に整形。孔の軸方向に平行な気泡筋有 り。 N a有、Mg 明瞭、低 Al？、K＜Ca、低Mn 、C0 有、Cu，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 25 1 ⑳ － 18 小玉 青紺 9．0 1．5 7・0 0 ・8 3 2．5 0
小 言面は平 坦に整形。孔の軸 方向 に平 行な気泡 筋有

り°

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C 0 有、C u

有 、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 2 52 ⑫ － 4 小玉 青紺 ． 9．5 2・0 8．0 0 ．9 4 2・55 小 口面は平坦に整形。孔の軸方向に平行な気泡筋有り。 N a，M g明瞭、低A l？、K＜Ca 、低 Mn 、Co 有、Cu，Pb有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 2 53 ⑫ － 7 小玉 育紺 9．0 3・0 6．0 0 ．7 0 2．57 小 口面は平坦に整形°孔の軸方向に平行な気泡筋有り。 N a有、Mg 明瞭、低 A l？、K＜Ca、低M n、Co 有、Cu，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 2 54 ⑬ － 6 小玉 青紺 9．0 2 ・0 7．5 0 ．8 7 2．56 小 口面は平坦に整形。孔の軸方向に平行な気泡筋有 り。 N a有、Mg 明瞭、低 Al？、K＜ca、低Mn 、Co 有、Cu，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 2 55 ⑬ －ⅰ7 小玉 青紺 9．0 2・3 7．0 0 ．8 7 2．56
丸 みを帯び歪 んだ外観。小 口面 は平坦に整形。孔 の軸

方 向に平行 な気泡筋有 り°

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu ，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 2 56 ⑫ － 16 小玉 青柑 9．0 2・0 9．0 ⅰ．0 0 2．56
丸 みを帯 び歪んだ外観。孔の軸方向 に平行な気泡筋有

り。

N a 不 明 瞭 、Mg 有、低 A l？、K ＜ C a、低 Mn 、C0 有、低 A l？ソ ー ダ 石灰 ガ ラ

ス？C u ，Pb 有

30 2 57 ⑬ 一 29 小玉 青柑 9・5 2．0 8 ．0 1．0 7 2．53
小 口は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔 の軸方向に N a 不 明 瞭、Mg 有、低 A l ？、K ＜ C a、低 Mn 、C o 有、低 A l？ソ ー ダ 石灰 ガ ラ

ス？平 行な気泡筋有 り。 Cu ，Pb 有

30 2 58 ⑬ － 48 丸玉 育紺 10 ．0 2・0 8．0 1．0 4 2．54
小 口に平 坦部 を作 らない丸みを帯 びた外初°孔の軸方 N a 不 明 瞭 、Mg 有、低 A l ？、K ＜ C a、低 Mn 、Co 有、低 A l？ソ ー ダ 石灰 ガ ラ

ス？向に平行 な気泡筋有 り。 C u ，Pb 有

3 02 59 ◎－ 10 2 小玉 育紺 8・5 2．0 8 ．0 0．74 2．5 1
小 口平坦面は不明瞭。全体に丸み を帯び る。明瞭 な気

祐Ⅰ昏宕右 h
lLこ出力一　　。　　／　。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 02 60 ⑬ － 28 小玉 青柑 9．5 3．0 8 ・0 0・9 3 2．5 1
小 口は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔 の軸方向に
平 行な気 泡筋有 り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu ，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 02 6 1 ⑫ －4 5 丸玉 育紺 10 ．0 2．0 8 ．0 1．ⅰ0 2．54
小 口平坦面は不明瞭。全体に丸み を帯び る。明瞭な気

泡筋 有 り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 02 62 ◎ －14 3 小玉
青料

9．0 2．5 6 ．5 0．73 2・56
小 口は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔 の軸方向に

平 行な気 泡筋有 り。

N a 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 Mn 、C o 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 02 63 ⑳ －12 9 小玉 青紺 9．0 2／0 8 ．0 0．87 2．56
小 言は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔 の軸方向に
平行 な気泡筋有 り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C o 有、C u，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 02 64 ⑫ －4 7 丸玉 青紺 10 ．0 1・8 9 ．0 1．05 2．52
小 言平坦面は不明瞭。全体に丸み を帯び る°明瞭な気 N a 不 明 瞭 、M g 有、低 A l？、K ＜ C a、低 M n、CO 有、低 A l？ソ ー ダ 石灰 ガ ラ

ス？泡筋有 り° Cu ，Pb 有、Z nK α部分に高ま り

3 02 65 ⑫ －12 小玉 育紺 9．5 2．0 8 ．0 0・－99 2・5 1
小口面 は平坦 に整形 。孔 の軸方向 に平行 な気 泡筋有

り°

Na 不明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜C a、低 Mn 、C O有、Cu 低 A ⅰ？ソ ー ダ 石灰 ガ ラ

ス？有、Pb 不明瞭

3 02 66 ⑮ －1 35 小玉 青紺 9．5 3．0 7 ．0 0．76 2 ．58
小 口は平坦 に整形°丸み を帯 びた外観。孔 の軸方向に
平行な気 泡筋有 り。

N a 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u
有、Pb 微弱

低 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 02 67 ⑳ －20 小玉 青紺 9・5 2．0 7 ．5 0・77 2．59
小 口は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向に N a 不明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜C a、低 Mn 、C o有、Cu 低 A l？ソ ー ダ 石灰 ガ ラ

ス？平 行な気 泡筋有 り。 有、Pb 微弱

30 26 8 ◎ －1 30 小玉 青紺 8．5 2 ・3 7 ・5 0．80 2 ．57
小口は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔 の軸方向に

平行な気泡筋有 り。

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 26 9 ⑳ －5 1 小玉 青紺 1 0．0 3．0 6 ・0 0．7 1 2 ・54
整った ドーナツ状の外観°気泡筋が孔 に沿って螺旋状

に回る。

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、Kく Ca 、低 Mn 、C O 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰 ガラ区

30 27 0 ⑫ －3 9 小玉 育紺 1 0・0 2 ．3 7 ・0 0・95 2 ．57
小口は平坦 に整形 。丸み を帯 びた外観。孔 の軸方向に
平行な気泡筋有 り。

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C 0 有、Cu
有、Pb 微弱

低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 27 ⅰ① －1 36 小玉 青紺 1 0・0 2．5 7 ．0 0．88 2 ・55
小口は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔 の軸方向に

平行な気泡筋有 り。

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 27 2 ◎ － 13 1 小玉 青紺 9．0 2 ．5 7 ．0 0．80 2 ．63
小口は平坦 に整形 。丸み を帯 びた外観°孔の軸方向 に

平行な気泡筋有 り。

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K く Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu

有、P b微弱
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 27 3 ⑳ － 15 小玉 育紺 9．5 2 ・0 6 ．5 0．8 1． 2 ．54
小口は平坦 に整形。丸み －を帯 びた外観。孔の軸方向 に

平行な気泡筋有 り。
Na 有 、M g 明 瞭、低 A l？、K く Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu
有、Pb 微弱

低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 27 4 ◎ 一 142 小玉 帝紺 9・0 2．5 7 －0 0．87 2 ・55
小口は平坦 に整形 °丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 に
平行な気泡筋有 り。

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C0 有、C u，

Pb 有
低A l？ソーダ石灰ガラス

30 27 5 ⑳ －3 0 小玉 青紺 1 0．0 1 ．5 7 ．0 0．94 2 ．57
小口は平坦 に整形 。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 に

平行な気泡筋有 り。

Na ，M g 弓臥 低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、Cu 有、Pb

微弱
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 27 6 ⑳ － 9 小玉 育紺 1 0．0 1・5 6 ．0 0．85 2 ．58
小口は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 に

平行な気泡筋有 り。

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K く Ca 、低 Mn 、C 0 有、Cu

有、Pb 微弱
低 A I？ソ・－ダ石灰 ガラス

30 27 7 ⑫ －4 3 小玉 青紺 1 0．0 2 ．0 6 ．0 0．75 2 ．54
小口は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 に
平行な気泡筋有 り。

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K く Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu
有、P b微弱

低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 27 8 ◎ － 119 小玉 青紺 9・0 2 ．0 7 ・5 0．8 1 2 ・48
小口は平坦 に整形 o丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 に

平行な気泡筋有 り。

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu

有、Pb 不明瞭
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 27 9 ① 一 110 小玉 青紺 9．3 2 ．2 7 ．0 0 ．77 2 ．59
小口は平坦 に整形 。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 に

平行な気泡筋有り。

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K く Ca 、低 Mn 、C 0 有、Cu

有、P b不明瞭
低A l？ソーダ石灰ガラス

30 28 0 ㊦ － 138 小玉 青紺 9．0 3 ・5 7 ．5 0．77 2 ・54
小口平坦面 は不明瞭。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向

に平行な気泡筋有 り。

Na 有、M g 明 瞭、低 A I？、K＜ C a、低 Mn 、C o 有、C u，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 28 1 ③ －8 3 小玉 青紺 8・5 3 ・0 5 ．8 0 ．67 2 ．55
小口は平坦 に整形 °丸み を帯 びた外観°孔の軸方向 に Na 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、Co 有、 低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？平行な気泡筋 有 り。 Cu ，P b有

30 28 2 ◎ －3 3 丸玉 青紺 10・5 2 ．5 8 ．5 1．18 2 ．57
小口平坦面 は不明 瞭°丸み を帯 びた外観。孔の軸方向

に平行な気泡筋 有り。

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C 0 有、C u，

Pb 有
低A l？ソーダ石灰ガラス

30 28 3 ⑳ －8 6 小玉 青紺 9．0 2 ．3 7 ．5 0．87 2 ．53
小口平坦面 は不 明瞭。丸み を帯 びた外観 o孔の軸方向 Na 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、CO 有、低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？に平行な微細気泡列有 り。 Cu ，P b有

30 28 4 ⑫ － 5 小玉 青肘 9．2 2 ．5 6 ．5 0．80 2 ．54
小口は平坦 に整形 。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 に

平行な気泡筋有り。
Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K く Ca 、低 Mn 、C O 有、Cu
有、Pb 微弱

低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 28 5 ◎ －8 4 小玉 青紺 8・6 2 ．6 7 ．ⅰ 0．76 2 ．49
小口平坦面 は不 明瞭。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 Na 不明 瞭、M g明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C 0 有、低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？に平行な気泡筋有 り。 Cu ，Pb 有

30 28 6 ⑳ －5 7 丸玉 青紺 10．7 2 ．5 10 ．5 1 ．63 2 ．50
小言片側の孔周囲に段 が形成 される。気泡は孔 を中心

に螺旋状に廻る。

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n、C 0 有、Cu

有、P b微弱
低A l？ソーダ石灰ガラス

30 28 7 ⑳ －3 7 小玉 青紺 9・4 1 ．8 6 ・5 0・85 2 ．54
小口面 は平坦 に整形。孔 の軸方向 に平行 な気泡筋有

り°

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K く Ca 、低 M n、C 0 有、Cu

有、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 28 8 ⑬ －4 9 小玉 青紺 10．0 2 ・2 7 ・5 1 ．04 2 ．57
小口は平坦 に整形 。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向 に
平行な気泡筋有 り。

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n、C 0 有、Cu
有、P b微弱

低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 28 9 ⑬ －4 6 丸玉 青紺 10．0 2 ・2 8 ．2 1 ．03 2 ・56
小口は平坦 に整形 。丸み を帯 びた外観°孔の軸方向 に
平行な気泡筋有 り。

Na 有、M g 明 瞭、低 Aⅰ？、K ＜ Ca 、低 M n、C 0 有、Cu

有、P b微弱
低A l？ソーダ石灰ガラス

3 02 90 ◎ －5 3 小玉 青紺 11．5 2 ・7 7 ・5 ⅰ．20 2 ．5 1
小言平坦面 は不 明瞭。丸み を帯 びた外観°孔の軸方向 Na 不明 瞭、M g明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

に平行な気泡筋 有 り。 Cu ，P b有 ス？

3 02 91 ◎ －9 3 小玉 青紺 8．2 2 ．0 6 ．0 0 ．50 2 ・39
小言面 は平坦 に整形。孔 の軸方向 に平行 な気泡筋有
り。

Na 見 え な い、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Co 低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？有、C u微弱、P b 見えない

3 02 92 ◎ －9 5 小玉 青紺 8．5 1 ．6 5 ・5 0 ・55 2 ．5 7
小口平坦面 は不明瞭。丸み を帯 びた外観。孔の軸方 向

に平行な気泡筋 有り°

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n、Co 有、Cu
有、P b微弱 低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 02 93 ◎ － 125 小玉 轟紺 9．0 2 ．3 5 ．2 0 ・5 2 ．4 6
小口 は平坦 に整形 。丸み を帯 びた扁平 な外観。孔の軸 Na 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、C o 有、低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

方向に平行な気 泡筋有 り。 Cu ，P b有、ZnK α部分に高 まり ス？

3 029 4 ◎ －9 9 小玉 育紺 8・5 2 ．3 6 ．0 0 ．5 2 ．55
小言面は平坦に整形。孔の軸方向 に平行 な微細 な気泡

列。

Na ，M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C 0 有、Cu 有、Pb

微弱
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 02 95 ◎ －8 0 小玉
黄

（透 明 ）
8．0 2 ．8 4 ．2 0 ．35 2 ．3 2

透明度が高 く孔の軸方向に平行 な気泡筋が多数見 ら

れ る°
Na ，M g有、高A l？、K＜ Ca 、M n、Fe 高 A ⅰ？ソーダ石灰ガラス

3 02 96 ⑳ －7 5 管玉 9．2 3 ．5 24 ．0 3 ／70 2 ．5 7 石（碧玉 ）

3 02 97 ◎ －6 7 小玉 淡青 5．6 1 ．8 5 ．0 0 ．19 2 ．5 7
全体 に丸 みを帯び る。微細 な気泡が多数。その一部 は

孔の軸方向に平 行に列 を為す°
Na 無、K＞ Ca 、Cu 強、P b有 カ リガ ラス

3 02 98 管玉 9・8 2 ・6 26 4 ．78 2 ・60 石（碧玉 ）

3 02 99 ◎ 一9 7 小玉 青紺 8－5 1 ．9 6 ．0 0 ・70 2 ．59
小口平坦面 は不 明瞭。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向

に平行な気泡筋 有 り。

Na 強、Mg 強、低 A l？、K ＜C a 、低 M n 、C o 有、C u 有、

Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 03 00 ◎ － 137 小玉 青紺 9．5 2 ．6 6 ．0 0 ．72 2 ．4 7
小 口面 は平坦 に整形。孔 の軸方向 に平行 な気泡筋有 Na ，M g 不 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有

低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ
り。各所 に亀裂が入 る。 ス？

3 03 01 ⑳ － 123 小玉 青紺 9．0 2 ．8 6 ・0 0 ．64 2 ．56
小口面 は平坦 に整形。孔 の軸方向 に平行 な気泡筋有

り。

Na 不 明 瞭、M g 有、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、C 0 有、低 A I？ソー ダ 石灰 ガ ラ

Cu ，P b有 ス？

3 03 02 ◎ －6 3 管玉 8．9 3 ．0 20 ．3 2 ．93 2 ．5 8 石（碧玉 ）

3 03 03 ⑫ －5 9 管玉 8．0 3 ．0 18 ．9 2 ・2 1 2 ．6 2 石（碧玉 ）

3 03 04 ⑬ －6 0 管玉 8．3 2 ．0 18 ．5 2 ・3 1 2 ・54 石（碧玉 ）

3 03 05 ⑳ －6 1 管玉 7．5 3 ．0 19 ．7 1 ．42 2 ．2 3 石げ リーンタフ？）

3 03 06 ⑬ －5 8 管玉 4．7 2 ．0 1 1．4 0 ．16 測定不能 石げ リーンタフ？）

3 03 07 ⑫ －6 6 管玉 8．6 ⅰ．5 22 ．9 3 ．26 2 ．58 石（碧玉 ）

3 03 08 ⑳ －9 1 小玉 青紺 8．6 2 ．0 5 ・0 0 ．52 2 ・6 1
小口 は平坦 に整形。丸み を帯びた外観°孔の軸方向 に

平行な気泡筋有 り°

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 03 09 ⑫ －3 8 小玉 青紺 9．8 2 ．5 5 ・5 0 ．73 2 ．59
小口 は平坦 に整形°丸 みを帯びた外観°孔の軸方向 に Na 不 明瞭、M g明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、低 A ⅰ？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

平行な気泡筋有 り。 Cu ，P b有 ス？

表－2－⑦　石ケ元古墳群出土の玉類

－254－



遺物 N o F ig －N o ．

0 ⑬－ 3 1

1 ⑳－ 1 40

2 ◎ － 7 9

① －ⅰ3 3

① － 89

－器種

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

色調

育紺

径 1 孔径　 －　厚 さ 重 量 比 重
観 察所 見

l′　　　・一　　　　／　　　　　　　　　廿 1／♪

分 析所 見 材 質（m m ） （g） （g／c㎡）

303 1 9 ．

9．

6　　　 2．5　　　 6．8　　　 0．79 2 ・52 小言は平坦 に整形。丸み を間 びた外観。孔 の軸方向に
平行な気 泡筋有 り。

l′　　　　　，．

N a 不明 瞭、M g有、低 Aⅰ？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、C u

有、Pb 微弱

低 A l？ソー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 ⅰ

3 03 1

青紺 2　 1 2 ．5　　　 6．5　　　 0・83 2．52 小口は平坦 に整形。丸みを帯 びた外観°孔 の軸方向に

平 行な微細気泡列有 り。

l′　　　　・，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／一一‾－　　　　／

N a 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K ＜ C a 、低 M n、Co 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

青紺

青紺

青紺

8・2　　　 1・5　　　 5．3　　　 0・6ⅰ 2．5 1 小 口は平坦 に整形°孔の軸方 向に平汀な微細気泡列、

筋 有 り。

l′　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　1土P l／♪

N a ，M g 明瞭、低 Aⅰ？、K＜ C a、低 Mn 、C o 有、C u 有、
P b微弱 低A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 03 13

3 03 14

9．8　　　 2．3　　　 6．2　　　 0．7 4 2．53 小 言は平坦に整形。丸みを帯 びた外観。孔 の軸 方向に
平行 な気泡筋有 り。

l′　　　　・／．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ C a、低 M n、CO 有、Cu
有 、Pb 微弱 低A l？ソーダ石灰ガ ラス

8．3 ⅰ．8　　　 6．3 0 ・6 2・53 小 口は平坦に整形。丸 みを帯 びた外観。孔 の軸 方向に
平行 な気泡筋有 り

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、C u，
低A I？ソーダ石灰ガラス

低A ⅰ？ソ ーダ 石 灰一ガ ラ

ス？

30 3 15 ◎ － 8 1 小玉

小玉

青紺

青紺

草紺

青紺

虫紺

8．0 2．5 6．0 0 ．5 1 2・5 2
。

小 言は平坦に整形。孔の軸方向に平行な気泡筋有 り。

′ヽ　　　　・－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

P b有

N a不 明瞭、M g 明瞭、低 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C o有、
C u，Pb 有

30 3 16 ① －7 4 8 ・0 1．5 7．2 0 ．5 3 2 ・5 7 小 口は平坦に整形す るが歪んで丸み を帯びた外観。孔

の軸方向に平行な気泡筋有 り。

　ヽ′　　　　－／　　　　　　　　　　　　　　　　　廿　　．

N a 有、M g 明瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、c O 有、C u，

Pb 有
低A ⅰ？ソーダ石灰ガラス

30 3 17 ① － 12 2 小玉

小玉

小玉

8．7 2．2 6．2 0 ．75 2 ．6 0 小 口は平 坦に整形°丸み を帯び た外観。孔の軸方向 に
平行な気泡筋有 り。

　ヽ′　　　　　－．

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u

有、P b微弱
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 3 18

30 3 19

① － 12 7

① － 10 6

8 ．8

8 4

2 ．8

2 0

8 ．0

5 0

0 ．90 2 ．5 1 小 口は平坦 に整形。丸み を帯びた外観。孔の軸方向 に

平行な気泡筋有 り。

l′　　　　　－／．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠一一‾

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C o 有、C u

有、P b微弱
低 A l？ソーダ石 灰ガラス

30 32 0 ①－ 6 6 小玉 閂）
青紺 4・2 1・5 2 ．8

0 ．5 1

0 ．07

2 ．5 5

2 ．4 1

小 口は平坦に整形。孔の軸 方向に平汀な気泡筋有 り。

全体 に丸みを帯びる。孔の軸方向に平行な微細気泡列

Na 有、M g明瞭、低 A l？、K＜Ca 、低Mn 、C o有、Cu，P b有
Na M g強 低 Aⅰ？ K＜ C　低M　 C 有 C 有 Pb／

低 A l？ソーダ石 灰ガラス

ワl　　　 か　　　 ．－30 32 1 2 － 4 6 小玉 青紺 3．8 ⅰ・5 2 ．0 0 04 2 53 。全体に丸みを帯 びる 孔の軸 方向に平 ∠一な気泊 ，　 、＿ ．、　 a、＿ n、0 、 U 、 微弱
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／

低 A l．ゾ一夕石 灰カフス

か30 322 ⑳－ 4 7

⑳－ 4 8

③－ 3 6

⑳ － 2 1

◎ －5 5

◎ －5 9

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

青紺

青紺

青紺

3．7 1．0 3 ．0 0 ．05 2 ．63
～　　　　　 。　　　　 ロこ半土日㌢気　 筋。

小口は平坦 に整形。孔の軸 方向に平行 な気泡筋、微細

気泡列有 りo

ノヽ　　　　　ー／．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ5．－－‾

Na，M g強、低 Aⅰ・、K＜ Ca、低 Mn 、Co 有、C u有、Pb微弱

Na 不明 瞭、M g有、低A l？、K ＜C a、低 M n 、Co 有、C u
有、P b微弱

低 A l？ソーダ石灰 ガラス
低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？
3 03 23 4 ．0 1．2 2 ・3 0．05 2 ．84 小口は平坦 に整 形。孔の軸 方向に平汀 な気泡筋 、微細

気泡列有 り。

′ヽ　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー．－．

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n 、C o有 、Cu ，

Pb 有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 03 24 3．8 1 ．3 2 ・3 0．05 2 ．50 小口は平坦 に整形。孔の軸方 向に平汀な気泡筋 、微細
気泡列 有 り°

－．－」．　、火　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　 戸

Na 不明 瞭、Mg 明瞭、低A I ？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、

Cu，Pb 有

低 A l？ソナ ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 25 育紺 3．0 1．8 1 ．7 0・0 1 2・17 透明度 の剛 淡い色調°孔の軸方向 に平汀な微細気泊

列°

Na 不明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、C u

有、Pb 微弱

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 26 青紺

青紺

3．7 1．5 3．3 0 ．0 8 2．50 気泡が孔の軸方向に平行 して並ぶ。 N a，Mg 不 明瞭、低 A 1？、K＜ Ca 、低 Mn 、C0 有、Cu 微
弱、Pb 不明瞭

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 27 4 ・3 1．3 2．7 0 ．0 5 2・7 8 平面形が倒卵形 に歪む。気泡が孔の軸方向に平汀 して

並ぶ
N a 有、M g 明 際、低 A l？、K ＜ C a、低 M n、C0 有、Cu

低 A l？ソー ダ石灰ガラス

低 A ⅰ？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 32 8

30 32 9

30 33 0

◎ － 13

◎ －5 8

◎ －4 5

小玉

小玉

小玉

青紺 2．8 1．6 2．2 0 ．0 3 2．5 0
。

非常 に微細な気泡が孔の軸 方向に平行 して並ぶ°

／／．－．一・一．

有、Pb 微弱
N a不 明瞭 、Mg 有、低 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C o 有、Cu

有、P b 微弱
青紺

青紺

4．0

3 5

1．2

1 6

2．8

2 0

0 ．0 5

0

2 ・17 流璃が側面では孔の軸方向に平汀 に、小口側 からは孔

を取 り巻 くよ うに見える。

′ヽ　　　　　　　　　左、　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　／一一

N a不 明瞭、Mg 有、低 A 1？、K＜C a 、低 Mn 、C o有、Cu
有、P b微 弱

低 A l？ソ ーダ 石 灰 ガ ラ

ス？

30 33 ⅰ◎ －2 4 小玉 育紺 3．0 ⅰ．3 3 ．2
．0 2

0 ．04

3 ・0 0
2 6 7

届平な外観。ヌ乱泡が孔の軸方向に平付 して並 ぶ。
蝕像 引き延ばされた気泡が孔の軸方向に平行して並ぶ

Na 無、K＞C a、c O有り、高 Mn、Cu若干ピーク有 り？

Ⅳ　　　 目　　　　 ？
カリガ ラス

．
30 33 2 ◎ － 6

⑳ －28

⑳－ 5

⑬－ 17

◎ － 3

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

青紺 3．0

3 ．5

2．8

0 ．8 2 ・8 －0 ．04 2 ．5 0
・　　　　　　　 ～　　　　　　　　　　 ～　 1丁　 ） 。

大型の気泡が孔の軸方向 に平行 して並ぶ。

′ヽ　　　屋きよ　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　 ′一．．

a有、販明際、低 A l．、K＜Ca 、低M n、C0 有、Cu，Pb有

Ⅳa不 明瞭、M g明 瞭、低 A l？、K＜C a、低 Mn 、C0 有、

Cu ，P b有

低 A l？ソーダ石灰ガフス

低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？
303 33 青紺

青肘

1．0 2 ．0 0．04 2 ・6 7 小言面平坦。丸泡少。蝕像、流 璃が孔の軸方向 に平付 し

て並ぶ。

・A

Na 不明 瞭、M g明 瞭、低 A l？、K＜C a、低 Mn 、CO 有、

Cu ，P b有

低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？
303 34 1 ．3 1．7 0．02 2 ．50 環の一箇所に言わせ目のよ っな筋有 り。しか し一部気

泡列ら しきものもあり。

一一‾　 、火　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノー　 ／

Na 無、K＞ Ca 、C o有 り、高 Mn 、Cu 若干 ピー ク 有
り？ カリガ ラス

3 03 35 青紺

青紺

3・3 1 ・8 1 ．5 0．02 2．83 透明度の剛 淡ゝい色調°孔の軸方向 に平汀 な微細気泡
列°

一一　　畠、　　　　　や

Na ，M g不 明瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、C u微

弱、Pb 不明瞭
低 A l？ソー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 36 3・0 1・0 2・0 0．02 2．38 丸みを帯び た外観。短い丸泡 列が様々な方向 に並 ぶ。

小塊 の凝集 ＝鋳型？
N a 不明 瞭、M g有、低 Aⅰ？、K＜ Ca 、低 M rl、Co 有、C u

有、Pb 微弱

N a 有、Mg 明 瞭、低 A ⅰ？、K ＜ C a、低 M n、Co 有、C u
有、Pb 微弱

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

3 033 7 ① － 1 小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

丸玉

小玉

小玉

小玉

青紺

暗青緑

2．7 ⅰ．2 1．5 0 ．0 2 2．50 気泡 は少 ないが一部孔の軸方向に平行 して並ぶ。
ス？

低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 33 8 ◎ － 18 3 ．3 ⅰ．5 2．4 0 ．0 3 2．6 2 気泡が孔の軸方向に平行 して並ぶ。 N a 有、M g 不 明瞭、高A l？、K＜ Ca 、低 M n、C o？、Cu
強、Pb 微弱 高 Aⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

30 33 9 ⑬ － 8 暗青線

暗青線

淡青

2．8

3 ・2

ⅰ．3 ⅰ．8 0 ．0 4 2．2 2 蝕像、流璃 が孔 の軸方向に平行 して並ぶ。

l′　“　ヽ　　　・　　　　　／重宝、

N a 有、M g不 明 瞭、高A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co ？、Cu

強、Pb微 弱
高A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

30 34 0 ② － 19 1．5 ⅰ．8 0 ．0 2 2 ・8 6 届平で歪んだ外観。ヌ礼泡 は少 ないが一部孔の軸方向に

平行 して並ぶ。

N a，Mg 不明 瞭、商 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o？、C u 強、

P b無？

高 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
30 34 1 ⑬ －5 6 4 ．2

3 ．2

1．5 3 ．2 0 ・0 7 2 ．4 1 気泡は少ないが一部孔 め軸方 向に平行 して並ぶ O

・　　　　　　　　　 左三、　　　　　　　　　　　 や

N a，Mg 不明 瞭、高 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C o？、C u強、
Pb 無？

高A ⅰ？ソ ーダ 石 灰 ガ ラ

ス？
303 4 2 ⑳－ 2 3 暗青緑 1・5 3 ．5 0 ．06 2 ・4 0 丸みを帯びた円筒形°渕泡は 少ないが一部孔の軸方 向

に平行 して並ぶ。

Na ，M g 不明 瞭、商 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C 0？、C u強、

Pb 微弱

高A ⅰ？ソ ーダ 石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 43 ①．－ 2 2 暗青緑

淡青

青紺

3．0 1．0 3 ．2 ，0 ・05 2 ・94 気泡は少ないが一部孔の軸方 向に平行 して並ぶ。 Na ，M g不 明 瞭、高 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C o？、C u弓乱

Pb 微弱

高A l？ソー ダ 石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 44

3 03 45

⑬－ 49

⑬ － 52

⑬ － 32

⑬ －2 5

4 ．2 1 ．7 3 ．2 0．08 2 ．50 低透明度、気泡少＝流れが見えない。

～．　　　　／　　　　　　　　　一七l戸　．

Na 有，Mg 不 明 瞭、高 A l？、K ＜C a、低 Mn 、C o ？、C u

強、P b微弱
高 A l？ソーダ石灰ガラス

ⅰ0．0 2 ・3 8 ．0 1．04 2 ．57 小口面は平坦 に整形 。丸み を帯びた 外観。孔の軸方 向

に平行な気泡筋有 り°

l′　　　／・／．　　　　　　　　　　　　　　　　一七日．一一．・や

Na 有、Mg 強、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、Cu 有、

Pb 微弱
低 A l？ソーダ石 灰ガラス

3 03 46 青紺

青紺

9・3 2 ・5 5 ・8 0．74 2・56 小言面は平坦 に整形°丸み を呵ひた 外観°孔の軸方向

に平行な気泡筋有 り°

l′　　　　　－．－

Na 不明 瞭、Mg 明瞭、低 A l？、K＜C a、低M n 、C o有、

Cu ，P b有
低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？
30 3 47 1．0 2．2 7 ．0 0 ．9 6 2．55 小口面は平坦 に整形°丸み を帯 びた外観°孔の軸方向

に平行 な気泡筋有 り。

l′　　　・．　　　／

Na 有、M g 弘、低 A l？、Kく C a、低 M n、C o 有、C u 有、

Pb微 弱
低 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 34 8 ◎ － 10 ⅰ 青紺 8．5 1．7 7 ・2 0 ．7 5 2・54 小口面は平坦 に整形。丸みを帯 びた外観。孔の軸方向

に平行 な気泡筋有 り

Na 有、M g 強、低 A l？、K＜ C a、低 M n、C o 有、C u 有、
P ／ 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 34 9 ⑳ －5 0 小玉 青紺 9．6 2．8 6．2 0 ．7 6 2．4 8

。平坦部 の両端（外周）は丸みを帯 びる。全体 にクラッ ク

が入 り気泡 の流れが見難 い。気泡の破れた孔が並ぶ部

分有 り°

l′　　　　、・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′一一．．　　　㎡

b微 弱

N a 不明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、C u
有、Pb 微弱

低 A l？ソー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 35 0

30 35 ⅰ

⑳ 「24

⑬ －34

小玉

小玉

育紺

青紺

9．7

9 5

2．5

2 5

5．6

6 0

0 ．7 5

0 6 7

2 ．5 1 小 言面は平坦 に整形。孔の軸 方向 に平 汀な微細 気泊

列、筋有 り。

lノ　　　す　　　　　　　　　　　．慶、

N a，Mg 有、低 A l？、K＜C a、低M n 、Co 有、C u，P b 有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 35 2

3 03 53

3 －03 54

◎ －12 0

⑳ －36

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

青紺

青紺

青紺

9．3 2 ．0 6・5 0 ．7 6

2 ．5 3

2 ．5 1

小言面は平坦に整形。側面に丸泡の弾けた孔が列を成す。

l′　　　　　　－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．．

N a有、Mg明瞭、低A l？、K＜C a、低 Mn、Co 有、Cu ，Pb 有 低 A l？ソー ダ石灰ガ ラス
小 口面は平坦 に整形。孔 の軸 方向 に平 汀な気泡 筋有

り。

　ヽ′　　　　　▼．

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ C a、低 M n、Co 有、Cu
有、P b微 弱 低 A／1？ソー ダ石灰ガ ラス

9．5 2 ．5 9 ．0 0 ．9 7 2 ．5 6 小 口面 は平 坦に整形。丸 みを帯 びた外観。孔 の軸 方向

に平行な気泡筋有 り。

′　　　・／　　　　　　　　　　　　　　　　一也．　面

N a 明 瞭、M g 強、低 A l？、K ＜ C a、低 M n、Co 有 、Cu

有、P b微 弱 低 A l？ソー ダ石灰ガラス

⑬－ 70

甲 － 96

◎ － 91

8 ・5 2 ．0 6 －・5 0 ．52 2 ．3 0 小 口面 は平坦 に整形。丸 みを帯 びた外観。孔の軸 方向

に平行な気泡筋有 り。

　ヽ′　　　　　－．

N a無、K ＞Ca 、C O 有 り、高 Mn 、Cu 若干 ピー ク有

り？
カ リガラス

3 03 55 青紺 9．2 －1．8 6 ．2 0 ・64 2 ．5 7 小 口面 は平坦 に整形°丸み を帯び た外観°孔の軸 方向

に平行な気泡 筋有 り。

l′　　　　　・－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．－．．－‾

Ⅳa有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C0 有、Cu
有、P b微弱 低A l？ソーダ石灰ガラス

3 03 56 育紺 8・2 2 ・2 6 ．5 0 ．69 2 ．58 小 口面 は平坦 に整形°孔 の軸方 向に平汀 な気泡筋有
り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu
有、P b微弱 低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 035 7 ⑫ － 13 小玉

小玉

小玉

青紺 9．0 3 ・0 7 ．8 0・93 2 ．52
小言面は平坦 に整形。片側の 孔は杏仁形 を呈 し、上下

の弧の交点片側から裂け目が延びる。半欠品 を合 わせ
た痕跡 ？。同時に引 き延ばされた気泡 も存在°

ノヽ　　　・ゥ．　　　　　　　　　　　　　　　廿　 ．

Na ，M g有、低Aⅰ？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o有 、Cu ，P b有 低 A l？ソーダ石灰ガラス

3－0 35 8 ① －ⅰ1 4 青 紺

青紺

9・0 3・0 5 ．7 0．67 2 ．5 ⅰ小口面は平坦 に整形。丸み を帯 びた外観。孔の軸方向

に平行 な気泡筋有 り。

l′

Na 有、M g 明 瞭、低 A l？、Kく Ca 、低 Mn 、C o 有、C u，

Pb 有
低 A 1？ソーダ石灰ガラス

30 35 9 ⑬ － 12 4 9．0 2．3 6．0 0．6 3 2．56 小言平坦面は不明瞭。丸みを帯 びた外観。孔 の軸方向

に平行 な気泡筋有 り

Na 有、M g 強、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、Cu 有、

P ／
低 A l？ソーダ石灰ガラス

低 A l？ソーダ石灰 ガラス
30 36 0

30 36 1

⑬ －2 7

① － 109

小玉

小玉

青紺

青紺

9．5

8 8

2．2

2 4

9・5

6 2

1．2 2

0 6

2．54
°

全体 に丸み を帯び る。側面 に気泡列有 ．り°

′ヽ　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／‾．．　左言ヽ

b 微弱

Na 有、M g 弓臥低 A l？、K＜ C a、低 Mrl、CO 有、Cu 有、
Pb 微弱

30 362 ⑬ －82 小玉 青紺 8・6 2．8 5・8

．7

0 ．5 8

2．55

2．4 9

小 口面は平坦に整形。孔の軸方向に平汀な気泡筋有り。
小 口面 は平坦に整形。丸みを帯 びた外観。孔 の軸方向

に平行 な気泡筋 破れた気泡の列有 り

N a有、Mg 明瞭、低A l？、K＜ ca、低 Mn 、Co 有、C u，P b有 低 A l？ソーダ石灰 ガラス

N a ，Mg 有、低 A l？、K＜C a、低 Mn 、C o有、C u，Pb 有 低 A I？ソーダ石灰 ガラス

境泊
3 03 63

3 03 64

⑬ －98

⑬－ 68 ；

小玉

Jl 玉
重層）金

8・2

7 ．0

3 ．6

2．0

5．3

4・0

0 ．2 0

0 ．0 6

測定不能

測定不能

メ　　　 、　　　 ～ヌ1　　　　　　　 °

、日　　　　　　　　　　 ．一　　 、　　　　　　　 や－透明度 の低 い白色カ フス と透 明な黄色カ フスで金属

箔 を挟んでい ると思われる 1／4程度の残存率－

N a ，Mg 強、低 A l、K ＜ Ca 、低 M n、Fe 、中間 層 の材
質不明 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 0 192

3 0 193

⑳－ 73

⑫－ 56

管－玉

小玉 青紺

9．0

1 1．0

2 ．5

2 ．0

2 5・7

7・5

3 ．9 8．

1．1 9

2．5 8

2 ．4 8

－　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

′　　　　・／．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
石（碧玉）

小 口面 は平坦 に整形°丸 みを帯 びた外観。孔 の軸方向

に平行な気泡筋有 り

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、Co 有、C u ，

P b
低 A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

石（碧玉）
3 0 194

30 195

⑳－ 70

⑳ 一 55

管玉

丸玉

J、土

青紺

青紺

8・5

12 ．0

2 ．5

2 ．5

28 ．6

－9 ．0

4 ．28

1・2 1

2 ．5 9

2 ・5 2

。

l′　　　　▼一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

有

小 口面 は平坦 に整形。丸 みを帯 びた外観。孔の軸方 向

に平行な気泡筋有 り。

l′　　　　　，一

N a 有、M g 明 瞭、低 Aⅰ？、K＜ C a 、低 M n、cO 有、C u ，

Pb 有
低A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 19 6 ⑫ －4 2　 ′ 10 ．5 2 ・0 7 ．0 0 ．96 2 ・5 7 小 口面 は平坦 に整形。丸み を帯び た外観。孔の軸方 向

に平行な気泡筋有 り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A I？、K ＜ Ca 、低 M n、Co 有、cu
有、P b微弱 低A ⅰ？ソー ダ石灰ガ ラス

表－2－⑧　石ケ元古墳群出土の玉類

－255－



遺物 N o F ig 一N o ・ 器種 色 調
径 1 孔径 l 厚 さ 重 量 比 重

観 察所 見 分 析 所見 材質
（m m ） （g） （g／c㎡）

30 19 7 ⑳ －9 4 小玉 青紺 8．5 2 ．0 7 ・0 0 ．62 2 ．5 5
丸みを帯びた外観。側面 に気泡の弾 けた円形 の蝕像が

多数有 り。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 Mn 、C 0 有、Cu

有、P b不明瞭
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 198 ⑬ －7 3 小玉 青柑 8．0 2 ．0 6 ・5 0 ．52 2 ．54 小口面は平坦に整形。側面に気泡筋 有 り°
Na 不 明瞭、M g 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu

有、P b微弱

低 A l？ソ ーダ 石 灰 ガ ラ

ス？
30 19 9 ⑬ －7 4 管玉 8・5 2 ．5 24 ．7 3 ．44 2 ．5 6 石（碧玉 ）

30 20 0 ⑫ －6 4 管玉 8・0 2 ．0 2 1．6 2 ．49 2 ．5 5 石（碧玉 ）

30 20 1 ⑫ －7 9 管玉 7・4 2 ．0 23 ．9 2 ．5 1 2 ．5 7 石（碧玉 ）

30 20 2 ⑬ －7 5 小玉 青紺 7・5 1 ．5 7 ．0 0 ．48 2 ．5 1
小 口平坦面 は不明瞭。丸み を帯びた 外観。孔の軸方 向 Na 不 明瞭、M g 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、Cu 低 A l？ソ ーダ 石 灰 ガ ラ

ス？に平行な気泡筋有 り。 有、P b微弱

30 20 3 ⑫ －6 2 管玉 7．5 2 ．0 19 ．3 2 ．23 2 ・4 6 石（碧玉 ）

30 20 4 ⑳ －8 1 管玉 7・8 2 ．5 22 ．9 2 ．68 2．6 2 石（碧玉 ）

30 20 5 ⑬ －7 8 管玉 7．8 2 ．0 24 ・2 2 ．78 2 ．5 9 石（碧玉 ）

30 95 5 未 図化

小玉

（破片

．一括）

青紺 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 2／4欠失。孔の軸方向 に平行な気泡列有 り° N a 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 95 6 末 図化

小　玉

（破片

一括）

青紺． 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 粉々 に破損。数個体分有 り－？。 分析不能 ガ ラス

30 95 7 末 図化

小 玉

（破片

一括）

青紺 測定不能 －測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 粉々に破損。 分析不能 ガ ラス

30 95 8 未 図化

小 玉

（破片

一括）

青紺 測定不能 測定不能 測握不能 測定不能 測定不能 粉々 に破損。 分析不能 ガラス

3 09 59 未 図化

小 玉

（破片

十括）

緑 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 風化 により崩壊。部分的 に透明感が残 る。 P bが極端に強い、C u有 り、C a 見えない 鉛ガ ラス

30 78 5 ⑳ 「9 0 小玉 青紺 8．5 ⅰ．5 6 ．8 0 ．6 8 2．5 0
小 口面 は平坦に整形。丸 みを帯 びた外観。孔 の軸方 向 N a不 明瞭、M g 明瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？に平行な気泡筋有 り。 Cu 有、P b微弱

3 078 6 ⑳ － 26 小玉 青紺 9．3 1．0 5 ．5 0 ．6 8 2．5 4
小 言面 は平坦に整形。丸 みを帯び た外観。孔 の軸方 向 N a不 明瞭、M g 明瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、C o 有、低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？に平行な気泡筋有 り。 C u有、P b微弱

3 07 87 ⑳ －ⅰ2 6 小玉 青紺 8．3 1．0 6 ．1 0 ．6 2 2．3 9
小 口平坦面 は不明瞭。丸 みを帯び た外観。孔 の軸方 向 N a不 明瞭、M g 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、C0 有、Cu 低 A ⅰ？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？に平行な気泡筋有 りo 有、Pb微 弱

3 07 88 ⑫ － 3 小玉 青紺 9・3 2 ．0 5．8 0 ．7 4 2．56
小 言面 は平坦に整形°丸みを帯 びた外観。孔 の軸 方向

に平行な気泡筋有 り°

N a，Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C 0 有、C u 有、

P b微弱
低 A l？ソー ダ石灰ガラス

3 07 89 ⑳ 一日 7 小玉 青紺 8．9 ⅰ．5 6 ．0 0 ．6 5 2．5 1
小 口面 は平坦に整形。丸みを帯 びた外観。孔 の軸 方向 N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？に平行な気泡筋有 り。 有、Pb微弱

3 07 90 ⑬ 一日 3 小玉 青紺 8・7 1．5 6 ・6 0 ．7 0 2・52
小 言面 は平坦に整形。丸みを帯び た外観。孔 の軸方 向

に平行な気泡筋有 り。

N a，Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C o 有、C u 有、

P b微弱
低 A ⅰ？ソーダ石灰ガラス

3 07 9 1 ◎ － 1 12 小玉 青紺 8．8 2 ．0 7．0 0 ．6 7 2．56
小 言面 は平坦に整形。片側の孔 は杏仁形 を呈 し、上下 N a，M g 不 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C o 有、C u 低 A ⅰ？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？の弧の交点か ら裂け目が延びるo 有、Pb 微弱

3 07 92 末図化 小玉 青紺 9．6 2 ・0 5．7 0 ．7 1 2．50
小 口面 は平坦に整形。丸みを帯 びた外観。孔 の軸 方向 N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Co 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ．ラ

ス？に平行 な気泡筋有 り。 有、Pb 微弱

3 07 93 ⑫ － 1 小玉 青紺 9．4 2 ．0 6．8 0 ．8 6 2．57
小 口面 は平坦 に整形。丸みを帯 びた外観。孔 の軸 方向

に平行な気泡筋有 りO

N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K ＜ C a、低 M n 、C o 有、C u

有、Pb微 弱
低 A ⅰ？ソ ーダ石灰ガラス

3 07 94 ◎ － 13 9 小玉 育肘 9．2 3 ．0 7・0 0 ．8 5 2．57
小 口面 は平祖に整形。丸みを帯 びた外観。f L の軸 方向 N a不 明瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C0 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？に平行 な気泡筋有 り。 有、Pb 微弱

3 07 95 ① － 1 18 小玉 青紺 8．7 3 ・0 6．7 0．6 2．33
小 口面は平坦 に整形。孔の軸方 向 に平行 な気泡筋 有

り。

N a無、K＞C a、Co 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク有

り？
カ リガ ラス

3 07 96 ◎－ 23 小玉 青紺 9．6 1．5 6．0 0 ・7 9 2．54
小 口面 は平坦 に整形。丸みを帯 びた外観。孔 の軸 方向 N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C0 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？に平行 な気泡筋有 り。 有、Pb 微弱

307 97 ⑳ 一69 小玉 青紺 7．0 1．5 7．2 0 ．5 2 2．6 1
小 口面 は平坦 に整形°円筒形の外観。fL の軸方向 に平 N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Co 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？行 な気泡筋有 り。 有、Pb 微弱

3 07 98 ㊤ － 62 小玉 青紺 4．0 1．5 4．1 10 ．0 7 2．80
透 明度 が低 く気 泡 の流 れ不 明瞭。列を 為す 部分 有

り？。

N a不 明瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？有、Pb 微弱

307 99 ◎－ 64 小玉 青紺 4．5 1・5 2．8 0 ．0 7 2・80 蝕像が孔の軸方向に平行 して並ぶ°
N a無、K＞C a、CO 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク有

り？ カ リガ ラス

308 00 ① －63 小玉 青紺 5．1 2 ・0 2．2 0 ．0 5 測定不能
ドーナ ツ形 の外観。一部欠損。大型 気泡 が列 を為 す部
分有 り。

N a無、K＞C a、Co 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク有
り？ カ リガ ラス

308 0 1 ⑳ －57 小玉 青紺 4・1 1．5 3．6 0 ・0 7 2．75 側面が凸凹で歪んだ外観。珎細な気泡列有 り。－
N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C0 有、C u

有、Pb 微弱

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

308 02 ①－ 40 小玉 青紺 3・7 1．0 2．0 0 ・0 4 2．85 孔の軸方向 に平行 して引き延 ばされた気泡有 り。
N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K ＜ C a、低 M n 、Co 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソー ダ石灰ガラス

308 03 ⑳ －60 小玉 青紺 4．1 1．0 2．4 0 ．0 6 2．73 気泡列が孔の軸方向に平行 して並ぶ。 N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K ＜ C a、低 M n 、C 0 有、C u
有、Pb 微弱

低 A l？ソー ダ石灰ガラス

30 804 ◎ －16 小玉 青紺 3．6 l・0 2．1 0 ・0 4 2．67 流潤、気泡列が孔の軸方 向に平行 して並ぶ o
N a，Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、C u 有、

P b微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

30 805 ① －1 1 小玉 青紺 3・5 1．0 2．4 0 ．0 4 2．86
流璃が側面 では孔 の軸方 向に平行 に、小口側 からは孔

を取 り巻 くように見える。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K＜ C a、低 M n 、C O 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソ ーダ石啄ガ ラス

308 06 ⑳ －42 小玉 青紺 3・4 1．0 2・6 0 ．0 4 2．50 流璃、気泡列が孔の軸方向 に平行 して並ぶ°
N a不 明瞭、M g 明瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有、

C u有、Pb微 弱

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 807 ③ －4 1 小玉 青紺 3．7 1．5 2．0 0 ．0 4 2．86
気泡列が孔 の軸方 向に平行 して並 ぶ。大型白色介在物

により孔の内面が歪む。

N a，Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、Co 有、C u 有、

P b不明瞭
低 A l？ソー ダ石灰ガラス

30 808 ⑳ －43 小玉 青紺 3．9 ⅰ．0 3・2 0 ．0 7 2．59
微細 な気泡列、引き延ばされた気泡が孔の軸方向に平

行 して並ぶ°

N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K ＜ C a、低 M n 、C o 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 809 ◎ －3 1 小玉 青柑 3．8 ⅰ．0 2．4 0．0 5 2・38 気泡列、筋が孔の軸方 向に平行 して並ぶ。
N a不 明瞭、M g 明瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Co 有、

一C u有、Pb微 弱

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 8ⅰ0 ◎ －53 小玉 青紺 4．0 1．0 3．5 0 ・0 8 2．67 微細 な気泡列が孔の軸方向に平行 して並ぶ 5
N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、C0 有、C u

有、Pb 微弱

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 81 1 ⑳ －33 小玉 青紺 3．4 l・0 2．2 0 ．0 4 2．50
小 口面平坦 。微細な気泡列、引 き延 ばされた気泡が 孔

の軸方向 に平行 して並ぶ°

N a，Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 Mn 、C0 有、C u 有、

P b微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 8 12 ① －12 小玉 青紺 3．5 ⅰ．5 2．0 0 ．0 5 2．78 微細 な気泡列が孔の軸方向に平行 して並ぶ。
N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C0 有、C u

有、Pb 微弱

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 8 13 ◎ － 9 小玉 青紺 3．0 1．0 2．0 0．0 3 2・73
気泡 は多いが不規則 に散 らばる。ブロ ック状の流璃＝

鋳型成形 ？

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n 、C o 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

30 814 ⑳ －ⅰ4 小玉 青紺 3．0 1・5 1．5 0 ．0 2 2．86 気泡列、筋が孔の軸方 向に平行 して並ぶ。 N a，Mg 明瞭、低 Aⅰ？、K＜ C a、低 Mn 、Co 有、C u 有、

P b不明瞭
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 8 15 ◎ － 7 小玉 育紺 3．0 ⅰ．0 2．0 0 ・0 4 2．67
流璃が側面 では孔 の軸方 向に平行 に、小言側 からは孔

を取 り巻 くように見える。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K＜ C a、低 M n 、C 0 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 8 16 ◎ －65 小玉 青柑 4．4 1．0 3．0 0・0 9 2．81
小 口面平 坦。微細 な気泡列 、引 き延 ばされた気泡が 孔 N a ，M g 不 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C 0 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

の軸方 向に平行 して並ぶ。 有、Pb 不明瞭 ス？

30 8 17 ⑳ －10 小玉 青紺 3．5 1・5 1．5 0．0 3 2．00 気泡列が孔の軸方向に平行 して並 ぶ°
N a ，M g 不 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C 0 有、C u

有、Pb 不明瞭

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 8 18 ◎ －6ⅰ 小玉 青紺 4．0 1・0 3．0 0 ．0 7 2・80
小 口側で は孔を取 り巻 く流渦、側面には孔の軸方向に N a 不明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ C a、低 M n 、Co 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？平行 な気泡列。 有、Pb 微弱

30 8 19 ◎ －5ⅰ 小玉 青肘 4．0 1・0 2．0 0 ．0 5 2．88 流璃、微細な気泡 列が孔 の軸方向に平行 して並ぶ°
N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Co 有、C u

有、Pb 微弱

低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 82 0 ⑳ －54 小玉 青紺 4・0 1・0 3．5 0．0 8 2．96
小 口側で は孔 を取 り巻 く流璃、側面には孔の軸方向に N a不 明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Co 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

平行 な気泡列。 有、Pb 微弱 ス？

30 82 1 ① －3 7 小玉 青紺 3・5 1．0 3．0 0．0 6 2．50
小 口面平坦。丸みを帯びた外観°微細 な気泡列、蝕像 が N a ，M g 不 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C O 有、C u 低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ
孔の軸方 向に平行 して並ぶ° 有、Pb 微弱 ス？

30 82 2 ① － 2 小玉 青由 3．0 1．0 1．0 0．0 2 2．57
小 口面平坦。極度 に扁平な外観。微 細な気泡列が孔 の

軸方 向に平行 して並ぶ。

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n 、C o 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 82 3 ① －30 小玉 育紺 3．5 1．0 2．5 0 ．0 4 2．75 気泡列、筋が孔の軸方 向に平行 して並ぶ。
N a 有、M g 明 瞭、低 A l ？、K＜ C a、低 M n 、C o 有、C u

有、Pb 微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 82 4 ⑳ 一一29 小玉 青柑 3．0 1．0 ⅰ．5 0 ．0 2 3．00
表面 は微細 な凹凸 によりザ ラつ いている。気泡筋が孔

の軸方 向に平行 して並ぶ°

N a無 、K＞C a、Co 有 り、高 Mn 、C u若 干 ピー ク有

り？ カリガ ラス

30 82 5 ◎ －26 小玉 暗青緑 3・0 1．0 2．0 0．0 5 2．63 気泡列が孔の軸方向に平行 して並ぶ。
N a ，M g 不 明 瞭、高 A l？、K ＜ C a、低 M n、C0 ？、C u
強、Pb 微弱

高 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？

30 82 6 ◎ －38 小土 暗青緑 3．8 1．0 2．9 0．0 6 2．ⅰ5 微細、大型の気泡列が孔 の軸方向に平行 して並ぶ°
N a 有、Mg 不 明瞭、高A l ？、K＜ C a、低M n 、C 0 ？、C u

強、Pb 微弱
高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 82 7 ◎ －50 小玉 暗青緑 4．0 l・5 2・3 0 ．0 5 2．63 一気泡列、筋が孔の軸方 向に平行 して並ぶ。
N a 有、Mg 不 明瞭、高 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Co ？、C u

強、Pb 微弱
高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

表－2－⑨　石ケ元古墳群出土の玉類
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遺物 N o F ig －N o ．器 種

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

色調

暗青緑

暗青線

青紺

由青緑

－育紺

青紺

径 l 孔径 l 厚 さ 重 量 比 重
観 察所 見 分 析所 見 材 質（m m ） （g ） （g／c㎡）

30 82 8 ① －3 9 4 ．0

3．8

－3．8

1．0 2 ．6 0 ．06 2 ．80 微細な気泡列が孔の軸方向 に平行 して並ぶ。 Na 明瞭、M g不 明 瞭、高 A l？、K ＜C a、低 Mn 、Co ？、
Cu 強、Pb 微弱 高 A l？ソー ダ石灰ガ ラス

308 29 ①－ 15 ⅰ．0 3 ．0 0 ．06 2 ．86 気泡筋、大型の気泡列が孔 の軸 方向に平行 して並ぶ。

舐、目　　　　　　　 三 ／　　 磨、　　 や

N a 有、M g不 明瞭、高A l ？、K＜ C a、低 M n 、Co ？、C u

強、Pb 微弱 高 A l？ソーダ石灰ガラス

3 08 30 ⑳－ 3 2 1．0 2 ．7 0．06 2 ．50 侶透 滑度、濁った色調。微細 な気泡筋 が多数 、孔の軸方
向に平行 に並ぶ°

N a 有、M g 明 瞭、低 A l？、K ＜ Ca 、低 M n、Co 有、Cu ，

P b有
低 A l？ソ／－ダ石灰ガラス

3 08 3 1 ⑬ － 3 5 4・0

3．8

3・7

3 ．7

3 ．0

2 ・5

l・0 2 ．4 0．05 2．78 気泡列が孔の軸方向に平行 して並ぶ。 N a有、M＝g不明 瞭、高 Aⅰ？、K＜ Ca 、低 M n、CO ？、Cu
強、Pb 微弱 高A l？ソーダ石灰ガラス

3 08 32 ◎ － 2 5 1．5 2．5． 0．04 2・22 極微細 な気泡列が多数、孔の軸方 向に平行 して並ぶ。， N a有、Mg 不明 瞭、尚A l？、K＜ Ca 、低 M n、CO ？、Cu
強、Pb微 弱

高A l？ソ一一ダ石灰ガラス

3 08 33 ⑳ － 34 1・0 2・5 0．0 4 2．86 流れの見え る気泡は少ないが列を為す部分有 り。

与 、　　　　 工　　　　　　　　　　　 ．′＝ご・　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／．・

N a有、M g 不明 際、商 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co ？、Cu

強、Pb微 弱
高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 83 4 ⑳ － 44 ≡l三日

淡青

淡青

淡青

1・0 3－．9 0 ．0 8 2・．76 丸泡 は独止 し散在。流璃や 気泡筋が孔の軸方向に平 付

する。

N a有、M g 不明 瞭、尚 A l？、KくC a 、低 Mn 、C u弘、Pb

微弱
高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 83 5 ◎ － 20 1．0 1．7 0 ．0 2 2・5 0 低透明度。気泡列が孔の軸方向に平行 して並ぶ。

磨；J岬　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ヽ　　　　　　　 ／

Na 有、M g 不明 際、高 A l？、K＜c a 、低 Mn 、C u強、Pb
有

高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 83 6 ◎ － 4 1・0 2．4 0 ．0 2 1．8 2 昌カ フスの折損紺を残 す。低透 明度。極微純 な気泡列
が孔の軸方向に平行 して並ぶ。

磨 　ヽ　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー

Na 有、M g不 明 瞭、高 A l？、K＜C a、低 Mn 、C u強、P b

有
、高 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 83 7 ⑳ － 52 4 ．5

3－．0

測定不能

ⅰ．0 2 ．8 0 ．0 7 2 ．12 低透明度。流璃 ？、丸泡列が 孔の軸方向 に平汀 して並

ぶ。

Na 明瞭・晦不明 瞭、高 A l？、K＜C a、喀血、Cu 臥

Pb 微弱
高 A I？ソーダ石灰ガ ラス

30 83 8

30 83 9

◎ －2 7 ≡巨目

青紺

ⅰ．0．

測定不能

2．0

測定不能

0－．03

勘定

測定不能

、l

小数ながら気泡列、筋が孔の軸方向に平行 して並ぶ。

∠

Na 明瞭、M g 不明瞭、高 A l？、K＜C a、低M n 、Cu 強、
Pb 有 高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

20 号墳
l ヒ ヒ． 測　不能 測定不能 粉々に破 損。数個体分有 り？。 分析不能 ガ ラス

3 03 97 ⑩－ 1 0 小玉

小玉

小玉

青紺

青紺

淡青

4．5 1 ．5 2．．5 0・08 2．35 小言側で は孔 を取 り巻 く流潤 、側面に は孔の軸方向に

－平行 な気泡列。
l

N a 不明 瞭、Mg 有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、C0 有、．Cu

有、Pb 微弱
低 A l？ソ ー ダ石 灰 ガ ラ

ス？
3 03 98 ⑩ － 7 4．5

3．0

1・0 3 ・5 0．0 9 2．73 小 口側で は孔 を取 り巻 く流璃 、側面には孔の軸方向に
平行 な気泡列。

N a不 明 瞭、M一g有、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、C o 有、Cu

有、Pb微 弱

低A l？ソー ダ 石 灰 ガ ラ

ス？
30 3 99 ⑫ － 3 1・0 3．0 0 ．0 5 2．6 3 透 滑度は同いが丸泡が多 く濁 って見 える。微細な気泡

列 巨大虐泡筋が孔の軸方向 に平戸 し　 並 ．

N a有、Mg 不明 瞭、尚 A l？、K＜ Ca 、低 M n、C u 強、Pb
／ 高A l？ソーダ石灰ガラス

高A l？ソーダ石灰ガラス
30 40 0 ⑲ － 5 小玉

小玉

小玉

暗青緑

青紺

暗青緑

4．0－

5．0

ⅰ．0 2．5 0 ・0 6 2 ・7 3
・－　　ヌl　　　　　　　　 ロ　～　 打　 て、ぶ。

微細 な気泡列が孔の軸方 向に平行 して並ぶ。

微弱

／N a有、Mg 弱、高 A l？、K＜ C a、低 M n 、C o有？、C u弓乱
Pb 微弱

30 40 1 ⑫ ー 8 ⅰ．0 3．0 0 ．08 ． 2 ．6 7 気泡列、筋が孔の－軸方向に平行 して並ぶ。

や、　　　・　 　ヽ　　／　　　　　　　　　　　 鼻ヽ

Na 不 明瞭、晦 有、低 A l？、K＜C a、低 Mrl、C 0．有，Cu

有、P b微弱

－低 A l？ソー ダ 石灰 ガ ラ

ス？
30 40 2 ⑫ － 6 4 ．5 ⅰ．0 3 ・0 0 ．07 3 ．3 3 小 言面が斜 釧 ～歪む。微細、大型 の気泡列が孔の軸方

向に平行 して並ぶ
Na 有、晦 弱、局 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有？、Cu 強、

′
高 A l？ソーダ石灰 ガラス

低 A I？ソーダ石灰 ガラ／ス
304 0 3 ⑩－ 9 小玉

小玉

青紺

暗青緑

5．0

3 ．5

1．5 2 ．5 0 ．09 3 ．ⅰ0
°

明瞭な気泡列 、筋が孔の軸 方向に平行 して並 ぶ。

磨泡　　 工　　　　　 や虚

Pb 微弱

Na 有、Mg 明 際、低 A l？、K・＜ Ca 、低 Mn 、C o 有、C u
有、Pb 微弱

3 04 04 ⑫－ 4 1．5 3 ．0 0 ．06 3 ．00 凧　 は独立 したものが夕いが、一一・．部 を為 し fLの軸方向

に並ぶ

Na 不 明 瞭、晦弱、尚 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、C0 有？、

C　ム　 ／

高 A ⅰ？．ソー ダ石 灰 ガ ラ

27 号填　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　 u軋 P b微弱 ス？

3 04 07

30 40 8

－⑳ － 1 57　小玉

小玉

白線 （風化 ）－

白線 （風化 ）

10．5

測定不能

3・0

測定不能

6・2

測定不能

0－27 測定不能

、l　　 ヒ

1／2欠失°小口平坦°風化に よ り白緑色 に変色。孔 を取
り巻 く螺旋状の蝕像。 Pb強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガラス

30 40 9 ◎ －ⅰ0 3 小玉 緑 6．2
7

2・2
ヒ

4・0
0．3 1
0 ⅰ9

定不能
定不能

風化 により崩壊°
半欠 表面白緑色 に風化 内部 は色が残

P b，Fe 弘、Cu 微弱、K，C a不明瞭

／　ム

鉛ガラス

30 4 10

30 4 Ⅱ

⑳ － 16

⑳ － 1

丸玉

小玉

線

白線 （風化 ）

12 ．5

9 8

3．5

2 2

ⅰ3．5

7 4

l・8 8－

0 8 7 預

2．4 6

吋定不能

°－　　　　　　 ～　　 °　 言　　　　　 る。
小 言面平坦 に整形。丸み を帯 び た外観 0明瞭 な巻 き仲

け痕が見 られる。

、1日　 、

P bが極端に強い、C u有 り、K，C a弱

N a，晦 弘、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n 、．Fe 、他無 し

鉛ガフス

－低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 4 12

30 4 13

⑳ － 10 2

⑳ －9 6

小玉

－小玉

白線 （風化 ）

白線 （風化 ）

5．8

5 8

2 ．5

2 3

4 ・7

5 0

0 ．0 7

0 12

ヒ

瞳不能

吋定不能

小 口面平 ＿。不透明 白緑色に風化。
／p　　　　　、

P b強、C u 有、一K，Ca 不明瞭 鉛 ガラス
1／2．ぺ失。不透明 自緑色 に風化 。片側小 口画が 角状 に突

出＝巻 き付けの端部 ？
、日

P b強、C u 有、K，Ca 不明瞭 l鉛 ガラス

304 14 ◎ －1 8

⑳ －1 14

⑳ー 5 4

◎－ 94

小玉

小玉

小玉

小玉

淡青 2．2 ⅰ．2

2 ．5

2 ．2 0 ．0 2－

、疋　 　ヽヒ

2．8 6

不透 拇白緑色に風化。側面に螺旋状の蝕像° Pb 強、C u有、K，C a 不明瞭 ／鉛 ガラス

丸みを帯びた外観。低透明度 、大型気泡が列を為す。

丸

Na 有、M g 不明．瞭、尚 A l？’、K＜C a 、低 Mn 、C u強、Pb

無？
高 A l？ソーダ石灰ガラス

304 15 緑

淡青

白線 （風化 ）

7．5

3 ・4

5 5

5 ．3 0 ・／74 －　4．6 5 み を帯 びた外観。表面 はザ フつ いて透 明感 を失 っ。

巻 き付け痕 有 り。
Pb 弓凱 Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガ ラス

3 04 16

3 04 17

1 ．6

2 2

2 ・0

4 2

0 －03

0 07

3 ．7 5

測定不能

丸みを帯 びた外観。孔の軸方 向に平行な流璃、気泡列。

／p　．

Na 有、M g不 明．瞭、商 A l？、K＜C a、低 Mn 、C u強、P b

無？
高 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 04 18 末図化 小玉 白線 （風化 ） 測定不能 測定不能 測定不能 、l
7 　ヽヒ ⅰ／2人失。月緑色に風化 し失透 。 Pb 弓凱 Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガ ラス

3 04 19

3 04 20

◎ － 98

◎ － 10 1

小玉

小 玉

白線 （風化 ）

白線 （風化 ）

ヒ

6．0

6 0

2・0

2 0

4 ．5

5 0

測定不能

0・13

0 13

測定不能

測定不能

測定不能

風化により崩壊°
不透明 自緑 色に風化。片側小 口が 突出＝巻 き付け端

部 ？
わ

分析不能 ． －ガ ラス

Pb 強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 042 1 ◎ －4 ⅰ 小 玉

－小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

淡青

淡青

淡青

淡青

－淡青

淡青

白線 （風化 ）

－2．8

2 ．4

2 ．3

2 ．．3

1．2 2 ．2 0・03

、 不

2．80

l／2 二八失。白緑色に風化 し失透 ° －P b 弓凱 Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガラス

丸みを帯びた外観°孔の軸方 向に平行 な流璃、気泡列。 N a 有、Mg 不 明瞭、品A l？、K＜ Ca 、低 M n 、Cu 強、P b

無？
高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 42 2 ◎ －2 9 0．9 2．0－ 0．0 21 3・33 丸 みを帯びた外観。低透明度、気泡が少な く流れ不明。 N a 有、Mg 不明 瞭、局A l？、．K＜ Ca 、低 M n、Cu 弓軋 P b
無？ 高A I？ソーダ石灰ガ ラス

30 42 3 ⑰ － 15

⑳ －3 1

1．2 1 8 0 ．0 2 2．50 低透明度、微細 な気泡が孔の軸方向 に並ぶ。

／壁、　 心≠　　　　　　　　　　　　　　　　　　 屋三・

N a 有、Mg 不明 瞭、商 Aⅰ？、K＜ Ca ．、低 M n、Cu 弓臥 Pb

無？
高A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 42 4

3 04 －2 5

1．1 2．0 0 ．0 1 2．ⅰ4 気泡 は 3り誓く独止す るが、一部、微細な気泡が孔 の軸
方向 に並ぶ。

．　 一　　 一一　 ．一　　　　 ．変　－

N a有、Mg 不明 瞭、局 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 強、Pb

無？
高A l？ソーダ石灰ガ ラス

⑳ －l O 2 ．2

2 ．5

測定不能

ⅰ・0

／L 3

測定不能

2・0 0 ．0 1 2 ・7 5 凧　 はγ よく独止す るが、一部、微－細な気泡が孔 の軸

方向に並ぶ。

N a有、Mg 不明 瞭、尚 A l？、K＜ Ca 、低 M rl、C u 軋 Pb
無？． 高A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 04 26

3 04 27

◎～ 1 4

末図化

1．9－

測定不能

0．．－0 2

測定不能

1．8 2

測・定不能

大型気泡が孔の軸方 向に並ぶ。 Na 有、M g不 明 瞭、局 A l？、K＜ Ca 、低 M rl、C u 強、Pb
無？ 高A I？ソーダ石灰ガラス

3 04 29 ⑳－ 9 3 小玉 白線 （風化 ） ヒ
5 6

ヒ・
1 7

ヒ
4 2

ヒ
0 1

ヒ
定不能

風化によ り崩壊。

、日

Pb ．強、c u有、K，c a不 明瞭 鉛ガラス

3 04 30

3 04 3 1

⑳ － 1 38

⑳ ー 9ⅰ

小玉

小玉

緑

白線 （風化 ）

7．5

5 3

2 ．5

ⅰ8

5 ．2

3 5

0 ・7

0 15 、l

じ

4－・93

促不能

不透 滑自緑色 に風化。

丸み を帯 び整 った外観。両小 口面は窪 む。表面は磨 り

ガラス状。孔を取 り巻 く蝕像 。

Pb 強、Ctl有、K，C a不 明瞭 鉛ガラス

Pb 極端に強い、Cu 有、K；C a不明瞭 鉛ガ ラス

30 4 32

30 4 33

⑳ － 78

◎ －Ⅰ5 6

小玉

小玉

緑

白線 （風化 ）

5．0

10 0

1 ．5

3 0

3 ．5－

7 0

0．27

0 4

瀕

瀕！

不能

4・82

臚 不能

白緑色に風化 し、一部崩壊。

一一．　　 ／　　　 Ⅲ　　 ZZ

Pb 強、．Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガ ラス
丸み を帯 び整 った形 状。表面 は磨 りカ フス状を呈す

る°孔の周 りに螺旋状 の蝕像。
1 2 か　　　　　 ・　　　　　 、

Pb 極端 に強 い、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

30 43 4 ◎ － 1 12 小玉 白線 （風化 ） 7 2 2 4 5 0 0 19 瀕
ヒ

け定不能
／大矢。両小ローは平 坦に整形 。不透明 自緑色に風化。 Pb 強、Cu 有、－K，c a不明瞭 鉛ガ ラス

30 43 5
30 43 6

⑳ － l lO

◎ － 12 2
小玉
小玉

縁

線
7
7
2
3

1．6
2 0

5 ．0

5 5

0

0

66．

74

ヒ
4．85
4 18

白色に風化
透明度が高

丸　　 ・

し一部崩壊°小 口は平坦。

く気泡は少ない。孔を取 り巻 く螺旋状の蝕像。

Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭

Pb 弓軋 Cu 有、K，C．a不明僚

鉛ガ ラス

鉛ガ ラス

30 43 7 ⑬ － 14 9 小玉 白線 （風化 ）・ 8 5 3．2 4．8 0 22 測定不能
みを帯びた外観 0風化により白色化。部分的に色が残る。

風化 により白色化。孔 を取 り巻 く蝕像が表出

Pb 強、Cu 有、K，C a不明際

Pb 強 Cu 有 K C 不明瞭
鉛ガ ラス
＼J才一一30 43 8

30 43 9

⑳ － 5 ．

⑳ －1 0

小玉
小玉

白縁 （風化 ）

白線 （風化 ）
10
10

5
5

2．4

3 2

7．7

7 0

0

1

56－

2 5

定不能

定　 ヒ

°半 欠。不透明白緑色 に風化。

、．目

、　　 、，a　　　 、
P b弓軋 Cu 有、K，－Ca 不明瞭

鉛カ フス

鉛ガ ラス
304 4 0 ⑳ － 6 小玉 白線 （風化 ） 10 6 2 8 6 8－ ⅰ0 7

不能 不透 拇白緑色に風化。小 口面平坦 0

、日　　　　　　　　　　　　　　　　 ′

P b強、Cu 有、K．Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

304 4 ⅰ

304 42

⑳ －Ⅰ2

⑳ － 2
小玉
小玉

白線 （風化 ）
白線 （風化 ）

ⅰ1

10

3

5
3 －．0
3 0

7．3

7 5 －

1

0

5 6

4 3

－不能
定不健 一一

定不能 ／

不透 滑白．緑色に風化。小 口面平坦。
不透明 白緑色に風化 。小 口面平坦。

2 3か　　 、日

P b弓軋 Cu 有、K，Ca 不明瞭

P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭　ム

鉛ガラス

鉛ガラス
1 ヒ　r 久 一。、　　　　　 に　　 。 弘、 u 、　 a ・目　 、 、沿 ．ラス

3 04 44

3 04 45

⑳－ 18

⑳－ 9

⑬ －ⅰ2 8

算盤玉 －

小玉

小玉 －

緑

綬

日．2

．10 ・8

7 5－－

3．5

4 ．0

2 3

1 0．5

7．5

5 0

2 ．0 7

2 ．4 2 －

0 7 2

2．6 5

不能

不能

敷　　 ．　、　　　　　　　 l′　　　　　　　　　　　　 オー
l 日

石（水晶）
正 つた形状で小言は平坦。表面 は磨 りカフス状を呈す

る。孔の周 りに円形の蝕像有 り。
丸　　　　　　　　　　　　 ㌣畠「ノ左、

P b弓臥 C u 有、K，Ca 不明一瞭 鉛ガラス

3 04 46

3 044 7

◎ － 14 3

◎ － 14 4

小玉

小玉

緑

緑

8．

8－

0

0

2 ．5

2 8 ：

5 ．2 －

5 喜

0 ．7 1 －

0 9

ヽ

4 ．9 3

4 9

みを帯びた外観。透明度が 高 く気泡は少ない。

　ヽ　　　　　　。．一一一．～・　磨、

P b弘、C u 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガラス
丸み を帯 びた外観。透明度 が尚 く凧泡 は少ない。螺旋

状の蝕像。

′ヽ

P b弘、C u 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガラス

3 044 8

30 44 9－

⑰ － 14 6

◎ － 12 鋸

小玉

小玉　－

緑

緑

8．0

7 6 －

2 ．7

2 2

6 ．0

5 0

0ニ・93

0 48

．5

4 ．74

測定不能

整った形状で小 口は平坦°全体に螺旋状の蝕像 有 り。

、衆　　　　　　 や・－　　　　・

P b強、C u有、K，Ca 不明 瞭 鉛ガラス
丸みを帯びた整った形状。浴 けたカフスが糸状 になっ

て表面に貼 り付 く。

ノ、

P b強、C u有、K，C a 不明瞭 鉛ガラス

30 45 0

30 45 ⅰ

⑰ － 13 0

◎ － 14 1

小玉

小玉

緑

緑

8．0

7 4

2 ．5

2 5

5 ・2

4 8

0 ・67

0 65

、 不能

測定不能

4 1

丸みを帯 びた整 った形状°自緑 色に風化 。

九　　 蘭・や　放

Pb 強、C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス
み を帯 びた正つた形状。白緑色 に風化。側面に螺旋

状の蝕像。，

　ヽ　　　　　　や一一⊥・．　／と言、

Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛 ガラス

．4 丸みを帯 び整 った形状。透明度 が向 く気泡は少 ない。 Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛 ガラス

表－2－⑩　石ケ元古墳群出土の玉類

－257－



遺物 N o F ig －N o ．器 種 色 調
径 l 孔 径 l 厚 さ 重量 比 重

観 察所 見 分 析所 見 材 質
（m m ） （g） （g／㎡）

30 45 2 ⑳ － 136 小玉 緑 7．3 2．0 5 ．5 0・77 4 ．78
丸みを帯びた整った形状。部分的な風化に より螺旋状

の蝕像が顕在化。
Pb 弘、Cu 有、K，C a不明瞭 － 鉛 ガラス

304 5 3 ⑳ － 131 小玉 緑 8・3 3．0 5 ．8 0・55 測定不能 1／2欠失。丸み を帯 びた整 った形状°側面を中心に螺旋
状の蝕像 。 Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛 ガラス

30 45 4 ◎ － 118 小玉 緑 7・0 2 ・5 5 ．5 0・70 4 ．86
丸みを帯びた整った形状。部分的な風化に より螺旋状

の蝕像が顕在化 。
Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛 ガラス

30 45 5 ⑬ 一 132 小玉 緑 8．0 2・7 5 ・6 0．43 測定不能
1／2欠失。丸 みを帯 びた整 った形状。側面を中心に螺旋

状の蝕像 °
Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛 ガラス

30 45 6 ⑳ト 12 1 小玉 緑 7・3 1 ．2 5 ．3 0．73 4 ．48 丸みを帯 びた整 った形状。大部分風化 により失透。 Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛 ガラス

30 45 7 ⑳ト 145 小玉 線 7．8 2 ．5 4 ．8 0．56 瀕定不能 丸みを帯 びた整 った形状。大部分風化 により失透。 Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 45 8 ⑳ － 127 小玉 白線 （風化 ） 7．5 2 ・2 6 ・0 0．33 瀕定不能
丸みを帯びた整った形状。孔の大 きさが両端で大 きく
異な る。白緑色に風化。 Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 45 9 ⑳ －2 8 小玉 測定不能 測定不能 測定不能 0．10 測定不能 土

30 46 0 ⑳ － 19 連玉 7．0 2 ．2 10 ．2 0．50 沸定不能 土

30 46 1 ⑩ ～2 7 小玉 7・0 2 ．0 5 ．0 0．22 瀕定不能 土

30 46 2 ⑳ ～ 11 小玉 白線 （風化 ） 10．8 3 ．0 7 ．8 1 ．10 瀕定不能 小口面が平坦で整った形状°自緑色 に風化。 Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 4－6 3 ◎ト 117 小玉 緑 7．2 2 ・0 5 ．4 0 ．74 淵定不能
丸みを帯びた整った形状。部分的 な風化 により螺旋状

の蝕像が顕在化°
Pb 強、C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 46 4 ⑳ト 134 小玉 緑 8・2 2 ・0 5 ．5 0．80 4 ・7 1
丸みを帯びた整った形状。部分的 な風化 により螺旋状

の蝕像が顕在化 。
Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 46 5 ⑳ － 139 小玉 緑 7．5 2 ．2 5 ・0 0 ．8 1 4 ．9 1 丸みを帯び整った形状。透明度が高 く気泡 は少ない。 Pb 強、C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 46 6 ⑳ト ⅰ33 小玉 線 8・2 2 ．2 5 ・8 0 ．59 測定不能
1／2欠失。丸 みを帯 び整った形状。側面 を中心 に螺旋状

の蝕像有 り。
Pb 強、C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス －

30 46 7 ⑬ 一日9 小玉 線 7．0 2 ．2 4 ．8 0 ．56 4 ．6 7
丸み を帯びた整 った形状。部分的 な風化 により螺旋状

の蝕像が顕在化 。
Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 46 8 ⑳ － 8 丸玉 白線 （風化 ） 10．7 3 ．5 8 ．0 1 ．47 瀕瞳不能 小口面が平坦で整った形状°白緑色 に風化° Pb 弓臥 C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 46 9 ⑳ ～2 0 管玉 黒 6・0 1 ．8 8 ．5 0 ・6 ⅰ 1．9 6 まった く光を通さない。全体に歪む。 Na 不明瞭、K＞C a 、Fe 強、C u有、Pb ？ ガラス？（カ リガラス？）
30 4 70 ⑳ － 15 小玉 白線 （風化 ） 12 ・2 2 ．2 7 ．5 1 ．79 瀕定不能 小口面が平坦で丸みを帯び整った形状°白緑色 に風化。 Pb 強、C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 4 71 ⑩ － 4 丸玉 白線 （風化 ） 10 ．3 4 ．0 8 ．0 0 ．98 潤定不能 1／2欠失°表面は白色に風化 しているが内部には色が残る。 Pb 強、C u有、K，C a 不明瞭 鉛ガラス

30 47 2 ⑳ － 7 小玉 白線 （風化 ） 10．7 2 ．7 7 ．8 0 ・86 瀕定不能 1／2欠失0表面は白色に風化 しているが内部には色が残る。 Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 47 3 ⑳ －4 2 小玉 淡青 3・0 2 ．0 3 ．2 0 ．03 2 ．17
管ガ ラスの形状を残す。孔 の軸方向 に平行 な筋が側面
全体に入る。

Na 無、K＞ Ca 、Cu 強、P b有 カ リガラス

30 4 74 ◎ － 126 小玉 緑 7．5 2 ．5 6 ．2 0 ．8 1 4 ．7 1
丸み を帯びた整 った形状。部分的 な風化 により螺旋状

の蝕像が顕在化。
Pb 強、C u有、K，C a 不明瞭 鉛ガラス

30 4 75 ⑳ －5 6 小玉 淡青 4．0 1 ・6 2 ．2 0 ．04 2 ．7 5 高透明度、気泡多、独立 したものが多いが一部列を為す。 Na 無、K＞ Ca 、Cu 強、P b有 カ リガラス

30 47 6 ⑳ ～ 129 小玉 線 7・6 2 ・2 5 ．0 0 ・70 4 ．4 3 丸みを帯びた整った形状。風化部 と残存部が斑になる。 Pb 強、C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

30 4 77 ⑬ － 123 小玉 線 7．2 2 ・8 5 ．3 0 ・63 測定不能 丸みを帯びた整った形状。風化部 と残存部が斑 になる。 Pb 強、C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

3 04 78 ⑳ － 14 丸玉 白線 （風化 ） 11 ．5 3 ・5 7 ．6 0 ・38 湖定不能
1／2欠失。小 口面 が平坦 で丸みを帯 び整った形状。白緑

色に風化。
Pb 強、C u有、K，C a 不明瞭 鉛ガラス

3 04 79 未図化 小玉 白線 （風化 ） 5．2 1．8 4 ・3 0 ．10 定不能 ⅰ／2欠失。丸みを帯 び整 った形状。自緑色 に風化。 Pb 強、C u有、K，Ca 不明瞭 鉛ガラス

30 48 0 ⑬ －7 6 小玉 白線 （風化 ） 5・2 0 ．9 4 ．7 0 ．20 預定不能 丸みを帯びた整った形状 を呈す る。白緑色 に風化° Pb が極端に強い、Fe 、C a も明瞭、Cu は不明瞭 鉛ガラス

3 04 81 ⑬ －7 3 小玉 白線 （風化 ） 5・0 1 ．5 4 ．0 0 ．15 瀕定不能 丸みを帯びた整った形 状を呈す る。白緑色 に風化° Pb 弘、C u有、K，C a不明瞭 鉛ガラス

3 04 82 ⑬ － 10 7 小玉 白線 （風化 ） 7・0 2 ．5 － 5 ．5 0 ．58 潤定不能
丸み を帯 びた整 っ’た形状 を呈す る。自緑色 に風化。螺

旋状の蝕像。
Pb 強、C u有、K，C a 不明瞭 鉛ガラス

3 04 83 ⑬ － 124 小玉 緑 7・5 2 ．3 4 ・9 0 ．7 5 4 ．6 9
透明度が 高 く、丸み を帯 びた整 った形状。螺旋状の蝕
像有 り。 Pb 弘、C u有、K，Ca 不明瞭 鉛ガラス

3 04 84 ◎ － 109 小玉 緑 6．8 2 ．2 5 ．0 P ．63 4 ．9 6
透明度が高 く、丸み を帯 びた整 った形状。螺旋状の蝕
像有 り。 Pb 強、C u有、K，C a 不明瞭 鉛ガラス

3 04 85 ⑳ ～ 11 3 小玉 緑 7．2 2 ．1 5 ．8 0 ．6 9 4 ．9 6
透明度が 高 く、丸み を帯 びた整 った形 状。螺旋状の蝕

像有 り。
Pb 弘、C u有、K，Ca 不明瞭 鉛ガラス

3 04 86 ⑳ － 12 5 小玉 緑 7・2 2 ・5 5 ・4 0 ．7 9 4 ・8 5
透明度が 高 く、丸み を帯 びた整 った形状。螺旋状の蝕

像有 り。
Pb 強、C u有 、K，Ca 不明瞭 鉛ガラス

3 04 87 ⑳ － 24 小玉 6．2 1．5 6 ．0 0 ．14 瀕定不能 土

3 04 88 ◎ － 65 小玉 青紺 4．8 ⅰ．5 3 ．5 0 ・11 2 －2 0

両小 口で 状態が異な る。片側は丸み を帯 び、もう出一一・方

は角 が立つ。孔 の軸 方向に平行な気泡筋、引 き延ば さ
れた気泡有 り°

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 04 89 ⑳ － 23 小玉 6．2 1．2 6 ．3 0 ・2 7 2 ・0 ⅰ 土
3 04 90 ◎ ～ 10 0 小玉 白線 （風化 ） 5・8 2 ．2 4 ．5 0 ・1 1 狽定不能 白緑色を呈す。風化が著 しい。 Pb 強、C u有、K，一C a 不明瞭 鉛ガラス

3 04 9 ⅰ⑳ － 64 小玉 青紺 4・7 1・2 3 ．2 0・1 2 ．17
両小 口で 状態が異な る。片側は丸み を帯 び、もう一方

は凸凹。気泡列、筋°

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 04 92 ⑳ － 92 小玉 青紺 5．7 l・3 4 ．5 0 ．16 2 ・4 2
両小 口で状態が異な る。片側は丸み を帯 び、もう．一一一方

は平坦。気泡列、筋有 り。

N a 有、M g明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 04 93 ⑳ ～ 66 小玉 青紺 5．2 1．4 2 ・8 0 ・12 2 ．4 5
両小 口で 状態が異な る。片側は丸み を帯 び、もう一一方

は平坦。気泡列、筋有 り。

Na 有、Mg 明 瞭、低 A I？、K＜ C a、低 M n、C0 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 04 94 ◎－ 90 小玉 青紺 6．0 1．8 3 ．3 0 ．13 2 ．5 5
両小 言で 状態が異な る°片側は丸み を帯 び、もう．．1．－一方

は凸凹。気泡筋有 り。

Na 有、M g明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 04 95 ◎－ 74 小玉 青紺 5．6 1．6 3 ・4 0 ．15 2・8 3
両小 口で状態が異な る。片側は丸み を帯 び、もう．．．．一方

は凸凹。気泡筋有 り。

N a 有、M g 明瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソー ダ石灰ガラス

3 04 96 ⑳ － 83 小玉 青紺 5．2 1．6 3 ．8 0 ．ⅰ5 3 ．19
両小 口で 状態が異な る。片側は丸み を帯 び、もう一．．一方

は平坦°微細 な気泡列。

Na 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ C a、低 M n、Co 有、C u ，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 04 97 ◎－ 87 小玉 青紺 5・5 1．8 3 ．3 0 ．15 3 ．2 6
小 口片側 は丸みを帯 び、もう一一方 は平坦 で、表面が ザ

ラつ く。気泡筋有 り。

N a 有、M g明 瞭、低 A l？、K＜ C a 、低 M n、C0 有、Cu ，

Pb 有
低 A l？ソー ダ石灰ガラス

3 04 98 ⑳－ 32 小玉 8．0 2 ．0 5 ・0 0 ．0 5 瀕定不能 土

3 04 99 ⑳ － 26 小玉 6・2 1．2 5 ．2 0 ．19 測定不能 土

3 05 00 ⑳ － 14 8 小玉 白線 （風化 ） 8．2 2 ．8 5 ．0 0 ．18 7 定不能
1／2欠失°小口面 が平坦 で丸みを帯び整った形状。白緑

色 に風化°
Pb 強、C u有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 0 1 ⑳－ 3 小玉 白線 （風化 ） 10 ．0 3 ・0 6 ．7 0 ．5 4 定不能 小 日面に平坦部を持つ整った形状。淡黄褐色に風化。 Pb 強、C u有 、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 02 ⑳ －10 5 小玉 白線 （風化 ） 6．5 1．7 3 ・8 0 ．2 6 7 定不能 丸 みを帯び整 った形状を呈す る。小口面平坦。白緑 色

に風化。
Pb 強、C u有 、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 03 ⑳～ 13 丸玉 白線 （風化 ） 11 ．0 3 ．5 7 ・5 0 ．7 4 7 定不能 小 言面に平坦部を持つ整った形状。白緑色に風化。 Pb 強、C u有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 04 ⑳ －33 勾玉 19 ．1 1．5 6 ．8 2 ．0 1 2．66 石（水晶 ）

3 05 05 ⑳ －17
丸　玉

（重層）
金 12 ．0 3 ．0 1 2．0 2 ．4 5 測定不能

内層、外層共 に黄褐色透明で多数 の気泡筋の あるガラ

スを用いてい る。

N a有、M g 明瞭、低A l？、K ＜C a、低 Mn 、F e、C u 若干

有？、Au を検出
低 A l？．ソー ダ石灰ガラス

305 06 ⑳ －ⅰ0 8 小玉 白線 （風化 ） 6．6 1・8 4 ．8 0 ．2 5 測定不能 丸み を帯びた外観。自緑色 に風化° P b強、C u 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 07 ⑳ －10 6 小玉 白線 （風化 ） 6．5 1．7 ／5 ．0 0 ．4 4 測定不能 淡黄褐色に激 しく風化。 P b弓軋 C u有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 08 ⑳ －55 小玉 淡青 4・0 1・5 3 ・0 0 ．0 5 2・3 8
丸み を帯 びた整 った形状 を呈す る。孔の軸 方向に平行

に大型気泡が明瞭な列を為す。
N a，M g不明瞭、高A l？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 強、Pb 無

高 A l？ソ 「 ダ石 灰 ガ ラ

ス？

305 09 ⑳ ～ⅰ5 2 丸玉 白線 （風化 ） 9．5 2 ．0 6．2 0 ．4 6 瀬臚不能 小 口面 に平坦部を持つ整った形状。淡黄褐色に風化。 P b強、C u 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

30 5ⅰ0 ◎ －97 小玉 暗青緑 5．8 1．8 3．3 0 ．ⅰ7 3．21
両小 言で状態が異 なる。片側は丸み を帯び、もう一 方

は平坦で、表面 がザラつ く。

N a有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C0 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

305 1 1 ⑳ －62 小玉 暗青緑 4．6 ⅰ．3 3 ．0 0．1 2．5 6
小 口片側 は丸みを帯 び、もう一方 は平 坦で、表面が ザ

ラつ く。孔の軸方 向に平行な微細気泡列、流璃有 り°

N a有、Mg 明瞭 、低 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C0 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス －

305 12 ⑳ －88 小玉 暗青緑 5．2 1．7 3．8 0 ．12 2．4 0
小 口片側 は丸みを帯 び、もう一方 は平 坦で、表面が ザ

ラつ く。

N a有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜C a 、低 Mn 、Co 有？、cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

305 13 ◎ －77 小玉 暗青緑 －　5．2 1・5 4．0 0 ．17 3．09
小 口片側 は丸み を帯 び、もう一方 は平坦で、表面が ザ

ラつ く。

N a有、Mg 明 瞭、低 A I？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

305 14 ⑬ －63 小玉 暗青緑 4．0 l・3 4 ．0 0 ．10 3．0 3
小 言片側 は丸み を帯 び、もう一方 は平 坦で、表面が ザ

ラつ く。

N a有、Mg 明瞭 、低 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、Co 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 51 5 ◎ －89 小玉 暗青緑 5．6 1．2 3．0 0 ．14 2．64
小 口片側 は丸み を帯 び、もう一方 は平坦で、表面が ザ

ラつ く。

N a有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、C0 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 516 ⑳ －25 小玉 6・0 1－3 5．2 0 ．17 瀕臚不能 土

30 517 ◎ －72 小玉 暗青緑 5．0 1－／・．5 2．8 0 ・11 3．33
小 口片側 は丸み を帯 び、もう一方 は平坦で、表面が ザ

ラつ く。

N a有、Mg 明瞭 、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 518 ⑳ ÷2ⅰ 小玉 5．6 l・0 5．0 0 ．2 0 沸l定不能 土

30 5 19 ⑳ －7 5 小玉 暗青緑 5．0 1．2 3．0 0 ．14 2・69
小 口片側 は丸み を帯 び、もう一方 は平坦で、表面が ザ

ラつ く。

N a有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

30 520 ◎ －60 小玉 疇青緑 4．3 1．3 3．2 0 ．12 2．4 5
小 言片側 は丸み を帯 び、もう一方 は平坦で、表面が ザ

ラつ く。

N a有、Mg 明瞭 、低 A l？、K＜ Ca 、低伽、Co 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガラス

30 52 1 ◎ －84 小玉 暗青線 5・3 1．2 3．5 0 ．16 2．91
両小 口で状態が異 なる0片側は丸 みを帯び、もう一方

は凸凹。

N a有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有？、Cu ，

P b有
低 A ⅰ？ソ ーダ石灰ガラス

30 52 2 ◎ －6 8 小玉 暗青緑 5・3 1．3 3．1 0 ．12 2．73
両小 口で状態が異 なる。片側は丸 みを帯び、もう一方

は凸凹。気泡筋有 り。

N a有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、00 有？、Cu ，

P b有
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

30 523 未図化 小玉 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 測定不能 土

表－2－⑪　石ケ元古墳群出土の玉類
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遺物 N O

30 52

F ig ．N o

4 未図化

．器 種

小玉

色 調
径 l 孔 径　 －　厚 さ 重 量 比 重

観 察所 見 分 析所 見 材 質（m m ）

測定不能　 測定不能 ’l　 ヒ

（g）

ヒ

3g ／c㎡）

ヒ

3 05 2

3 05 2

5 ⑳－ 8 5

6 ⑳ － ⅰ4 2

小玉

小玉

育紺

－　白線 （風化 ）

5．

7

巳

2　　　 1．

8　　　 ⅰ

測定不能

7　　　 3・

8　　　 4

測定不能

5　　　 0．ⅰ

8　　　 0 2

測定不能

4　　　 3．0

5　測定不能

小口片潤 や
土

椙 票 讐 諺 ㌫ び・も っ‾方は平坦で・表面がザ Na 有、M g明 瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、Co 有？、Cu ，

Pb 有
低 A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

ヒ に　　　　　 。 、u 、　 a ・日 、 ＼．ラス
5

3 05 2

7 ⑳ － 3 1

8 ◎ － 7 1

小玉

小玉 暗青線

畜紺

青紺

虫

7．

5．

0　　　 2．

2　　　 ⅰ・3

0　　　 7・

3．

5　　　 0．ⅰ2

2　　　 0．12

2 ．8

2．67

6
小口片側は丸み を帯 び、もう一方は平坦で、表面がザ

ラつ く。側面に変形（何かに溶着 した跡）有 り。

や、能 ．呈

，

や

口
土

N a 有、M g明 瞭、低 A l？、Kく Ca 、低肋、00 有？、Cu ，

P b 有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 05 29 ⑬ － 5 9

0 ⑤ － 6 7

⑳ － 5 8

⑳ － 57

⑳ － 6 1

⑳ －4 3

◎一一6 9

⑳－ 2 9

小玉 4．0 ⅰ．2 3 ・8 0・ⅰ2 2．73 両小 口で状／色、が／、なる。片側 は丸みを帯び、もっ一方

は平坦で、表面がザラつ く。気泡列有 り。

両　　　 い　能 ・里

N a 有、Mg 明 瞭、低 Aⅰ？、K＜ Ca 、低 Mn 、C o 有？、C u ，

P b有
低A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 05 3 小玉 4．8 ⅰ．3 2．8 0．日 3・24 小 言で状／Ⅲ、がハ なる。片側 は丸 みを帯び、もう一方

は平坦。
両 出口で状腰強堰け

N a 有、Mg 明 瞭、低 A l？、K＜C a 、低 Mrl、C o 有？、C u ，

P b有
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 053 ⅰ 小玉 暗日録

≡蔓三

4．0 1．3 3．0 0 ．0 8 2．35 ′、口で状態が／、よる°片側 は丸 みを帯び、もう一 方

は平坦。
J　　 l

N a 有、喝 明瞭 、低 A l？、K＜C a、低 Mrl、C o 有？、C u，

P b有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 53 2 小玉 暗目線

暗青緑

青紺

三重三こ

4．2 1．2 2・8 0．1 2．70 ′、口片側 は丸みを帯 び、も う「方 は平坦で、表面が ザ

ラつ く。

．　　 …　．　 ／　　 一己

N a有、M g 明瞭、低 A l？、K＜C a、低 Mn 、C o有？、C u，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 53 3 小玉 4．5

3 ．1

5 ．0

3 ．0

1．5 2．5 0・ⅰ 2．6 3 ′、言片側 は丸みを帯び、も つ一方 は平坦 で、表面が ザ

ラつ く°
小言に、′泊　　　　　 」・

Na 有、晦 明瞭、低A l？、K＜ C a、低M n 、C o有？、C u，

Pb 有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 53 4 小玉 1．0 ⅰ．8 0 ．0 3 1．8 8 ′、言に平 ＿部 を持つ微少玉°丸み を帯 びた外観。孔 の
軸方向に平行な気泡列有 り°

J　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 h ．

N a 有、M g 見 え な い、低 A l？、K＜ C a 、低 Mn 、c 0

有？、Cu 強、P b有
低 A l？ソーダ石灰ガラス

30 53 5 小玉 暗 日録

三重ま

1・7 3 ・2 0 ．14 2 ．8 6 ′、口片側 は丸 みを帯び、も う一方 は平坦 で、表面がザ

ラつ く°

小言に 、′滑翔橘瑞軒引粉心

Na 有、晦 明瞭、低 A l ？、K＜ C a、低 M n 、C0 有？、Cu ，
Pb 有 低 A l？．ソーダ石灰 ガラス

30 53 6 小玉 目紺 0．8 1．8 0 ．03 2 ．50 ′、言に平 ＿部 を持 つ微少玉。丸みを帯 びた外観。孔の
軸方向に平行尤窃泡列有 り

Na 有、M g 見 え な い、低 A l？、堆く C a 、低 M n 、C o
低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

カ リガラス
3 0 537 ◎－ 5 3 小玉 青紺

青紺

淡青

淡青　 一

淡青

淡青

淡青

淡青

淡青

淡青

淡青

淡青

淡青

淡青

淡 青

淡青

淡青

、　当量

3．7

3 ．0

1．6 2 ．1 0 ．04 2 ．67

～　　 丁諾ヌ1　　　　　 °

気泡は少ないが、孔の軸 方向に平行 な流璃有 り。

小言に、′出　　　　 調川かf ／実、

有？、Cu弓乱 Pb 有

Na 無、K＞ Ca 、CO 有 ．り、高 Mn 、C u 若干 ピー ク有
り？

3 05 38 ◎－ 3 8 小玉 1．2 ⅰ・4 0・02 2 ．50 ′、言に平 ＿部を持 つ微 少玉。丸泡は少な く流れが見え

ない。－

N a 有、M g 見 え な い、低 A l ？、K ＜ C a、低 M n 、C o
有？、C u弘、Pb 有 低 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 05 39 ◎ － 2 3 小玉 2．5 0 ．8 2 ．1 0．03 2．73 高透 明度。孔の軸方向に平行 な気泡列° N a 不明 瞭、Mg 有、Aⅰ局 低？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 有、

P b見 えない
高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 05 40 ⑬ － 3 5

⑳ － 4 5

◎ －3 3

◎一一 l l

◎ －3 6

◎－ 5 2

◎－ 2 2

◎ － 2 0

◎ － 2

⑳ － 3

小玉 2．8

3・5

1．2 ⅰ・5 0 ．0 2 2．50 高透明度。孔の軸方 向に平行 な気泡列。 N a，Mg 不明 瞭、A l向 低？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 有、Pb

見 えない
高A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 5 4 1 小玉 1．2 1．2 0 ．0 2 2．0 0 透明度は高 いが気泡が多すぎて流れが見えない。

1 2 万。聖二1才、目　　　　　 や

N a 有、Mg 不 明瞭、尚 A l？、Kく Ca 、低 M n、C u 弘、Pb

微弱
高A l？ソーダ石灰ガラス

30 54 2 小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小 玉

小土

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

2．8 1．2 1．7 0 ．0 2 測定不能 ／失失°局透 拇度°流璃が孔 を取 り巻 くよりに見 える

＝巻 き技法 ？
1 2＜1 、日　　　 音　 別 ・　　　　　　　　　 戸

N a有、Mg 不明 瞭、尚 A I？、K＜ Ca 、低 Mn 、c u 有、Pb
見 えない 高A l？ソーダ石灰ガラス

30 54 3 2 ・5 1・0 2．5 0 ．0 2 測定不能 ／大矢。透 拇度 の同い微 少玉。孔の軸方向 に平行 な気
泡列°

N a有、M g 不明 瞭、尚 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C u有、Pb

見えない
高A l？ソーダ石灰ガラス

30 54 4 2 ．8

3 ．5

1・2 1．3 0 ．02 2 ．5 0 低透明度°孔の軸方向に平行な流璃が多数。 N a有、M g不 明 瞭、尚 Aⅰ？、K＜C a、低 Mn 、C u有、Pb

見えない
高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 54 5 1．5 1．7 0 ・03 2 ・3 ⅰ低透明度。孔の軸方向に平 行な流璃が多数。 Na 有、M g不 明瞭、局 A l？、K＜C a、低M n 、Cu 有、Pb
見えない 高 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 0 54 6 2．5 1・1 1・5 0 ．02 2・5 高透明度。孔の軸方向に平行 な気泡列。 Na 有、M g不 明瞭、尚 A l？、K＜C a、低M n 、Cu 有、P b
見えない 高 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 05 47 2．3 1 ・2 ⅰ・4 0．02 3 ．33 孔の軸 方向に平行な流璃、気 泡列多数。 Na 明 瞭、Mg 有、商 A l？、Kく Ca 、低 M n、Cu 有、P b見

えない
高 A ⅰ？ソーダ石灰ガ ラス

3 05 48 ⅰ．8

－2．3

0．7 2 ．ⅰ 0・01 ⅰ・67 管ガラスの形状を残す微少玉。

氏、日　　 嶺虻m l 小者豆 p痕．　　　　　　 ／一

Na 明瞭、晦不 明瞭、尚A l？、K＜ C a、低 M n 、Cu 有、

Pb 見えない
高 A ⅰ？ソー ダ石灰ガ ラス

3 05 49 0．9 2 ．0 0．0 2 2．00 侶透 滑度。1・苅泡は少ないが孔の軸方向 と平汀に引 き延

ばされ たり並ぶ もの有 り。

N a 明瞭、晦不 明瞭、高A l？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 有、
P b見 えない 高A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 5 50 ⑳ 一 13 2・3 0．9 ⅰ．8 －　0．0 2 2．50 丸みを帯 びた外観。透明度が低 く気泡の流れ不明。 N a 明瞭、M g不 明瞭、高A l ？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 有、

P b見 えない
高A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 55 1 ⑳ － 12 2．3 1・0 2．1

2．0

0 ・0 2 1・8 2 孔 の軸方向に平行な気泡列有 り。 N a 明瞭、M g不 明瞭、尚A l？、K＜ Ca 、低 M n、C u 有、

P b見え ない
高A l？ソーダ石灰ガラス

30 55 2 ◎ － 9 2 ．2 1・0 0 ・0 2 3．3 3 孔の軸方向に平行な気泡列有 り。 N a明 瞭、Mg 不 明瞭、尚A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C u有 、
P b見えない 高A l？ソーダ石灰ガラス

30 55 3 ⑳ － 19 2 ・4 1．2 1．6 0 ．0 2 2 ．0 0 透明度が低 く気泡も少 ないため流 れ不明。 N a明瞭 、Mg 不 明瞭、晶 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C u有、

Pb 見えない
高 A l？ソーダ石灰ガラス

30 554 ◎ －1 7 淡 胃

淡青

淡青

淡青

淡青

淡青

淡青

　ヽ／

2．4

2 ．5

2・5

3．3

2．4

1．1 2 ．0 0 ．0 2 2 ．ll 透明度が低 く気泡 も少 ないた め流れ不明。 Na 明瞭 、Mg 不明 瞭、晶 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C tl有、

Pb 見えない
高 A l？ソーダ石灰ガラス ．

3 0 555 ◎－ 2 4 1・2 1．5

－　2．2

0 ．02 2 ．2 2 透明度が低 く丸泡も少ないが、孔 の軸方 向に平汀 な気
泡筋有 り。

Na 明瞭、Mg 不明 瞭、高 A l？、K＜C a、低肋、C u有、

Pb 見えない
高 A l？ソーダ石 灰ガラス

3 05 56 ⑳－ 2 1 1．2

ⅰ．5

0 ・02 ⅰ・6 7 透明度が低 く気泡 も少ないた め流れ不明°

透目　　　　　 顔 O　 J・　　 や．　　　　　　 ／一

Na 明瞭、M g 不明 瞭、尚 A l？、K＜C a、低 Mn 、Cu 有、
Pb 見えない

高 A l？ソーダ石灰 ガラス

3 05 57 ◎－4 4 1．6 0．02 3 ・33 拇度が低 く苅泡 も少ないが 孔の軸方向に平打に並

ぶもの有 り。

Na 明瞭、M g 不明際 、高 Aⅰ？、K＜ C a、低M n 、Cu 有、

Pb 見えない
高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 05 58 ◎ －2 7 1．3 1 ．8 0．02 2 ．50 透明度が低 く丸泡 も少ないが孔 の軸 方向に平打に並

ぶもの有 り°－
透 日度　 …　　 慶一　 J・　　　　　　　　　 ／一

N a 明瞭、M g 不明瞭、高 A l？、K＜ C a、低M n 、Cu 有、

Pb見 えない
高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 5 59 ⑳ － 8 2．2

3 ・3

1．0

1．3

1．7 0．0 ⅰ 1．7 1 滑　 が低 く丸泡 も少 ないが孔 の軸 方向に平打に並

ぶもの有 り。
透日　 一 座、　 右　　 や　　　　　 ナ ／一

N a 有、Mg 不 明瞭、尚A l ？、Kく Ca 、低 M n、Cu 有、P b

見えない
高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 56 0 ◎ －4 8 1・9

2－・0

0 ・0 2 －2．50 滑度局。苅泡はγないが孔の軸方向に平行に並ぶ も

の有 り°

Ⅳa，M g不 明瞭、尚A l？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 有一P b見
えない 高 A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 56 1 ／◎ － 5 淡青

淡育

　ヽ／

2．0 1．0 0 ．0 2 2・5 0 孔の軸方向 に平行に並ぶ明瞭 な気泡列° N a明 瞭、M g不 明瞭、尚A l？、Kく Ca 、低 Mn 、Cu 有、

P b見 えない
高A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 56 2 ⑬ －1 6 2 ・2

2 ．0

2 ．5

2．5

2．5

2．5

0 ・8 1・5 0 ．0 1 2・0 0 透明度が低 く気泡も規則睦が 無い＝流 れ不明°

．1　∠一一　一　　／　　　　　 磨、

N a明 瞭、M g不 明瞭、尚A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C u 有、

P b見 えない．
高A l？ソーダ石灰ガ ラス

30 56 3 ⑰－ 4 淡青

、　虫

0・8 1．5 0 ．0 ⅰ 2．5 孔の軸方 向に平打に極微細 な凧泡や糸状介在物 が並

ぶ。

N a明 瞭、Mg 不 明瞭、高 A l？、K＜ Ca 、低 Mn 、C u 有、
P b見 えない 高A l？ソーダ石灰ガ ラス

3 05 64 ⑰－ 6 淡 閂

　ヽ′

ⅰ．0

ⅰ．3

1 ．5

2 ・0 0 ．02 2．5 透明度が低 く気泡 も少 ないた め流れ不明。 N a明 臥 M g有、尚 A l？、K＜C a 、低 Mn 、C u有、Pb 見

えない
高A l？ソーダ石灰ガラス

3 05 65

3 05 66

⑳－ 28 淡青 2．0

2 ．0

0 ．02 1．82 透明度は高いが気泡 は散在 し規則性が ない° Na 明 瞭、Mg 不明 瞭、尚 A l？、K＜c a、低 Mn 、C u 有、

Pb 見えない
高 A l？ソ一．ダ石灰ガラス

⑳ － 25 淡青

　ヽ′

0．03 2 ．73 孔の軸方向に平行 に－並ぶ気泡列、筋有 り° Na 明 瞭、晦 不明 瞭、局 A l？、K＜C a、低 Mn 、C u有、
Pb 見えない 高 A ⅰ？ソーダ石灰 ガラス

30 5 67 ⑳ － 32 淡青 ⅰ．0 2 ．0 0．03 2 ．3 1 孔の軸方 向に平行 に並ぶ気泡列、筋多数 有り。

通日　 ．　 缶～　　 心　　　　　　　　　　 ／一

Na 明瞭、晦 不明 瞭、高 A l？、K＜C a、低 Mn 、Cu 有、

Pb 見えない
高 A ⅰ？ソーダ石灰 ガラス

30 5 68 ⑳ － 1 淡青

、／／童

2．0

2・5

0．8

ⅰ．5

1．0

1 ・5 0．01 1．86 拇度 が低 く気泡も少 ないが孔 の軸 方向に平汀に介
在物が並ぶ。

熔ガ －　　　　　　　　　　　　　　 ・　 ∠一

Na 明瞭、振g不明 瞭、高 A l？、K＜C a、低 Mn 、Cu 有、

Pb 見えない
高 A ⅰ？ソーダ石灰 ガラス

30 56 9 ⑳ －2 6 淡日

／≡lま

3・0 0．0 3 2．73 目　 フスの形状 を残 す。孔の軸方向 に平打 に並ぶ明瞭
な気泡列、流璃 多数。

透 明度 が低 く克、 J・　 ．　　　　　　　 ノー

N a 明瞭、M g 不明瞭、高 A l？、KくC a、低 Mn 、Cu 有、

P b 見えない
高 A l？ソーダ石灰 ガラス

30 57 0 ⑳ ー 7 淡目

　ヽ／

2．0

2 ．5

3 ．0

ⅰ．8 0．0 2 2．22 拇度 が低 く気泡 も少 ないが孔 の軸方 向に平汀に気

泡筋が並ぶ°

N a 明瞭、M g不 明瞭、高A l？、K ＜C a、低 M n、Cu 有、
P b 見えない 高 A l？ソー ダ石灰 ガラス

30 57 1 ⑳ －3 0 淡青

、′三lま

1．0

1・5

2．0 0 ．0 2 2．50 透明度が低 く気泡の流れ不 明。 N a 明瞭、M g不 明瞭、高A l？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 有、

P b見 えない
高 A l？ソー ダ石灰ガ ラス

30 57 2

3 05 73

◎－ 3 7 淡 日 2．5 0 ．0 3 2．0 0 気泡は少ないが孔の軸 方向に平行に並ぶ もの有 り。

－．・．～ヽ

N a 明瞭、M g不 明瞭、尚A l？、K＜ Ca 、低 M n、Cu 有、

P b見 えない
高 A l？ソー ダ石灰ガ ラス

⑳－ 46 縁　 － 3・2 1．0 2．5 0 ・04 2 ・5 0 高透明度。丸みを帯び た外観 。気軌 －ま少ないが孔 の軸

方向に平矧 一並ぶも　 有
N a，Mg 明瞭、低 A l？、K＜ c a、C u 強、Pb 明瞭

N a明 瞭、Mg 不 明瞭、高 A l？、K＜ Ca 、F e臥 Cu ，Pb
有

低A l？ソーダ石灰ガ ラス

高A l？ソーダ石灰ガ ラス
3 05 ．74 ◎－ 4ラ 小玉

小玉

小玉

小玉

小玉

J＼玉

J＼玉

J＼玉

線 3．5

3 ．5

5．0

1．5 2・5 0 ．04 2 ・2 2
コ　 こ1空口．～　′　　 の　 り°

低透明度。微細 な－気泡が孔の軸方向に平行に並 ぶ。

3 05 75 ⑳ － 49 縁 ⅰ・0 2 ．5 0 ．05 2 ．6 3 高透明度。丸 みを帯びた外観。丸泡 は少 ないが孔の軸

方向に平行に並 ぶもの有 り。

整　 ． ・　　　　　　　 や一　　　 言

N a，M g明瞭、低A l？、K＜ Ca 、C u強、Pb 明瞭 低 A l？ソーダ石灰ガラス

3 05 76 ◎ － 70 緑 1・8 3 ・5 0 ．25 4 ．72 った形状で表面は磨 りカフス状を王する。孔 の周 り

に円形の蝕像 有り。
丸　　　　　　　　　　　 ・∠

Pb 強、C u有、K，C a 不明瞭 鉛 ガラス

30 5 77 ◎ － 13 5 緑 7．0 1 ．5

2・5

2．0

5 ．0 0 ．74 4 ．97 みを帯びた整った形状。部分的 な風化・により巻 き仲

けを示す蝕像が顕在化。
丸

Pb 弘、C u有、K，C a不明瞭 鉛 ガラス

30 57 8 ◎ － 11 5 線 7・0 5 ．5 0・78 4 ．97 みを帯 びた整った形 状。部分的 な風化 により巻 き付
けを示す蝕像が顕在化。

・

Pb 強、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガ ラス．

30 57 9 ⑳ ー 11 6　′ 緑 －　7．0

3－・0

5 ・0 0．6 1 4 ・55 丸みを帯 びた整 った形状。部分的 な風化 により巻 き付
けを示す蝕像が顕在化。

Pb 弘、Cu 有、K，C a不明瞭 鉛ガ ラス

30 58 0 ⑰ －5 1　 ′ 緑

白線 （風化 ）

1．0 3 ．0 0・0 6 2・50 イ箆透明度。微細な気泡が孔の軸 方向に平行 に並ぶ。 N a 明瞭、M g 不明瞭 、高 Aⅰ？、K＜C a、Fe 強、Cu ，P b

有
低 A l？ソーダ石 灰ガラス

3 05 8 1 ⑰－ 14 7　′ 7．5 5 ．0 2．5 0 ．15 測定不能 風化 により細 く痩せて いる。表層の白色化は著 しいが

内部 は透明感のある黄緑 色を残す。
P b 強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

表－2－⑫　石ケ元古墳群出土の玉類
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遺物 N o F ig －N o ．器 種 色調
径　 一　礼径 1 厚 さ 重 量 比重

観察 所 見 分析 所 見 材 質
（m m ） （g ） （g／c㎡）

30 58 2 ⑳ － 15 0 小玉 白線 （風化 ） 9・0 3 ・0 5．5 0 ．3 1 測定不能 小 口面 に平坦部を持つ整った形状。淡黄褐色に風化 。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

30 58 3 ⑳ － 15 4 小玉 白線 （風化 ） ⅰ0．0 3 ．0 7・5 0 ．7 8 測定不能 小 言面に平坦部を持つ整った形状。淡黄褐色に風化° P b強、C u 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

30 58 4 ⑳ － 11 1 小玉 白線 （風化 ） 7．0 1・0 5．0 0 ．3 1 測定不能 丸み を帯びた整った形状。自緑色に風化。 P b弓臥 C u有 、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

30 58 5 ⑬ － 15 5 小玉 白線 （風化 ）－ 10 ・0 － 1．5 6．0 0 ．3 8 測定不能 風化 により表層が崩壊。本来の形状を止めない。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 －鉛ガ ラス

30 58 6 ◎ － 15 3 小玉 白線 （風化 ） 9．0 4 ．5 6．0 0 ．4 8 測定不能 半欠。風化 によ り細か い凹凸で覆われ、銀化。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

30 58 7 ⑬ ～ 15 1 小玉 白線 （風化 ） 9．0 4 ．0 5．5 測定不能 測定不能 半欠。風化によ り細か い凹凸で覆われ、銀化。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 058 8 ⑬ － 99 小玉 白線 （風化 ） 6．0 1．5 4．0 0 ．0 6 測定不能 l／2欠失。白緑色に風化 。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス
30 58 9 ① － 79 小玉 白線 （風化 ） 5・0 2 ．0 4 ．0 0 ．0 5 測定不能 1／2欠失。白緑色に風化。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 059 0 ◎ －ⅰ0 4 小玉 白線 （風化 ） 6．0 5 ．0 4・5 0 ．0 6 測定不能 1／2欠失。白緑色に風化。 P b弓凱 Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 059 1 ◎ － 13 7 小玉 白線 （風化 ） 7．5 2 ．0 5．5 0 ・14 測定不能 l／2欠失。白緑色に風化。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 92 ⑰ － 14 0 小玉 白線 （風化 ） 7・5 2・0 5・5 0 ．18 測定不能 1／2欠失。自緑色に風化° P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 93 ⑬ － 8 1 小玉 白線 （風化 ） 5．5 2 ．0 4．5 0 ．0 6 測定不能 1／2欠失°白緑色に風化 。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 94 ⑰ － 86 小玉 白線 （風化 ） 6．0 1．5 4．5 0 ．2 3 測定不能 1／2欠失。自緑色に風化° P b弓凱 Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 95 ◎ － 80 小玉 白線 （風化 ） 5．0 1．5 4．0 0 ．0 3 測定不能 1／2欠失。自緑色 に風化。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 96 小玉 白線 （風化 ） 測定不能 預定不能 狽定不能 0．0 3 測定不能 1／2欠失°白緑色に風化 。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 97 小玉 白線 （風化 ） 測定不能 瀕定不能 瀕定不能 0．0 2 測定不能 小片°自緑色に風化。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 98 小玉 白線 （風化 ） 測定不能 瀕定不能 預定不能 0．0 2 測定不能 小片。白緑色に風化 。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 05 99 ⑳ －30 小玉 7．0 1．0 6・0 0 ．3 5 測定不能 土

3 06 00 ⑳－ 29 小玉 7．0 1・5 6．0 0 ．2 2 測定不能 土

3 06 0 1 ⑩－ 22 小玉 5．5 1．0 6．5 0 ．14 測定不能 土

3 06 02 ⑳－ 34 小玉 青紺 3・0 1．0 2．0 0 ．0 3 3．00 丸みを帯 びた外観°気泡 の流れ は不明瞭。
N a 有、Mg 見 え な い、低 A l？、K ＜ C a、低 M n 、C o

有？、C u強、Pb 有
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

306 03 ◎ －50 小玉 緑 3．0 1．0 2．5 0・0 3 1・88
丸みを帯 びた外観。低透明度。黄色の色素が孔 の軸方
向に平行 に列 を為す°

N a不明瞭、Mg 有、高 A l？、K＜C a、Fe 強、Cu ，P b有 高 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

3 06 04 ◎ －40 小玉 青紺 3．0 l・5 l・5 0 ．0 2 2．86
小 口面平坦に整形。孔の軸方向 に平 行な気泡筋、気泡

列有 り。

N a不 明瞭、M g 明瞭、低 A l？、K＜ Ca 、低 M n、C0 有、

C u有、Pb 微弱
低 A l？ソ ーダ石灰ガ ラス

－　3 06 05 ⑳ ～95 小玉 白線 （．風化 ） 6．0 2．0 4・5 0 ．12 測定不能 風化 により部分的 に崩壊。白緑色 を呈する。 P b強、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 07 68 ◎ － 8 小玉 白線 （風化 ） 7・0 2 ・0 5．5 0．l6 測定不能 1／2欠失°不透明白緑 色で粉状 に風化。 P bが強 い、Cu 弱、K無，Ca 弱 鉛ガ ラス

3 07 69 ⑬ －17 小玉 白線 （風化 ） 10 ．5 測定不能 7．0 0 ．8 0 測定不能 風化 により失透、色 も失 い乳 白色を呈す る。 P bが強 い、Cu不 明瞭、K無，Ca 弱 鉛ガ ラス

3 07 70 ◎－ 16 小玉 線 10 ．0 2．5 7．0 l・4 6 4．58 明瞭 な巻 き付 け痕有 り。 P bが極端に強い、C u弱、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

307 7 1 ◎ －14 小玉 緑 9．5 2．0 6．0 0 ・77 測定不能 1／2欠失。側面に同心円状の蝕像有 り。 P bが極端 に強い、C u弱、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

307 72 ⑬ －18 小玉 緑 10 ．5 3．0 7．5 1．15 測定不能 l／2欠失。側面に同心円状の蝕像有 り。 P bが極端 に強い、C u弱、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

307 73 ◎ －1 2 小玉 白線 （風化 ） 7．5 2．0 6．0 0．4 4 測定不能 風化 により失透、色も失い乳 白色 を呈す る。 P bが強 い、Cu 有、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

3 07 74 ⑬ －19 小玉 緑 10 ．5 3 ．0 7・5 ⅰ．3 5 測定不能 1／2欠失°側面に同心円状の蝕像有 り。 P bが極端に強い、C u弱、K，Ca不 明瞭 鉛ガ ラス ／

3 07 75 ◎ － 4 小玉 白線 （風化 ） 7・0 2．0 6．0 0 ．5 6 3．7 1 白緑色、ブロック状 に風化° P bが極端に強い、C u有 り、K，C a 弱 鉛ガ ラス

307 76 ⑳ － 9 小玉 白線 （風化 ） 7．0 2．0 4．5 0．15 測定不能 2／3欠失。淡褐色、ブロック状に風化° P bが極端に強い、C u有 り、K，C a 弱 鉛ガ ラス

30 777 ⑬ －1 1 小玉 白線 （風化 ） 7 2．5 5・5 0．34 測定不能 白緑色、ブロ ック状に風化 o P bが強 い、Cu 弱、K，Ca 不明瞭 鉛ガ ラス

30 778 ⑳ －ⅰ0 小玉 淡育 3．0 1．0 1 ．5 0．0 3 3・33
高透 明度。気泡は少ないが一部孔の軸方向に平行に並

ぶ。

N a ，M g不 明 瞭、A l高 低 不 明、K＜ C a、低 Mn 、C u

強、Pb 無？
ソー ダ石 灰ガラス？

307 79 ◎ －15 小玉 緑 9．5 3．0 6．5 0 ・70 測定不能 1／2欠失。側面に同心円状の蝕像有 り。 P bが極端 に強い、C u有 り、K，C a 弱 鉛ガ ラス
30 780 ⑳ －13 小玉 白線 （風化 ） 8．0 2．0 5．0 0・15 測定不能 1／2欠失。白緑色に風化 。 P bが極端 に強い、C u有 り、K，C a 弱 鉛ガ ラス

307 8 1 ◎ － 7 小玉 白線 （風化 ） 7．0 2．0 6．0 0 ．18 測定不能 1／2欠失。淡褐色、ブロック状に風化。 P b と共 にそれ以外の元素 も強 く出る。 鉛ガラ ス

30 782 ◎ － 5 小玉 白線 （風化 ） 6．0 2．0 4・5 0．07 測定不能 1／2欠失。白色に風化。 P b が強 い、Cu 有 り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

30 783 ⑳ － 6 小玉 白線 （風化 ） 6．5 2．0 4．5 0．12 測定不能 2／3欠失。白緑色、ブロック状に風化。 P b が極端 に強い、C u有 り、K，Ca 弱 鉛ガ ラス

30 784 ⑩ ～ 3 小玉 淡青 3．0 1．0 1．0 0．0 1 1．67
高透明度。気泡は少ないが ．．．・部孔の軸方向に平行に並

ぶ。

N a，Mg 不 明 瞭、A l 高 低 不 明、K＜ Ca 、低 M n 、C u

強、Pb 無？
ソー ダ石 灰ガラス？

管ガラスの形状を残す。
Na無、K＞Ca、Co有り、高Mn、Cu若干ピーク有

り？

表－2－⑬　石ケ元古墳群出土の玉類

－260－



想定される構造 その他特記事項

く、開口部に絞り痕な 半定量分析債は、 金約91．1％、

6

7

8

9

ⅰ0

2

3

4

5

16

17

18

19

20

金色の細環で腐蝕は無
も見られない。 銅約1．0％である。 金製（無垢）細型

腐蝕が著しく 本来の形状が損なわ れている°開

口部の状況も不明。表層の失われた部分と残存
部分が層構造に見える。環内側付近で表飾の残
存らしき部分が見られる0

被覆材はない。芯材はほぼ純銅で、批素が
微量検出された。 鋼芯に何らかの表装

3 0 8 5 2 ⑱ －2 0 3 1 ・2 0 16 ．3 0 2 ．0 0 2 8 ．6 0 1 4 ・6 5 7 ．8 5 7 ．4 0 2 3 ．9 6

太 め の大 型 環 。開 口 部 は腐 蝕 に よ り観察 が難 し

いが 、中 間 材 の 絞 り敏 が あ る もの と．思 わ れ る。 被 覆 材 か らは 金、錬 、水 銀 と若干 の鋼 を検

出 。 芯 材 は ほ ぼ純 銅 。 銅芯 ．銀 板 被 せ ・鍍 金
電子 顕 微 鏡 観 察 に よ

りア マ ル ガ ム 粒子 を
検 出 【写 真 e－13 】。

黒 光 り した 表 面 に 金 色 が 斑 に残 存 し、部 分 的 に

緑 青 が 覆 う。

3 0 8 53 ⑱ － 19 2 9 ．6 5 19 ．20 1 ・5 0 2 6 ．2 0 1 7 ．2 0 5 ．2 5 5 ．10 7 ．44
全 体 に暗 灰 色 の 板 で 覆 わ れ て い る が 、被 れ た部

分 か ら縁 青 色 の 芯 材 が 覗 く。 1 箇 所 金 色 に光 る

部 分 有 り。 開 口 部 に絞 り雛 は確 認 で き な い。

被 覆 材 と思 わ れ る箇 所 か ら臭 素 、 銀 を 検

出 。 芯 材 は ほ ぼ純 銅 。． 鋼芯 に何 らか の 表 装

3 0 94 6 未 図 化 1 9．9 5 11 ．95 1 ．5 0 19 ．3 0 1 1 ．9 0 5 ．5 0 4 ．4 0 4 ．04
黒 色 の 表 面 に 金 色 の表 節 が残 存 。表 層 が 失 わ れ

た 部 分 か らは 縁青 色 の芯 材 が 覗 く。開 口部 は平

泊 で 絞 り教 は 見 ら れ な い

被 覆 材 か ら は鋼 、金 、水 銀 と極 微 量 の 銀 の

ピ ー ク が検 出 され た 。 芯 材 は ほ ぼ 純鋼 。 鋼芯 ．鍍 金

8 号 填　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。

3 0 76 5

3 0 76 6

未 図 化

⑳ － 2 5

20 ．7 0

22 ．1 5

1 7 ・70

1 9 ．0 5 0 ．9 5

2 3 ．55 20 ．2 5 1 ・50 1．6 0 2 ．14 金 色 の 細 環 で腐 蝕 は無 く、開 口部 に絞 り痕 な ど
も見 られ な い 。

立　　　　⊥

半 定 量 分 析 値 は 、 金 約 7 8．4 ％ 、 銀 約 2 1．
0％ 、 鋼 約 0．7 ％で あ る。 金製 （無 垢 ）細 型

2 2 ．3 5 19 ・2 0 1 ．55 1・5 5 2 ．08 金 色 の 細環 で腐 蝕 は無 く、開 口部 に 絞 り痕 な ど

も見 られ な い 。

l

半 定 量 分 析 値 は 、 金 約 7 7・7 ％ 、 銀 約 2 1．

6％ 、 鋼 約 0．7 ％で あ る。
金 製 （無垢 ）細 型

3 09 3 7

30 9 3 8

⑳ － 2 4

⑪ － 2 3

18 ．2 0 1 5 ．0 0 － 1 8 ．7 5 15 ．2 1 ．7 0 1．8 0 0 ・8 3
黒 光 り した細 環 で 、開 口部 に 絞 り痕 な ど も見 ら

れ な い 。披断 面 で は芯 が 白銀 色 、そ の 周 囲 が 黒
色 と色 が異 な って い る。

呈 、　　　　 ／

臭 素 、 銀 、 塩 素 、 の 他 鉄 を検 出。 銀 製 （無垢 ）細 型

17 ．7 0 1 4 ．6 0 0 ．5 0 1 7 ．7 0 14 ．4 0 1 ．5 0 1．5 0 0 ．9 4 。、、光 りし た細 環 で 、開 口部 に 絞 り痕 な と も見 ら

れ な い 。

。　　　　・ 、

臭 素 、 銀 、 塩 素 、 の 他 鉄 を検 出。 銀 製 （無 垢 ）細 型

3 0 9 3 9 ⑪ － 2 8
－ － － － － － － 0 ．2 8

ⅰ／3 程 度 が 残 存 。腐 蝕 が 著 しい 。表 層 残 存 部 と剥
離 した部 分 が 層 状 に分 離 して 見 え る。表 飾 の 痕

跡 は 見 られ な い。
室　　　　　 」Lト

被 覆 材 はな い 。芯 材 は ほ ぼ 純鋼 だ が、セ レ

ン と水 銀 が 若 干 検 出 さ れ た。
鋼 芯 に何 ら か の表 装

3 0 9 4 0 ⑮ － 27 2 1 ．6 0 13 ．0 0 3 ・00 20 ．0 0 12 ・30 5 ・7 0 4 ・25 5 ・5 3
縁 日色 の／じ・材 が 銀 色 の 板 で 覆 わ れ 、表 面 の一 都

に金 色 に光 る部 分 が 残 る 。開 口部 は腐 蝕 に よ り

失 わ れて い る。

！　匹虫　　　　　　　　　　　垂

被 覆 材 か らは 金 、銀 、水 銀 と若 干 の鋼 を検

出 。芯 材 は ほ ぼ 純 鋼 で 、批 素 が微 量検 出 さ

れ た 。

鋼 芯 ．銀板 被 せ ．鍍 金

3 0 9 4 1 ⑮ － 2 9 3 0 ．2 0 16 ・1 5 1 ．50 2 6 ．7 0 1 4 ．5 0 8 ．3 5 6 ・7 5 17 ．7 3
太 め の大 型 環 。全 体 に 縁 日 に覆 わ れ て い るが 、

開 口部 に絞 り痕 が 見 られ 、緑 青 の 隙 間 か ら銀 色

の板 と金 色 の 表 飾 が 覗 く。
刑　　　　 ≡巨　　　 一一

被 覆 材 か らは 金 と若 干 の水 銀 、銀 を 検 出 。

芯 材 は ほぼ 純 鋼 で 、 批 素 が 微 量 検 出 され

た 。

鋼 芯 ．銀 板 被 せ －．鍍 金

3 0 9 4 2 ⑮ － 3 0 2 9 ．2 0 16 ・2 0 1 ・0 0 2 6 ．0 0 1 4 ・6 0 8 ．5 0 6 ．2 0 15 ．8 1
太 め の 大 岩 環 。縁 日 色 の ／L、材 を 銀 色 の 板 が 覆

い、部 分 的 に 金 色 が 残 る。 開 口部 に は 中間 材 の
絞 り痕 が 見 られ る 。

光り　　　　　 垂　　　 」江

被 覆 材 か ら は金 と若 干 の．銀 、水 銀 を検 出 。

芯 材 は ほ ぼ 純 鋼 で 、－批 素 が 微 量 検 出 され

た °

銅 芯 ．銀 板 被 せ ．鍍 金

3 0 94 4 ⑮ － 3 1 28 ・8 0 15 ．60 2・0 0 2 0 ・00 14 ．3 0 7 ．20 6 ．5 0 13 ．7 6
太 め の 大 王 環 。縁 日色 の 心 材 を 銀 色 の 板 が 覆

い 、部 分 的 に 金 色 が残 る。開 口部 に は 中間 財 の
絞 り痕 が 見 られ る。

／　三姿ま　　　　　づ－ト

被 覆 材 か ら は銀 と若 干 の 水 銀 、金 を検 出。

芯 材 は ほ ぼ 純 鋼 で 、 批 素 が 微 量 検 出 さ れ

た 。

銅 芯 ．銀 板 被 せ ．鍍 金

3 0 94 5

9 号 墳

⑮ － 3 2 29 ．2 0 1 5 ・9 0 2 ・0 0 2 0 ．00 14 ．3 0 7 ・20 6 ．5 0 16 ・65
太 め の大 型 環 。 縁 日色 の 心 材 を 銀 色 の 板 が 覆

い 、部 分 的 に 金色 が残 る。開 口 部 に は 中間 材 の
絞 り痕 が 見 ら れ る。

被 覆 材 か ら は銀 、水 銀 、金 を検 出。芯 材 は

ほ ぼ 純銅 で、 批 素 が 微 量 検 出 さ れ た 。 鋼 芯 ・銀 板 被 せ ．．鍍金

3 09 6 1

30 9 6 2

30 9 6 3

⑭ － 7 9

⑭ － 8 1

⑭ 一 8 0

2 3 ．9 5

3 5 ．30

2 0 ．3 5

1 ．3 5

0 ．3 5

－ 2 3 ．9 5 0 ・5 5 2 ．8 5 2 ・8 5 2 ．4 6
金 色 の 細 環 で腐 蝕 は無 く、開 口 部 に 絞 り痕 な ど

も見 られ な い。

充九　 匹旦　　　　　　　　　　　　　 ．⊥　 ／

半 定 量 分 析 値 は 、 金 約 73 ．－8 ％ 、 銀 約 －2 5．

7 ％ 、 鋼 約 0・6％ で あ る、。 金 製 （無 垢 ）碑 型

0 ．1 5

3 ．6 5 2 9 ．8 0 2 ．2 5 2 ．2 0 4 ．3 5 金 色 の大 型循 環 で腐 蝕 は無 く、開 口 部 に絞 り痕

は 見 られ な い。
刑　　　　　　　　　　　　　　　　　 J　 J⊥

半 定 量 分 析 値 は 、 金 約 50 ．．2 －％ 、 銀 約 4 9．

0 ％ 、 銅 約 0・8 ％ で あ る 。・
金 製 ．（－無垢 ）細 型

3 4 ・4 0 34 ．3 5 3 1 ・7 0 2 ．10 2 ・00 4 ・18 金 色 の大 型細 環 で腐 蝕 は無 く、開 口 部 に 絞 り痕

は 見 ら れ な い。

言　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　 セヨ…∃三

半 定 量 分 析 値 は 、金 約 50 ．2 ％ 、 銀 約 49 ．

0 ％ 、 鋼約 0 ．8 ％ で あ る 。
金 製 （無 垢 ）細 型

30 8 5 4

3 0 8 5 5

⑭ － 7 8

⑭ － 7 7

2 4 ．2 5 15 ．5 0

13 ・2 0

1 ．80 22 ・7 5 1 4 ．00 4 ．0 0 4 ．10 3 ．9 9
中央 部 で破 損 し、断 面 が観 察 で き る。縁 日 を吹 い

た 芯材 を金 色 の 薄板 が 覆 い 、開 口部 で 絞 っ て い

る。 表 面の 各 所 に金 板 の敏 が残 る。

≡重言∠乙／（，仲

被 覆 材 か ら は金 と若 干 の銀 が 、芯 材 は ほ

ぼ 純 鋼 で 、 批 素 が 微 量検 出 され た 。 鋼 芯 ．金 板 張 り

2 2 ．2 0 1 ．50 20 ．9 0 1 2 ．60 6 ．3 0 4 ．50 7 ・3 8 縁 日色 の／巳、材 の 表 面 に薄 い 金 色 の 表 飾 が 残 る。

開 口部 は平 田 で 絞 り痕 は 見 られ な い

被 覆 材 か らは 銅 、金 、水 銀 と極 微 量 の銀 の

ピー ク ．　　　　　 ．≠
銅 芯 ．鍍 金

1 1号 墳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　 ー ／K　　　 よ 。　　　 が 検 出 さ れ た 0－／じ・材 は ほほ 純 鋼 。

により金色の表飾が失われ、線青色の芯材が露出。 被覆材からは金を検出o芯材はほぼ純銅。 銅芯・金板張り

3 0 1 8 1 ⑱ － 8 29 －7 0 2 0 ．50 3 ・6 0 2 7 ．2 0 1 8 ．0 0 4 ．3 0 4 ．2 0 8 ．19

開 口部 に ガ ラス 小 玉 を 挟 む。緑 青 色 の芯 材 を殆

ど腐 蝕 の な い 金 板 が 覆 っ て い る。開 口部 に絞 り
雛 有 り°

Y．～⊥♪　一一一一一

被 覆 材 か らは 金 と若 干 の 銀 を、 芯 材 か ら

は ほ ぼ 鋼 の み検 出O 銅 芯 ．金板 張 り

3 0 18 3 ⑳ － 4 2 9 ．4 0 2 1 ．0 0 2 ．9 0 2 5 ．80 16 ．7 0 4 ．30 4 ．6 0 8 ．8 1
開 口部 に カ フ ス 小 玉 を挟 む。表 面 に 破 損 が 無 く

芯 材 の 状 況 は 不 明 。殆 ど腐 蝕 の な い 金 板 で 覆 わ

れ て い る。 開 口 部 に絞 り敏 有 り。

一日才．　．

被 覆 材 か らは 金 と銀 が ほぼ 同量 、 芯 材 か

らは ほ ぼ鋼 の み検 出 。
鋼 芯 ．金 銀 合 金 板 張－
り

3 0 18 2 ⑬ － 6 2 6 ．1 0 1 4 ・7 0
－ 2 4 ・3 0 14 ．5 0 6 ．90 5 ．6 0 8 ．4 3

表 面 は 白 味 を 帯 び た 金 色 の板 で覆 わ れ て い る。

表 面 材 の 破 損 部分 か ら線 青 色 の 芯 材 が覗 く。開

口 部 は 近 接 して い る が絞 り痕 が 礁 認 で き る。

被 覆材 か らは 金 と若 干 の 銀 が 、 芯 材 の 材
質 は分 か ら な い。 鋼芯 ．金 板 張 り

30 8 4 1 ．⑬ － 7 3 1 ．5 0 1 7．6 0 2 7 ・9 0 14 ・5 0 7 ．0 0 7 ．0 0 1 6 ．3 9

太 めの 大型 環 。腐 蝕 が著 し く開 口部 の 状況 も不明

瞭。表 層 と剥離 した部 分が 重層 構 造 に見 え 、剥 離部
分 の表 面 には細 か い筋 状 の凹 凸 が見 られ る。 金色

の表 飾 が覗 く部 分 も あ り。

l　　ヽ

被 覆材 か ら－は鋼 と若 干 の金 、水 銀 を倹 乱 －
芯材 は ほぼ 純 鋼 。 鋼芯 ．．．鍍 螢 こ

3 0 9 4 7 ⑯ － 2 2 3 ．80 1 5・4 0 － 2 1 ．2 0 13 ．30 5 ．0 0 4 ．4 0 3 ・4 3
光沢 の あ る金 色 の板 で 覆 われ て い るO 表 面 の破 れ
か ら縁 青色 の 芯 材が 覗 く。開 口部 は近 接 して い る

が、 絞 り雛 が あ る と思 われ る

被 覆 材 か ら は 金．と若 干 の 録 か 、．芯材 は は

ぼ純 銅 だが 、 鉛 が 若 干 検 出 さ れ た 。 鋼 芯 ．金 板 張 り－，

3 0 9 4 8 ㊨ － 3 2 6 ・9 0 18 ．9 0 0 ．50 27 ．2 0 18 ．－90 4 ．7 0 4 ．7 0 5 ．4 4

。
腐 蝕 が 著 し く表 面 が 剥 落 して 失 わ れ て い る。開

口 部 の 状況 も不 明 。

．－土1．．　　　　　　　　　　　．

被 覆 材 はな い 。 芯 材 は ほ ぼ 純銅 。
鋼 芯 に 何 ら か の 表

装 、 も し ぐは鋼 芯 の

み

3 0 9 4 9

14 号 墳

末 図 化 0 ・8 9
腐蝕 が 著 し く表面 が 剥落 して 失わ れ て い る。開 口

部の 状 況 も不 明。表層 残存 部 の－一 部 に 黒 金色 に光

る部 分 有 り。 表銅 の 残存 か 。

被 覆 材 はな い 。 芯 材 は ほ ぼ純 鋼 °
鋼 芯 に 何 ら か の 表

装 、 も し くは鋼 芯 の

み

3 03 7 4

3 03 8 9

⑩ － 3 8

㊥ － 3 9

16 ．6 0 1 2 ・60

1 5 ．8 0

－ 2 0 ．50 1 5．8 0 2 ．00 2 ．0 0 1 ．9 4
黒 光 り した 細 環 で 、開 口部 に絞 り痕 な ど も見 ら

れ ない 。 断 面 は 多 角形 を 呈 す る。

旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

銀 が 主 成 分 。 そ の 他 明 確 な 水 銀 の ピ ャ ク

と臭 素 、 塩 素 、鉄 を検 出。 銀 製 （無 垢 ）細 型

19 ・8 0 － 2 0 ．70 18 ・9 0 1 ・80 1 ・9 0 1 ・8 5 黒 光 り した 細 環 で 、開 口部 に絞 り痕 な と も見 ら

れ な い 。 断 面 は 多 角形 を 呈 す／る。

l　　　　　　　一生　　　　 ．．一日一

銀 が 王 成 分 。そ の他 臭 素、塩 素 と若 干 の鉄

と水 銀 を 検 出 。
銀 製 （無 垢 ）細 型

30 3 9 0 ㊥ － 4 1 2 8 ．8 0 1 6 ．2 0
7 ・5 0

2 6 ．邸 14 ．6 0 7 ．30 6 吉2 5 17 ．54
太 め の 大 型 環 。縁 日色 の ／L、材 を 銀 色 の 板 が 覆

立　∠ゝ　　　ナ
被 覆 材 か ら は金　 銀 と若 干 の 水 銀 を 検 出

鋼 芯 ．鉄板 被 せ ．鍍 金
電 子 顕微 鏡 観 察 に よ

＋（Ⅹ い、都 刀 的 に 金 色 が残 る。開 口部 に は銀 板 の 絞

り痕 が 見 られ る 。

・ト

′ヽ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。
芯 材 は ほ ぼ純 鋼 。

り－ァ マ ル ガ ム 粒 子 を

検 出 。

30 9 6 4

19 号 墳

㊥ － 4 0 2 1 ．80 1 5．6 1 ．3 2 0 ．7 5 13 ．8 0 3 ．4 0 4 ・0 0 1 ・6．4

破 損 は 者 しい が 腐蝕 の．な い金 板 で 覆 わ れ る。開

口部 に は 明 瞭 な 絞 り敏 が 見 られ る。破 損 部 か ら 被 覆 材 か らは 金 と若 干 の 銀 を検 出。 芯 材 不 明 芯 材 （木 質 ？） ．
は金 属 質 の 芯 材 は見 られ ず 、土 状 の 物 質 が 充 満

して い る°
か らは錬 、 鋼 と若 干 の チ タ ンを 検 出 。 金 板 張 り

3 0 1 8 6 ⑬ － 3 19 ．15 14 ．9 5 1 ．2 0 19 ．0 0 14 ．80 2 ．3 0 2 ．2 0 2 ．6 2

金 色 の 細 環 で 著 し い腐 蝕 は無 い が 、茶 色 く変 色

した 部 分 が各 所 に．見 られ る。開 口 部 に 絞 り痕 な

どは 見 られ な い。

止也　 ．

半 定 量 分 析 値 は、 金 約 4 7．1％ 、 銀 約 5 2．

3 ％ 、 銅 約 0．6％ で あ る。 金 製 （無 垢 ）細 型

3 0 1 8 7 ◎ － 2 1 6 ．7 0 16 ．8 0 － 17 ．8 0 1 4 ．30 2．10 2 ．10 0 ・8 8 細 か い 凹 凸 に覆 われ た 帯 灰 色 の 細 型 環 。表 面 装

飾 は 見 られ な い．。

銀 、臭 素 、塩 素 、の他 鉄 と若 干 の チ タ ンを

検 出°
銀 製 （無 垢 ）細 型

3 0 1 8 8 ⑬ － 5 2 2 ・10 13 ．7 0 － 2 1．9 0 1 4 ．2 0 3 ．8 0 4 ．40 3．0 0
破 損 は 者 し いが 腐 蝕 の な い 金 板 で 覆 わ れ る。開

口 部 は破 損 の た め状 況 は 不 明 。破 損 部 か ら一線 青
色 の 芯材 が 見 え るが 腐 蝕 と破 損 が 著 しい 。

被 覆 材 か ら は金 と若 干 の 銀 を 、 芯 材 か ら

は ほ ぼ鋼 の み 検 出 。 鋼 芯 ．金 板 張 り

表一2－①　石ケ元古墳群出土の耳環
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遺物

N o

Fig－

N o ・

計測部位（別図参照 ：単位m m ） 重量
（g）

観察所見 分析結果 想定される構造 その他特記事項
A B C D E F G

30 189 ◎－ 6 22・80 15・40 0・80 22・40 14．80 4．40 3．80 3．20 表面は金色の板で覆われている。表面材の破損部
分から緑青色の芯材が覗く°開口部に絞り雛有り。

被覆材からは金と若干の銀を、芯材から
はほぼ鋼のみ検出。

鋼芯 ．金板張り

30 190 ◎－4 21・20 15．80 1．00 2 1．10 15・20 2．45 2．40 2 ．00
細かい凹凸に覆われた紫灰色の細型環。表面装
飾は見られない。

臭素、銀、鉄、塩素、の他若干のチタン、
水銀を検出°

銀製（無垢）細型

30 19 1 ◎－ 1 17．10 10・75 18．80 12．60 2．90 3．30 2．84
全体に黄色みの強い金板で覆われている。開口部
には絞り級、環の内面にも雛が多数見られる。破れ
は殆どなく芯材の状況は不明°

被覆材からは金 と若干の銀を、芯材から
はほぼ鋼のみ検出。

鋼芯 ・金板張り

27号墳

3 06 0 7 ◎ － 40 2 2 ・7 0 1 1．9 0 2 ．0 0 20 ．6 0 1 2 ・15 8 ．3 5 5 ．5 0 1 1 ・8 0
開口部端面及び縦方向に見た場合の両側面は腐
蝕によ り金色の表飾が失われ、緑青色の芯材が

露出。表面 の金色は光沢を有し茶色味を帯びる。

被覆材か らは金 と鋼 を検出。芯材 はほぼ

純鋼。
鋼芯 ・金板張 り

3 06 0 8 ⑳ － 47 2 6 ・2 0 14 ．1 0 1 ・4 0 24 ．4 0 13 ．55 8 ．10 6 ・4 0 1 2 ・0 3
太 めの大型環。黒光 り或いは銀色の板 で覆 わ

れ、破損部から緑青色 の芯材が覗 く。開口部に
は絞 り雛が見られる。

被覆材か らは金、鎌、水銀 を検出。芯材は

ほぼ純鋼で、枇素が微量検出された。
鋼芯 ．銀板被せ ・鍍金

電子顕微鏡観察 によ
りアマ ルガム粒子 を

検 出。

⑳ － 3 9 ′．ヽ′ヽ　　′ヽ′ヽ∠∠．UU 1∠・1〇

「0 。0

∠．／∪ 0 0　　0 0∠U ．U U ．11　　0 011 ．JU 0　　0 ／ヽO ．U U 一一　／ヽ0〇．o U

11 0 0 0

1 U ．ココ

眉 ≡買窯 窯 憲 違 憲 窯 層 覆材か らは金 と鋼を検出。芯材 はほぼ

純鋼。

銅芯 ．金煉 り 1

： 3 0 6 10 ⑳ － 3 7 2 0 ・85 1 1．5 0 1 ．80 19 ．2 0 11 ．30 6 ．8 0 4 ・8 0 6 ・4 1
表面は金色、或 いは黒変 し各所か ら緑青が吹き
出 している。開口部は平坦で、放射状ではな く

平行な雛が見られる。

被覆材か らは金、銀、水銀 を検出°芯材は

ほぼ純鋼 5
鋼芯 ．銀板被せ ．鍍金

電子顕微鏡観察 によ
りアマ ルガム粒子 を

検 出 【写真 e－12 】。

i 3 0 6 1 1 ⑳ － 34

l／2程度残存。破損は著しいが腐蝕のない金板で

覆われ る°開口部には明瞭な絞 り雛が見 られる。 被覆材か らは金 と若干の銀を検出。芯材 不明芯材 （木質 ？）・

破損部か らは金属質の芯材は見られず、有機質様

の物質が充満 している。

からは鉄、鋼 と若干のチタンを検出。 金板張 り

2 3 0 6 12

⑳ － 4 5 2 4 ．50 16 ．9 0 23 ・4 0 15 ・6 0 4 ．0 0 4 ．0 0 0 ・8 3

全体に黄色みの強い金板で覆われてい る。開口

部 には絞 り敏、環の内面に も敏が 多数見 られ 被覆材か らは金 と若干の銀を検出。芯材 不明芯材 （木質 ？）．
るo 破損部か ら金属質 の芯材 は見 られず、土状

の物質が充満。

からは鉄、銅 と若干 のチタン、鉛を検 出。 金板張 り

3 0 6 13 ⑳ － 4 9 2 8 ．20 15 ．8 0 2 ・70 6 ．2 0 15 ・1 0 7 ・4 0 6 ．1 0 1 2 ．5 9
太めの大型環。黒変 した金色の板で覆われる。
破損はな く芯材の状況は不明で あるが、部分的

に緑青が吹き出す。開口部 に絞 り敏有 り。

被覆材か らは銀 と金、若干 の水銀 と鋼を

検 出。芯材の材質は分か らない。
鋼芯．銀板被せ ．鍍金

電子顕微鏡観察 によ
りアマ ルガム粒子 を

検 出。

3 0 6 14 ⑳ － 4 1 2 3 ．35 12 ．8 0 1 ・90 2 1 ．6 0 12 ．3 0 7 ．2 0 5 ．2 0 6 ．5 1
表面は銀色、或いは黒変 した薄板で覆われ、破
損部 より縁青色の芯材が覗 く。開口部は若干丸

みを持ち、敏も僅かに認 められ るが不鮮明。

被覆材か らは金、銀 と若干の水銀 を検 出。
芯材 ははぼ純鋼で、批素が微量検出され

た。

鋼芯・銀板被せ ．鍍金

3 0 6 1 5 ⑳ － 4 4 2 2 ．70 9 ・6 0 22 ．1 0 15 ．50 4 ．3 0 4 ．3 0 4 ・3 3

表面は金色の板で覆われ、表面材の破損部分か

ら緑青色の芯材が覗 くO開 口部は近接 し観察は

困難であ るが絞 り痕が有 る。

被覆材か らは金 と若干の銀を、芯材か ら

はほぼ鋼のみ検出。
鋼芯 ．金板張 り

3 0 6 16 ⑳ － 4 2 2 3 ．70 12 ．5 0 1 ．90 1 ．7 0 11 ・6 5 7 ．0 0 5 ．7 0 8 ・8 2

表面は白味を帯びた金色、銀色、或 いは黒変 し、

破損部よ り緑青色の芯材が覗 く。開口部は若干

丸みを持ち、敏 も僅 かに認め られ るが不鮮明。

被覆材か らは銀、金、水銀、鋼を検出°芯

材 はほぼ純銅。
銅芯 ・銀板被せ ．鍍金

電子顕微鏡観察 によ

りアマ ルガム粒子 を

検 出。

3 0 6 17 ⑳ － 4 3 2 2 ．80 15 ・4 0 22 ．8 0 16 ・30 3 ．5 0 3 ．8 0 2 ．5 0

表面は金色の板で覆われ、表面材の破損部分か

ら緑青色の芯材が覗 く°開 口部の状況は破損の

ため不明。

被覆材 からは金 と若干の銀が、芯材はほ

ぼ純鋼だが、セ レンが若干検出された。
鋼芯 ．金板張 り

3 0 6 18 ⑳ － 4 8 8 ．30 15 ．6 0 1 ．50 6・0 0 14 ．7 0 7 ．7 0 6 ．4 0 1 1 ．7 6

太めの大型環。金及 び金の黒変 した色の板で覆

われ、部分的に緑青が吹き出す。開 口部には絞

り雛が見 られる。

被覆材か らは金、銀、水銀 を検 出。芯材は

ほぼ純鋼。
銅芯．銀板被せ ．鍍金

電子顕微鏡観察 によ

りアマ ルガム粒子 を

検 出。

3 0 6 1 9 ⑳ － 4 6 2 6 ．00 14 ．7 0 0 ．70 24 ・2 0 9 ・0 0 5 ．6 0 5 ．4 0 1 2 ．7 3

全体に黄色みの強い金板で覆われ、破れは殆 ど

ないため芯材の状況は不明。開 口部に絞 り敏が

見 られる。環 内側の開 口部付近両側に段が 2 段
対象に残る。

被覆材 からは金 と若干の銀を検出。芯材

の材質 は分か らない。
鋼芯 ・金板張 り

3 0 6 2 0 ⑳ 一一3 6 2 0 ・00 10 ．0 0 19 ．0 0 10 ．0 0 6 ．5 0 5 ．4 0 3 ．3 4
表層は腐蝕によ り剥落。僅か に残存 した部分で

は金属光沢を有する薄い膜が残 るが、銀色の部
分 と金色の部分がある。

被覆材か らは鋼、金、水銀 と極微量の銀の

ピークが検出 された。芯材はほぼ純鋼。
鋼芯 ．鍍金

電子 顕微鏡観察 によ

りアマ ルガム粒子 を
検出。

3 0 6 2 1 ⑳ － 3 5 18 ・90 9 ．8 0 3 ．00 1 6 ．0 0 9 ．7 0 6 ．2 0 4 ・0 0 2 ．2 1
表層は腐蝕によ り剥落。残存 した部分では金属
光沢を有する薄い膜が残 るが、銀色の部分 と金

色の部分があ る。

被覆材か らは鋼、金、水銀 と極微量の銀の

ピークが検出 された°芯材はほぼ純鋼。
鋼芯 ・鍍金

電子 顕微鏡観察 によ
りア マルガム粒子 を

検出 【写真 e－14 】。

3 0 6 2 2 ⑳ － 5 0 2 2 ．50 14 ．7 0 1 ・40 2 5 ．10 13 ．80 7 ．8 0 6 ．8 0 1 2 ．6 3 太めの大型環。銀色の板で覆われ破損部から線青
色の芯材が覗く。開口部には絞 り雛が見 られる。

被覆材か らは金、銀 と若干の水銀 を検 出。
芯材 はほぼ純銅。 鋼芯．銀板被せ ．鍍金

3 0 6 2 3 ⑳ － 5 1 2 7 ．6 5 2 5 ．5 1 ．00 5 ．10 13 ．6 0 7 ・3 0 6 ．3 0 1 2 ．8 7
太めの大型環。銀色の板で覆われ破損部から緑青

色の芯材が覗く。開口部には絞 り激が見 られる。

被覆材か らは銀、金 と若干の水銀 を検 出。

芯材 はほぼ純鋼。
鋼芯．銀板被せ ．鍍金

3 0 6 2 4 ⑳ － 3 4

1 ／3程度残存。破損 は著 しいが腐蝕のない金板

で覆われ る。開口部には明瞭 な絞 り雛が見 られ
る。破損部か らは金属質 の芯材 は見 られず、有
機質様の物質が充満 している。3 06 1 1 と同一個

体の可能性有 り。

被覆材 からは金 と若干の銀を検出。芯材

からは銅、鉄、鉛の他、若干で はあ るが錫

のピー クも検出。

不明芯材 （木質 ？）．
金板張 り

3 0 6 2 5 ⑳ － 3 8 2 1 ．40 1 1．9 0 1 ・75 1 9．6 0 1 1．50 6 ・7 0 4 ．8 0 7 ．5 7

表面は金色、或いは黒変 し各所か ら緑青が吹き

出 してい る。開口部は平坦で、放射状ではな く

平行な雛が見 られる。

被覆材か らは金、銀、水銀 を検 出。芯材は

ほぼ純鋼。
鋼芯．鏡板被せ ．鍍金

電子顕微鏡観察 によ

りア マルガム粒子 を

検出。

3 0 8 4 3 未 図 化 2 3 ．4 0 12 ．6 5 1 ．10 2 1．3 0 1 1．2 0 8 ．0 0 5 ．6 0 7 ．2 1

極端に扇平な太環。破損 はしてい るが腐蝕のな

い黄色味の強い金色の板 で覆 われてい る。開口
部に絞 り雛有 り。破損部分か らは緑青色の芯材

が覗 く。

被覆材 はほぼ金のみ、芯材 か らははぼ銅

のみ検出。
銅芯 ．金板張 り

3 0 8 44 未 図化 2 6 ．70 8 ・8 0 2 ・20 24 ．8 0 13 ．60 7 ・9 0 6 ．5 0 1 2 ．4 3

やや光沢 のある金色で硬質な質感の板 で覆わ

れ、破損部分から縁青色 の芯材が覗 く°表面の
板の直下に赤褐色の板状 の層が見 られ る。開口

部には絞 り顆有 り。

被覆材か らは金、水銀、銀 を検出。芯材は

ほぼ純鋼。
鋼芯 ．銀板被せ ．鍍金

電子顕微鏡観察 によ
りア マルガム粒子 を

検出。

表－3－②　石ケ元古墳群出土の耳環
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写真g－14　28号墳（30448）×6

（スケールは目盛一単位が1mm）
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写真e－5

写真e－8

写真e－11

写真e－13

写真e－6

写真e－9

－264－

写真e－7

写真e－10

写真e－12

写真e－14



写真e－15

写真e－18

写真e－21

写真e－16

写真e－19

写真e－22

写真e－17

写真e－20

写真e－23

図－2
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写真e－1金製（無垢）細型
（上段：30961．30962．30963）
（下段：30031．30766．30765．30186）

写真e－3　上段：がラス玉を挟んだ銅芯金薄板張
下段：中空？金薄板張
（上段：3018130183）
（下段：30964．30612．30611．30624）

写真g－01重層ガラス
19号墳30364

（上：透過光外面．下：落射光内面）

写真e－2　銀製（無垢）細型
（上段：30937．30938．30187）
（下段：30374．30389．30190）

写真e－4　銅芯銀板張鍍金
（上段：30610．30625．30940）
（下段：30850．30852．30176）

写真g－2　重層ガラス
28号墳30505

（同左）

写真g－3　黒色管玉
28号墳30469

写真g－419号墳30336　　　　　写真g－5　28号墳30410　　　　　写真g－6　28号墳30488

（スケールは目盛一単位が1mm）
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